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第四十五細

大氣中に於けろ活性酸素の臨地点出法に就て

1：

診

藍

竈

ll

軋；

技　師　石　尾

助　手　小　暮

正　文

明　正

　　　　　本試験は内務省衛生局主唱の下に昭和九年八月施行せる海水浴日並にキャンプ揚の

　　　　　衛生調査に減する基礎實験として行ひたるものにして，調査成績中本報告に關係ある　・

　　　　　ものは鼓に併記せり。

　本題に掲ぐる活性酸素とはオゾン，過酸化窒素，及び過酸化水素中の反磨し易き酸

素の謂にして，是等の化合物中本報告の主眼とするものはオゾンとす．蓋し室中に於

ける僅微のオゾンは衛生學上塞氣の清純を表象すとの読（1）あれば塗り．

　大氣中に於けるオゾンは分光學的研究に檬ウ其存在を確認され，其成因ば主として

室中に於ける無聲放電並に紫外線の照射にあ血とせウ．而して前者の揚合にオゾンに

俘ひ過酸化窒素の化生する事ば既に公知の事實（2）に厩すれ共・近頃後者の揚合にも

亦同様の現象あうと読く學者（3）あ鉱

　夫氣中に於けるオゾンの存在量に關しては数多の實験例あうて，往年の業績壱こほ塞

氣100Zに付小止貼第三位に於けるmg量の測定値を報告するもの比較的多し，但

し之と懸隔せる成績を報告するもの亦勘からず．近年の業績に於ては活性酸素化合物

を分別定量したる結果オゾンの含量は低下せう．

　次表はオゾン過酸化窒素，及び過酸化水素の測定成績中近年の報告に係る竜のとす・

試　　験　　者 試 瞼 地 オ　　ゾ　　ン　　過酸化窒素　　過酸化水素

　　　　　　（4）
Keiser＆斑cMasterアメリカ　　　 大陸
一＆㎡『一｛二本島町迄）

痕　　　　　　跡
1㊥仲0，00003～

　　　　0，0003mg

100Z中0，013～0，04　mg

検出せず
存左すれども

含量不足
オ　ゾ　ン　の

含：量以下

検出せず



2
石 尾　。　小 暮

　　　　　　（6）Prin9

　　　　　　（7）
Fabry＆Buisson
　　　　　　く　ラ
G6tz＆：Ladenわurg

　　　　　　（3）
D．Vor1腕nder＆

　　　　Gohdes

缶ルプス臨急1器，

フランス　フ噛（高度0．3kln）

スイろ　　（高度22km）

ド’イ　ツ

4J　x　10－6Vgl％

．2．5×10『6Vol％

o．oo22cclm3

0．0029cclm3

癖

，癖

跡

跡

100Z中0．002

mZF均数

痕　　　跡

痕　　　跡

　オゾンの槍出法はヨードカリウム澱粉紙を以てするSch6nbein（9）の業績以後新洗

・の考i回せられたるもの十；藪種に及べう．Arnold－Mentze1（10）は是等の方法は過酸化窒

素，及び過酸化水素の爽雑する揚合には無効なうとし，テトラメチノγ・パラ・ヂアミ

ノ・ヂフエ昌ノレメタンを新試藥に推墨せう・併るにHayhurst＆Pri旦9（5）1ま大氣中のオ

ゾンの測定には此試藥を使用して好結果を得ずと報告す．近年に於ける検出法の研究

は分光學的方面に著しく進展し，化學分析の領球に於ては新法の案出漸く衰へK：eiser

＆MG　Mas七er以後は試料の三三中よウ過酸化窒素，及0三酸化水素を除去する方法の

研究に韓向の趨勢を示せウ．Usher＆〕至as（11）は化學的方法に振う室中に於けるオブン

と過酸化窒素との分洌定量を行ひ，十四同の實瞼中オゾンは楡出するに至らず，過酸

化窒幸を楡出したる事二同なウしが，此成績には雷の影響を認むと報告す．但し同氏

等の實駿は室氣の捕集量7Zなれば諸家の二二に比し試料僅少なう．

　前掲の如き文獄に依うて大氣中に於ける活性酸素化合物の分布歌態を按ずるに，オ

デンは土地の高度増大するに從ひ其存在量は増加す．但し高山上を除き地上に於ける

量は僅微にして，塞氣100Zに付小敷鮎第四位に於けるmg量に留ム，、高地と李地と

に於ては其量に相蓮あれ共，其差は僅少なるもの＼如し．過酸化窒素に關してはオブ

ンに比し知見狡く，僅に李地に於てオゾンよム多量に存在するもの㌧如き傾向ある事

を認知すちに過ぎず，廻酸化水素に關しては殆ど識る言なし．而して是等活性酸素化

合物の大氣中に於ける存在量は，軌も微量なるを以て簡易なる試瞼方法に擦うては

測定不能と認めらる・されば時間に絵裕無き臨地試験に於ては，オブンの含量楡定は

困難なる事始めよう明なるが故に∫今同執行したる東京を中心とせる海水浴揚，’ ﾀに

キヤγプ場に於ける室氣禰に於ては・オゾンに代るに活性酸素を試験の目標としだ

．う．

　本來臨地試験には簡易なる手段を以て短時間に實験成績を牧得する方法を可とす・

メ

1晶

3
角

し

湘

　、瀕

～



大氣中に於ける活性酸素の臨地検出法に就て
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3

本報告の實験に於ても此趣旨に準じ，活性酸素の試験には定性分析にて満足し，試験

方法には取扱に簡便なる試瞼紙法を探用し，30分間以内にて實験終了の標準を以て，

可槍室氣は8Zを捕引して試料に供する事となしたう・試験紙法には周知のヨードカ

ツウム澱粉紙，及びオゾンに固有なる呈色反鷹を現すと稽するタトラ・バー一ぜ紙（10）（テ

トラメチノレ・パラ・ヂアミノ・ヂフエニノレメタンTetralnethγ1rp－diaminodiphenylmethan

を試藥とす）並ラトラ紙（12）（テト7メチンレリ・ラ・7工昌レンヂァミンTetra血eむhy1－p－

phellylendiamin層 �主Zとす）の三種中よう選定すること」し．先づ其威度を比較す

る爲め，實験室に於て稀薄なるオブンを含有す多塞氣（100Zに付オゾンの含有量0．39

1ng）を製し，其10　cc宛を作用せしめたるに，此揚合には三紙共回れも旧著に呈色　・

反鷹を現したウ．然れ共臨地試瞼の揚合1とはヨードカリウム澱粉紙及び淑潤状態に於

けるヲ：トラバーぜ紙には攣化なく，テトラ紙は作用せり，傍て本試験に曾てはテトラ

紙を採用し，之を三智中の活性酸素と作用せしめ，反門中紙面に現はる㌧紫色に付，’

比色法によウ其濃度槍干するの法に擦らんとす．

　從來テトラ紙法に封しては種々の非難あう，著者等も試験準備中，本法に用ムる試

藥，テトラメチノγ・パラヴ日脚レンヂアミンの入手に際し，叉本試藥の憂悶し易き性

質に干し，苦き例解を有す・幸に新製法に嫉う本試藥を容易に製造し得たるを以て，

蝕に文献上に記載の本試駿方法に改良を加ぶる事に依うて，本法の異用化を企罪した

るものなう・

　一、試藥（テトラメチル・パラ・7工ニレンヂアミン

　　　Te七ramethyl－P－phehylendiamin）の調製

　　　　本品は丁丁用の既製品目録中に其名稽の掲載さる㌦事あれ共，常備品として

　　　供給さる＼事は稀なう，故に三品を使用せんと欲すれば之を調製するの畳悟を

　　要す，而して二二三法として文獄に記載さる＼ものは，メラ・フエ’ニレンヂア

　　　ミンp一：Phenγ1endiaminごこメチノγアノγコーノγを回歴の下に作用せしむる方法な

　　　う．本報告に於ては，パラ・フエニレンヂアミンをパラホノγムアノγデヒドと共

　　　に接鯛剤の存在に於て水素還元を試みたるに，反二丁滑に進行し，容易に調製

　　　の目的を達し得たう．實験例下の如し．



4 石 尾　・　小 暮

　　　パラ・フ等出レンヂアミン2。59を振盟壕に取う，50％のメチノレアノンコーノγ

　　100CG．を加えて溶解し，之にパラホルムアノγデヒド39及び二元ニツケノγ29

　　を投加し，更に活性炭5g（一旦灼熱し50　ccの沸湯中に投入し冷後用ふ）を

　　水を以て洗回したる後，熱を與へて40～50℃の温度を保πしめ，振蛋しつ＼

　　之に水素を殖ずるに，4～5時間後略計算量（1：4）の水素を吸牧して反鷹終了

　　す．堤内の反慮生成物は之を訊速に濾過し，濾酸を加温して濃縮し，叢に析出

　　せる粗製品を「，グロイン」にて再結晶すれば概ねヲ’トラメ’チ〃・パラフエ晶

　　レンヂァミン。．89を牧得す．　　　’　．　　　　　・

　　　本品は無色の光澤を有する板歌結晶にしてFp．51℃なり．、本結晶の1～2片

　　を取ウ試験管に容れ，水を加えて振盟すれば，結晶片には縫化を認めざるも，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1水溶液は直に紫色を呈す．叉アノγコーーノγを加えたるものは直ちに溶解し，溶液

　　は始め微に褐色を呈するに過ぎざれ共，之を放置すれば暫時の後藍色に著色す．

二、試験　方　法

　　　試藥には「テトラメチノγ・バラフエニレンヂアミン」の0・5％アノγコーノレ溶

　　液を供す．本溶液は用に臨みて調製し，褐色壕に容れ密栓して貯ふべし．但し

　　調製後10日間以上を輕過したるものは使用せざるを可とす．テトラ紙の調製

　　には定量用濾紙を径1cn1の圓形に戴う取う，三針を以て之1こ歎個の穴を穿通

　　し，試験現場に於て試藥を以て潤すべし．試験には挿圖の如きオゾン管を用ひ

　　テトラ紙をオゾン管内に挿入する際，其表面に「グリセリン」及び「アノレコー

　　　　　　　　　　〃噌　　　　　ラン」の等量混液1瀧給
　　　　　　　　　　　　C

　　　　　　　　　　　　　、σひ一ノ

　　ロ，Bは排出口にして水を満たせる内容翫の堤とゴム管を以て蓮結す・爆内

　　の水は乏を8～10分間に4Zの速風ご℃志せしめ河三二をオゾン管に導

　　入するめ務をなす．Cは。及びbなる2個の硝子管を以て固定さるケトラ紙

　　め位置にして，cは3管に出入自在なる硝子管，　dはa，b．高高の磨合せ口なり．

癖

／

ビ　

篭
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大直中に於ける活性酸素の臨地検出法に就て 5

　　　前記の如き装置を以て8Zの塞氣をオゾン管に導入したる後，試験紙の現す

　　紫色を以て次記の方法に櫨ゆ作製したる標準色と比較し，活性酸素に由る反回

　　の強弱を槍定す．

三、比色用標準色の作製

　　　Wursむerは比色の標準にDr・Schuch細d七in　G6rli七z製の色調表を使用せ鉱

　　本實験室には野田の備付無きを以て，本報告に於ては僧階作製の基礎をなせる

　　方法に準篠し，定規ゴード液を種々の割合に稀附し，各1～2滴をテトラ紙に

　　作用せしめ，野庭に生じたる…紫色の濃度を：LovibondのTintometerを以て槍

　　定したる結果，衣記の四種の紫色を比色の標準に供するを以て適當なる方法と

　　認めたう．

　　　　　　　　標準色　　　　1　　．II　　　III　　IV

　　　　　　　　　　青　　　　　4．0　　　　　3．0　　　　　2．0　　　　　1．O

　　　　　　　LU．

　　　　　　　　　　赤3．02．01．00．5
　　　本標準色を適用するに當う，豫め此四種の表示する紫色の濃淡は活性酸素と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　如何なる割合に於て

　↑
　　　オソr畷生霊，

ゆ，之を内容5，10，15ccを有する上圖の如き3個のガスピペットに分取し，之

をテトラ紙に作用せしめ，営庭に現はれたる色調を，前記標準色と比較したる

に，5ccのものはIIIに，10　ccのものはIIに，15　ccのものは1に色度略合致

せ鉱但し0・39mgよう稀薄なるオゾンを含有する室氣は調製すること不可

能なウレを嘗て，斯る稀薄なる場合に於けるオゾン量と呈色反慮Q強度との關

係は，遺憾ながら之を了知するζとを得ざうき・

　要するに㌦本甲出法に於て標準色を作製して之を比毎の用に供する願以は，

塞氣中に於ける活性酸素の多少を比較する上に於て階級を設けて鑑識あ認定を

｝．智慮するやを槍定す

　　る目的を蹴て，1呂に

　付オゾン0．39mglを

　含有する室氣を作
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　　　　　容易ならしめんと企てたるに過ぎず．

　　　．四、臨地試験の成績

　　　　　　試験に當りては豫めテトラ紙を「グリセリン」及び「アノγコー・ノγ」の等量混

　　　　　液1滴を以て潤し，一雨管に容れゴム栓を以て密閉して樹照試駒に供し，．其結’

　　　　　果に於て毎同標準色IVに比し著しく淡色なる事を確むるを要す．而して本試

　　　　　験1こ於て標準色IVよう淡色の成績を槍したる時は其成績を「一」と記録し其他

　　　　　め揚戸は下記の規約に從ふ．

　　　　　　テトラ紙に現る㌧呈色の程度　　．　　　　　　記録法

　　　　　　　　，標準色1に匹敵するもの　　　　　　　　＋＋＋、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
　　　　　　　　標準色IVに　　”　　　　　　　　　　　．主

　　　　　　　　標準色1よム淡く同IIよう濃き揚合’＋＋＋～＋＋

　　　　　　　　標準色、IIよウ淡く同IIIより濃き揚合　・＋＋～＋

　　　　　　試験は一三ケ所に於て大抵蓮績的に2同施行したう．然るに其成績は略一致せ

　　　　　るを常としたるを以て，下表中には其一例を記載するに止む．荷下表中には活

　　　　　性酸素の成績と甥照する爲，同時に観測したる紫外線量（電流計の目盛）に關

　　　　　する成績を列記せう．

　　　　　　　　　　　　　　　　試　験　成　績　表

試　　験　　地

口光中藤寺湖菖蒲ケ濱

菅準大一走澤
上高地小梨準
山　　中　　・湖．　畔

千葉市寒川旧劇海水浴揚

上総一宮海水浴揚
上．総興津海水浴揚
安房北唱條海水浴揚

保田、悔・水洛揚

試1験　日時

朋1時間
8．7

〃．9

〃．11

．”，，14

〃．4

〃．5

〃．6

〃．7

〃．8

午前7
〃　10

〃　9．20

〃　5．40

〃11．30

”11

”　9．30

午後2．30

午後9．30

天 俣

岬町野離時
晴

雨

雨

晴

晴

晴

曇

快晴

晴、

曇

雨後曇

雨後晴

快晴
　晴’

曇

快晴
　晴

　晴

　曇
曇時々晴

　晴
快　晴

　晴　，

　曇
快　晴

　晴

　晴

活性酸i素
紫　外　線

試験二四値

十十～十
十十　～　十　　　午後　220

十十十～十十　・　〃　　0．42

　　＋　　　午前9

　　±　　　　　〃　10

　　目ヒ　　　　　　　　”　10。55

　　±　　　　　　〃　10．10

　　±　　　午後0・15

　　≠　　　午前10，51

41．0

42．0

39．0

40．5

32．0

40．0

40．0

45。0

高　度

1．3km

1．42km

1．52km

1．Okm

，／

1

、1

1
．／

．馨

ヂ
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佐貫海水浴揚．”・9 〃　8 晴 曇 曇 ± 午後1 ’31．0

鎌倉由比ケ濱海水浴揚 ”．10 〃　730 曇 晴 暗 ± 午前10・5ρ 3〔瓦δ

葉山一色海水浴揚 〃．11 〃　9 晴 曇 曇 ± 午後238 38．0

本・牧海水浴揚 〃。12 〃　9 曇 侠晴 快晴 一　■ 午前8．45 32．0

羽　田海水浴場 〃．27 〃10．45 雨 快　晴 快　晴 ± 〃11．5 39．0

當所内（但貴瞼室夕D 〃．1 〃　9． ’晴 晴 十～±

　　　　　　　　　　　　　．’総　・，　　　．括

以上の試験成績を総括すれば其要旨下の如し．

一、大氣申に於ける活性酸素の楡出平中，臨地試験に供し，30分間以内に實験終了

　するが如き簡易試験に適用し得る竜ゐを選定する爲，テトラ紙法，ヨードカリウ

　ム澱粉紙法，及びテトラノ“一ぜ紙法に付き，二度の比較試験を施行したるに，プ

　トラ紙法は鏡敏にして用に適する事を験灯しだう．

二、テトラ紙の二二テトラメチノレ・パラフエニレンヂアミン（Te右「ame止y1－P鱒phen－

　ylendiamin）はパラフエニレンヂアミン（P－Phenylelldiamin）をノ｛ラボノンムアノγ

　デヒドの存在に於てニツケノγを干鯛剤とし水素還元を行へば李滑に製造し得此

　新襲法は本丁丁法の實施を容易ならしめたウ・

三、本報告に於ては，活性酸素のテトラ紙に反鷹して生ずる紫色の濃度を比色法に

　よウ槍定するに際し，標準をL．U．にて表はし本影野法の普遍を期したう．層但し

　活性酸素によるテトラ紙の呈色反慮に封ずる機巧に關しては，管槍討を要する鮎

　淺存せるを以て本法には定量的効果は期待し難きものとす．

四、昨年八月中執行しπる試瞼の結果に依れば，’東京附近の海水浴場と中暉寺湖畔

　（高度1・3km）♂菅李（高度1・42　km）及び上高地（1．52　km）等の高地に於けるキ

　ヤンプ場との間には，門守中の活性酸素の反慮に門守たる差ありて，其強さは土

　地の高度に準じて増加せ鋲然れ共是等のキャンプ場の高度は最：高1・52klnなる

　を以て，オブンに關する文献上の記載に由る竜，此程度の高地と李杜との間に於

　けるオブンの分布上の差は概して僅少なるもの＼如．きが故に，今同の試験に於て

　現はれたる結果は土地の高度に依る影響以上に，試験方法叉ば試瞼地の空回の性

　献特に空氣の清純度に基因する所大なるものあうと認めざるを得ず・



　　　紫外線は二上に於ては・キヤン端と海水溶揚と9間に於磋瑠め難興　　「

　　共，、勝田囑託り報告に由れば前者は後者に勝る傾向あうとせう（劒報参照）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　但し三差は活性酸素の如く旧著なるものに非ぎるべし．此現象即ちキャンプ揚

　　と海水浴揚とに於て，紫外線と活性酸素との並行せざる事實は，一面に於てキヤ

　　ンプ揚に於ける室氣は海水弓場に於けるものに比し，紫外線の影響を善く保留す

・五、．山中湖畔に於けるキャンプ揚（高度1km）の試駿は快晴の日に行はれたるも

　　のなるにも拘らず，其成績は活性酸素にあうて竜門紫外線にあうても，海水溶揚

　　の成績に近似し土地の高度の影響を殆ど表示せず．馴れ地勢の影響大なるが爲に

　　して・上高地等のキャンプ場に比し此地の空氣の灘なるに瞬すべきものと認　1

　　む．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘・1・．’へ，噛．か㌧．

　六、海水浴場に於ける活性酸素の反鷹は，市街地（横言本牧海水二丁）と市街よう　　　1

　　隔ウたる海岸地との間に於て差あるが如きも，臣下は紫外線の成績の如く，明確

　　ならず．

　七、當所内の活性酸素の成績は，明かに過酸化窒素め作用なφと認む・

ご本報告申，テトラメチノγ・パラフエニレンヂァミンの製遣は當所丁丁部近藤技師の

實験室に干て．又稀薄なるオゾンを含有する二二を材料として行ひたる試験は横濱高・層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
等工業學校助教授河村文一氏の實二三に於て執行したるものなう・

　　　　　　　　　　　　　　　引　用　文献

　1）　：E．Gotschlich，　Handbuch　d・Hygienischen　untersuchungs　me七hoden．工705．

　2）　E．：Fonrobert，　Das　Ozon．100（1916）．

噛’ D3）　Vor1翫n4er＆Gohdes，．B．64γ1774一一96（1931）．，

　4）、E　H．　Keiser＆Mc　Master，　A．m．　Chem．　Jour．39，96（1908）．

．5）W．Hayhurst＆J．　N．　pring，　J．　Chem．　SoG．97，868（1910）．

’16）エN叫αユ響L16エ　　。．・
7） AαFf珈蜘ワP凱㎞19竃457響（1931斗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・襲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ6
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．．9

8）F・RG6t・＆R・■・d・nb・・g，　Ch・m・Ab・t・旱5β530（⑲31）・

9）6・h6・b・i・，A・89，257（18与4＞・

10）C．Arnold＆C．　Mentzel，　B．35，1324．2902．（1902）．

11）　翠．L．　Usher＆B．　Sanjiva　Ras，　J．　che皿．　Soc．　III　799（1917）．

12）C．Wurs七er，：B．21，921（1888）．

13）　F．Fischer＆marx，　B．39，2555（1906）．

　　昭和．‘年．月＼　日

←

’

∂

㌔



10 勝 田

日射及び紫外線の測定に就て

囑　託　勝 田 泰

本試瞼は内務省衛生局主唱の下に昭和九年八月施行せる海水浴揚勉にキャンプ揚の

衛生調査に關する基礎實験として行ひたるものにして其調査成績中本報告κ：日野ある

ものは蝕に之を併記せり．

　　　　　　　　　　内　　容

　　　　　　　一　目　　　射

　　　　　　　二　日射測定法

　　　　　　　三　紫　外　線

目　　…欠

　四●紫外線測定法

　五　日射及び紫外線測定成績

　六　測定成績に就て

　　　　　　　　　　　　　　一　日　　　　　射

　太陽の輻射は實に地上エネノγギーの根元なうとす．之を氣象學上よう観ればあらゆ

る氣i象現象の源泉たる可し．之を生物學上よウ観ればあらゆる生理作用の源泉なうと

見倣し得可く從ひてその清長は吾入の保健衛生にも影響する所亦極めて重大なるもの

あらん．

　氣象用語にて太陽の輻射を簡軍に日射と稽す・輻射學的並に分光學的推論に依れば

太陽の温度は凡そ囁氏5500。にして地球大氣の外側に於ける日射エネノγギーを之よう

推測するに其波長別に依る分類第1表の如し．

　　　　　　　　　　　第1表波長と太陽のエネノレギー

波豪　且

エネルギー％

・一45・・4…一・…
堰E…一・…6…一・…9…ヴ・・…i・・…一・4・・一…一

12 20 17 20 11 8 12

　　　　　　　くり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

　　　　　　A．オングストローム軍位（Angs七roln　unit　10－8cm）

叉輻射線を波長別に分類すれば第2表の如し．
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輻

第　　2　　表

　　　射
　　　1

線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　紫外線　　　　　国母光線　　　赤外線・
　　　　　　　　　　1
　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　
　　　　遽紫外線　　　　　近紫外線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くう

　　　2000～2950A　　2950～3950A　　3950～8000A　　8000～4000000A

　日射が大氣層中に入射すれば此庭に大氣に依る吸牧現象生じ爲に地面に到達する竜

のは其一部に過ぎるものなう．例へば晴天の日に大氣外側に到達する輻射エネノγギー

の75％は高さ18001n迄來射すれど竜水準面に達するものは50％なう・而して短，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む波長のもの解答牧され易きが故に地面に來射する日射の約60％は波長8QOO　A以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むの所謂赤外線に属し残余の約40％が8000A以下の甲声光線及び紫外線にして，就

　　　　　　　　　　　む中斯学紫外線即ち3950A以下の短波長のものは僅かに全髄の1％にも達せざるもの

なめ．

・日光浴の保健上並に治療上有効なるは專ばら此総日射量の1％に竜満たざる紫外線

の有する殺菌作用，刺戟作用，造ビタミンD作用等に依るものと信ぜらると雛も亦一

面紫外線は入髄の皮膚0．5mln以上に及ばぎるに反し赤外線は良く深部に透入して筋

肉乃至内臓に及び最大透過力を有する赤色光繍ζ鞭うては屡しば身膣を通過する事實

あウ．要之長波長に増する赤色光線，赤外線等の生理作用は未だ明かならぎる庭多く

從ひて日光療法の効果を紫外線作用にのみ脇するは柳か荷早の威なしとせず．赤外線

が身膣を温むる作用最も強きことは明かにしてこの作用が既に生理上頗ぶる有意義な

るは吾人に幾多の脛駐あう．叉温度の上昇が紫外線の有する諸作用を著しく旺盛なら

しむることに就きて竜門に幾多の甲骨的野明あ釦．壁際可親光線，赤外線等も亦多少

の殺菌作用を有する實謹さえあれども是れ果して紫外線の如く菌禮を光線自営にて直

接破壊するものなるか或は温度の上昇に依るものなるかは未だ明かならず叉余う幽に

強烈なる日射は所謂日射病を誘登することある粗く其生理作用の致死的なるや明かな

う．，

　　　　　　　　　　　　　　＝　日射測定法

　物禮に入射せる輻射エネノγギーの全部を吸臆するものを黒膿（Black　body）と樗
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す．黒齢は入射せる輻射エネノレギ・一の全部を吸牧して之を熱エネルギーに鍵ずうが故

に此熱量を測定すれば初めの輻射量を知ム得る理なう．アラゴー・ダービー日射計，

オングストローム日射計，アボット水涼日射計，アボット銀盤日射計，ロゼツチ日射

計のは最も著名なる日射量測定器にして其原理は何れも如上の理に基く．

　今同の測定に使用せる大山式熱電打付日射計（横河電機製作所製）は第一圖Aに示

すが如き厚さ約5ミクロンのマンガニン及びコンスタンタンの薄き箔ようなれる熱電

堆（Thermorpile）の表面を煤塗うせるものを4ミ球形の眞塞硝子容器内に封入せるもの

とミリヴオノレト記録計：Bとよめ成うA，Bは別個の携帯用小箱に始めらる・本器は氣

　　　　　　　　　　　　　　　象憂化に伜なふ日射の縫化を時々刻々指示計の目
　　　　第　　一　　圖

　　A　　　　　　　　　　　　盛によウて直讃し得る特徴を具え且つ使用時に何

ロ　　　　　　　　　　　ロ　　じ　　　　　　ロ

i；　　li　；　　　　　　　　太陽輻射線に癒して直角に向けたる一李方立に．
　1　　　　　　　　，　　　　　　　　　1

　　　　‘　　　　　　　　　　，

3

一分間に來射する輻射量を直達日射量と虚し水虻

面一李方塞に來射する輻射量：を水卒面日射量と稻

す．亦日射が天空に於て反射並に屈折せ一られて來

射するものを天室輻射と稽す．氣象観測に於ては通常天室輻射を含設ざる直達日射量

及び天空輻射を含む水亭面日射量とを測定する慣習あれども今同の測定目的は脚か官

立揚を異にするが故に特に太陽輻射線に直角なる一李方糎に一分間に來射する総日射

量即ち山塞輻射の一部を竜含む直達日射量を測定ぜウ・

　大山式日射計の日射指示計の目盛はミリフツト／ZF方糎（milhwatt／s吼．　cm）輩位｝ζ

し細目弾みに4、8濃、。。。≒α・・4・を緋ばカ・り一／齢の箪位1・換算

し得るなり．爾輻射に臥する太陽常命（大氣層に依る吸牧なき詰合の日射量）の李均

値をCh昂rles（｝・Abbot氏に從ひて1・932カロリー／糎2分とし之を本指示計の目盛に

換算すれば1．932／0．0143＝135．1ミリフツト／李方糎となるが故に本指示計には此鮎を

特に考慮し150ミリワット／李風戸迄を目盛うて以て如何なる揚合にも指針の振れ過

ぎに依り最大目盛を越すが如き事なからしむ．
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　　　　　　　　　　　　　　四　紫　　外　　線

　近年諸學者の研究に依り紫外線の殺菌作用，人髄刺戟作用，逡ゼタミンD作用等の

明かにせらるるや日光洛乃至日光療法の効果は主として日光中に含まるる紫外線の作

用に基くものと信ぜらるるに至れう．

　太陽輻射線中に1ま理論上長波長の赤外線ようX線に近き短波に至る迄存在せぎる可

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むからざるにも關らず實際地表に到達するものは常に2900A以上のものに限らる．

MieもheとLehmann（2）の實測に依ればBerlin（501n）とMonte　Rosa（4鵠O　m）とに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む於ける太陽紫外線の最短波長は何れ竜2912Aにして叉Wigand（3）に依ればHalle・

（10001n）及び輕氣球上9000mの高室に於ける最：短波長の太陽紫外線は由れそれ
　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

2897A及び2896Aなウきと謂ふ・以上の如き2900A内外の紫外線は正午り太陽

帥ち天頂時に於て認あらるるものにして午前叉は午後の傾ける太陽よウの直射線中に

は存在せず・Cornu（5）はCour七enayに於て測定せしに正午に於ける最短波として29
　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む50Aを午後5時に於ける最短波として3ユ50　Aを得叉G6szφ）は1よ正午に3090　A午

　　　　　　　む後5時に3190Aなる最短波を観測し得たりと報告す．同一地膚に於ける以上の鍵化

と同様の痩化は亦春夏秋冬或ば熱帯，温帯，寒帯に於ても存するなり．

　；斯くの如く最短波長の太陽紫外線に一定の限界在るは地上約40粁の上層に存在す

　　　　　　　　　　　　　　　　　むると信ぜらるるオゾーン層によう2900A以下の短波の吸旧せらるる爲となす一読現

在最も有力なう・叉既に述べたるが如く太陽紫外線の最短波長は501nに於て竜9000m

に於ても全く同二にして高度に無電露なれど竜七事式は紫外線の張度が高度に無關係

タうとの意にはあらざるなう．紫外線量は高度，位置，季節，氣象釈態等にようて慮

れそれ相違す・是れ紫外線が大氣層を通過するに際しオゾーン，空氣　水引替，水滴，」

塵埃，煤煙等に奪うて吸牧，反射，屈折，廻折せられ易きが爲にして現に夏は冬よう

も，高原は南京より竜，郊外は市街より竜紫外線に富める幾多の實謹あ鉱

　紫外線の殺菌作用に撫する研究を通観するに短時間照射にて殺菌作用を行ふ最も張

　　　　　　　　　むカなる紫外線ば2950A以下の比較的短波長の竜のにして凡ての細菌凡ての生物組織

に回して致死的に作用す・其他の諸種紫外線作用に於ても少量にて強力なる活性を示

　　　　　　　　むすものは丁丁3000A以下の波長のもの即ち太陽輻射線中には殆ど含有せられざるも
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むのなO．之に馴し太陽輻射線中に存在する2950～3500Aの紫外線は幽く長く當てた

る時のみ細菌を殺すに留まるも一面には身膿に適言の刺戟を與へ新陳代謝を促し保健

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並治療上有効なうと謂ふ就中比較的短波長に回する2950～3200Aのものは保健上

灘に有効なウと一・般に信ぜられその研究者の名に因みてドノレノ線（Dorno　ray）と稽せ

らる．然れどもHessとWenstock（6）は紫外線¢）拘欝病及び破傷風治癒作用にi封ずる

　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くひ

働限界波長を略ぼ3500A附母定め亦CoblentzとFultoρ（7’は3650　Aの紫外線

に依うて大聖菌の完全に殺されたるを報告す．

　以上に就きて観るに紫外線必ずし竜総てが有効なうと言ひ得ざる事は直ちに首肯し

得らるるも有効線と無効線との限界波長の確定的匿別に至ウては未だ到然たらざるも

　　　　　　　　　　　　　　　　　むのの即し・荷太陽紫外線（2950ん3950A）は波長の短きもの程有効なる一・面には波長

の長き竜め程多量に含有せらるる事第2圖の示すが如　　　　第　2　圖

く且つ亦その長きもの四身禮透過率大なる事第3表の　　太陽切紫外線量

　　　　　第3表　紫外線の皮膚透過率

波　長　且

0．1mmを透過する％

4050

55

0．5mm　　　　〃 5

・・mm〃
P・・

3660

49

3

0．08

3540

42

卜

0．02

3130

30

1・・

0誕）06

3020

1・

1一

2970

i・

2890

0，01

酬蟻ムへ蕪

畜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヱむむ　　　　　ヨむむむ　　　　　るむむむ
如き上覧あるが故に長波長の多：量と短波長の少量とは　　　　波．長

果して何れが保健卓効果的なるやに就きても研究の飴地あうて有効紫外線が果してド

ノレノ線のみなるや否やは軍に殺菌力の多少有無のみを以ては未だ遽かに断定し難きに

非らずやと思考せらる，余鯛こ強烈なる紫外線は日射病，皮膚炎症，親力障害等を誘

馨し早しば生物組織に偉し有害的乃至致死的に作用する事實も亦保健衛生上看過し得

ざる所な鋲

　　　　　　　　　　　　　五紫外線測、定法

　紫外線量の測定法としては紫外線の光化學作用，螢光作用，燐光作用，光電作用薬

を占用せる諸方法あれど竜何れ竜感度悪るきか，働作時間長きに過ぐるか，’測定に手
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歎を要するか，装置彪大高債にして實用品としてば未だ改良g絵地あうて特に携帯用，

臨地測定用としては好適ならず∵然るに理化學薪究所員二神哲三郎氏最近の考案に成

れる簡易紫外線測定器（8）は紫外線照射を良くるや直ち拠指針は働作し紫外線強度を衷

はす数字を直立し得られ而かも全装置の重量僅々一一庭絵，・携帯に便利にして且つ虚血

縫化極まウなき間に噛しても尚良く僅かの時間内に巧みに詳細なる観測をな㌦し程る蒔

徴を備え臨地測定用として1ま蓋し最適なかと聡め本測定に之を探用せう．・　“∵掌

　太陽紫外線量の如く時々刻々多大の消長あるものの蘭定には光電作用を莉回し瞬間

的観測を行ぷ方法の最適なるや明かなウ．本器は鷹合板を附したる琵其久老シラム光

電管及び電流計を適當なる同位にて接卒し照射紫外線量に比例して起る光電燐を計る

ものにして仕置概略は第3圖の如し．

　　　　　　　　第3圖　’．』　騨不註脚ム光電管は鍵化する

讐紫外三板　　事事だ勘く撚る織蝋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も常温に於ては全く無視し得られ此

．一
O隙は永備なうと見画幅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な季・太陽鵬翼の一ネ・哩7の約　　　　　　電蛭　　　　　　　　　言†

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60疹は赤外線，約40％は可親光線に

して紫外線は敷百分の一程度なれ2も本光電管に適當なる濾光板例へばJena製UGI

字）如きものを使卸す鈴ば本圃に威ずる太陽輻射線は赤外線約39％・類意光線絢5％・

紫外線約55％にして此比例關係は殆ど不鍵と見醸し得る程度な，るを以て太陽紫外線

：量の比較測定にば充分なう．

　本・器に擦う實渡するに東京に於ける8月の快晴日の正午の太陽紫外線にては最高

33目盛にして亦大面痩に俵る吸牧なき揚合の太陽紫外線の約6q％なる事を推測し得

鋤鰍聡慧臨時器｝・て約33・書〒翻騨ξ撚本器継

娘考慮レ10Qまで睡1て以て嫡なう揚合に糧大目勲謝が如き事ゆ・らし

む．

　今同の測定に於ては日射量測定に準じ太陽紫外線に直角なる李面【に直射する総紫外

線帥ち天室輻射の一部をも含む直達紫外線の強度の比較観測を行ひたム・
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　　　　　　　　　　　　　六；ほ射及び紫外線測定成続

　日，柏町0潔外線の観測は從來一ケ所に勤して勘冬と竜晴天敷、日を要する竜のとせら

る・・今同1ま十三好天便に惑「ま：れたる爲・と計器の性能佳良なウし爲とを以・て殆箆ど一ケ

一一日毎の下定通う・の綴則1をな，し得だるは幸甚なう・き・唯だ日光．菅亭．上高地の午前・

申の天帝不良な隠しを遣憾とするのみ、、

　各地に於ける日射及び紫外線の一過中の観測結果ば第4表及び第4面に示す如し・

各地に於ける嘗圓の最大値を観測せんが爲に太陽面並に其附近の天室朕態には特夜細

心の注意を怠ざウき・

　　　　　　　　　　　第4表　　日射及び紫外線測定成績．

　1．寒川，出洲　　　　　 　　観測日、昭和9・年8月4日

測定時刻

時盛
10．00

1α07

10‘30，一

10．50

11。15

1r．4α

12．00

12．30

13．27’

塞脇σ

1多40

14．00

　口　　射　　量
（瓦カロリ・一1糎2分）

1．2牙

1．．23

1．29

LI2

虹16

ユ23

1．14

1．42

α57

Q．44

0．34

紫外線：量　　　　　　　雲形及び雲量
（電流計の目盛歎）

40．5

38も0

41．0

36．0

37。σ

39‘0・

．36．0

40．5’

18㌔Oh

17．0

13．0

高暦雲

　〃

　〃

　ρ7

　〃

　〃

　〃

　”

　〃

　〃．

　”

　”

5

5

6

5

6

6

5・’

5

8

’8く

．9

9

天　聖　歌　態　概　況

a・上総一・の宮

太陽附近晴’

　〃

　　〃

　〃
　　〃

　　〃

太陽附近高風雲あり．大陽面鷹快晴

　　〃

太陽附近高層雲あり．太陽面のみ快晴

太陽面高暦雲にて掩は’る　・

　　　　〃1

　　　　〃

観測・日　昭和9年8月5日

測定時’刻・

時f・分

1ひ10－

耳9・40

10．55

11．30

　日　　射　　：量

（瓦カロリー1糎2分置

LO6

1．13

1．06

0．93

〃　　　　〃　　　　〃　　　　”

（電流計の目盛数）

29；0

34．0

32．0

25．0

雲形及び雲量

贋積雲915

高層雲9．5

　〃　10

　〃　　9

天　窒　舩　態　概　　況

　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｛ 重陽附駈は大艦青空な．れども薄雲あ
り．日輪見ゆ

．1

　　〃
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11．45　　　　　　　0．96

12．00　　　　　　　　　　1．22

12．20　　　　　　　　　　086

14．00　　　　　　　－

3．上総興津

口細　量
（瓦カロリー／糎2分）

　窃．0

　30。0

亀　22．0

　13．0

紫外誌
（電流計の目盛敷）

高暦雲　8

　，，　　プ

暦積雲　9卜

　〃　　10

観測日’

　　　　　　太陽附近は大盟青空なれ
　　　〃　　　　　　ど、も薄雲あり・日輪見ゆ

　　　〃
　　　〃　　嘲測地貼附近に州立あり

　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

昭和9年8

測定時刻

　時分
　8．25　　　　　　　・一

　8．45　　　　　　　　　　1。26

　9．00　　　　　　1．42

　9ユ3　　　　　　　　　　1．22・

　930　　　　　　　　　　1．14＝

10．16　　　　　　　　　1。14

10．30　　　　　　　　　1．16

11。05　　　　　　　　　　　1．16

11．25　　　　　　　　　1．16

1L40　　　　　　　　　　1．19

12．00　　　　　　　　　　1．17

12．20　　　　　　　　　　1．14

12．50　　　　　　　　　　1．17

1325　　　　　　　　　　1．17

14護）0　　　　　　　　　1．16

4．館山北條

34．0

36．0

39．0

39．0

99ρ

生00

39．0

38ρ

38．0

37ρ

38．0

37。0

34．0

35．0

34．0

雲形及び雲量

暦積雲　7

　”　　　6

　〃　　　7

　”　　　5

　〃　　　2

巻雲　2

　〃　　　2

　〃　　　1

　〃　　　1

　，P　　　1

　〃　　　1

　〃　　　1

　〃　　　1

　〃　　　0

　”　　　0

観測日

天』 �@歌　態　概　況

　太陽附近雲あり∵太陽画は快暗

　　　　　　　〃

　　　　　　　〃

　　　　　　　〃

　太陽附近雲なし．快晴

　　　　　〃

　　　　　”

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　ρ

　　　　　〃

　　　　　ダレ

　　　　　”

　　　　　〃

　　　　　〃

昭和8年8且7日

測定時刻

時分
8．30

9ユ0．

9．30

9．45

10．10

10．50

11ユ5

　日　　射・　量

（瓦加リー／糎塑

1．23

0．86

L29

134

1．27

1ユ7

紫外線：量
（電流計の目盛数）

3410

35」0

26ρ

38．0

37．0

37．0

35．0

雲形及び雲量

巻　雲

，’

〃

〃

〃

”

〃

5

5

7

6

5

2

2

天　空　歌　態　概　況

太騨近雲なし

　　　〃

太陽面雲に掩はる

太附近盤あ，．太關隔

　　　　　　〃

太陽附近雲なし

　　　〃



1s 燧・ ｛’．、．田拝

111・45幽’

’1皇．15

　12．35u

　12．50

　13。00

　13．15

　13．45

　耳・20

5．保 田

129　　．，

1．32

1．17

1．20　　，

1．06

1・22　．

1LO4

1．13’・

38・51

40・O

S7・0，

36．0

35．0

39ρ

36・9

37LO髄

巻積雲

　〃

　〃

巻雲

　〃

　〃

　”

　〃

観測日

測定時刻
　日　　射　　量
（瓦カロリー／糎2分）

紫外線量
俺流計の目盛鋤

1郷寧リ’騨l

2　　　　　　”

・太臓翻．太騨晴，
4　　　　　”
　　　　　　　　　　　・「：．’　　『

4＿・ @”・、，

脇・：9年8 U8日

時　分
　9．10

　9．30

　9，45

10．15

10．30

1α51

11．20

11。30

11。50

11．55

12．20

12．30

13．20

14。00

岬。、

6．佐

　．1．12

11122’／

　　123

　　1．17’

　　1βゴ

　　1回転

　　1．4σ

　　1．43

　　1．50

　　1．62

　　129

　　1．3σ』

　　1．17

　　qgブ、

　　1但．

軍．．

36．0

39．0

41．0

98ρ

4i5

45．0

4ゑ0

4鉱0

420

44。0

45．0

40．0

37。0

33．0

騨

雲形及び量雫 ：天律歌態概況

　紫外r線量

（電流計墾盛敷）

巻開趨騨嚇回目
’“・ E　iゼ．　　ピ、
〃’ W柳一部蜷膨かボ㌧，、
〃1』 U：中門鰐…太陽繭

総1糊聯層雲桝騨
　　，’　幽6　　　，’

ll；：太騨脚・騨晴

1．；1物周詠騨・・騨

　　〃　　　6　　　　　　〃

　　r’　　　5　　　　　〃

．∵51・　”　、　　・、
闘病。麟脚・．，

測定時刻

時　分
♀ゐ0

10．00

1027

11．10

　日　　射　　量
（瓦カロリ㌘1糎2分置

　　　，・噸・

　　　ρ．96

　　　．μ62．

　　　0．86

24．0

27．0

工8．0

26．0

雲形及び雲量

暦雲∴9．

　〃　．斗9，

　・〃　’．10：

　〃　　　9．

天　空　歌　態　概　況

　　”　　∵1・



　　　　　　　　　’

日射及び紫外線の測定k齪て
lf§

1L15

11．30

11．55

12。10

12。20

12．35

12．50

13．00’ご；

13盗0，・

13．55

14．15

7．鎌

　、σ♂86．

｝：濃

1：1；l

lll〕：

器1．’

1』o

倉　1

’皇75’

30．0

：28．0

’28．5

：30．0

30．0

・29．5

310

26．0

－28．5

立5．0

夏雲・・一白

高白雲ゾ・倉

　〃　叫9

　〃　己，：’8

　〃　「　8

　〃　　　9

　〃　ご．9

：：ご：

乱雲巳・’Jg

　〃　　16

勲直

繍雲醸はる越
窄陽弊はる

　　　：：

　　　；lll　、．．、轟

　太陽面薄雲k破はる　　　　』1』；ち

輝醸磁は・　　・ヨ
　　　〃1 ；・ @　．’：’｝

　　　〃　　．「：

昭和9年鵡、。日1

測定時刻

　　ド　　を　　
　　黒8・4Ql

　　　9諭b

　　　9二10＿ゴ．

　　　9．15

　　　9．20

　　10．00

　　1Q25

　　10．35

　　10．50

　　11．10

　　11．20

　　11．50

　　12．55

　　13．05

　　13．50

騨旧 ﾇ’竃

日　，鮒．孝
（辛カロ刑璽）1

　0．86

　0．99

．ご110¢：：．

　1．10

　1．06

　0．87

　0．96

　1．07

　123

　0．89

　0．76

　0．72

　1．04

　工06

　q・63

中’

＾・、

・、

2

’冨

禦外線，量

墜d騨）
　　．叫．．覧

　　　32．0

　　　35．0．一　　　ヤ

　　　お6．0　・・

　　　35．0　’、

　　．28．0

　　　31。0　・、

　　　32．0　戦

　　　36三5　轟・

　　　30．0　、

　　　£6．5　・、

　　　25．0　弓

　　　33．0　蝋

　　　32．0　噛・

　　　2塾。

雲形及び雲量

撃÷
　“　，．∴々

　〃　　亨

　，’　．ls

　〃　・，：9

厨雲厚9
　，’　弓8

　〃　㌧…9

　〃　　．10

　”　ξ」、10

　〃　ジ＝．1り

　’”　、10

　〃　ぺ，m

　〃　　10

綿下戸1

天　空　鹸態　樺　況’

測定時刻

赫
8．42

・’ oを5．0

雲形及び雲量

　　11

撫詠．．、
　　　　〃

・轡∵∵
太陽ｾはる．：i

　　太陽面雲に蔽はる

ぐ照和？年記∴・抄

　　　羨垂最・幽玄窺
　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

麟雲9
謡醒醸は、



、

窄。
田

　8．45

　9．20

　9．30

1り．35

11．35

11．37

12。35

12．43

12．47

13．33

14。38

14．45

14．55

9．本・ ・数

0，67

9β2

0．80

0．89

0．94

1．00

0．56

瑚
ユ．03

1．30

146

1．29

1．30・

20．0

22。0

睾4．01

25．5

30．0、

31．0

16．0

31．0

36．5

37．0

380

37．0

37。5

層　積雲　 9　　 太陽面雲に薇はる

　〃　　　8　　　　　〃

　〃　　8　　　　〃

　〃　　　8　　　　　〃

　〃　　9　　　　”

　〃　　9　　　　　”

　”　　9　　　　”

　〃　　：8　　太陽に淡き高層雲かかれり，

　〃　　s　　太陽附近雲なし．太陽面は暗

　”　　　8　　　　　〃

　”　　7　　　　〃

　〃　　7　　　　〃

　〃　　7　　　　〃

、観測日　昭和9年8月12日　’

測定日数

　時　分
　8．45

　9。10

　9．30

’10．00

　10．15

　10．40

　1LOO

　11．30

　尋1・50

　12．05

　13．30

　14．00

10．i筋

　口　射　　量
く瓦カロリー1糎2分）

1．12

1．12

1．12

1r12

1．12

1．12

1．13

1．14

．1．14

1。13

UO
1．09

索外線量
（電流計の目盛翠）

320

32．0

32．0

31．0

31．0

31．0

30。0

30．5

3工．5

．30．0

24．0

24．0

鋤及び鋪

巻雲．1
　〃　　　1

　〃　　　．1

　〃　　1

　〃　　・1

　〃　　　1

　〃　　｝

　〃　　1

　〃　　1

　〃　　1

　〃　　　2

　〃　　　2

観測日

天窒歌心義説

田

　太陽附近雲なし．太陽面は晴

　　　〃

　　　〃

　　　”

　　　〃

　　　〃

　　　，’

　　　〃

　　　〃

　　　”

　　　”

　　　”

昭和9年8月27日

測定時刻
甘み，

10．45

1LOO

　日　　射’　量

（瓦加州糎塑

　　　ヒ紫外線量’　　　　　　　雲形及び雲量
麟計の目Y．

38．0’

380

巻層雲　4

　〃　　．4

天　空　歌　態　概　況

鱒なレ蜘晴∫



日射及び紫外線の測定に就で 魎

　ユユ。Qδ　　　　　　一．

　11．30　　　　　　－

　11．39　　　　　　一．

　11．46　　　　　　三

　11．55　　　　　　一

　ユ2．05　　　　　　L

　吐2。40　　　　　　－

　13．05　　　　　　－

　1320、　　　　一　　「’一一

　13．40　　　　　　－

　14．00　　　　　　－

　1420　　　　　　－

　14．42　　　　　　－

11・日光下灘寺湖畔中富祠

39．0

36．5

38．0

37．5

37お

．．3乳5

’36あ

36．0

35．0

35．0

33．0

33．5

き1ゆ

懇層雲　・4

狭開　・肌

　”　　1

　”　　　1

　”　　　1

　．．”　　　ユ

・〃 @工
　〃　　　1

　”　　　1

　〃　　　1、

　〃　　　1

　〃　　　1

　〃　　　1

観測日‘

D

太陽附近雲な．し．太陽面峠晴

　　　　　　”

　　　　　　；

　　　　　　∬

1　　・
　　　　　　1・

　　　　　　：：

　　　　　　二

昭和9年8月6日

測定時刻
　H　　射　　量
（瓦カロリρ1糎2分）

　　　み
　13・45　　　1・6タ

　13．50　　　　　　　　　　1」61

　13．54　　　　　　　　　　1．65

　13．57　　　　　　　　　　1．56

　13・58　　　　1ゐ7

　14．CO　　　　　　　　　　1．54

　14．04　　　　　　　　　　L49

　14．05　　　　　　　　　　　L48

　ユ4。06　　　　　　L44．，

　14，07　　　　　　　　　」LJI3

　14．f）9　　　　　　　　　　1．40　’

12．菅李キャンプ場

　紫外線：量
（電流計の目盛数）

．45．0

43．0

43．5

43．0

42．5

42．5

41．0

43．0

41毒

、組．5

雲形及び雲量 天　窒　状　態　概　況

瀦雲・太陽の周画に雲あ…太獺瞳．

　〃　　　7　　　　　　　　　〃

　〃　　2　　太陽の周園に雲なし

　〃　　7、　　　　　’ぞ

　〃　　　7　　　　　　　〃

　，’　　7　　　　　　〃幽　　・

　〃　　　7　　　　　　　〃

　〃　　　7　　　　　　　〃

　〃　　7　　　　　　　〃　＝

　〃　　7　　　　　　　”

　〃　　』7　　　　　　　〃　』

観灘騨9年覇9H

測定時刻

時　分
14．10

14．20

14．21

　貝　　射　　：量

（瓦カロリー1糎2分）

1．20

1．44

1．24

紫外線量
（電流計の目盛歎）

35．0

軋0

37．0

雲形及び雲量

層積雲

　〃

　〃

』8

8

8

天　窒　舩　態　概　況

太陽附近雲あり．太陽面は晴

太陽の閉園に雲あり．・太陽面は晴

　　　　　〃



22 ’．腱 「国，’’”

『

14．22

14．25

14．30

・，L29

・ユ．29

o、　一

37．0

37．0

層積雲　8

〃

〃

8

9

太陽の周園に雲あり．：太陽面は晴

〃

太陽面雲に強はる

13．上高地キャンプ場 観測日．昭和9年8月12日

測定時刻

噂’ ｪ
9．30

12．15

12．25

12．30

12，40

12．50

12．51

13．45

：落3。50：：

13．55

”14。00”

14。09

コ4．12

14．18

14．30

　日　　射　　量
（瓦カゴリー1糎2分）

㌦、

0。33

1．54

1．47

1．33

1．36

1．46

1L54

1β2

、1．26「　．

1。07

　1．31
●「 A

　1．23

　1．26’

　1．24

　　へ
　1．24

　紫外線量
（電流計の目盛敷）

11．0

41．0

40。0

38．0

42．0

40．0

37．0

：F

R8．0

40．0’

39．0

40．0

41．0

38．0

、

雲形及び雲量

層・雲10

〃

”

”

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

”

”

〃

9

8

8

7

7

7

5

5

6

6

5

7

6

5

天　空　殊　態　概　況

　　　　　　　　　ロを14．山中上田孚キャンプ場 1観測日

層雲天窒を蔽ふ

太陽の周園に噛めて薄き巻雲あり．太｛二面は晴　　，．

　　　　　　　　　　　」
　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　，L
太陽の周園に雲なし

太陽の周回に極めて薄き巻雲あり．太｛籔鷹　　1，．．
太陽附近雲台あり。太陽面は晴

〃・

太陽附近層雲の塊あり．太陽面は晴

　　　　．：i悔冨二、・．…

太陽附近雲なし．

　　　ガ

　　　〃

太陽附2塊の暦雲あり．太陽面は晴

　　　　　　〃

　　　　　　〃

昭和9年『旭日

測定時刻

時　分
8．50

9，00

9．30

10．00

し　ゆ

10．30

　口　　射亀　量
（瓦力口昌一1糎2分）

10．獅∴：；””1

．』

�P0。58’㍉＝

1LO5

口、

1．27

一　　里．24

　　　1．20
；コ：　；・．．｝　：’■　ンく

　　　1．22

　一．し；13◎∴：1：』：

噛．・ビr・ ?DL32：三∵・

　　、馬1．24

紫外線量
（電流計の目盛数）

35．0　　、

　　39．0

．　3（蕩0　　．

’35．0

35．6

36．0ゴ’

56．0

呂5．0

雲形及び雲量

巻積雲一，2

〃

〃

2

2

1’　零：

．悔　　ご’勿

〃

”

〃

も・2

・2

〔、τ2

天　空　厭　態　概　況

快晴なれども講あり

〃

〃

〃・

》’一」’ド　、

”　‘

’’ 1

ダ．



購及び紫脚の測定峨て 窮8

　11．30　　　　　　：「＿11．21∴　　ご”　　　　　34．0’・

　12．00　　　　　　　　　　1．23　　　　　　　　　　　34．0鷺

　12．20　　　　　　　　　　1．23　．　　　　　　　　　　34．0・、

　12．40　　　　　　　　　　120　　　　　　　　　　　　35．5・・

　1ao3　　121　　　『4ρ’㌔
　13．33　　　　　　　　　　127　　　　　　　　　　　　32．5・・

　14rQO：’：，　　　，．；1．21　　　　　　　　　　　32．0＝、1　≧．・，

15・東京市（東京衛生三十三屋上）

巻積雲一’・2

　〃　　　2

　〃　巴，』2

　〃　　　2

　〃　、レ2

　〃　1、2

　〃　　　2

1観測日．

　’快晴なれ建三三あり

　　　　・’”　　，

　　　　，，1’

　　　　．漉，．．1・

　　　　7’・ρ

　　　　，，．．3

　　　　躯、三

昭和9年S月14日

測定時卸

時分
　9．30

・、10。15

10。40

11．06

11．56

12．00

12．15

12．46

13．16

13，24

13。29

13．51

14．001

14．30

15．00’

　日　『’射　　量

（瓦カロリー1糎2分）

　℃，89’・』

　1．02　1

　1．03

　1茄

　1．01　”

　1。00　’

　1．03　隆’

　1．02

　1．04

　0●92　聾

；：：：

蕩1｝：：1∵

　α97

紫外線量
（電流計の日盛敷）

26ρ

．29iO∴ゴ、

30．5

30。0』’

29ρ9’

29．0’

30．0「’

30。0‘

300’

26．0

　　‘、30．0

．28．5・

28。5

28．5

265

雲形及旛量

　0「．：

’”

F：・

〃1』1

1・

：1’

ガ

：：』

：：

　”

観測日

天空厩態銑鋭

・隙京市（東京衛生讃験所屋上）

　　　　　．”

　　　　：ζ』賦・：

　　　　　．’1　　　．，．

　　　　　　
　　　　　∴i　　l　’
　　　　　〃
　　　　ガ噛試験所内の厘引回灘｛

太陽藤茎難灘づ・・

1’ @｝　　”

　　　罰鴬≧：：

　　　　1一・

昭和9年8月15日

測定時刻

時益
10。00

11．00、

乳1・13

11．20

41β2

　日　　射　　量

（瓦加リ飼1糎塑

1．11

1．10

1．14

紫外線量
（電流計の目盛敷）

ヒ㍗o

．：26．0

31．5

31．5

32．0

雲形及び雲量

0

〃

〃

〃

「，

天　空　駅　態　嶽i　況

快晴．青空の色濃し

　　　・〃　　－

　：’・1〃　’．一『‘’．一『’



£4

11．47

12．00

12．05’

12．46

13。48

14．00

　　114．27

14．58

15．00

15．10

1．10

LO9

1．05

1．03

1．09

1．02

1．00

0．99

ユ．00

0．98

32．5

31．5

30。0

29．5

30．0

29。0

28．0

27．5

27二〇

26．0

17・東京市（東京衛生試験所屋上）

　0
　〃　

　〃

　〃

　〃

　〃
積雲　温，

　〃　　1

　”　　且

　〃　　2

快晴．青空の色濃し

　　♂〃

　　1〃

　　1”

　　　”

　　　〃

太陽附近雲なし．太晴面は晴

　　　　〃

　　　　’〃

　　　　〃

観測日　昭和9年8月18日

測定：時刻

時分
10．00

10．30

11．05

11．31

12．03

12．30

13．04

14。01

日　射　量
（瓦クロリー！糎2分・）

1．17

1。23

1．14

1．17

1．12

1．19

1．10

．1．08

紫外線量
（職流計の目盛数）

32．0

33．0

3．20

32．0

31．5

32．5

31．5

30．0

雲形及び雲量

0

〃

〃

〃

〃

〃
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　第4表並に第4圖に就て観るに午前の天候不良なうし日光，菅卒，上高地，佐貫，．

葉山を除けば一一日中の日射：守門に紫外繰戸9量大値は次表の如く

親　　測　　時　　刻
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午前に20同午後に4同観測し得らμたう1理論上は太陽の天頂に達せる正午に於て

　　　　　　第　5　圖　　　　：　第5圖に示す如く日射三越に紫界線量は最大

　　　　　　　　i　　　　　　　なる恐きなれども一の宮に於ける日射量最大
　　　　　　　　『

　　　　　　　　…　　　卿華午に於襯測髄れたる塀騨結果
日出 @，噸・幽・．．ri『，．に殆翫凄なきは斌鷹三三榊が酔

附近よう低減し三智多事實を示す事㊧ならル．訂して各輻射線最大値の観測同数を熟

時間毎に歎ふれば19～1塒に於けづ’斗胴着コρ・時ao分ん11時3Q分をご於ける12剛

を以て最多とす・：以上に依ムて観るに盛夏φ候“月．中に於て大出島郊清灘に鴬て日射、

並に紫外線P母強なう購1q級幸’時或は二時前後に於ける一時間：な．ク’と推衝し得可
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　日射の最強なる時刻と紫外線の最張なる時刻と必ずしも一致を見ざるは日射の透過

並に反射に適好なる天塞欣態と紫外線の透過並に反射に好適なる天空朕態との必ずし

も一致せぎる事を示すものならん．然れども大鷲に於て日射並に紫外線の各観測時刻

に於ける張さは良く比例せう．

　第4圖に就きて観るに本敬，勿田，東京市内，山中湖絆（興津嗣省や此部類に属す）

等と羽隠の各地に於ける輻射量の消長圖線とは脚か趣を異にす．該圖線の比較的卒坦

なる前者に引するものは雲量0～2割の全天室殆ど青室にて覆はれたる快晴にして該

圖線に著しき起伏ある後者に在ムては雲量5～9割の雲の去來多き晴天なウ．可なう

の量を伜へる晴天日の臼射及び紫外線は殆ど雲なき快晴日に於げる夫れまうも梢や張
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　　　隔鐸纂駿讐鑑翻麟璽書1晃葺壼耀

き傾満あウ．而して各地に於げる最犬輻射量ば快晴なる太陽面の附逓に雲ある揚合に

観測し得られたム』・房総細筆地方に於て異郷量1・40以止を示ぜる寒鯛　輿津ジ保

工；葉山の四〃所に於ける翻測曜め雲量は何鵯も548割にして紫外線の強度誰鐙第

晶位及び第二位（山岳地方を除：く）な㊨し保田庚ぴ寒川喰於ける各観測時の雲量ば5尋
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7な．りき．、叉昆光菅卒，上高地に於1て日射量及び紫外線量め最大値を霧隠ぜる同時

の雲量ぽ何れも7～9なうき・（第4表，第4圖，第6圖屡照）二如Lkの現象ぽ雲に丞う・

て反射せられたる輻射線の影響にして且つ該天空輻射量の決して僅少ならぎる事数回

護せる憲のな郵之が適例は保田三に於ける1α時・30・分よ512時3④舜に至谷21曙職で

亘る測定成績一なケ．日射量は129｛4．64琵ガロ・リーノ糎3分，紫外線強度1は40．0～4掻0

の間を上下するの奇現象を呈せう・實に日光，・上高地等に於ける観測成績に’匹敵ず．

掛かる強烈なる輻射が此地方に於て太陽よう・直接に來射せる竜のとば到底呼ぶること

能ばざるは臨海地方に於ける盤面縫に徴しF

て明なる慮にして嘗時の天空状況よう推測

するに顧れ全く太陽面附近の雲の反射に擁

る天々輻射に基く一時的現象ならんと思考

ぜらる．然う・と海南比較的寒冷なる虚血地

方とは異なづ血温並に氣曝温309を超へ地

温50。を超ゆる山添に於て斯る張烈なる輻

射線が屡：し麟畏時間；に亘歩て持績的始面諭

地 名
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・一@　　の

興
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偉
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葉
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宮

津
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倉
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牧

、日射債1算量（瓦カロリP／糎2＞

145

116

139こ

153

147

102

108

99

139

する竜の罰すればその長時間照射による入膿生理作用は明かに有害的乃至致死的なる

可く特に虚弱者或は虚勢者に差しては日射病，皮膚炎症，規力障碍等誘登の惧れあ’ ､．

保健衛生上考慮の要あらん．

　臨海地方に於ける10～12時の日射積算量は次表の如く最大は館山北條の152にし

て：最小ば葉山の99なうき．但し本立値は次式に喪うて推算せるものなう．

　日射積算量＝ST＋s（120－T）

　S：太陽面隠に掩はれぎる扇合の日射：跳鼠均値

　S：太陽面喰に掩はれたる場合の日射量李均値

　丁；日照時数（分）

　日射量並に紫外線量の各地に於ける最大値を書示すれば第6圖の如く爾者の消長も

配意ぼ相比例す．日射に關する太陽常藪をCllarles　G．　Abbo切こ從ひて1．93カロリー1

糎2分とし紫外線に關する太陽六二を二二哲五郎氏に從ひて55．0とし各地に於ける日
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射量並に紫外線量の最大値り太陽常数に甥する％量を算出するに第5表の如し・但

し太陽常歎とは第7圖に示す如く地球犬氣論外測に到達せる太陽輻射線三三ち夫氣層

に依る吸牧なき場合の輻射線曇を實験並に理論よウ算定せる値なう：とす・第6表に宗

す各輻射線の％量は氣象二上の所謂日射量透過率に近似せる意味を有する歎値にして

唯虚者の相蓮する所㌃畢ぐれば後者は専ら直達日射量のみに溶し前者は天丞輻射の一」：

部を含む直達日射量に回する歎値なる瓢に賄う．表示の如ぐ各地に於ける日射量及び

紫外線：量の最大値の太陽當敷に封ずる％量間1こは略ぼ相似酌消長あか．日射量の最夫

％量は8月7日13時50分日光中輝寺瀞津に於て観測し得たる86．5％紫外線に關す

る最大値は向日同揚所に於て13時45分に記録せられ更に8月8・日10時51分並に12時

20分に保田に於て記録せられたる81．8％な鋲

　山岳地帯は概して天候に恵まれず一日中に於て輻射量回しば最大値を示す可き午前

に於ける観測を行ひ得おるは僅かに山中湖眸のみな釦翫山中瀞牢に於ける天候も快
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築　　7　圖

　　太陽輻射線

…．大気層

土野

球

第6表に示すが如し．

晴とはV・へ霞ありて絶好の天塞状態とは言ひ得ず・

臨海地帯は概ね好天氣にて・（佐貫を除く）終日の観

測を行ひ得た鋲從ひて山，海爾地帯に於ける輻射

量の詳細なる比較槍討は之を他日に侯つの他なしと

錐も唯若干の清息は点画の測定成績のみに払うても

窺ひ知るを得るなう．試みに太陽常歎に封ずる輻射

線％量：約70％及び60％に相等する日射量：夫れ乱

れ1。40並に1．20琵カロリー1糎2分，紫外線強度40・0

並に35・0を観測し得たる三歎の全観澗同数に封ずる

割合を山岳，海濱，東京市内に三別して比較するに

第 6 表

地　方　別

日 射

全蝋畷繍學蕪同名赫
紫 外 線

醐嗣白白馨構織舗三
山　岳　地　帯　　　　　　　　43　　　　　　　　　’16　　　　　　　　　　36　　　　　　　　　　　43　　　　　　　　　18　　　　　　　　　　36『

東京市街地　　　43　　　　0　　　　　1　　　　　43　　　　0　　　　　0

　　　　　　　　　　　●
　　　　備考佐貫に於ける親測成績は當日天候不良なりし爲之を本衷に編入せず

　本表及び第4圖，第5圖，第5表等に就きて観るな山岳地帯の午後と臨海地番の午

前とに於ける日射及び紫外線の最大値並に李均値は明に前者の出合に於て大なり・本

選實よう推測するに午前中に於ける爾者の成績には必ずや更に劃然たる相違あらん

叉試みに14～15時間に於ける晴天日の日射量及び紫外線量母大値を比較すれば日光

菅李，上高地三ケ所の李均は夫れ由れ1．43琵カロリPノ糎2分及び・42．0にして興津，

館山北條，保田，葉山四ケ所の山面は直れ夫れ1．20琵カロリ6L糎：2分及び36．0にし

て日射量並に紫外線：量は何れも臨海地方は山岳地方の約90％1ζ隠る．（荷東京市内の

同時刻に於ける李均値は夫れ夫れ1．03琵カロリー1糎2分及び29．0にして東京に於け

る日射並に紫外線量は何れも山岳地方の約70％，臨海地方の約80％に當る）・
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凍京市内に於ける日射量及び紫外線母と山番或は臨海地方に於ける夫れとを比較す

多に臨く顯著由る心違あウ．試みに東京市丙と臨海地帯に於ける快晴日の最張日射及

螺外線を比較するに晩量は1・23勲・り71齢（太陽騰に鮒る％量637％）

封1．64琵カロリー1糎2分（84・9％），紫外線量は33・0（60・0％）劉45・0（81・8％）忙して

東京市内に於ては何れも臨海地方の70％なウ．叉殆ど雲なき（雲量0～2割）天三

三況の下に観測し得られたる日射量及び紫外線量最大値の李均は東京市内にては1．14

三三ロリ・一1糎1分及び32動臨海地方に於ては（興津，館山北條）1．23琵カロリー1糎2

分及び39．0にして即ち東京市内に於ける日射量及び紫外線：量は回れ夫れ臨海地方に

於ける睡れの約90％友び80％に當る．

　本牧，勿田，東京市内（3日間）に於ける観測悪日の天空状況は何れ竜殆ど密なき快

晴日にして潜く同一なう．之等の日射量：及び紫外線量：の最大値を比較するに次の如く

　　　　　　　　　　　　　　日射量最大値　　　　紫外線量最大値

　　　本　　　　　牧　　1．14琵カロリー1糎2分　　　　32．0

　　　筋　・田　一　　”　　　39．0
　　：東京市内（三田）　1．14（亭均値）”　　　　　　　32．0

　本牧に於ける観測成績は東京に於ける三日間の李均値と全く同一なう．市街地に臨

接せる影響の表れなる可し．勿田に於ける紫外線量最大値は極めて類似の天空状況下

に観測せられたる上総興津，館山北條に於ける最大値の卒均39・0と全く同一な鋲以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上に就きて観るに東京濁内にあうても都心地帯よう相當の距離にある海濱に於ては其

累外線強度妹房総・，湘南地方の海濱と全く同様にレて都會鞄に些レ約20％増大する

事を略ぼ察知し得るな鮎

　　　　　　　　　　　　　文

（1）岡田武松氏「溝前器械學」

（2）・

（3）　A！Wigand．　Phys．　Zp　191呂。14．

（4）A・C・mu・Comp．　Ren（本187年88．

（5）　P．Gδsz．　Beitr．　Phys．　d．　freien　Atm．1926．13．

（6，

（7）

（8＞

献

A．M：iethe　uhd：E．：Lehmann，　Berichte　ber　Berliロer　Akademie，1909，8．

A．He8s　and　W．wein8tock．　Jonr．　Amer．　Med．　A．ssoO　1923．80．

．W．Cqblβn伽nd　H．Fulto4．　Bur．　of　8tandards．　Sci．　Pape島ユ924．耳。．49◎，

二三哲理五郎氏「理化學研究所彙報」第12輯第10號・「螢光」第7巻第；11號．



空言中の細菌敷測定法に就て門
3含

　　室氣中の細菌数測定法に就て　　1

　　　　　　　　　　　技．師秋葉朝一郎

　　　　　　　　　　　囑託．風間美佐雄

　本試験は内務省衛生局主唱の下に昭和九年八月施行せる海水浴衆目にキャンプ揚の

衛生調査に閉する墓礎實験として行ひたるものにして其調査成績中本報告に關係ある

ものは鼓に之を併記せり．

　　　　　　　　第1章　　測定法の文獄

　塞下中の細菌数を塞氣汚染度の標示として測定せんとする方法に衣の如きものあ

ウ．

1）落下法。（Absi七zmethode　nach　R．　K：och）

　膠質或は回天卒板培養基をつくう野里場所に於て「ペトリー皿の蓋を取うて一定時

間（10～20分間）水管に静置し塞早撃の細菌を李板培養基面上に落下せしめたる後蓋

を被ひ適温に於て培養し磯生する集落歎を閉す．此方法は極て簡易なる竜一定量の塞

下中に存在する細菌歎を知る事能はざるのみならず室氣の流動によって影響を被る事

大なるを以て，只軍に可検場所の室町の汚染度の大膿を窺知するにすぎず．

2）Hess氏法

　口径3．5cm長さ70　cmの硝子管の内面に膠質培養基を塗布し，管の一端には小孔’

を穿ちたる「ゴム」膜を張ム他端を吸引装置に持績して吸引し塞氣が硝子管を通過ず

る間に細菌を膠質培養基面に附着せしめ，硝子管を適温に静置して培養し登生する細

菌集落歎を計測する方法なう．此方法は一定量の空夢iを通過せしめ得るを以て落下法

に少しく優ると錐も細菌を把握するに非ずして軍に其自然附着に回る竜のなるが故に

培養基面に附着ぜずして通過する細菌数も僅少ならぎるべく正確なる方法とは稻1し難

し．

3）Petri氏法　　　　　　　　　　　　…

　Petri氏は：KOGh・氏法或はHess氏法の如く培養基面への細菌の自然附着に侯つが
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如き不確實なる方法を改めて細菌を挽留するに濾過層を用ふる方法を考案せり．帥第

1圖の如く口径1．6cm長さ9CInの硝子管に石英砂を充諭せるものを以て一定量の

室氣を濾過し細菌を石英砂層に抑留せしめたる後味石英砂を数個の「ペトリー」皿に分

ち之に膠質或は寒天培養基を混和して培養し磯生する集落歎を楡す．石英砂は金綱を

以て熟し圖の如くS・及S，の二個の砂柱となす・S・は封照と見倣すべきものにして，

第　1　整 頓　2固

r麓、
t‘∫，㌣，ツ

随い1川1、　融氏
　　　　空気今日番

繋：礁死
↓機欝

D，

、 吻
吸31犠置．

細菌は前部S・に於て挽留されS・

の部分にば殆ど細菌を認めずと

出陣、．

4）Ficker画法

　：Ficker氏はPe七ri氏法を少し

く改良し次の如き塞氣濾過器を

考案せう．帥石英砂は培養基を

不透明となし集落の検品を不便

ならしむるが故に硝子粒を以て

之に代へ左う．硝子片を灼熱せ

る後之を水中に投じて小片となし更に之を乾燥後磨弊して直径0・5－0・25mlnの硝子

粒となして用ふ．

　荷硝子管は上部を膨隆せしめて空氣が四壁と硝子柱との間隙を通過する事を防ぎ以

て塞氣の濾過を完全ならしめんと試みた動一定量の室温を濾過したる後D2の硝子

徽を8枚の「ペトフー」皿に，D・を4枚の「ペトリー」皿に分ち入れ之に培養基を注

ぎて混和培養し螢生する集落数を検測す・本法の詳細に就ては文厭（2）及（3）を面

前さ堵tたし．尚植木氏は白色硝子粒を用ぶる時は集落と硝子粒との鑑別を誤ウ易しと

画し培養基色に近き褐色硝子粒を使用せう．

　Peもri氏法及，FiGker嗣法は固形艦層を以て空氣を濾過する方法なる，も液層を以て室

氣を濾過して斎串中の細菌を抑留せんとするものにMiquel，　E皿merich，　OkeレBloln氏

等の諸法あウ．

戸’

T）・Miqqe1氏法．
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　第3圖の如き硝子管を作釦中央の球部に液艦培地20～25c・cを容れ此液層塗通じて：

察氣を濾過し菌艦を野中に抑留せんとする方法なう．一定量の塞氣を濾過せる後液の

一部押取うて膠質又は寒天塗板培養に附し襲生せる細菌集落数を測算す．

　　　　　　　　　第．3　圖　　　　　　　　　　　　　　　　第　4　圖

　　　　吸参惨ミ置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o及引装置

　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　短ダ曜氏
　　　　　　　　　　　空気慮過審

6）Emmerich法

、一

D

C

　Emmerich氏はMi如e1氏法に於ては細菌を抑留する事の不完全なる事を知う此

鉄黙を除くべく（1）氣泡を小ならしむる爲にC部に毛細管を装置し（2）氣胞と液と

の接鯛を充分ならしめんが爲に硝子管を螺旋歌となしたるものを考案せう．最初A球

に液膣培養液20～25c．cを容れ：E口よう吸引すれば液はA．よりD及Bに移うCよ

め生じたる小氣泡がD及Bを通過する間に氣泡中の細菌は殆ど液中に錦留さる＼と

稻…す．

　：Elnlnerichは1時間に約1Zの速度にて吸引するを定法とせるも，かくの如き緩

徐なるに於てば，多敷の個所の試験に用ふるに適せず．

7）Oker－Blom氏法

　Oker－Blom氏はPetri氏法或は：Ficker氏法の如く固形燈層を以て濾過する方法に

於ては塵’埃に附着せる細菌を個々に分離し得ざる恐あるに黙し液層濾過の場合には液

を振陣する事によってか＼る憂を除き得べしと爲し液髄濾過法の利鮎に着眼せか然，

しながらMique1，：Elnmerich論法の如く画風培養基を用ひて濾遇する事は操作中1：ζ
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治の増殖を招くを以て適切ならず且15～20c・G等比較的多量の液を使用する時は抑留

せる細菌掌中歎なる場合には誤差を來し易きを以て爾氏の法にも遺鍼の鮎あうと些

し，こ㌧に於てOker－Blom氏は可及的小量の空馬水を以て室氣を濾過し抑留せる細

菌を培養槍測する方法を案出せわ．

　氏の濾過器ば次の如し．

　直径2cm．の硝子管Rの先端a

．を圖の如く引伸して鈎状となし曲

部の内径を2mmとす・他端々は

磨合良き硝子帽丁に蓮結しTの

他端は「ゴム」管を以て丁字硝子

管Gに繋る．Gの一端は吸引装

置に一端は『「ゴム」管Vに蓮；結

す．Vには挾み止を附す．試験に

臨み滅菌せる：R及丁其他を圖の 園

q

　　　　第

OK〃z－B乏σ肌氏

空気濾愚器

　　　lA）

R

b

5

T

圃

∈

V

→門田1
｛装置

如く蓮結しa口よう3～5滴の滅菌蒸鱈水或は滅菌生理的食盛水を入る（其際Vの

活栓を開きて水の注入を可能ならしむ）．吸引は塞氣毎秒40c・c・巨P1分間に約2・5Zの

　　　　　　　　　　　　　　　　　速度にて行ふ．然る時は小氣泡はaの部にて

第　　5　　圓

R

b

（B）

　　　　　ロ

破躍しつ＼通過し塞氣中の細菌は水中に抑留

せらる．叉此氣泡の破躍によって塵埃に附着

せる細菌を分離する事を得べしと拝す．操作

中注意すべきは，吸引張き時は水滴飛散して

硝子管壁に附着しa部空虚となる事なう．か

＼る時は一時吸引を中止して水滴を補充せざ

るべからず・所定量の塞氣を吸引し絡らばR

を取うはずし（B）圖の如き位置に「ペトリ目

皿上に把持し10c．cの熔融せる膠質培地を

舶よ’謄壁を灘つ牲入し・飼う皿上噸出し働揺御し培養勘凝固ぜ←

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ
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あたる後培養す．

　上記の方法によウて果して塞氣中の細菌を完全に抑留し得るや否や多大の懸念を威

ぜざるを得ず．OkeレBIOlh氏の實験成績に徴するに12．7　Z中k　100－3000個セ）細菌

を含有するが如き塞氣を濾過し殆ど完全に細菌を抑留し去ると云ぷ．

　三等はOker－Blomr氏の濾過器を少しく簡易化し内項に記毒するが如きものと虚し

て其細菌錦工率を追試せるに…欠項に記すが如く優秀なる成績を得たう∴

　　　　　　　　　　　・第2章’余等め四三濾過装置’』－　　　　　　　

　上記諸家の方法を考察渉るにFicker三法は最：も確實なるを思ばしむるも濾過層た

る硝子粉を8－12放あ皿た分ちて培養ぜぎるべからぎる事は遠距離に出張し多藪の槍

測を行はんとするが如き揚合には少しく繁雑なウとせぎるべからず之に皮し液鐙濾

逡に於ては小量ならば三三を多量ならば其二部を取るて培養する事を得るが故に培養

操作は簡便なウ．・但しMi加el友Emm6rich氏法は其操作φ簡易さ1に於て遙k　Oker一

壼101n理法に及ばず．こUこ於て余馨はOkeかBlom氏法1と振ると1と・㌧し且氏の濾過

髪置中磨合せを）硝子蓋は「ゴム」栓に改め†字管は之を除き年構の如きもめを製伶ぜう

　　　　　　．第∴・6画一1・…’鄭障め如く長さ約i2・m確

　　　　　一「り』、ゴエ5舳の硝子轡年嗣し彫
　　　　　　d

余等’空気
・窪過器

駕i

ミ

愈

i；1

R

需
㏄

C

ヒ

に引伸しaの内鰐を0．2～0．3cmと

なす．． ﾉ子管の他端。は小藩芋誉

dを呑参る幽「ゴム」栓Gに蓮結しd

は更に「≧ム」管を介して吸引装置’

に蓮る．’a及dの先端1とほ綿弓を施

「す．此濾過・器を以てOker二Blρm・．座法

に準じて塞氣を濾過する揚合にぼ滅

菌せるRをとうG端よ錠敷面の滅

菌水を曜b部に滴下し次でGな密栓

しdを吸引髪置に繋ぎ水がa部に

在る様之を少しく斜めに丁丁して吸
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引を開始し同時にa端の綿栓を除く・濾過操作中は水が常にa部に在る檬注意し空氣

をして必ず氣泡をつくうて通過せしめざるべからず．若し水がb部に知るか或は飛散

して四壁に附着するが如き事あらば水は空氣の通路を完全に閉鎖する事を得ざるが故

に室氣は濾過層されずして通過するに至るを以て其成績に誤を來すべし．一定量の室氣

を濾過し終らばRを論うはっし10cc．の寒天或は膠質培地をGよう注志しb及a部を

洗ひつ㌧「ペトリー」山上に落とし混和して適：温に培養す・或は1～2ccの滅菌水を以

てR中の水を「ペトリー」誌上に洗去し之に培地を混和して培養するも可なう．

　余等はOker－Bloln氏法を追試して細菌抑留率の良好なるを知うたるも上記の如き

失敗に由るの懸念を持ちたるを以て使用水：量を少しく増加して操作上の失敗を少なか

ちしめんと欲し1ん2CGの滅菌水を用ひたるに，濾過速度速かなる時は水量増加した

るとbの管幅aよう大なるとの爲に泡沫は大となう其破裂によφて水滴Rの上部に

迄飛散するに至れるを滋て，之を防がんがため知部に細面0・4cmの硝子曲論10個を

入れたるに泡沫は小となう從って水滴の飛散を勘からしむるを得たウ・即硝子玉を入

れたる：R及Gを別個に滅菌し置き試1験に臨みRのb部に1～2ccの滅菌水若くは滅

菌生理的食忘水を入れ，Gを密栓して，　dを以て吸引髪筋に繋ぎ・吸引を開始すると

共｝ζa先端の書淫を除去す．吸引操作中Rを少しく斜となし：水はa感動b部にあら

しむべし．一定量の藩臣を吸引し絡らばRをと貝まずし濾過せる画面中に含有せら

る㌧細菌歎の多寡の無想に慮じて1～3ccの水を加へ（畑谷清浮なる時は加へず）滅

菌「ピペット」を用ひて硝子管壁に飛散せる水滴を洗ひあとすと共に硝子管内の水を

よく混和し次で其中の0．5～1ccを「ペトリー」皿に取り10CGの寒天培養基を加へて

面板培養に附す．搬生せる集落数を検出し之に血肉倍数を乗じ以て濾過塞氣中の細菌

数を算出す．余等は吸引装置として容量5Zの吸引壌を使用し4～8Zの空氣中の細菌

敷を計測せう・

　　　　　　　　　　　　第3章　賓験成績

　Oker－BlOln氏法の如く藪滴の水を用ひたる場合及1一・2CGの水を用ひたる場合の塞

氣中の細菌を掬留する程度を知らんが爲に前記の濾過装置を2個連結し七塞氣を濾廻

し第1管及第II管中に掬留されたる細菌数を培養槍面し第1管に於て抑留されたる
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細菌歎及び三一されずして逸走し第II管に致うたるものとを比較するに次の如し．

　A）3～5滴の滅菌水を使用せる揚合（Oker－Blom氏法）

　　室氣：實験室内の塞氣は清浄なるが故に動物舎に至う飼料の藁を動揺或は散布し

　　　　　て1飛塵を多からしめたう．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　ユ　　　表

空　　氣　　量

1）

2）

3）

4｝

5）

6）

7♪

8）

9）

10）

4Z．

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

”

”

吸　引　時　間

4m
〃

5

5

5

6

5

4

5

4

第　　工　　管

849

4，160

5，640

186

2，720

4，000

4，480

3，240

3，760

3，970

第　　II　管

　5

　6
137

　0

　3

　4

　0

　11

1．072

474

II

I

1

170
1

693
1

41

　1

斬
⊥1，000

1

295
1

3
1

8

　以上は20同試験したる成績の中よう摘録せるものなるが（9），（10）の如く細菌の拘

留率極て悪き揚合は水が室氣の通過道を完全に封鎖し得ざうし揚合にして實験の失敗

せる例なる竜多くの揚合第1管に於て抑留ぜられずして逸走する細菌藪は麹留せらる

㌧もの　1～0．1％な鋲　帥本法の細菌抑留力は比較的確實なムと認むる事を得べし・

　B）1～2c．cの滅菌水を使用ぜる揚合（余等の憂法）

　　　　　　　　　　　　　　第　　　2　　表

鯨剥水煙吸引時問
1）4i．

2）　〃

3）　〃・

引　　〃

1q．c

1・

1

1

10m

10

10　，

，20．

第　1　管

9，600

12，000

6，400

6，480

第　II管

80

334

16

6

II

I

1

120
1

36
1

400
1

LO80
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5）

6）

7）

8）

9）

10）

41．

〃

〃

〃

”

〃

1

1

2

2

2

2

26

30

12

12

23

23

8，000

22，760

1，960

1，551

　876

　869

　38

’112

　6

　2

　18

　20

⊥21Q
⊥20
i層

齋
⊥775

1

49
1

43

　以上は30三下験せる竜のよう摘録せるものにして，水量手ccと2ccとの間に細菌

掬留率の差を見ず．叉吸引時間約10分間なる揚合と約20分間なる揚羽と・の間に於て

も差を下めず。細菌の第1管に拗留されずして第2管に移行する率は大多罪は1％門

下なるも時に2％以上となる場合あうてブ本法の細菌を抑留するカはOker－Blom氏

の原法に少しく劣るが如き感あう．思ふにOker－BlOII1氏法の如く狭二二る管部に於

て泡沫をつくう下破躍せしめつ＼塞氣を通過せしむる事が水と塞氣との接鯛を比較的

完全ならしむるが爲ならんか・1～2c・c用ひたる場合にても濾滴下を少しく斜めに把

持し水を・A部にも行き渡らしめて濾過する揚合には等く好結果を得たう．、

　か㌧る實験成績に徴し今次の海水浴場及キャンプ揚の空氣試験に際し（A）（B）何

れの方辮用ふるも可なうと鵬せるも・Oke融m原獣於て跡量隔る雌ここ

鱒三脚惣訂す螂かるべきを蜘・’門門獣よう1傘め四脚千
空氣を濾過する方法に擦れウ．帥室氣4Zを吸引堤によりて吸引濾過せる後濾過下中

嚇菌蝉～1伽下野に櫛して三二購天壌勘用ひ輝二巴漏
し夏期室温に於て1週間培養し登生せる集落藪を算：し以て一槍察氣召中の細菌歎を

，算出せ鋲

　　　　　　　　附海水浴場及キヤセブ場の空理中の細菌試験成績

　塞氣中の細菌数測定法として前記の吸引濾麺法及落下法とを併用せう．三法の結果

を比較するに（第3表参照）必しも李行せず．叉細菌一三塵埃敷と風遽との關係を見

るに塵壌数は下々風速の大小と李行し細菌数は三々之に準ずと錐も其關係塵埃程明瞭

ならず．蓋し細菌の塞氣中に飛揚せちる、は風，交通一三，人畜の往來等たよるもの

なる事は塵埃と同様なるも，地形の状況によ蚤飛塵中に含有せらるる細菌歎に相蓮あ

ノ
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るに由るものならんか・

　キャンプ場と海水浴揚の塞氣中の細菌並に塵埃藪を比較するに，海水溶揚の塞氣中

の夫はキャンプ場に比して概して多し．其理由は海岸地方に於てはZ舶晴朗なる盲と

錐竜海風常に吹き且風速度山嶽地方の静風に比して大なる隣町に地域砂濱なるが欝に

砂塵飛揚し易き事とによるべし．荷海水浴場の室氣に於ては細菌歎は塵埃敷の藪百分

の一に過ぎぎるに，キャンプ揚の空氣に於ては藪分の一・にして；其比例に大なる相違を

見る・其理由は海水二二に於ける塵埃は殆ど砂塵改るに回しキャンプ揚に於ける塵埃

は（山中湖畔は砂塵）大部分有機性塵豊P植物性門門なる事に存せん．蓋し砂塵には細

菌の含：量少く植物性塵には細菌の附着するもの多藪なるが爲なう．

　次に碧海水溶場の空期中の細菌歎に曾て見るに北條，保田∫佐貴，鎌倉等にありて

は風速の大小及塵埃の多野に早行して増減するも葉山及一宮に於ては塵埃多きに拘ら

ず細菌歎少きは砂肝の清漂な多に由らん．寒川，興津，本牧，堺田に捨ては他の試験

地に比し砂塵の割合に細菌数の多かうしは其理由明瞭ならぎるも地形的情況に基因す

る竜のならん．

　叉各キャンプ揚に就て比較するに細菌数は菅李，日光，山中湖の順に増加し塵埃歎

に李行ずる竜唯上高地に於は塵埃敷最少なるに拘らず細菌数多歎なう・之他の試験地

は開舘なる平地孜ウしに拘らず上高地にあうては樹間に於て試験せるが爲ならんか．

　　　　　　　　　　第3表　　塞氣中め細菌門並に塵埃数

遍　　験　　山

千

興

北

保

佐

錐

葉

学

齢（寒川）

　　宮

　　津

　　條

　　田

　　貫

　　盒

　　山
濱（本牧）

1m3申の細菌数

5，500

1，500

12，000

7，500

4，500

4，000

2，500

2，000

3，500

20分間に於ける

落　下　菌数

140

70

39

82

129

116

47

144

127

1m3中の塵埃敷

129，514

851，936

869，228

1048，501

865，770

772，286

637，196

914，258

257，123

風　速（m／秒）

1．3

4．4

3．81

6．29

4．1

3．33

1．50

4．6

0．82



42 秋 葉・風 間

　　　　　田
棘市街弓鋸）．

口　光（菖蒲ケ濱）

菅　　　　　軍

上　　高　　地

山　中　湖　曄

　　3，500

5000解7000

　　1，500

　　1，000

　　3，500

　　亀000

60

6

12

20

30

15，069

5，364

3，317

3，176

21ρ68

1．90

2．56

1．4

0．66

3．04
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吸着剤による水中特殊細菌の濃縮法
（上水中の大腸菌検出法への慮用に就て）

　　　　　　　　技師秋葉朝一郎
　　　　　　　　囑　托　風間　美佐雄

　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　’言

　水中に含有せらる＼特殊の細菌例ばチフス菌，コンラ菌，赤痢菌等の病原菌或は大

腸菌等を検出せんと試むる時か＼る特殊の細菌学は潤て僅少なるを以て多量の下水に

就て試験するを要す．然るに多量の耐水を其儘試験に供せんとせば冷然多大の勢力を

彿はざるを得ず・離にか㌧る揚合に且多量の水中に含有せられる＼小許の特殊細菌を

小量の水中に移行憎しあて邸細菌の濃縮を行ふて試駿に供するを便利とすべし・

　水中細菌の濃縮法に就ては從來諸種の方法考案せられたり・郎1・濾過法2・低温

蒸坐法3・濃厚家る培地を加ふる法4・凝集測を加ふる法等之な鋲

　こ＼に此等諸種の方法に就き其概略を記し併皆野得失を考察せん．

1）濾　過　法

　　a・Heiln母法　アスベスト濾過器を用ひて槍水を濾過し細菌を弾むる斜なう・

　　　　　　エラ
　　b兜，H：esse氏法　硅藻土粉末をタノγケフエノレド濾過器に沈着被覆せしめたるもの

　　　を以て多量の槍水を濾過し次いで小量の滅菌水を用ひて濾過器を逆に吸引洗源

　　　して硅藻土潔濾過；器に抑留せられたる細菌を流出せしめて培養する法な鋲

　　　　　　　わ
　　c．M廿11er氏法　石膏を以て李板を作ウて滅菌し此表面に一定量の槍水を注ぎ，

　　　て吸牧せしφたる後更に此表面に培養墓を注回して吸牧凝固せしめて培養する

　　　法なう．若し遠藤培養基を注加せば槍水申の大腸菌を槍出し得と稻す・

　　　以上3方法二三用に適するは軍にHesse氏法のみなるも之とて手段の繁雑な

　　　るに拘らず槍出門低く從って野際的債値に乏しきものなウ．

　2）低温蒸登による法

　　　　　　ヨラ　　Marmann蝕法　遠藤画板培地上に一定量の心底を注ぎて特殊の丁丁丁丁は血清



葉　・　風 問

　　乾燥器中に静・干し30～40。の温風を邊うて搬水を蒸登せしめ李板面の乾燥するを

　　待ちて鱒竈に移レて培養し爽生する大腸菌集落を測定する法な鉱本法の敏鮎は

　　特殊の乾燥器を必要とする四丁槍水の量に制限あうて100cc以上は試験の困難な

　　る事なウ．

3）濃厚なる培地を加ふる法

　　　　　め　　B亘rger氏法　興野の培地の2～2，5倍の濃度の培地を作成して保存し之を槍水に

　　混じて通常の濃度とならしめて培養する方法なう・本法は小量の楡水に就きて行

　　ふには便利なるも多量の西水には適せず．

、4）凝集剤を加ふる法

　　本法ば検水に凝集剤を加へ生成する凝塊をして細菌を吸着して沈澱せしめ此凝塊

　　を探集して培養する方法なう．

　　　　　　　　　　　の　　a．Vallθ七及Schhder氏法か㌧る方法を最：初に提唱せるは佛のV＆11e七にして濁

　　　．の、Sch且der之を改良せる方法なう．此等の方法は検水にチオ硫酸曹達を加へ

，　　更に硝酸鉛を加へて沈澱を生ぜしめ此沈澱を集めて培養する法なう．M廿11erの

　　　研究によれば本法は細菌の吸着効果優秀ならずと云ム．

　　　　　　　ラ
　b．：Ficker氏法槍水に苛性曹達溶液を加へてアノレカリ性となしたる後硫酸鐵液を

　　　加ぶる法なク．

　　　　　　アラ
　　c．M廿11er氏法　凝集剤として槍水に塵化鐵液を加ムる法なう・三石荻盛の含量少

　　　き水にてば凝塊の生成不良なるを以てか㌧る揚合にはアノγカソ液を加ム．本法

　　　は前記の方法に比すれ犀細菌の吸着良好なるのみならず凝塊の沈降時間も比較

　　　的短く30分以内に完了すと云ふ．

　　　　　　　　　　　　ラ
　d・Diellert　et　Etrillard暦法　豫め作成し置きたる膠駅の硫酸馨土を検水に加へて

　　　細菌を吸着沈澱ぜしめる法なウ．

　扱上記各種の濃縮方法を比較考察するに検水の量に制限されず比較的多量の野水に

も慮平し得且検出成績の良好なるは化骨的凝集剤を使用する方法なウ．就中第二四四

鐵液を用ふるMUIIer氏法は優秀な釦と考へらる．然しながら州法と錐竜凝塊の沈澱

を完了する迄に30分間を要すと云はれ且沈澱物を濾過又は遠心沈澱によって集めて損
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失なく総量を培養せんとせぱ相當面倒なる操作を行はざるべからざるの鮫鮎を有す・

　こ＼に於て余等は凝集剃の代うに炭末，酸性一撃，白陶三等め吸着剤を慮用する事

に着想せう．蓋し現今市場に販聴せられつ㌧ある吸着剃は其細菌吸着力が凝集剤に比

し遙に優秀なる事及其粒子が凝集剤の其に比して歪なるが爲に操作に正確と簡便とを

期し得るならんと考へだるが故な動

　余土は先づ吸着剤を細菌の濃縮の目的に用ひて之を上水中の大腸菌検出に利用し得

るや否やを知らんとせ鋲若し之に可能ならば他の病原菌の槍出に竜鷹用1し得るもの

：を思、惟せ．らる㌧が故なう・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　ラ　コエラ
　翻って現今各國に於て行はれつ㌦ある上水道の大腸菌試験法を見るに100ccの槍水

は10cc宛に分って10個の醗酵管に培養して推定試験を行ふを常法とす・然しかくの

如き方法によウては500～1，000ecの槍水に就て試験せんとする揚合或は100ccの槍

水にても10歎種を同時に試験ぜんとするが如き回合1こは全操作激て複雑とならぎる

を得ず．

　且又今日の都市の上水道に就て見るに原水は知らず上水の1～10CG中に大腸菌を

含むが如き事は萬々在ウ得ざる事と思考す（後述）．叉諸外國の上水道當局の報告を見

るも100coを並走とし此藪拾内感数百種の中藍％に於て大腸菌陽性なムと云ふが如く

壱こ記載するを一般とす・

　依って思ふに上水に於ける大腸菌試験は100cc以上の槍水に就て行ぷべきものにし

て1～10GCの槍水に就ての試験は丈余の水深を計るに寸尺を以てするに等しく意義旧

き竜のならんと思考す．

　以上の如く上水に於ては100cc以上1～2　Zの如き多量の中水に就て大腸菌試験を行

ひて清浮度を楡査ナべきものなうとせば必然從來の方法にては實施上多大の困難を伴

ふを以て多量の槍水中の大腸菌を濃縮する簡易にして且精確なる濃縮法の考案を必要

とすべし．此勤口が吸着劃を上水中の大腸菌検出に鷹用せんとせる理由の主鮎なウ・

　　　　　　　　　　　　　　　豫備實験

　ユ）吸着i剤の吸着力試験

　余等は先づ市場に販費せらる＼吸着剤として珪酸化合物五種（局方白陶土，アドソ

　　　　　　　　　　　　　　∂
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北ピン及3種の酸性白土）並に藥用炭末五種（メノγ：ク炭末，ノリツト炭末，三共三

彩，、ブドース，カーボニン）を入手し之に就き色素脱色小友細菌吸着力を試験し其吸

着力優劣を知らんとせう・

　色素脱色力は吸着測0．19皿（乾燥操作を行はず蓋し實地使用の際には乾燥せず市販

品其儘を用ふると考へらる＼が故なう）を0ユ％のメチレン青溶液に混じ5分間振盈

して後濾過する方法によφて脱色せらる＼メチレン青溶液の最大量を以て表す．

　細菌吸着力試験は寒天斜面培養の大腸菌一定量を生理的食璽水に浮游し此浮游液10

ccに0．3gmの吸着剤を加へて25分間制覇せる後濾過し濾液1ccを探って寒天李板培養

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行ひかくして登生せる集落歎の
　　　　　　第1表　吸着力試験

珪酸化合物

藥用炭末

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

メチレン溶液脱色量

14．5cc

ユ1．5”

14．0〃

14．4〃

0．8〃

33．3〃

12，0〃

5．0〃

6．5〃

0．5”

大腸菌集落数

　　21
　　16
　　83
　　　9

　　17
　　　0

　　　0

　　　3

　　53
　　512
、封照　640

多寡によムて吸着力の強弱を表す．

　結果ば第1表：に示す如く各品種

間に相當の差異を示せども郭勤5

以外は何れも優秀なる細菌吸着力

を有す・且色素の吸着能と細菌吸

着能とは必しも準行せざる事を

知る．

2）吸着剤の細菌に及ぼす影響に

　　思する實馬

蝉2表吸着せられし大腸菌の生存試験

騰着矧障 ア 白 ・メ ノ 三 ア カ

〃 〃

5見

陶

ルク炭

墨ト炭

共炭 ド1

1ボ昌

2 3 ン 土 末 末 末 ス ン

1

2

6

7

10

15

十

十

十

↓

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

、十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

←

十

十

十

十

十

十

十

十

十

7
一畳

十

十

十

十

十

十

十

十

十

（十）は菌の生存を（一）は菌の死滅を示す



Q

吸着剤による水中特殊細菌の濃縮法（上水中の大腸菌棲潤法への鷹用に干て） 47

若し吸着湖が大腸菌の磯育を組害するか或は之を速に死滅せしむる作用を有すると

せば吸着剤を濃縮法に慮用する事は不可能となるべし．故に三等は此織を確むべく各・

種の吸着湖に大腸菌を吸着せしめたる後無菌的に濾過して吸着捌を濾紙一とに集め之を

滅菌「シャーレ」に納め簿一中にて乾燥して保存し一定日後に4・量の吸着劃を探蚤’「ブ

イヨン」に投じて培養し吸着せられたる大腸菌の生死或は磯育の二丁を槍せ郵其結

果は第2表に示す如く大腸菌は何れの吸着剃に吸着せらる、も10日以前に死滅する事

なく24時間以内に蓬；拠増殖す．

　以上く1）及（2）の實験によ垂吸着酎を細菌の濃縮剃として鷹用し得る事を知れ凱，

3）實割方決に關する試験

　上記の實験によう市販のアドソノγゼン，自陶土，メノレク炭末，ノリット淡末，三共

炭末等何れ竜優秀なる細菌吸着能を有する事を知りたるも次に此中何れが最平門に適

するやを潤せんとせ置生爲には先づ縁て余等の施行せんとする實験操作を定めざる

べからず・　　、

　閣下は検水100ccを滅菌コノγベンに探う之に一定量の吸着i剤を混じて振塗し細菌を

吸着せしめたる後濾過して吸着剤を濾紙上に集め以て濾紙と共に吸着剤の全量を醗酵

　　　　　、第　1　圖　　　　　　管に投じて培養するを最竜誤差少なき方法な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　うと思考ぜう．其爲には吸着i剤を可及的小さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　き濾紙上に集めぎるべからず．然れども小濾

　　　　　　　　　　　　　　　　　紙を用ひて聖水を濾遇せんとせば當然濾過速

　　　　　　　　　　　　　　　　　度減少すべし。三って操作時閥の短縮を圖ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　んとせば吸引濾過に依らざるべからず・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の如き考察の結果門門は次の如き濾過

　　　　　　　　　　　　　　　　　…装i置を使用せう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　口樫4CIn高さ4cm底樫2．5c皿の二三ノγツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ボの底面に無数の小孔を穿ちたるものをゴム

　　　　　　　　　　　　　　　　　輪を以て硝子漏斗に聯結し更にゴム栓を以て

　　　　　　　　　　　　　　　　　吸引コノγベンに装置す（第1圖墾照）
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　次でノγツボの底面に適合する大さに弔うたる普通濾紙1枚を敷き之に小量の水を注

加吸引して濾紙を底面に密着せしめたるものを濾過装置となす．

　或は口痙9cmの硝子漏斗内に直径3・5Gエnの目皿（磨合せ爲したるもの）を置き此

を吸引壕に装置す．目皿上に之よう少しく大なる濾紙1枚を敷き小量の水を注回して

吸引し濾紙をして目皿及霊園の漏斗壁に密着せしめ間隙無き様注意す．

　此濾過層に濫用炭末，局方自陶土，デドソルビン等を加へπる液を注ぎて吸引濾過

を試みるに自陶土は微粒子に過ぎて濾紙によウて完全に蜘留せられざるを以て使用に

不適當な釦と言はぎるを得ず叉心用炭末は殆完全に抑留ぜらる㌧も検水を濾過せる

後ノγッボ或は漏斗壁に附着せる炭末を洗去して醗酵管に流注せんとする場合粒子輕き

．に過ぎて完至に三三し得ざる憐あウ．

　之に反して酸性白土或はアドソノンゼン等は粒子の大さ，粒子の重さ，灘潤性等適度

にして濾紙にようて完全に抑留せらる㌧のみならず・四壁淺留分を洗去する事叉容易な

う．

　余等はか＼る事實と一定の製品を入手し得る事の利貼よ釦アドソノγピンを撰用する

事とぜ釦．

　次に上水中の細菌を完全に吸着するに必要なる吸着剤の量帥使用量を決定する必要

あ鋲

　依って給水栓よう二二せる上水及稀薄なる大腸菌俘二二100c．c中に滅菌アドソノγ

セン0．ユ～0．3graを混じて5分間以上振盟せる後吸引濾過し濾液1G．cを亭板；培養に附

し登生せるi集落藪を計算：せう．（第3表謬照）

　　　　　　　　　　　第3表　アドソノγビンの細菌吸着力，

「濾　　　　過　　　　前

：瞬｛ii慰iil；

1c．c中の細菌数

〃

〃

〃

上

25

水

0

0

0

大　腸　菌　浮　游　液

！一一一一一一ノ～r－
260　　　　　　　　460

0

0

0

5

5

0

上水中の細菌敷は寒天李板法によう100個嵐下と規定されあるものなるを以て上水
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中の細菌を全部吸着するに必要なるアドソノγビンの量は検水に封し0ユ％にて充分な

る事を知うブ～う．

　　　　　　　　　　　　　　　實三方　法

　以上の如き豫備實験を経て次の如く實験操作を定めた鋲

　濾過装置に濾紙1枚を入れ硫酸紙に包みて加墜滅菌して保存す（或は濾過直前にノγ

ツボ，硝子漏斗及濾紙をアノンコーノレに浸して滅菌し之等を吸引コノγペンに聯結装置し

たる後滅菌水にて三三するも可なう）アドソノγゼンは0．1gm宛を小試1験管に入れ160

～180。にて30分間滅菌して保存す・

　醗酵管はダ・一ラム（Durh＆m）醗酵管と同形のものを口径3c皿長さ20cmの大序駿

管を以て造う中に倒立する小試験管は其下部側壁に小孔を穿つ．小門を穿つ理由は管

底にアドソノンビンが沈澱し時に小試験管口を塞ぎて小試験管内に於けるガスの貯溜を

障碍する揚合あるを以てなウ．（第2圖謬照）

　　　　　　　　　醗酵管には1％乳糖加ペプトン水30c．Gを・容れて滅菌す・本醗酵

第2圖

0

管は丁丁10G．cに就きて大腸菌推定試験をなすに適す．

　試験に際しては丁丁100G．oを容量200c・cの滅菌コノンベンに容れ

滅菌アドソノンビンα1gmを加へ5分間以上振回す・

　滅菌せる濾過装置を吸引コノジペンに聯結しノγッボ或は目皿の底面

に1～2枚の滅菌濾紙を敷き之に藪田の滅菌水を滴下して平せる後

吸引して濾紙をルツボの底面或は目皿上に全く間隙なき様密着せし

む．（此鮎最肝要なり）

　次に弱く吸引しつ＼門下を注ぎ吸着剤の通過せざる事を確めてよ

う強く吸引しつ＼濾過す・最後に槍：水を容れたるコノレベンは滅菌水

を以て藪同洗沸して濾過し吸着剤を全部濾紙上に集む．

　かくて完全に水分を去うし後分離せるノγッボ或は目皿よう滅菌ぜ

るピンセツ．トを用ひて濾紙を取ムて醗酵管に投ずi欠いでノγツボを醗酵管の口に重ね

其底面或は周壁に残存せる少許のアドソノγビン及ピンセットの先端に附着せる極微の

アドソノγゼンをも　10CGの滅菌水を以て洗下して醸酵管に流入す．目皿附硝子漏斗使
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用の場合も同様庭藤す．

’かくの如くせば100GC中の細菌を濃縮して1個の醗酵管を用ひて培養する事を得べ

し．

　以上記述せる方法は100～2000σの比較的小量の検水に就て行ふ操作なるも11以上

の検水に就て行ふ甲唄には検水に0・05～0・1％の割合に滅菌アドソノレビンを加へて撫最’

したる後滅菌せる小型のプフネノレ町彫漏斗の底面に1枚の滅菌濾紙を密着せしめ控る

竜のを以て濾過し濾紙は捲いて1個の醗酵管に投じ培養すれば可なう．此方法によう

楡水1～3Z中の細菌を濃縮して1個の醗酵管によりて容易に推定試験を行ふ事を得

　早牛管は24～48・時間雪解に納めたる後遠藤培養基を用ひて分離培養を行ひ更：に精

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エラ
干して犬腸菌の存否を確押せう（上水試験勢和照）．

　伺現行上水大腸菌試験法の如く冷水100ccを10罪して10日目宛10個の醗酵管に分

ちて培養し其大腸菌検出成績を鍔照として現行推定試験法と世帯の濃縮法との平水

100cc’ ?ﾉ存在する大腸菌の槍出率を比較槍討し以て余等の方法の憤値を知らんと試

みた鋸

　後れ述ぶるが如く東京市上水の大腸菌含有度は極て低く100cc中kば到底存在せ

ず從って上水其儘を試験に供し得ざるを以て上水を用ひて大腸菌ブイヨン培養1c．c

を五拾乃至数百億倍に稀寄し100cc中に適當量の大腸菌を含有する如く作成せるも

の以て検水とせう．帥現行法によウ100ccを10罪して分注せる醗酵管10個中大腸

菌陽性なるもの8管ある解合6管ある場合或は1管ある割合等大腸菌濃度種々なる騎

馬水を作ウ其100ccを特等の濃縮法によって1個の醗酵管に培養せφ．か＼るもの

を男呼10個宛行ひ其陽性率を槍せう．叉導水1‘に就ての試験に於ては槍水の大腸

菌濃度を濃縮法を慣用せる100cc宛10管培養の試験成績によって示せう．

　興野成績は一括して第4表に示せう．

　　　　　　　　　　　第4表　　本法の大腸菌検出牽

斜照（熱論戯驚・中）　　濃縮灘よる検牌
　　　　　　　　　　　　　　　！一一一一一聰一■i騨一ノ＼一　　　10cc　歩聾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100　r℃列　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，000　ccダ！1

　ヘ　　　　　　　ノ　ロの　　　　　　　　　　ノ　　
1）　1g皆中　　8管陽性………10期中　10　管陽性（100％）
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　2）10〃　 6〃
　3）　10　〃　　　　’4　　〃

4）　10　〃　　　　　2　　〃　・

　5）　10　〃　　　　　1　　”　・

　6♪　10　〃　0或をま1　　〃　・

　7）　20〃0或は1　〃・

　8）

　9）

10）

之を読明すれば

・10　”　　10　　　〃

・10　r’　　1G　　　’F

・　10　〃　　・9～10　　〃

・10　〃　8～10　〃

。　10　〃　　6～7　　　〃

・ユ2　〃　　4～5　　　〃

（10α％）

（100％）

（go～100％）

（80～100％）

（60～70タ多｝

（30～40％）

10管中5管陽性・・

10　〃　4　　”

10　〃　2　　〃

・・ T管中5管田園韮…（100％）

・・ T　〃　5　　〃　　　く100タ6，

・・T〃5　〃　（100％）

1）100Gcの槍水を10cGつつ10個の醸酵管に分って培養し其中8管，6瞥，4管等比

較的多くの醗酵管が大腸菌陽性なるが如き可検水にあうては余等の濃縮法にようて

検水100cqに就き100弩に大腸菌を検出し得だう・（第4表1，2，3行士爵）

2）…欠に槍水10ccを容れたる10個月醗酵心中2管或は1管が大腸菌陽性なるが知

　き換言すれば100cc中に含まる＼大腸菌数の極て勘き槍水にあウて竜濃縮法によ

　り殆ど常に（80～100％）大腸菌を訳出する事を得たう．（第4表4，5行参照）

3）量水を更に稀繹して10CG　10管法によう陽性なる酵酵管が1個ある時と全く無き

時とがあるが如き場合に於ても油鼠の方法によう槍水ユ00ccに就き過孚数（60～70

　％）の場合に大腸菌を検出し得た釦．（第4表6行撃照）

4）3項の可槍水を更に倍量に以南して10ccづっ20管（総量200cG）中陽性なる醗

　酵管が1管ある時と無き時とあるが如き槍水に於ても濃縮法によう槍水100ccに就

　き約30～40％　に大腸菌を槍出し得たウ．（第4表7行参照）

5）4項の如き槍水或は之を2～3借に稀繹して濃縮法によう其100c．cつつを10個

　（全：量1のの醗酵管に培養せる揚合其中5管，4管，2管等に大腸菌陽性なるが如き

　一水を作り其∬を濃縮法により1管に培養する試験を行ひたるに常に（100％）大

　腸菌を叫出し得たう．（第4表8，9，10行寒餅）

　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　論

　以上の如き成績よう蹄晒して衣の如く結論する事を得100ccの槍水に就て大腸菌

推定試験を行ふ場合に現行法の如く10ccつつ10個の醗酵管に分注して行ふ方法と濃
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縮法を慮回し1個の醗酵管を用ふる余等の方法との大腸菌検出率は先づ同等なウ．

　又濃縮法を用ふれば1Z或は其以上の検水に就ても1個の醗酵管を用ひて大腸菌試

験を容易に行ふ事を得且其検出率は優秀なう．

　從って100ccの神水が2～3種の場合には現行法の如く行ふを便利とせんも歎種以

上の丁合或は500cc以上の楡水に就て大腸菌試験を行ふ場合には余等の濃縮法を慮用

する時全實瞼操作を極て簡易化する事を得べし・

　こ＼に於て余・箏は今後上水に就ての大腸菌試験は軍に100cc以下の成績にて足れム

とせず100cc以下にて陰性なる揚合は更に1Z乃至10Z等多量の検水に就て試験し上

水中の大腸菌の眞の濃度を確認せんと思考す．

　荷チフメ菌，パラチフス菌，赤痢菌等を炭末，アドソノレビン等に吸着せしめたる後

其小量を採うてブイヨンに投じて培養するに何れの菌竜よく山育繁殖す・故に此種の

吸着剤は河水，井田，田水心多量の水中に稀薄に存在する病原菌を分離検索する目的

に慮記し得るものと想像す・

　附．上水道の大腸菌試験槍査成績

　　原水たる河流水，受水此等よう探酌祀る止水に於ては大腸菌を概ね槍拙せるも濾

過水に於ては塵素滅菌後は勿論璽素滅菌前と錐も大腸菌を槍出する事能はざうき．但

推定試験に於ては10～100ccにて陽性なる場合勘からず．

　淫乱研究室の給水栓よう温水し1～2Zの二水に就き余等の濃縮法に依り3月よφ6

月の候に亘う拾歎同試直せる場合に於ても上水中よう大腸菌を槍出する事能はざウ

き．

　　　　　　　第5表A　上水道水質の細菌學的試験（原水の部）

探　酌　目

年　月　日

9　6　19

〃　　　　〃　　　　〃

〃　　　　〃　　　　〃

〃　　　　〃　　　　〃

”　　　　〃　　　　〃

〃　　　　〃　　　・〃

水　の　種　類

河　水（多

〃

〃

”

〃

〃

摩

”

〃

”

〃

〃

川）

細菌数

1cc中

765

553

755

376

　98
770

推定試瞼（醗酵試験）　　　確　定　試　験
ノー一一一一く一一一一一へ　　　　！一■一一ノ㌔一■■一へ

100cc

十

十

十

十

十

十

10cc

十

十

十

十

十

十　，

1cc

十

十

十

十

十

十

100cc

　十

十

十

　十

　十

十

10cc

十

十

十

十

十

十

1cc

十

十

十
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

9

，♪

〃

〃

〃

探

年

9

〃

〃

ル

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

．〃．

〃

〃

〃

〃

7　　5．　　　〃　　　　　　　”　　　　　　　　　190　　　　十　　　　　十　　　　 十　　　　 十　　　　 十　　　　 十

”　　　”　　　　　　〃　　　　　　　　　”　　　　．　　　　　　160　　　　　　十　　　　　　十　　　　．　十　　　　　　十　　　　　　十　　　　．　　十

”” @”　　”　，　260　＋　＋　＋　＋　＋　＋
，’　　，，　　　　　　〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　960　　　　　9｛＿　　　　　十　　　　　’十　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　十

〃　〃　　　〃　　　　〃　　　　　1200　　　＋　　　十　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋

11，21　　〃　（多摩川上流）　　588　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　一　　　一

611　原水（A水道受水井）　632　　十　　十　　十　　一　　一　　一

74　 〃　　〃　　　162　十　 十　 十　 十　 十　 一

〃　　24　　　　　　〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　125　　　　　　一　　　　　　十　　　　．　十　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一

7　3　　　原水（C水道受水井）　　750　．　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋

”10墾井水（D　水　遣）　3　一　「　一　』一　一　一
”　21　　・〃　（B　　水　　道）　　　2　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　＿

〃28．〃（〃）　9一一一一一一
103原水（A水道接．合井）　38　一　一　『’一　一　一
　　　　　　　（塵康消毒施行）

　　　　．甲州B上職纈の縮鋤試馴濾二水の部）

酌日　　水の．種類　 細菌敷　推定試験（醸酵試験）　　確定試験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆一一■一ノ㌔一一一へ　　　　！一
月口　　　　　　　　　　1cc申　100cc　10cc　lcG、100cc　10Gc　lcc

611　苗濾過水（A水道調．整井）　　3　　一　　一　　一　　一　　一　　一

〃　〃　　　〃　　　　〃　　．　　　　4　，　＋．　　一　　　一　　　一1　　一　　　一

〃　’’　　　　”　　　　　　〃　　　　　　　　3　　　十　　、一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

〃，｝；，　〃　 4十十＿＿．＿＿
〃〃〃　一〃　　3十±一．一一．一
6　13　　　　　”　　（A水ミ首：給漁）　　　　　3　　　　　十　　　 ．　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一

〃〃〃　”　　2十一一一・一一
’「「’

躍　”．　3十一一『．一一〃　〃　　　　〃　　　　　”　　・　　　　　10　．　　十　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　．　一

〃〃 @〃　〃　　2　一　一．一　一‘一　一．
！’”　　”　　　”　　　　　1　　＋　　一　　一　　一　　一　　一

626．”働道配醐 @7一一．一一一．一
：：：：：：（”“給水栓）含；二＝こ：：

74　〃（”集合井）　6　十　 十　 一　 一　 一　 一

〃　〃　　　〃　（　’1急速濾過）　　22　　＋　　　＋　　　一　　　一　　　『　　　『

〃　　　〃　　　　　　〃　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　12　　　　　十　　　　　 十　　　　　 一　　　　　一　　　　　 一　　　　　
一
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〃

”

〃

”

〃

”

’P

〃

〃

9

〃

〃

〃

〃

〃

〃

7

〃

10

11

〃

6

”

〃

7

7

〃

10

〃

〃

11

〃

24

〃

18

29

’ρ

28

〃

〃

呂

11．

”

15

，倉’

’ρ

〃

〃

〃

〃

”

”

〃

〃

〃

〃

〃

（　〃　集合井）

（　〃急速濾過）

（　”　給水栓）

（　　　〃　　　）

（　〃　集合井）

（：B水道給水栓）

f　　　〃　　　）

（　　〃　　　）

（C　　：水　　道）

静島回水（D：水道配水池）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（　　”　　　）

（E水道給水栓）

（　　　〃　　　）

（　　　〃　　　．）

（C水震首給水栓）

（．@　〃．　　）

5

7

1

16

8

4

5

13

3

2

2

2

2

1

2

6

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

駐（1）水道A，B，．Cに於ては塵素滅菌を行ひD，　E爾水遣にては行はず

　（2）濾過；水中脂印は野卑滅菌を行はざるを意味す

　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　献

　1）　He臼se：Zeitschrift　f並r　Hygiene．　Bd．69；S．522（1911）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bd．70；S．311．（1911）

2）M豊11er：Arbeiten　aus　dem　Kai白．　Gesund　heit8amte．　Bd．47；S．513（1914）

3）　Marmann：Zentralblatt　f直r　Bakteriologie．］：Abt．　Orig．　Bd．503　S．267（1909）

4）　B丘rger；Zentrεしlblatt　f重r　BakteriologiαIAbt．　Orig．　Bd．19；S．462（1917）

5）　Schader；Zeitschrift　f直r　Hygi夢ne．　Bd．42；∈乱317（1903）

6）　Ficker＝Hygieni8che　I己undschゑu．1904；S．7

7）皿aller；Zeitschrift　f廿r　Hygiene。　Bd。511S、11（1905）・

8）Diener智et　Etrillard　3　Annales　de　rinst．　Pasteur』ome　46　P．277（1931）

9）A皿erican　public；Health　a8soρiatio亘：Standard　methods　of　water　analysis．6th　edition

　　　　　　　　　　F　　（1925）

10）上水協議會：協定上水試瞼法　統計及i報告　第23同（昭2）

11）第五改正三局法：領水判定標準及試験法（昭7）
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盤類⑱補盟保存作用に就て

技師秋葉：朝一・耶
囑　託　林　　　倉　　一・

緒 論

補禮が血清採取後時間の纒過と共に減弱する事の本態に關して次の如き読あ鋲

　　　　　　　　　　ユ　
1）Saehs　und　Teruuchiは血清中に補血清化酵素（Komplelnen七zoide：Fermment）が

存在し其作用にようて補禮は漸次破壊せらる＼ものなうとなす・

　　　　　　　ラ
．2）Klops七〇ckは時日の四過，振盈，加熱等によって補騰が非働性となるは血清の不

安定なる膠質状態（Labile　kolloidale　Dispθrs雌t）の麺化に基因する竜のな血と稻i

　す．

　　　　　　　　　きう
3）鈴木，後藤，準田は血清貯藏中補禮の第三成分が中節及末節に先ちて破壊せらる

　」と報告せう．

而して食璽其他の盤類の補禮保存作用の機轄に關しては

　　　　　　り1）Friedberge耳は高張食盤溶液はSacllsの所謂補髄磁化酵素の作用を阻止するが爲

　ならんと爲し・

　　　　　　　　　　　の2）Ginsburg　und　kalinen　lま補膿作用は血清「コロイド」のDispersil翫に基くとり

Klopstockの見解に温き，前出の補血保存作用は血清の不安定なKolloid－dispersi胤七

　を安定ならしむ事に存すと唱ふ．

幽類に補艦保存作用あることを最初に認めしはFriedbergerにして氏が食盤の添加

によって補膿保存の可能なるを謹明せるよう以來諸家の此黒占に關する報告勘から

ず．其主要なるものを摘記すれば家の如し．

1）：Friedberger（1908）1ま8％食璽溶液を補髄血清に等：量に混和し氷室中に貯ふるこ

　とによう補旧債を2～3週間保存し得るとなし．

2）Rahmy＆H：amlnelschmid七（1917）は10％酷酸ソ・一ダ加生理的食塵水溶液を血清ミ

　に　：4の割合に加へ氷室に貯ぶれば補二二を3～4週間保持せしめ得ると報告し．
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3）Grigorowitsch（1913）1ま硫酸「マグネシア」を4％の比に補謄血清に加ふる事に

よって2～3遍間話燈を保持せしめ得る事を報告せう．

以上の如き方法に就ての諸家の追試成績は何れ竜食塵，酷酸ソーダ等の盤類が捕艦

保存作用ある事を承認したる竜其記載せる保存有効期間には若干の相違あ鋲而し

て：Klein（1921）は細菌の汚染あれば容易に補記二三少するの事實を指摘せウ．

4）Ginsburg＆Kalinen（1927）は上記の如き諸家の成績に徴し補髄の保存を旧記の

作用と防腐i剤の防腐作用との協力によって達成せん事に着想せう．而て三富血清に

2％の比に棚酸を加える事によって防腐の目的を達すとなせ二次に三等はクロー

ノγ化合物としてNaCI，：KCI，　NH3C1，　SrGI2，　BaC12，　CaC12，　MgC12，及硫酸豊としてMg

SO4，　Na2SO4及CH3　COONaの1G種の睡類を使用し其補記保存作用を心しNaCl，

SrC12　MgC12，　MgSO4，　Na2SO4，　CH3COONaは保存作用を有すれども爾絵のKC1，　NH3

C1．　CaCI2，：BaC12は其作用無き事を報告し就中NaC1及SrC12は温感保存作用最：も

優秀なウとせ釦．

而してSrC12を5％瑚酸を4％の比に蒸瑠水に溶解せるもの及NaClを10％，瑚酸

を4％の比に加へたる溶液の二種を作う，各液を各々等量の補髄血清に混和し氷室

に保存せるに3～8週間後に於て補記債に殆んど鍵俗なく僅かに1温位の減弱を示

せるに過ぎず，叉室温に放置する時は3週間37。に於ては2日間補薩作用を保存す

と旧せう，且か」る保存補記を使用して220例の血清に就きワ氏反慮を二二せる成

績は薪鮮補血を使用せる成績に一致すと乱せう．又氏等は第二報に以て補髄血清に

10％の比に食盤を4％の比に賦払を結晶のま＼混和する方法によって之を室温暗

所に保存し3～4ケ月間使用に堪えたうと報告せう・又同報告に於て酷酸ソーダの

補髄保存力は食盤に劣う，且グリセリンの防腐力は棚酸に劣ると爲せり．

Ru翫er（1929）は磯酸，チモ・一ノン，グリセリン，石炭酸等の適量の防腐捌を10％

NaCl溶液に加へて：溶解し該液を乱騰血清に等量に加へて保存し，細菌汚染の有無

及補謄憤の減弱如何を槍せるに何れも細菌の汚染は認めざウしも石炭酸及「チモー

ノγ」を加へたる竜のに於ては比較的短時日に補髄債は減少するを以て補膿血清の防

腐の目的にば不適當なうと報告せ鋲且又NaCl，SrC12，　Na－Citrat，　Na・Azetatの保存
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画面の比較の結果はNa－Azetatが最も良くNaC1之に次ぎSrO12，Na－Citratは良好な

らずとせう．

6）Sonnensch6in（1930）1よGinsburgの二二二二酸による保存方法を追試し氷室に

保存する時は4週間は補髄債に順化なく，室温暗所に保存する時は16日間は縫化

なく3～4週間に亘れば幾分減弱すとなし，か＼る保存補禮を使用せしフ氏反回成

績は新鮮補燈を使用せる揚合と大膿一・致す（99％）となせウ．

7）Ronch色se（1931）はChinosol加高張食臨溶液（水11十NaCI　549皿十chinoso10．259

m）をつくう此1．5ccを補髄血清1ccに混和して保存する時は2～3週間は使用に直

ゆと報告せ鋲

8）Schirwindt＆Liebermann（1931）は（10％食品＋4％瑚酸）法と（10％酷酸曹達

＋4％瑚酸）法とを比較し其補膿保存作用に優劣なしとなし且かしる保存補髄はフ

氏反懸其他の補膿結合反鷹に用ひて支障なしと報告せう．

吾國に於てもGinsburgの方法に面する追試勘からず．

9）鈴木，後藤，上田二等は殺菌性補髄及溶血性補益の保存力を槍し0。に保存すれ

ば43日間室温に於てば26日間は使用し得べしと報告せう．

10）山田氏（1931）は瑚酸を2％以上に血清に加ふる時は雑菌の磯育を阻止するこ

と並に2％翻酸と共に二二を3～10％に加ふる時は無論債は20。保存の出合には

4週間0。に貯ムる場合には40日以上時に80乃至100日後に於ても使用に堪皇る事

あうと言へう・且Wasserman試験に於て保存補禮を使用する時の成績ばi新鮮補禮

使用によって陰性のものは必ず陰性となう陽性のものは必ず陽性に出で且其二度も・

面々一致する事を報告せう．

　　　　　　　　　第1表　盤類添加による補膿保存法の文獄

著 者

Friedberger　1908

：Rahmy，　Hammelschmiclt（1917）

Grigorowitsch（1913）

Giロsbn了g＆K二ali鳳eエ1　（1927）

保 存 方 法

8％NaC1溶液を等量混和

10％CH3．COONa溶液を6：4の比に混和

MgSO｛を4％に混和

（5％SrCl十4％棚酸）溶液等量混和
（10％NaGl＋4％翻酸）等量混和

有　　効　　期　　間

2～3週間迄

3週間迄

2～3週間迄

3～8週間迄（氷室）
　3遇間以上（室温）
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Ginsburg＆Klalinen　　（1929）

Ruf蛙ロer

鈴木，亭田

Sonnen8chein

山　田

ROnch～｝se

森

（1929）

（1929）

（1930）

（1931）

（1931）

（1934）

NaClを10％，翻酸を4％の比に混和

（4％NaCl十4％翻酸）言容液等；：量混和｛

（4％CH3，　C（）（）Na十4％棚酸）　　〃

（5％S賀C12十4％鰍）　　　　　　　　　〃

（10％NaCl十4％爾酸）　　　　　　　〃

、（10％NaCl＋4％棚酸）　　　　〃

3～10％にNaCl，2％　1く轍混血口　〃

（54g　NaGl十〇25g　Chi恥osol　in　1の溶液

1．5Ccを1ccの血清に加へる

（10％NaCl＋4％翻酸）溶液筆量混和｛

（10％CH3COONa＋4％瑚酸）溶液等量混和
（20％NaC1溶液とグリセリン等；日照液）を
等量混和

3～4ケ月迄（遽光室温）

｛難鴇で不能

4＄日以上（氷室）｛

26日以上（室温）

3噌4遇迄（遽光室温）

4坦以上（氷室）｛

4週以上（氷室）

2～・3週以上（室温）

145日（氷室）｛

　54日（〃）

　74日（〃）

11）森（1934）は（10％食璽十4駕磯酸）溶液，（10％酷酸曹達十4％瑚酸）溶液及（20％

食盤溶液とグリセリン等量混和液）の三種の溶液を等量の補艦血清に混和して保存

　し第一液を混和せるものは145日第2こ口混和せるものは54日間第三液を混和せ

’るものは74日間補禮作用を維持するも溶血旧聞は保存期間の延長に俘ひ少しく逞

　延すとなし且補髄結合二二ワツセノγマン三鷹試験に於て保存補禮は新鮮補髄と相蓮

　なきことを述べたう．

　以上諸家の報告を綜括すれば別表の如し．

上記の報告に徴するに「毛ノレ毛ツト」補髄血清に2一一4％に硝酸を加へて雑菌の登

　育を阻止し同時に2～10％の頭語或は2～5％の軽愚ソーダを加ふる事によって補

　旗印を4週乃至歎ケ月働性駅態に保持し得且補髄結合反慮に使用し得る事を知る可

　し．從って補禮の保存法に就ては既に充分なる成果を得たるものと言ふべく敢て研’

　究の要なけんも一等は食璽及酷酸曹達の画論保存力を追試して日常實験への利便に

　資せんと欲し且併せて数種璽類の補燈保存力を検するも亦與味あるべきを思ひ些實

．験せるを以てこ＼に其概要を報告せんとす．

　　　　　　　　　　　　　第1章塵類の臨海保存力試験

　（｝insbu塘は輕金鵬の盛化物丁丁酸化物申NaC1，　KC1，　SrC12，　BaC12，　CaGl・，　MgC1，，

MgSO4，　Na2SO4の八種に就て其心髄保存作用を回しNaC玉，　SrC12，　MgC12，　MgSO4，　Na2
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SO4の四種帥ちNa’，　Sr●’，　Mg“の璽類は補膿を障害せずして保存作用ある乙とを明に

せう．

　叉Rahmy＆Halnmelschmid右，　Ru飾erはNaの酷酸盤も亦補膿保存作用喪好にして

「クエン」酸璽は輕度乍ら該作用あわと報告せり．上記の報告を見て余等は先づMg”

盤とNa’盤と何れが補膿の保存に適するものなうやを槍せんと欲し歎匹の「モノγモツ

　ト」よ6法の如く血液を採取し一夜氷室に放置したる後血清を分離探集し之に2％の

比に磯酸を加へたる後此を歎個に分ち之にNa・SO4及MgSqを1，2，5，10％の比に加

へて冷藏庫に放置し所定日一過後：BrOWHingの補禮債測定法に從ひ血清の4倍稀i澤

0・01～0・04ccを各管に取う之に3％山羊威作血球液0．5ccを加へ37。に1時間作用せ

しめたる後弾燈便を倒せ鉱結果は第2表の如くNa2　Sq加州膿は40～50日間原：

債（0・03）を維持し爾後少しく減弱（0．04）するも150日間は0．04にあうて使用に堪ゆ

（湯引0・04cc以下にても使用に堪えざるに非ぎる竜門に0．04CGを以て使用限界とせり）

：MgSO4を加へたるものに於ては10日～20日後に0．02よ釦0。03に滅弱せる後90日間

冒は0．04にあウて使用に：堪ゆ．

　以上の事實よう見てNaO幽はMg’●盤よウも補髄障害作用少きものと思料せらる。

　こ㌧た干て諸種の「ナトリウム」璽中補禮障碍作用勘きものと思考せらる＼ものを

撰びて吟興に供せう・即NaOl，　Na2NO3，　Na2SO4，　Na2HPO4の無機璽及Na＝Azetat（一

側基酸）Na－Oxala七，（二盤基酸）Na－Ci七ra七（三下基酸）を使用せう．

　　　　第1項

食　　　　　璽

．硫酸ソ・一ダ

硫酸マグネシア

硝酸ジーダ
第二燐酸ソーダ

酷酸ソーダ

蔭酸ソーダ

クエン酸ソーダ

豫備　試　駿

　局方品及メノγク製純品

　小西製化學用純品

　局　方　品

　メノンク製丁丁’

　カーノγバウム製三品

　小島製純品

　小西製二品

　メノンク製純品
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　使用せる無機及有機酸盤類は純糠なる製品を用ふる事に留意せ外

　豊門の営門保存作用を槍する上に於て考慮すべき條件に（1）補燈を障碍する作用な

き事（2）塵類の存在によって溶血野洲を障碍せざる事（3）補腫結合機韓に障碍を與さ

ざ曲る事の三二なう．

　睡類の補艦保存作用検索の順序として先づ盤類の溶血機韓に及ぼす影響を槍せぎる

べからず．

　　　　　　　　　　　第2表　使用璽類の溶解度（g％）

硫酸ソーダ
硫酸マグネシア

硝酸ソーダ

Na2SO4ユOH20

M：gSO47H20

NaNO3

0。12．5；15。33．3gm

Oo　76．9；　100965；　200119．8

0079ン5；　10084．30；　20089．55

第二燐酸ソーダ（nach　S6rensen）Na2HPO4．2H20（Na2HPO4．12H200。1．8；10り3」；巧5．1）

酷酸ソーダ

穆酸ソーダ
クエン酸ソーダ

食　　　　　塵

CH3．CO2　Na，3正120

NaC20蛋

C6H匠Na307，51！2H20

NaCl

oo　26β；　10029．0220031ン

1503．12；200330

Oo　35．52；　14035。87

　　　ユの
　徳永はNa－S　ulfaも，　Mg－S　ulfa七，　Na－Zitra右，　Ba－Chlorid，　Na－ni七ra七，

　耳一Nitrat，　K・Tarar編，　Na－Aze七at，　KAzeta七，　K：一Chloridの10種の盤類の溶液を用ひて

其補醗作用に及ぼす影響を槍しNa－Aze七a七二K：一Aze七a七以外の璽類は濃度1％以上に

　　　　　　　　　　　　　　　　　ユの於ては補燈作用を障碍すと報告せう．石川も亦CaC1，，　MgSO4，　NaBr，　K：Br，：KaJ等は試

験管内溶血機轄を阻止することを認円融本態は免疫血清中の溶血素を障碍するに非ず

して補膿自鰹に働くものならんと考察せう．森重及鎌倉は生理的瞳食水溶液に：KC1，

C3C12，　MgC12，　MgSO4等を混加せるものは溶血機轄に礎化を與へ，　K：C1，舩C12は輕度

’の阻止作用をMgC12は高度の阻止作用を示すに封しMgSO4ば促進作用を認むとなし

其作用の本態は主として赤血球に漫化を及ぼし補髄結合上の三二に鍵化を與ムるに基

因するが如しと報告せ鉱

　特等は氏等の報告に徴し上記の門門の溶血作用に及ぼす影響を知らんと欲し次の如

き實験成績を得たう．

　實験　法

　（1）各種臨類の2％溶液を作う



塵類の補髄保存作用に就て
61

（2）此溶液よう0．85％生理的食盛水を以て1：1，4：5，1：2ゑ1：5，1：10・1：20・

　1：40等の稀繹液をつくる・

（3）カAる繹稀液0．5ccを溶血素に加ふ

（4）補艦血球溶血素等の稀繹には0．85％NaC1溶液を用ふ・

　感作血球　0．5ccO．50．50．5
　補盤｝2量譜　 （8：8左下）〃　〃　〃

　塵　　類　　力口　　食　　盛！　7」く　　　　　　Or5cc　　　　O．5　　　　　0護5　　　　　0．5

　（魍類稀羅倍激）　　（1）　（5／4）　（2．5）．　（5）

溶液系。に油売霧　約・・・・…

　　　　　　　　　算式鵬一擶）・繭撒・2％

37。の艀竈に置き15分30分60分毎に溶血程度を槍す

0．5

〃

0．5

（10）

0．1

0．5

〃

0．5

（20）

0．05

0．5

〃

0．5

（40）

0．025

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　其成績は別表の如し・

　食璽0．85％溶液を便用せる揚合の溶血度を標準として判定すれば璽類の溶血機韓

に及ぼす影響は次の如し・　（第3表参照）

1）直観溶液は1。3箔（補禮1輩位）或ば14％（補髄2軍位）以上に於ては溶血機韓に

　曝し阻止作用を認む．

2）硫酸ソーダ及酷酸ソ・一ダは阻止力：最も輕度にして其含有量1％に至うて僅かの阻

　止力を認むるに過ぎず0・8％以下に於て1ま何等の影響を認めず・

3）硫酸マグネシア及硝酸ソーダば前者に次ぎ0．2％（補膿1軍位）0，8％（補薩2軍

位）以下に於ては阻止作用なし．

）第二燐酸ソーダは0・1％（1輩位）～0・4％（2三位）以下，クエン酸ソ・一ダは0・1

　（1輩位）1～0、4％（2一位）陽下に於ては阻止作用なし．

5）蔭酸ソ・一ダの阻止作用最：著明にして0．025％（1輩位）～0ユ％（2軍位）以下に於て

　は阻止作用なし．

　以上の成績よう老ふるに前記堕類が或濃度坦上に生理的食盤水申に混在する時何れ

竜若干の阻止作用を認む．

　次に之等の璽類を藍鼠血清に加へて保存し之を溶血系に加ふる揚合に上記藍類は幾

　　　　　　　　　　第3表：A　補薩1客位を使用せる揚合

　　　　0……非溶血　St……強度溶血　K……尭全溶血　Sp……践跡溶血　Fk……殆ど溶血
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塵姦：嚇

硫酸ソーダ

硫酸マグネシア

硝．

_ソーダ

第二＝燐酸ソ、一ダ

酷酸ソーダ

穆酸ソーダ

クエン酸ソーダ

食 盛

封照（0．85％NaC1）

　1．0
15’30’60’

StSK　K：

00Sp

000
OSpSt

St　Fk　K1

000
000
0001．．4％

St　1ζK

　0．8
15’30’　60’

SKKK：

SpSt　K

Sp　St：K

Sp　St　Kl

StKK

000
OStK：

OStK：
1．38％

　0。4
15’30760’

St　K：Kl

SpSt　K

SpStK

SpSむK

StKK：

000
OStK：

OStK：
130％

　0215’　30’　60’

StK：：K

StKK

StKK

．SpStK

StKK

00St

OStK：

SpSt　K
1．29％

　0．1
15’30’　60’

StK：K

St　KKl

St　K：Kl

SpKK

SpFkK：

OSpSK：

QKK
S亡KK128％

　0．05
15’30’60’

S5　K：K：

StKK

StK：K

SpFkK

SpFk　K

Sp　Sp　SK

SpKK

SLK：K

　0．025
15’30’　60’

StKK：

StK：K：

SもK：K：

SpK：K：

Sp　Fk：K

SpFkK，

StK：：K

StKK

註各乙類1％加食山水液は何れも溶液作用なし

　　　第3表B補艦2三位を使用せる場合

誌％
硫酸ソーダ

硫酸マグネシア

爾酸￥一ダ

第二燐酸ソrダ

酷酸・ソーダ

穆酸ソーダ

クエン酸ソーダ

』食 塵

封照（0．85％NaG1）

　1．0
15’30’60’

St：Fk　K

SpSt　K：

Sp　St　Fk

St　Fk：K

St　StFK

000
000
S　　SK．

（1．4％）

FkKK

　0．8
15’30’．60’

StFk　K

StFk　K

StK：．K

StFkK：

StKK

．000

SpStK

St：Fk　K
（1．37％）

　0．4
15’30’60’

FkK：K

：FkKK

1肱K：K

：FkKK

FkK：K

000
亘kKK

FkKK
（1．28％）

　0．2
15’30’60’

FkK：K：

FkKI　K：

FkK：K：

FkKI　K：

FkK：K

SpSt　K

FkK：K

FkKK
（1．28％）

　0。1
15’30’60’

EkK：：K

FkKK：

FkK：K：

Fk：K：K：

FkK：K：

FkKK：

Fk．K・K：

FkKK

　0．05
15’30’60’

EkK：K

Fk：K：K

Fk：K：K

FkK：K

FkK：K

FkKK

：団kKK

FkKK：

0．025

15’30’60’

FkKK

FkKK：

FkKK：

Fk：KK：

Fk：KK

F≧KK

FkKK
FkK：K：
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　何量1こ加はるものなウやを考へざるべからず．　　　　　　－，「・’．『∴，

　　Browningの方法に從ひ補髄：債を測定するに髄補血清の4回忌浮10・01bc・｝0・04dcの

舗薩6職が謝る麟脇從つ糊する轍日量はう・爺
÷・孟を琿位とし禰轍1・舗勤清中唖類が・・％含まるとせ破：・靴

備中蠣の含量繭或。一芸。gm軸而して三豊贈結審

量は騙古・L蕊lgm－－、。ゐ。。gmなう・巨幽寂系叫・・4物峰？

　て補心血清中に加ふる璽類が10％以下なる揚合には溶血系中に混入する盤類の：量は

更罐少となる・故に前記の實験成績よ恥して加櫨卿鴨血機轍嘲哩ヰ的に

　働く憂なき事を知るべし・　　＿＿

　　　　　　　　　　　第2項盤類の歯噛保存作用に点て

　　数頭の「モ・γモハ」よ出血せる血液を1夜氷室に幽し細面函館取耳混

　和し之に2％の比に翻身末を加へて溶解し然る後血清蓼試融管に別ち之壱ζ各揮連類

（礫ソPダを除く）を10％の比にカ・へて心細しめ之を願と三三詰屈脚

　血清を以て毒忌し各種淡度盤智力”血清をつくる．　　　，

　　礫ソPダは溶暗低く2脇に簾るも既に飽和す・燐ゆ一柳血清聯跡

　にあさむる時は10％のものに於ては飽和に達し結晶析出するを見る・

　　各種璽類型補髄血清は何重しも冷庫に保存し・厨定時日後其山鼠便をBrowningの方

　　　　　　　　　　　第4表　乙類無添加温品の有効期間

　　　血清量　　　　　　　　（1：4）保　　存

　　　　口　　敷

1　日　後

2　日F後

3　日　後

4　H　後

6　日　後

7　日　後’

14　日　後’

無　虎　置　補　髄

0601cc　　ρ．02cc　　O．03cc　　O．04cq

一　　ド十十十 十十十｝十十．十

十十十1十十十

＋＋十　＋十＋

十十十　　十十十

一　　　十十十

一　　’十十十

2％翻酸加補膿．
0ρ1cO、0ρ2cc　O・03cc　g，0｛㎏ρ

，・．B，互十十ナ　十十十　十十十

．・十十十　十十十　十十十

『1十十十　　十十十　　十十十

　十十十　　十十十　　十十十

　十十寧　十十十、十十・十

　　　　十十十　　十十十

　　　　十十十　十十十

註←・）…………二・・溶血せぎるもの’ �i十～十十十）・一・・…・…十一を示す
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法に從ひて槍し血清4倍稀繹α04cc以下に補膿1輩位渉低下するに至る迄の日歎を

以て便宜上補艦保存有効日歎となせ鉱蓋し通常「モ川モツト」血清の補薩債の1軍

位は0・02Gcにあるもの多きを以て若し其1軍士力｛0・04cc以上となれば補燈は％以上

に減弱せし事となうを以て0・04ceを獄て有効の限界と・見倣したる爲なグ

實験成績　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘．

　最初に補艦血清を塵理せざるま㌧に於て冷藏庫に保存せる場合及棚酸のみを2％の層

比に加へて保存せる場合幾日端補磯憤を保存して使用に堪えるかに就て實上せるに第

4表の如く無庭置の儘にて補艦は六日間保存に堪え門門を加へたるものは2週日後と

錐も衙使用に堪ゆ．但し補髄血清にようて保存期間に幾分の差異を認め或揚合は之よ

う竜短く或場合は長し．

　瑚酸を2％の比に加へたる補禮血清に塵類を加ぶる事によう使用に堪える程度に三

門を維持し得る期間は第5表の如し．帥ち前記八種の璽野中硝酸ソーダのみは使用に

堪えず．其理由は前記豫試験の成績に徴し硝酸盤類の存在が溶血機轄を阻止するに非

ずして補燈自身を下野するものなウと思考す．

　他の7種の塵類は何れ’竜保存作用を有し最長期に保存し得たるは1～5％硫酸ソβ

ダ（150日）にし・亡5～2．5％第二燐酸ソーダ（120日）1一一2％硫酸マグネシア（90日）

及1－10％酷酸ソーダ（90日）之に…欠ぎ局方1～10％四四（60日），2．5～5％クエン酸

ソPダ（60日）飽和穆酸ソーダ（50日）メノγク製10％食塵（40日）の順なう・

　　　　　　　　　　　　第5表　保存補髄血清の溶血債

　　　　　　　　　　最少溶血偵を4倍三三血清の容量（℃c）を以て表す

　保存　日　二

四類含有％

硫酸ソーダ　10％

　　　　　　5％

　　　　　　2％

　　　　　　1％

確酸マグネシア　10％

　　　　　　5％

　　　　　　2％

　　　　　　1％

1

0．02

0．02

0．02

0。02

0．02

0．02

0．02

0．02

10

0．03

0．03

0．03

0．03

0．03

0．03

－0．03

0．03

20

0．03

0．03

0．03

0．03

0．04

0．04

0．04

α04

30

0．03

0．03

0．03

0．03

40

0．03

0．03

0．03

0．03

0ρ4　　　0．04｛層・

0．04　’　0．04

0ρ4　・　0。04

0．0‘　0．04

50

0ρ3

0。03

0。03

0．04

0，04皆

0．04

0．04●

0．04

60

0．04

0．04

0．04

0．04

0．04暮

0．04粁

0．04

0．04

90

0．04

0．04’

0．04

0。04

0．04普

0．04什

＞0．04
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食．．　．．臨10％
（局　方　品）5％

　　　　　　　2％

　　　　　　　1％
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妙騨品）．・％

　　　　　　‘25％
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強酸ソ、一ダ1脇
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盤類加補禮血清9保存可彫期間（冷藏庫保存）

硫酸ソー．ダ．

硫酸マグネシア

食　　．璽（局方品）

　　　〃　　　　（メノレ．ク純品）

硝酸ソーダ、

第2燐酸ソーダ

酷酸ソーダ

穆酸ソーダ

クエン酸ソーダ

10％

90圓

30〃

60〃

40”

0

寧。〃（飽和）
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60〃

5％
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”ク製鰹の保渤が肺卸量に劣る理由三方品にはマグネシウ吸押鑑

ウ噛鱒瀕鋤として幽し瑠酢用画す騨皇都φな軌か

　　　　　　　　第2章保存補髄による「ワッセルマン」反慮

上記の實験によう渤性襯聯種蝉の鴻鯛：9鰐存し得る就鱒客壁

以て平等の保存補導を使用して掃瞳結合厚慮を施行して誤ウ無きや否やを確めんとし

「フツセ脚ン・反蹴出たう・而して鰹礪酸ソP拶鮪糊鮪し恥、ゑ
保存補燈を補記結合反歩に慮写して支障なき事に就てはq血sburg　etKalinen，Ru施er，

山田，森等の報告あうて信回するを得るを坦て，余等は之を奢略し，三等の實験に於

て始め供鮪作用膿め得たるも卜して耳鰹及酷酸距ダ嘆ると考へ鯵y

硫酸ソ覗第・轍ソ「級ぞ一ン酸ソー殉三種を瞬之を2％礫加血獣5

％の比に混じて溶駅る嫡室鰐存し置き1～16週日儒のものを点しづ￥ツ、

セ・四ン・購三組同即・辮禮を期し桐雌融就砕行し獄凱雨

者の成績を比較しだるに其結果妹次の如し・　・』　・　∵皇

　（1）　5％硫酸ソρ一一ダカロ補畳豊　・　’　　、　　　　　　　　　1，　　u，　　　　　　　　　　　　　　’　”　　憶

　　　　　　　　　新鮮骨髄：：，、　　’　保存補瞠＠～4週）

　　　　　　　　　　陰性　46冊“……・・……・・い・・陰性146例

　　　　　　　　　　陽性　28例…………………陽性　28例

　　　　　　　　　陽　性　内　課

　　　　　　　　　　帯　　’　　15、・。・・…　。・・・・・・…　帯13，「イト　1，幽十’1

　　　　　　　　　　．†’7一∴………・・唱＋亀＋2

　　　　　㌧　朗’6…∵∵・・………，　＋6

　（2）5％第2燐酸ソーダ加補習・

　　　　　　　　　i新鮮補髄：　　　　　　　　保存押明（1～斗6週目

　　　　　　　　　　陰性　38例・・∴………・……・陰性　38例

　　　　　　　　　　陽性33例∵……’●”．’馳3鋤

　　　　　　　　　陽、，性内謬

　　　　　　　　　　帯　　　　13・・。・…　‘・。。・・・・・・・・・・…　署ト13　　　　　　　　’　・一　’．
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　　　　　　　　　　卦　　　　ユ4…　。・一，∴…　一・；・樽　3タニ4卜．7，　二十∵41：

　　　　　　　　　　十　　　　 6。…　。・∴．∴。’・∴1∴　　　層　9’　ド‘／十　6　’

　（3）5％クエン酸ソ・一ダ加州膿：．

　　　　　　　　　新鮮補禮　　　　　　　　保存二二（1～16週）

　　　　　　　　　　灘』36例…一∵…・一・麗36例

　　　　　　　　　　陽性　36例…一…一……・陽性　36例

　　　　　　　　　陽性　内　繹

　　　　　　　　　　帯　　　　ユ3・・・・…　一。r・。鯛…　卍仔1ユ，　→ト　2

　　　　　　　　　　十　　　　14・・。。。・一・・・・・・・…　用」　2，　十　9，　十　3

　　　　　　　　　　＋　9…・…∴…一＋1，＋81

　上記の如く何れの盛類を用ひて保存したる血清に於ても陽性及陰性の判定は新鮮補

禮を使用したる適合と一致す．併しながら陽性血清の内捻を槍討する時張陽性（惜）の

揚合及弱陽性（＋）の場合には一致する竜中等度（＋）の血清にあうては（紛となう或は

（＋）とな参て一・致せざる場合比較的多し．其理由は中等度陽性の揚合には京童手技に

よう誤差を來し易きが高ならんか．兎に：角陰虚陽性蘭にあける誤差の認められぎる所

よう思考して硫酸ソ」ダ，燐酸ソーダ，クエン酸ソーダの添加にようて保存せる補禮：

を補禮結合反慮に使用して差支へなきものと思考す．

　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　獄　　　　　　　　　　　『

　　　1）Sachs　und　Teruwchi：Klin。Wocheロshrift，1907，　S．467，520，602

　　　2）　Klopstock：Zま．　Bakt．　Orig．　IAbt．1926，　Bd．100，　S．90．

　　　3）　Friedberger：Z．f．　Bakt．　Orig．　IAbtり1908，　Bd．46，　S．441－456

　　　4）Ginsburg　und　Kalinen：Z．f工m・forschung　1927，　Bd．53，　S．219

　　　5）　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　1926，Bd．63　S．107

　　　6）　Ru至fner：Z謹．　Im－for8chung　1929，　Bd．60，　S．166

　　　7）　Sonneロ8chein＝Zi．　Im一撃orschung　1930，：Bd．66，　S，330　　　　　．，

　　　8）S6hirwindt＆Liebermann：Wratschebnala，　Gaseta　1931，　No．16～17

　　　9）　Ronch壱se；C．　r。　Soc．　Biol，1931，106，19～20

　　　10）鈴木，後藤，亭田：i肇海謄學雑誌　昭知4年　287號151頁

　　　11）　山田：北越署學會難誌　昭和6年46號616頁
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12）

13）

14）

15）

森＝日本微生物病理學雑誌昭秘9年28巻1號

穂永＝Z歪．Bakt．0τig．］L△bt　Bd．・107，　S．283，1928

石川：衛生學傳染病學雑誌　大正14年’』21巻　1頁

森重，鎌倉：衛生學傳染病學藤誌　昭和3年　24巻　1「頁

’圏・

，
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ブルガリア桿菌，総論桿菌及溢出桿菌

　　　　　　　の鑑別に就て．

技　師，秋葉朝，一郎

囑託風聞美佐雄
　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言　　　　　　　　　『

　太古の時代より人類は酸攣乳汁を生の『ま＼にて：愛用し之を常食として食卓に供へた’

めと云ふ．而して其多くは牛乳，山羊乳等を自然に醗酵せしめたる竜のにして階名稻…

も亦地方にようて異る．例之埃及に於けるLθben　raid，バノγカン三島に於けるYo9－

hurt，ロシアの高原地方に於けるKu皿罪，高索地方に於けるK面r，アノγメニアの

Majun，羅馬及希臓に於けるOxygala及Chiston，サノγジニアのCioddα，アノγぜソア

のRaye七，印度のDadhi等あう．

　就中Yoghur七は・Elie　Me七chnikoffの研究によわて有名とな’う之よム分離ぜるB．

burg乱ricusを以て酸鍵せしめたる牛乳の飲用は威米三三に於て嘗て旺なる流行を見た

う・吾邦に於て竜大正三年の頃一時の流行を見たるも一般の嗜好に適しざうし爲か或

は高債なウしに基因するか漸次二三し現今にては二三の都市に於て製造販思するのみ

と聞く．然れども：B．burgaricαsは由緒深き菌種なる所よう粉末乳酸菌製i剤に於ては：

之を含むもの勘からず・

’其後諸家の研究にようBburgariCUSは入腸内に於ける常在菌種に非る庭よう腸丙

に於ける長；期の常住繁殖に適せずとの見解とB．burgaricusの抵抗弱く死滅し易き事

實の立回せらる＼に至ウ本菌種の利用は漸次三三せられざるの傾向にあ鉱

　近時米國に於ては：B．acidophilusを牛孚L中に培養iし，　Acidophihs　Milkと稽し整

腸榮三三として盛んに飲用す．殊に結核療養所に於て結核患者に賞用すと聞く・吾邦

に於て竜亦近時B．acidophihsを使用せる製剤多藪製造販劃せらる㌧に至れり・

　吾國に於て現今製逡販費せらる＼乳酸菌製剤に就て其使用する腱の菌種を通覧する

にブノンガリア桿菌（B，bUlgaricus），油酸桿菌（B．　acidophilus）｝頴粒桿菌（K：6ruGhnen
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階装騨噸（脚岬岬鱒’胤隅隅㎜㎞拍
　近時此等の市販品に就て需要者或は製造者よう軍に乳酸菌を含有すとの三明にては

慷たらず使用菌種の楡牢謹明を乞ふもの勘からず而て乳酸球菌に就て之を更に各亜

属に分類槍定する事は今日』般の要求サる威に非ずして乳酸桿菌に就てのみ之が

B．bulgaricUsなムや：；㌫acidophilusなう’や：Kδrnchenbacillusなウやの楡定を要求す

るの現歌な鋲

，∴ζト、に駕耳，b・lg鱒u弗Kδ「坤・噸lllus及R鎚岬ophilusの3種乳酸桿菌の鑑

珊翻鏑輝を渉獅司味だ充分聯碑を早碍鯵ザ因って鱒は聯1こ

腸鰭9蝋滲照し髄鞘験を試み略々三者唯漏暫定翻し得泌を以て
乙＼，に報告せんとす。

　　　　　　　　　　　　　第1，章乳酸桿菌の分離法

　本邦にて製造販費する：乳酸菌製剤中B．bulgariGus，　B．　acidophilus及：K6rnchen一

三oillus蓼主要乳醇菌となすと樗する車種製品を實験材料とせ鋲

．．三寸晦量を探うて牛乳培養基或は3％乳糖加ブイヨン（pH：6・0）に移植し37。及42。

の艀卵露出1こ48時間以上培養せる後3％乳糖加塞天（pH　6・0＞回板に塗布移植し「て

軽時間37。に培養し然る後形態種々なる孤立せる聚落を釣菌して染色検鏡し形態乳酸

桿曹に一致するものを撰びて3％乳糖加ブイヨンに移植して純培養となす・　．1二

　余等は本法によ参歎種の検膿よう3種の乳酸桿菌を分離し得たう・此等各種の菌に

，灘難鱒雌胱培養上の所見等を欝観察し且從來の文駄照して却B『

砂rgaric堅く2殊）・耳acidophil　us（3株）・KbmGhenbaGillus（2株）に一致すべきもの

なる事を確めた鋲

　よって以下に余等の分離せづ此等3種の菌に就き其一般性欺を記述すべし

　　　ご　　ご　第’2章第1項アルガリ7桿菌のr・般性状

　1）形　態　　／

　極て≧多種多形なるも普通幅0・6～0．9μ’長’さ4～18μ程度の長桿歌菌な6．町端鈍平

なるもの多き’も時に膨隆せるもの叉は戴噺状を呈するも’の等あウて同一培養墓上に於
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ても噌干せず・殊に培養基の種類，培養温度，：・及培養時間等④差により其形態容易に

痩易し冊子にして蓮鎖をなすものあう長大にして軍一なるあう数個の黒髭をなすもの

或は長糸欣をなし2～3親野に亘るもの等あう・、

・2）’

�F’：．、　’　・　』：　∵’．．　∴．　置
　培養新しきものは「グラム」陽性なるも陳奮となるに從ひ陰性どなるもの勘か：らず・

　メチンン青にて染色するに一般に新しき培養に於ては菌膿特等に染色せ’られ馬下を

認めざるも牛乳に培養せる丁合及其他の培地にてち陳奮なる培養に於て怯菌膣の染色

李等ならずして頴粒状檬に染色ぜらる＼ものあう．然れど竜ナィ．セ～レ異染髄染色洗に

ようては染色せらるる事なきが故に眞の頴粒1ζは非る竜Qと云みべし・：∵

　芽胞，鞭毛・葵膜等なし・固有運動を認めず」．

3）培養上の性状

　回忌は通性嫌氣性なウ．

　イ）牛　：乳

　　本丁の好適培地にして37。～42。に24時間三二するに牛乳を全く凝固すゴ．某粘調

　　度は日を経るに從ひ幾分減少す．牛乳を凝固する竜乳清を殆ど析出せず又ペプト

　　ン化する事なし．

　ロ）糖加寒天培地（pH6．2）

　　本四を1～5％の割合に：乳糖或は葡萄糖を加へたる寒天培地に塗布し37～42。に

　　於て培養するに24時間後には極て微小なる塵埃を撒布せるが如き集落を生じ48時

　　聞後に至う稽々明瞭な菲薄透明周縁不正にして星芒状をなす特異の集落となる・

　　かくの如き集落大多歎なるも中に小数ながら集落比較的大にして且厚く野々不透

　　平なる竜の混在す．弱籏大にて之を槍附するに周肝木正門表面凸凹粗雑にして前

　　記小集落の集合せるが如き観を呈す．（附圖1及2墾照）

　　上記爾種の集落よう釣回し或は分離培養をなしたるものよう釣菌染色するに同形

　　態グラム陽性の菌を認む．

　　文明大集落を探うて糖加ブイヨシに培養し更に糖加寒天に塗布するに前記の小集

　　落と等しきものを畿生する庭よ釦見れば大集落は小集落の集合と見るべきものな

　　らん．
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　培養24～48時聞後の集落は星芒験く附圖1）・を呈するも更に培養しS日以後と

　なφ集落薮聾するに從ひて突起は成長し突起は更に小突起を生じ1種の苔駅若く

　は毛織の如き集落となる（附圖2）

　余等の分離せるB．bulgaricusは2菌株とも同様の集落を形成し本菌株が原型な

　るか攣易型なるか到明ぜず．其Dissodiation就ては今後の研究に侯つ・1

ノ・、早早高層寒天（pH：6．3）

　穿刺線に沼ひ濃厚黄白色臥煙なる機育をなす．

　琵斯の駿生なし．

昌）早世ブイヨン（pH：6・2）

　1～5％に乳糖或は葡萄糖を加へたるブイヨシに37～42。に於て培養するに24時

　間にて僅かに混濁し48時間にて混濁著明となう漸次日を回るに從ひ登育せる菌

　は早耳に沈澱し．ヒ部透明となる．之を振撮するに沈澱せる菌は粘稠牽縷性の外観

　を呈して浮揚す．本培地も亦本菌の好適培養基な動

ホ）乳清培地

　登育興野なう．始め全般に混濁し後沈澱を生ず．

へ）遠藤培地

　決して弱輩ぜず．

ト）中性紅高層寒天（pH6）’

　よく襯育するも還元反慮無し．

チ）血液（山羊，家兎）寒天（pH6）

　登育するも溶血作用なし．

り）2％グリセリン寒天及ブイヨン（P且6＞

　螢育良好にして糖加培地に於けるが如し．

ヌ）馬鈴薯

　肉眼的には磯生せる集落を認め難き竜塗布染色瞼算するに僅に螢育せるを認む．

ノン）普通ブイヨン及寒天

　登育不良なう．
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　ヲ）ラクムスモノンケ

　　斯程不良なウ．

　フ）ペプトン水（pH6．3）

　　螢育を認め難し．

　カ）豆乳培養基

　　尊勝不良なう．本性歌は顯粒桿菌，野中桿菌との鑑別鮎となろ・

14）イシ’ドφ」γ反照

　陰　性

　　　　　　　　　　　　第2項頴粒桿菌の白般性状

1）形　態

多聞多形なれども普通幅0．5～0．7μ、長サ3～20μ程度の桿菌な鋸培地の種類，培』

養温度及時間によゆて形態に種々の鍵易を生ず

菌の排列を見に寒天草秀吟穿刺培養等固形培地にあうては連鎖をなすも液膿培地，

培養（37～40）にあうては常に孤立するもの多く稀に2～3個の短聯鎖をなすに過

　ぎず．但45。以上の高温培養の際には男舞培地に於ても短連鎖をなす．（第6，7表

墾照）本性歌は顧粒桿菌あ特異の鮎と認む．

2）染　色

培養後新鮮なるものはグラム陽性なる竜培養押明となるに從ひグラム陰牲となる傾

　向あウ．

且グラム染色にては顯粒を認めず．

　本菌を牛乳培養i基，乳糖加ブイヨン，就中1～5％果糖加ブイ・ヨンに37～40。1：24

～48時聞培養せるものをメチレン青にて染色するに菌三内に略等距離｝こ5，6個の

頴粒を認む．亦ナィセノγの頴粒染色法を行ふに極て著明に染色せらる・

但古写は培養陳奮（2個日以上）となウたる竜の，固形培地及高温45。培養の童の

に於ては殆ど染色せられず．

，3）培養上の性歌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u本菌は通性嫌氣性なう・
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イ）牛乳培養基

本菌の好適培地にして本菌を移植し37～40。に培養するに24．時間後全く凝固し

　小量の乳清を析出する事あう．ペプトン化せず・

ロ）早耳寒天培地（pH62）

　1～5％に乳糖或は：葡萄糖を加へたる塞天培地｝ζ本菌を塗布し37～42。に培養する

　に24時間後に極て微細なる集落登生し4＄～72時間後に至，ウ明瞭なる集落となる・

　顧粒桿菌はブ〃’ガリア菌に比すれば襯育良好にして集落はブルガリア菌綿車酸桿

　菌ようも大にして且厚く略圓形白色不透明なう．3－4日培養集落成長せるものを

　弱強大にて槍解するに周歩調jE表面粗糖にして周邊部厚く中央寧ろ菲薄なう・其

　集落あ形態はブノγガリア菌，嗜酸桿菌の其とは全く異る．（附圖3参照）

嗜酸桿菌のR型集落はや＼之に類似すれども中央部隆起して厚し・

　唯本型が顧粒桿菌の原型に属すべきか其攣易型なるか目下研究中にて到明せず・

　余等の分離せるものは2株とも同型たる事を明記するに止む．

ハ）糖加高層寒天（pH：62）　　＝

　穿刺線に沼ひ濃黄白色粗髄なる線歌の爽育をなし日を隠るに從ひ表面にも磯育

　す．：琵斯の螢生なし．

昌）糖加ブイヨン（pH6．2）

　1～5％に乳糖或は葡萄糖を加へたるブイヨンに本菌を移植し37～42。に培養する

　に24時間後にて既に著明に螢薄し（ブノγガリア菌，嗜酸桿菌ようも磯育速なう）

　全鐙に湖濁す．日を経るに從ひ菌髄は漸次沈澱し約10日にして沈降し終グプィ

　rン澄明となる．沈澱せる菌髄は振鍛すれば粘稠牽縷性の外観を呈して浮揚す，

ホ）乳清培地（pH6．5）

　機育群羊なう．　　，　　　　　　　　　　　　　　　♂

へ）遠藤氏培地

　登育せず．

め中性紅高層寒天

　登育するも還元及ガス形成作用なし・
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チ）血液（山羊，家兎）寒天　　　　　　　　　　　．　　』．一

　螢育するも溶血せず．

「り）2％グリセリン寒天或はブイヲ図

　F螢育良好にして糖加寒天と同様なう．／一　・！

タ）馬鈴薯培地

　肉眼にては集落を認め難專も塗抹標本となすに万度に話説せるを知る；：”’

．ノリ普通ブイヨン及寒天

　螢育良好ならず．

ヲ）ラクムスモノγケ

　極て螢育不育なう・

フ）ペプトン水

　磯回するも良好ならず．　　　　　　　　　　　　　　・

カ）豆乳培地’．

　螢育良好にして蛋白の凝固沈澱を示す，、本：三献は。B・、bulga士icus幽と異る鮎なう．

4）イ．ンドーノγ二二　，・　　　　　　，　。　　　一

三．性、

　　　　　　　　　　　第3項嗜酸桿菌の」般性1択’

1）形態
長短官房種々の菌にして幅0．7～0卸長さ幽．1．8伊4．0μ程の桿菌なう．．但S型菌株に

ては短小桿菌にしてR型或は中両型菌株にては長桿菌なる滝の多く三三松田氏の

研究と一致ずる庭：なち多’くほ孤立するも二個併列するもの暁は藪個蓮るもめ等あウ

形状竜出鼻直なるもの或は轡曲せるもの（R型）等あう・

2）染色

グラム陽性なるも陳奮となれば陰性にも蒋化す・メチレン青にて染色するに何れの

！培養基に培養せる洛のに於て竜菌原形質卒等に染色し顧粒状物質を認めず芽胞，

’爽膜，’鞭毛染色奪皆陰性なう；，∴，　　　　　　’㌦．．ご．

3）培養上の性釈
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本島も亦通性嫌自性なう・

イ）牛　：乳

　諸家の文獄に徴するに嗜酸桿菌ば何れも牛乳中に良く駿育するもカゼインを凝固

　するものと然らざるものとあうて一定せず．三等の乳酸菌製剃より分離せる3種

　及哺乳見糞便よう分難せるもの5種に就て見るも同様にして且凝固するものと錐

　もB．bulgaricus及K6rllchenbacilluざに比すれば凝固力逞く24時間にてば凝固

　せず早くも48時間後に至りて始めて凝固す．凝固朕態に就て見るに乳清を比較

　的多量に析出す．

ロ）心証寒天培地（pH6．3）

　乳糖或は葡萄糖を1～5％の割合に加へたる寒天培地上に塗布し37。に培養する

　に赤面微細な露謡歌の集落襲生し48～72時間後に明確なる集落となる・

　集落に3種あう．

1）正二形にして二二規則正しく表面滑澤にして球厭に隆起す．培養3日後のもの

　，を透淫するに白色不透明なう．之をS型とす．

2）集落S型よう稽大きく形態匿々なウ．周邊は不正にして表面粗雑顯粒状をなし

　　且周邊郡は菲薄なるも中央部隆起す．之をR型とす．本集落は一見穎粒桿菌の

　　集落に類似すれども表面の性状に於て叉後者が中央部寧ろ菲薄なるに本型は申

　　央部厚き温温に於て容易に鑑別する事を得

3）’S型集落に類似すれども其形態不正なるものにしてS型及R型の移行型と認

　　むべきものなう．（晶出4｝5｝6）

　余等の乳酸菌製剤よう分離せる嗜酸桿菌はR型2株S型1株な鋲

ハ）油画高層寒天

　穿刺線に浴ひ駿育良好なウ．ガスを形成せず．

昌）’糖加ブイヨン（p耳6．2）

．37。24時間培養にて掴濁を來たし48時間後に至れば菌は管底に沈澱しブイ魯ン

澄明となる・但し菌株によ釦3～4日培養に於ても全髄漏濁せるものあう．菌沈

渣は粘稠牽縷性な鋲
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ホ）乳清培地

　磯寄す。

へ）遠藤培地

　盤面ぜず．

ト）中性紅寒天

　37。培養3日後にて良好なる登育を認む．．。還元及ガス形成なし・

チ）血液（山羊，家兎）寒天

　螢面する竜溶血作用を認めざうき．

り）グリセリン寒天及ブイヨン

　山育良好なり．

ヌ）馬鈴薯培地

　37。に2週間培養するも集落を認め難く検鏡によう僅に磯育せるを認む・

ノγ）普通寒天

　中性寒天及弱アノアカリ性寒天に移植37。に培養するに3～4日後に微小集落の螢

　生を認む．

ヲ）普通ブイヲン

　中性ブイ，ヨンに移植し37。に培養するに48時間後僅に混濁し其後漸次菌沈澱す町

フ）ラクムスモノγケ

　盤面す．　　　　　　　　・　　　　’　　　　　　”
ヨ），ペプトン水

　磯冠す．

タ）豆乳培地

　登育良好にして蛋白析出沈澱すボ

5）インドーノレ三鷹

陰性なう・

B・bulgaricus，：Kδrnchenb吊cillus，　B・acidophilusの解糖酸形成作用に就ては・諸家

．の或：献に徴し三者間に明確なる差異を認め難く徒らに繁雑をカロ蓉るのみなうと思考
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　したるが故に其試駿を省略せり．

　　　　　　第3章　ブルガリア桿菌，穎粒桿菌及嗜酸菌の鑑別事項　　噛〆

Luer・sen　u・K伽（1998）はY・gh・・t中劫2種の乳酸桿菌を分甑馳を形算

するものをK：6rnchenbaGillus（Lebmann　u．Neumannに從ひばB．　granulosurのとなし

穎粒を形成せざるものをB．bulgaricqsとなせう．而して爾菌株は蚕育温度，馬鈴薯上

の攣育，顧粒形成の有無kようし」亡霊噂し得べしと稔ぜう・帥診．bUlgarlc血s　lま山育適温

45～50。にして：Kδrnchenbacillusは37～40％前；者1さ馬鈴薯上に機翻するも後者は登

育せず，前者は顧粒は形成せざるも後者は明瞭に形成す．

　：Kuntze（1909）は顧粒非形成菌は顧粒形成菌の痩種にして二・時頼粒形成能力を失ひ

たるに過ぎずとなす．　　　　　　　　　　　　　　　　　♂’

　White及Ave曹（1909）は乳酸桿菌に2種あうとしA型はメヂしシ青1と麹菌膿李

等に染色しシ牛乳中に℃2．7ん3．7％め酸を形歳し且炭酸を形成す，歳生せられたる乳

酸は不魔性；B型はメチレン青に強く染まる顧粒を形成し，牛乳中に：て1L2～1．6％の

酸を形成し且炭酸を形成せず，成生きれねる乳酸は左旋性なう．出藍貼の相違を指摘

す．

　菱刈は（1924）B．bulgaricusとK16rnchenb島cillusの異同に擁して精細に薪麗し形

態・集落・駿育温度・凝乳三態・頼粒形成・血清學即性歌等によ釦三三し得るものと

せウ・　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　㌦㌦

　Thomas（1928）はB．　bulgaricus，　B．　aGidophilus及Dδderlei11・bacillus　lこ就きて

B・bulgaricusの免疫血清は：B．　aoidophilus及Dδderleinゐacillusを凝集ぜず且：B・

’bulgaricusは後2者の免疫血清にようて凝集きれず，　B．　acidophilus及∵Dδderlei且一

bacillUSの免疫血清は相互に凝集すと報告せり．

　Up七〇n＆K：opelo任（1932）はB．　acidophilus及B．わulgar｛cUs　b武型と・S：型とは．

抗元性全く異う且B．acidophilus及B．　bulgaricusのR型同志友S型同志の間にば

凝集反慮による相異を見出し得ずとなせ鋲

　’以上の如く3者φ鑑別ぼ就：きセは異読あ・うて荷れも遽壱と信尭すべからず．

∴依って余・誓は前章∴般性欺あ禽験た於で鑑別事項となう得べしと推測せられたる性馳
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歌並に諸家の報告によう鑑別に有利なるべしと思考せらる事項を追試し其結果を次項

に記述す，

　　　　　　　　　　　　　第1項　培養上の所見

　前章一般性状の項に記述せる庭なる竜3者の鑑別に主要なうと思考せらる＼ものを

重ねて摘録す．

　イ）集落の形態

　含糖寒天卒板上に於ける週温2～3日・培養後のものに就て見るにK6rnGhenbaGillus

　は最螢育良好にして集落大なう．　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　’

　B．bulgaricusブノレガリア桿菌

　　本菌の集落は微小菲薄にして周邊に突起を有し24～48時間培養のものに於ては

　（三二1）星芒状を呈するも3～4日となれば（附記2）集落の突起延長して苔歌或，

　は二三駿となう全膿菲薄にして表面粗三顧粒状なウ．かくの如き最初星芒歌なるi集

落の外に其多藪集合せるを思はしむる大なる集落混在す．（二二1）．該菌種は鍵異型

　となすべきか將叉原型とすべ琴もあなるか其dissocia七ionに就ては目下二二中に馬

　す．唯二等の分離せるB．bulgaricus　2二二に三三にして且本義の登見者たるLuerssen

及：K曲ne，菱刈其他の記載せる：B．　bulgaricusの集落の性状が信心の菌株の集落に

　一致する事を併せて考ふる時前述の本菌型が安定型なるやを思はしむ．

　K6rnchenbacillus（B．　graunlosum）顯粒桿菌

　　本菌の集落は比較的大にして且厚く肉眼にて見る時は高温形にして白色不透明な

　り．培養3日以後の磯育せる集落を弱濃大にて検鏡するに周縁不規則表面叉粗縫に

　して周園部比較的厚く中央部寧ろ菲薄なウ．余等の分離せる穎粒桿菌2三共に同一

　の集落を形成す．本菌のR型なうやS型なりや文献に徴する竜到明せず．其Disso

cia七ionに就ては研究中なう．（附圖3）

B．acidσphilus嗜酸桿菌

　　二等の乳酸菌製剤よウ分離せる本菌はR型2株S型1株なう．本島の集落は顧

粒桿菌の集落ようも小にして菲薄なう，S型ば二二形二二並に表面共に滑澤にして

・中央球1伏に隆起す．（守旧4）
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　R型集落はS型よウ大にして形朕雇々なるも周回不正突刺あウ表面蕪雑三巴朕に

して門門桿菌の集落に稽似たるも周縁部菲薄にして中央隆起して厚し・・（附圖5）

　本四の中間型は周遽及表面滑澤なるも形態正圓ならずして不正諸種の形歌をな

す．（附圖5）

以上の如き集落の形ナ伏によう3種を明瞭に鑑別し得た鋲故に形態の性状は肝要な

る鑑別織の一なりと信ず．

ロ）菌形態

牛乳或は糖加ブイヨゾ（就中乳糖及果糖）に適温2～3日培養の新鮮なる菌株に就き

レフレノγ氏メチレン青染色或はナイセル染色を行ふに丁半桿菌に干ては顯粒著明な

る竜力・ガリア菌嗜酸桿菌には認めず陳奮なる培養を用ふる時カレガジ7菌｝こ

於て．も顯粒様染色をなす場合あ参耳穎粒桿菌に於ても固形培地培養，陳奮（2週日以

．’ 縺jと家うたる二丁培養及高温45。培養の竜のに於ては顯粒殆ど染色ぜられざる事

あう．か㌧る丁丁1ま染色による菌種の鑑別に留意すべき識なう．菌燈の大さに於て

1ま3者0鑑別は到底不可能なう・唯B・acidophilusのS型にあうては菌髄極短ノトな

る事に注意すべきなう．

ノ・ j牛乳培地

菱刈はB．bulgaricusとK6rnche坤acillusとの凝孚L状態を比較し顯粒桿菌は牛乳を

凝固するに粘稠度少く乳下を多小析出するも．，ブノγカリ桿菌に於ては二階清を析出

する事なく凝乳し始めは粘稠性なるも日を輝るに礎ひ粘稠度滅退し二三凝乳を70。

以上に加熱するに溶融すと報告鷺う・

下等3種の菌を牛乳に移植し37。｝ζ培養せるに『B。bulgaricus及K：6rnchenbacillusは

24時間にて全く凝固しB・acidophilusは48時間後に至うて或菌株は凝固レ或菌株

は数日を輕る竜凝固せず．B．　acidophilusの凝乳力は前2者に劣る．又3者の凝乳歌

：態を比較するに粘稠度にも乳清析出度にも大差なく三三せず1．B．bulgaricu6による．

、凝算は70。場上に加温せるも溶融せざりき・

牛乳37。培養のものを染色四鏡するにB・わulgaricusは長連鎖或は丁丁を寡し・

B・acidophilusは2～3個の短連鎖をなし，　K6rncheゆaGillus、は多くは弧立して
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　存在し頴粒の染色著明なう．

二）豆乳培地

菱刈によれば’B．bulgaricusは豆乳培地に於ける磯育悪く蛋白を凝固せしむるに藪

日を要するもK6rnchenbaGillusは登育よく1～琴日にて凝固せしむると云ふ三等

の實験に於ては：B．acidophilus及：Kδrnchenbacillusは登育よく48時間後には蛋白

を凝固沈澱せしめたるもBbulgaricusは螢育良好ならず藪日を経たる竜凝固せし

むるに至らぎうき．

ホ）馬鈴薯培養基

：Luerssen　u．　K：曲neによれば耳bulgaricus　lま馬鈴薯培地に登育しK：6rnchep－

bacillusは磯面せずと云ふ・余・等の両紙に於ては3種とも集落の形成著明ならず槍

鏡によう僅に螢育を認めたるに過ぎずして3種の鑑別不可能なうき．

其他の培養i墨に於てば3種の鑑別不可能にして要之に一般の培養上ら性状に於て確

言に3者の鑑別に資し得べしと考へらる・」ものは集落の形態穎粒の染色のみにし

て牛乳培地或は豆乳培地に於ける性状の差は菌株数少く耳其性状に麺異多き可能憧

多分にあるを以て墾考となすに止むべきものならんか．

　　　　　　　　　　　　　　第2項

培養基の種類及培養温度と菌螢藍鼠菌形態とめ關係に就七．

試験方法

培養基ば一般の乳酸菌培養に好適なる3％乳糖加ブイヨン（pH：62），3％乳糖加寒天

（P且◎2）及牛乳とす・之に孚L糖加ズ掴ン48騨培養の齢獣3三三量つつ

移植し培養96時間後に繁殖の程度及メチレン青染色に．よる菌形態の観察を行ヘウ・

　其成績次表の如し．

　　　　　　　　　　　第　　1　表　　　　22。　培　　　　　　養

B．bulgarlcus

登司形態
・・三隅・ン1

3％・乳汁ブイヨン

K：ornchenbaclllus

嚢司形態
1／i

1瓦acidOphilus

襲育1形　態

1／／馴融或翻
／圏 1／1± 〃　　』
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3％葡萄糖寒天

3％乳^寒天
2％グリセリンブイヨン

3％果糖ブイヨン

牛 乳

／／「一 ．／‘／

レ／一

三2表　　25。培

±

±

±：

±

±

2．3個連結或
準並列

〃

孤立或は並列

〃

養

”

菌　　種 B．bulgaricu8 ：Kδrnchenbゑcillus B．acidophilus

養基 所　見

嚢育「一町 嚢司形態 鷹司形 態

誘葡萄糖ブイ。ン 十

3％乳糖ブイヨン 十

3％葡萄糖寒．天 十

3％乳　糖　寒　天， 十

2％層グリセリンブイヨン 十

3％果糖ブイヨン 十

，牛

島3個連結
D

十

〃 十

．額個連結 十

” 十

2，3個連結 十

2，3個連結 十

娠固．、、麟堅牢

　　　　第3表　　300培

孤　立
願粒著明

十

孤　立
穎粒著明

十

2，3個連結
績粒不明瞭

十

〃 十

孤　陰

湿粒なし
十

孤立
並立著明

十

界　立
　　　　　凝固一顕粒著明

養　’

2，3個連結

〃

3，4個連結

〃

2，3個連結

2，3個連結

騨は・

　　菌　　種
|養墓　　　所見

B．bulgaricus K6rnchenbacillus B．acidophilu8

酸司形態 登育1形態 畿育1形　態

3％葡萄糖ブイヨン 十

3％乳糖ブイ。ン． 十

3％葡萄糖寒天 十

3糊糖寒天
十

2％グリセリンブイヨン

2，3個連結 冊

〃 帯

4，5個逮結 帯

4，5個連結

多鋼齢

孤立
穎粒著明

〃 掛

3，5個蓮結
穎粒不明

〃

孤立
穎粒なし

2，3個連結

〃

5，6個連結

’f

4，5蓮個結
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3％果糖ブイヨン

牛 乳

十
二、寵結 嘉

凝固　＋　　　　　　　　　　凝固　＋　　　　　3，5個連結　4δ時間　　　　　　　　　　　48時間

　　第‘4表　37。培

叢論明『・i

孤　立
丁丁著明

養

2，3個連結

凝固　＋
　72時間、

2，3個連結

3％葡萄糖ブイヨン

3％乳糖ブイヨン

3％葡声糖寒天

3％乳　糖　寒　天

2％グリ ｫンブ僧ン

3％果糖ブイヨン

牛 乳

B。bulgaricus

獲劃形態

冊

冊

×

十

2，3個連結

2，3個連結

5，7個連結

δ，7個蓮結

2，3個連結

2，3個脚結

凝男系糸

　　第5表

K6mchenbaIillus

奪司形態
辮

孤　立
穎粒なし

州・ 孤　立
二二著明

齋

冊

荘

什

　凝固　＋
　　24時間

42。：培

3，5個連結
穎粒なし

”

幾浅し

i孤　立

二士二丁

孤　立
穎粒著明

養

1誌ψil塞

∵1形 態

2，3個連結

十汁 ’ぞ

十1十

苛

十

細＋
　48時間

5，6個連結

”

4，5個蓮結

2，3個連結

甲個撫．

3％葡萄糖ブイヨン

3％乳糖ブイヨン

1蘭商糖寒天

3％乳糖．寒天

2％グリセリンブイヨン

3％朧 iン
牛 乳

B．bulgaricus

司形態
イ｝卜

2，3個連結

i｝卜

帯

帯

惜

凝固　＋

　48時間

甲縫結

糸歌のもの
多し

絵のもの
多し

2，3個蓮結

2・3嘩紬

糸歌のもの
多し

K：δrnchenbacillus

嚢　　育　　　　態

帯

．1形

→1ド

冊

惜

→｝F

孤　山
郭粒不著明

孤立
二三著明

5，8個連結
願粒なし

518個連結
二三なし

孤立のもの
多し

臆断なし

帯
弧　立
穎粒著明

凝固　＋

　48時間
孤・立
川粒著明

B．acidophilus

二階 育1　　一形．　態

±

±

±

±

±

±

義塾
〃

2，3個連結
或は並列

〃

孤立或は並
列

〃

〃
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第　、6　表　　　　45。　培 養

培

萄　．種 Ebulgar三CUS Kδmche二bacmu8 B．acidophilus　　一

養基 所　見 護育1’形‘颪一 護司形態 護司形 態

3％葡：萄糖ブイヨン 惜

3％乳糖ブイ竃ン

3％葡萄糖回天 帯

3％乳　糖　寒　天 帯

2％グリセリンブイヨン 帯

3％果糖ブイヨン 帯

牛
凝固　＋

24時間

5，6個連結 升卜

5，8個連結 升卜

母糸欺

長糸歌 惜

4，5個蓮田 滑

4，5個連結 帯

　　　　凝固＋長円歌　　　　　24時間

　　　50。培

2，3個蓮結
二二なし

2，3個連結
頴粒なし

節糸歌
二二なし

長郵駅
二二なし

2，3個連動
二二なし

2，3個連結
二二なし

第7表

長画塾
二二なし

養

　　　菰

3％．葡1萄糖ブイヨン

3％乳糖ブイヨン

3％葡萄糖塞天

3％乳　糖　寒　天

2％グリセリンブイヨン

3％果糖ブイヨン

牛 乳

B．bulgaricus

襲育』 p形態
帯 5，8個蓮結

，帯

1｝卜

帯

帯

帯

凝固＋
24時．聞

5，8個丁目

長糸日

長糸田

4，5個連結

4，5個連結

長糸田

K6”ncheubacillus

襲司形態
什

廿卜

帯

→｝卜

帯

凝固＋
24時間

2β個連結
二二なし

2，3個建結
二三なし

長虚血
二二なし

長糸歌
二二なし

2，3個連結
二二なし

2，3個連結
二二なし

長糸歌
二二なし

B．acidophilu8

嚢弓形　華

　以上の成績を綜括すれば次の如し．

1）プアガリア桿菌

本菌は25～5ぴに於て高し42～5ぴの高温｝こあう綴亭亭旺盛晶晶熊ば低温に

於て縞温培養に於て械は亦固形瑠也に効鍋耀培地にあ姪も常帳桿歌
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をなし，しかも数個聯結して存在する竜の多し．且45～50。の高温培養にあうては

蓮鎖長大となウ就中固形培地にあわては長暦朕をなすもの多し．牛乳は低温にあり

ては4日以内には凝固せぎりしも37。以上にあウて妹2肇’時間にして完全に凝固す・

2）顯粒桿菌

25～50。に於て登育し就中40～500にありて磯育最旺盛なウ．形態は幾分ブノγガン

ア桿菌よウ短く其排列に特異の貼を認む．即液膿培地牛乳或は糖加ブイヨン42。，以

下培養にあうて必勝桿菌はブリガリア興野嗜酸桿菌と異う孤立して存在するもの多

く且下剃を明瞭に認む．但グリセリンブイヨン及450以上の高温培養に於ては下男

をなし下期粒染色せられず．

固型培地に於ては42。以下に培養する竜常に数個あ短連鎖をなし顧粒を殆どなく且

45。以上の培養に於ては長糸状をなし頴粒を全く認めず．

かくの如く押回桿菌は軍在若くは2，3個口短聯鎖をなす場合（適温液膿培地）に顯

粒著明にして長蓮鎖或は糸状をなす揚合（固形培地或は高温培養）には顯粒清失す

る特異の凱歌あう．

　牛乳は適温含7。以上に絶ては24時間後に全く凝固す．

3）嗜酸桿菌

22～40。に於て四一し30㌣37。を適温とな．し40。にあうては登育微弱に45。以上に

ては全く肇育せず．此瓢ブノγガヲア菌，嗜酸桿菌との相異戴然た鋲菌は固形；培地

に於ても液膣培地に於ても2，3個連結する・もの多し．牛乳凝固は前2者に比して弱

く適温（30～37。）に於て竜48～72時間にして漸く凝固せう．

以上を要約すれば培養温度と磯町並に形態との關係にようて3菌種を匠別する事を

得．即

イ）B．acidophilusは45。以上1こてば磯育せざる黒占に於て：B．　bu1塑riGus及KbrnGhen－

　bacillusと異る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ）B．bulgariGusとK：6rnohenbacillusの牛乳若くば乳糖義は果糖加ブイヨン37。，

　2～3日培養の菌を検鏡するにB．bulgaricusは連鎖をなすもの多きに反し

　K6rnGhenbaciliusば孤立し：て存在し且頴粒著明なる鮎に於℃差蓮明瞭なう．「
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　　　　　　　　　　　　第3項擁護育とpH：との關係

　2％乳糖ブイヨンに局方酷酸或は苛性曹達を加へてpH3～8の培地をつくう之に各

菌種の乳糖ブイヨン適温培養のもの2白金耳量を移植し37。に培養し五日間毎日培地

の掴再再は沈澱の有無を令し登育の良否を観察せう・（第8表参照）

　B．bulgaricus及K：6rnchenbacillusはpH：4～7の間に於て登饗しB・acidophilusはpH

5～7．5に於て繁殖せう．3菌株ともpH6～7を好適P且となす．

　B．acidophilusの登育可能なるpH圏ば大多歎に於てpH4：6～7・8なるは諸家の實

験の一致する慮なるも菌株によう幾分の範園の豊前あるは免れず（Canon，紙漉等）

　　　　　　　　　　第8表培地のpHと菌の登育との關係

＼　菌種　B．b・lg・・i…
　　pH　　　一＼　　　　A　　　　B

K：δrnchenbacillus

　A．　　B

3．0

4．0

5．0

6，0

7．0

7、5

8．0

十

十

十 十

惜

十

十　『

　　B．acidophilus
A　　　　B　　．　G　　　　D

十

十

十

・肝

十’

十

十

帯

±

十

柵

十

士

　余等の實験成績も大寒之に一致しB・bulgaricus及K6rnchenbacillusが弱アノγカリ

培地にば登育せざるに反しB・aGidophilusの磯育可能なるはB・包cidophilusの特性と
　　　　　　　　　　　　、
も見倣すべきか．

　　　　　　　　　　第4項　成生乳酸盤の旋光性並に酸産生量

　B．bulgaricus，　K：6rnchenbaoillus及B．　acidophilusの酸成生能力（主として乳酸）の

上に差異ありゃ或は成生せられたる乳酸の旋光性に差異あムや．本問題に回し文獄に

徴するに或程度の差異を認めらる㌦が如く思考せらる㌧が故に降等竜亦本實験を施行

せわ．

、元輯酸菌による糖類の分解ば搬酵母の囎と異鍛を形成するのみにしてかそ

を産生せぎるものなり・即多糖類は軍糟類に分解され更に軍糖類1分子は2分子の乳
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酸に分解せらる＼ものと考へらる．

　　　　　　　　　　　　C6H1206＝2CII3CHOHICOOH．

　而してこ＼に成生せらる㌦乳酸の旋光性は作用する乳酸菌の種類によう或は培養基

の種類によりて相異る竜のにして例へばB．bulgaricusと：K6rncllenbacillusとの成生

する乳酸の旋光性異う叉等く．B．　bu19翫ricusによる竜牛乳培養基申にて成生するもの

は右旋性にして人工培地に於ては非働性なるが如し．

　Bertrand　u・Duchacekに擦ればB・bulgaricusは牛乳中にて右旋性及左旋性の乳酸

を形成するも菌の呼率の爲に左旋性乳酸を多く清費するが故に結局牛乳中の乳酸は右

旋性を呈するものにして人工培地に於ては爾者同量に存在するが故に非働性なりと云

ふ．

　Whi七e及Averyは頴粒桿菌は左旋性の乳酸を成生しブノレガリア桿菌の夫は非働性

なうとなす．

　菱刈ばブノγガリア菌が牛乳中にて成生する乳酸は右旋性若くは非働性にして頴粒桿

菌の成生す．るものは左旋性なうと云ふ．

　　　　　　　　　　　　成生乳酸盤の旋光性

　500ccの牛乳にブノレガリア菌及穎粒桿菌を移植せるものは400に嗜酸桿菌を移植せ

るもを）は370に1週間培養して乳酸の成生充分となるを待ちて先づ牛乳を煮沸し濾過

して粗夫なるカゼインの凝塊を除く．然る後20～30gmの炭酸亜鉛を加へて加温し乳

酸亜鉛を成生せしめ之を温に乗じて濾過し濾液を更にに濃縮ぜる後冷却して乳酸亜鉛

の結晶を析出せしむ・結晶は一度濾紙上に集めし後約6～10倍量の熱湯に溶解し更に

濃縮し冷却して結晶を析出せしむ．かくの如く再三再結晶を行ひ精製し乾燥せしむ．

其0．1～0．2gmを探りて20ccの熱湯に溶かし此溶液にようて旋光度を検せり．余等の

3回反復したる粗密の結果によればB．bulgaricusよう成生せる乳酸亜鉛は右旋或は

非塑性，K6・n・h・nb・・ill・・ば左旋或は非働性B．・・id・phil・・は右旋性なう．・

　　　　　　　　　　　　　　　酸　産　生　量

・各種乳酸菌中乳酸成生力はB．bulgaricus最：大なりと云ふ．　Ma七ch垣koff　に依れ

ば乳酸成生量3％に達すと云ひBertrand　u・Dαchacekの研究によればB．　burgaricus
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は牛乳U中に25gmの乳酸と號珀酸，’0659皿め酷酸及極小量の蟻酸を成生す． ﾆ云ふ．

ズ．Chatterlee，石黒等の研究によるもB．　bulgariGusは牛乳1Z中22～25gmの乳酸

を成生し他の乳酸菌の及ばざる所なうと云ム．菱刈の報告に見るにB．bulgaricusの

酸産生力はKδrnchenbacillus壱こ少しく優るとなす・

　余等は諸家の牛乳中に於ける酸成隼力を回したるに反し糖加でイヨンを使用せウ．

蓋し糖による酸生成量の差を知らんが爲な，り．即3％に割合に乳糖或は葡萄糖を加へ

．たるプィヨンに（pH6．5）に一定量の菌を移植し37。及42。の四三に培養し毎日成生酸

度を測定し7日間観測せう．

　菌株は各2株づ＼を用ひた鉱　　　　　　　　　　　　　　　。

　酸度測定はプィヨン10ccを探う蒸鱈水を以て5倍に稀繹したるものをphenolph一

三aleinを指示液としN／10苛性ソーダ液を以て中和し所要アノレカリ液量：を以て総酸

度を示す．，

　次表の数字は糖加ブイヨン自膿をphenoPhthalein中性となすに要する苛性曹達溶

液の。6藪を控除したるものなう．

　　　　　　　　　　　　　　第9表　　B．bulgaricus

1

2

3

4

5

6

7

日

口

日

日

日

日

日

1　　日

2　　日

乳　　糖

A

5．3

7．1

8．8

9．0

9．2

10．0

10．5

B

5．5

7．2

8。9

9．0

9．4

10．1

10．6

37。

葡萄糖
A
3．5

5．6

，6．0

6．8

7．1

7．3

8．1

第10表
37。

乳　　糖

一口亀．A　　　　　B

4．2　　　　4。0

8．8　　　　8．7

B

3．6

5．8

6．5

7．0

7．2

7．5

82

乳　　糖

A
5．5

7．4

9．7

10．0

1P

10．1

102

10．4

K：6rnchenbacillus

葡萄糖
A
5，5

7．8

B

5，6

7．7

B

5．7

7．6

9．9

10．0

10．2

10．3

10．5

乳　　糖

A　　　　：B

6．2’ @6．き

9．2　　　　9。3

4ジ

42。

葡萄糖
A
4．5

5．6

6．2

6．9

7．4

8．5

8．6

B
「4．7

5．8

6．4

7．0

7．5

8。8

8．8

　葡萄糖
A　　　　B

．62　　　　　6．7’

3．2　　　8．4
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3

4

5

6

7

日

日’

日

日

日

1

2

3

4

5

6

7

9．8

10．5

11．6‘

12．3

12．8

日

日

日

日

日

日

日

9・71　　　g．5　『．

10。5　　　　　　10．7

11．5　　　　　　11．7

12．4　　　　　　11。8　　’

12ン　．　　　　i1．8．

　　第ユ1表

A
2．2

3．0

3。3　・

3．8

4．0

4．6

5．0

乳　　糖

1B

2．5

3．2

3．9

4．0

4・4

5．0

5ユ

9．3　　　　　　　9．5　　　　　9．6

10．6　　　　　　10．0　　　　　9，9

1！．8　　　　　　　104　　　　　10．5

11．9　　　　　　　1α5　　　　　10．6

11．9　　　10．7　　ユ0．8

B．aGidophilus

37。

　　　葡萄糖
A

2．3

3．3

4．2

5．1

5．7

6．0

62

B

4．0

5．0

5．1

5．5

6．3

6．5

7．0

第12表　総酸度の比較（7日培養後に於ける）

B．bulgaricus

Kδmchenbacillus

B．acidophilus

A
B

A

B

A

B

嶽上の成績．を綜括すれば次の如し．

1．　B．bulgaricαs

乳　　糖

37。

10．5

10．6

12．8

12．7

5．0

5．1

420

10．4

10．5

10．7

10．8

葡萄糖
37。

8．1

8．2

11．8

11．9

6．2

7．0

42。

8．6

8。8

9．5

9．5

8．4　　　8。7

8．8　　　8．7

9．0　　　9．2

9．3　　　9．5

9．3　　　9．5

　　　　　　　　葡萄糖に比し乳糖よウ多量の酸を形成す．培養温度37。及42。

に於ける酸成生量には大差なく酸成生速度は42。に於て少しく速なる威あう・

2・K：6rnchenbacillus葡萄糖に比し乳糖よう務々多量の酸を形成す・42。に於て、

は37。に於けるよウも酸成生速なるも7日後に於ける総酸度は37。に於ける方大

なム．’

3・B・acidophilus・乳糖に比し葡萄糖よ釦多量の酸を形成す・

4・ブノンガリア桿菌，頴粒桿菌綿噛酸桿菌の酸産生力を比較するに諸家¢～文献と異
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　　ウ穎粒桿菌がブノγガリア菌に優う嗜酸桿菌は三二作用顯著なる菌株なうしに拘ら

　　ず前二者に遙に劣る．

　嗜酸桿菌が酸産生力の比較的劣弱なる事及乳糖ようも葡萄糖よう多量の酸を形成す

る物干はブノレガリア菌，穎粒桿菌との鑑別事項と下し得るものと思考す．

　　　　　　　　　　　　　第4章血清撃的性状

　菱刈曳1924）はB．bulgaricusとKδmchenbacillusとは凝集反回，沈降三鷹，補記

結合反慮とによウ戴然と旺別し得ると報告しThonlas（1928）はB．　bulgaricusは

B・acidophilus及D6derlein－bacillusの冤疫血清によOて凝集せられず且B．bulgaricus

の冤疫血性はB．acidophilus及D6derlein－bacillusを凝集せずと磯表せウ．然るに

Upto11及K：opeloff（1932）はDissociationの見地よう：B．　bulgaricusとB．　acidophilus

の異同に關して研索しR型B．bulgaficusとR型B．　acidoPhilus或はS型B．　bulg－

aricusとS型B・acidophilus即爾菌種の同型は抗元性同一にして凝集反慮及凝集

素吸牧試験によウては二二し得ざる事及同一菌種に於てもR型とS型の抗元性は全

く異る事を記述せう．

　Arkwright，　Burne七其他によう同一菌種のR型とS型とは抗元性を異にする事閲明

せられて三州菌型の別は血清學性状研究の上に重要記すべき事項となれり．然れど竜

乳酸菌に回してはか＼る研究旧く殊に乳酸菌種間の血清二三鑑別にDissociationの概

念を導入して研究せるはUpton及K：opelo登を最初とすべし．

　三等の乳酸菌製剤よう分離せる：B．bulgaricus及K6rnchenbaGillusは幾多の努力を

傾到せるも僅に2株宛にしてしかも其集落形態は同一にして加ふるに今日迄爾菌種の

菌型に關する精細なる螢表を披見し得ず且余等のDissocia七ionの研究も其途上にあウ

て余等の分離せる菌株の菌型を決定し得ざ蚕き．然れども從來諸家の記載せる腱を謬

照すれば等等の分離せるB．bulgariGus及K：6rnc｝1enbacillusは不安定なる攣異型に非

ずして安定型なるを思はしむ．

　次に乳酸菌門門よウ分離し得たる：B。acidOPhilusはR型2株及S型1株なうき．

　以上の3菌種に就き血清三二異同に下してなしたる實験結果を次項に記述せん．但

し3菌種のDissocia七ionに就ては目下研究中なるを以て其完了せる曉本成績の訂正す
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べきものであらば更に此が批到をなすべし．

　　　　　　　　　　　　　第1項疑　内反　磨

　免疫血清

　B．bulgaricus，：K6rnchenbacillus及B．　acidophilus　A（R型）を3％乳糖ブイヨンに

移植培養せるものを遠心沈澱してブイヨンを去ウ生理的食盤水にて菌浮游液を作う之

を1週間の間隔をあきて家兎耳静脈内に数同注射して免疫血清を造れ釦．

　抗　充

93％乳糖ゾイヨンに各菌種を37’24時間培養しブイヨン三等に溺濁せる竜のを用ひ

πう・B・acidophilus（殊にR型）1まSpon七ane　Ag91u七ina七ion強く2F等なる菌液を得

難きものなうと云ふも余等の菌株に於てはブイヨンの若培養を用ふれば充分使用する

事を得たウ．

　凝集反鷹の操作は常法の如くし370に2時間放置せる後更に室温にあき翌日成績を

到着せウ．

　其成績次の如し・（表13～15墾照）（帯），（＋），（＋）は陽性の強弱度を示し（一）は、

陰性を示す・

　　　　　　　第13表　B．bulgaricus　A免疫血清に封ずる凝集反鷹・

菌　　　種

血清稀繹二品

．B．　bulg．　A

　〃　　　B

K：δrn．bac　A

　　〃　　B

B．acid．　A（R型）

　〃　　B（R）

　〃　　　C（S）

　　　　第14表：

25　501002004008001，6003，2006，40012，800K

　　紐　　　冊　　　帯　　　州・　　帯　　　十　　　十　　　十　　　一

　　冊　　　　冊　　　餅　　　　僻　　　　帯　　　　十　　　　十　　　±　　　　一

　　＋　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　L

　　＋　　＿　　’一　　一　　」　　一　　一　　一　　一

　　十　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

K：6rnchenbacillus　A免疫血清に封ずる凝集反磨

種

血清稀繹倍歎

：Kδrn。bac．　A

　〃　　B

25　　　50　　　100　　　200　　400　　800　　1，600　3，200　6，400　12，800　　1く

，帯　　　帯　　　帯・　　帯　　　冊　　　帯　　　十，　十　　　十　　　一　　　一

冊’@帯　　冊　　冊　　僻　　帯　　十　　十　　±　　　一　　一
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B．bulg．　A

　〃　　　B

B．acid．　A（R）

　　　B（R）

　　　CぐS）

第15表，B．　aGidoPllilus　A（R型）菟疫血清に封ずる凝集反慮

菌 種

血清縞目倍々

：B．acid．

　〃

　〃

B．bulg．

　〃

A（R）

B（R）

C（S）

A

B

K6m．　bacA

B

25　501002004008001，6003，2006，40012，800K

冊’

十

　　　　引・　　十

十　　　十　　　±　　　±

十　　．±

十

1）B．bulgaricus　A菟疫血清（凝集債3200倍）に封しB．　bulgariGds　B竜略同債迄

凝集したるに反し：K6rnchenbaGillus及B・駄cidophilusは其凝集債25倍以下なウ・

2）K：6rnche肋acillus　A免疫i血清（凝集債6400倍）に勢しK6rnchenわacillus　Bは

　略同債まで反回陽性なるにB．bulgaricus及B．　acidophilusは凝集便25倍以下な

　う．

3）B．acidophilus　A（R型）免疫血清（凝集債6400倍）に平しB・acidophilus　B（R

　型）は800倍B。acidophilus　C（S型）は400倍迄陽性なるに謝し：Bゐulgario囎

．及K6ruchellbacillusは何れも陰性な鋲

　　　　　　　　　　　　第2項沈　降　反　慮

免疫血清　凝集反慮に用ひだるものに同じ．

抗　　原　3％：乳糖加ブイヨンに各孚L酸桿菌を移植し37。にi通間培養せる後遠心

　　　　　沈澱し其上澄液を抗原とす．

術　　式　Uhlenhu七h氏法によう抗元を順次稀回して重層す・

成績の到定は室温に放置し2時間以内に顯出する自輪の有無及強弱を以七す．
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其成績は伊野16｛r18の如し．儲）（＋），（＋）は陽性の強弱をボし（一）は陰性な釦

しを示す・、．、．　　　　・　　　　　　　　．一，『　　　　　　一

　　　　　　　　第玲表　：B・bqlgaでic旦S　IA免疫血清に封ずる沈降反慮

菌．

＝＝董聯購’

種　　一
1 2． 4 8 16 32、

B．b。lg。。i，ul　A　　　帯■・＋．．・　＋　±

　　”　B　　・冊　．苛’．「芽　＋　．二
Kδr且chenbacillus　A　　　　　．　　　十　　　　十　．　．　一　　，　一　　　　一

　　　〃　B『　．十　十　一　一　一
B2自・id・phi1・・A（R）　　±　ご　一　一　一
　　　〃　　　　B（R）　　　　　±　　　一　．．　一　　　・．一．　　一

　　　”　c（s）　　≠　一　、一　一　一

　　　　第17表K：伽・h・nb・・ill・・A免疫血清に封ずる沈降反回

　、～三原稀繹緻
　菌　　　種　　　．＼

1 2 4． 8 16
32

64

Kδm・h・珈cill・r　A　㌦　　爵　珊，・　＋　±　一

　　　〃　　　耳　・　　　．　　帯　　帯　　＋　　＋　　±　　一

B．b。lg、。i6。，　A　　　　＋　＋　一　一　一　一『

　　〃　　　B．　　　　　十　　十　　一　　一　．「　 一

B…id・phil・・　A．（R）　　．＋，一　一　一…　一

　　　μ　　B（R）’　　＋　7　一．一　一．一
　　　7，．　　　　C（’S）　　　　　　　十　　　一』　　一　　　一　　　一　　　一

　　　　第18表　：B．acidophilus　A（：R型）免疫血清に封ずる沈降反回

R…d・phii・・A（R）

　　だ．．　B（R）

　　”　．　C（S）

B。bulgaricus　A

　　〃．　　　：B

KδrllcheロbaciUus　A

　　　〃　　　　：B

1 2 4 8 16． 32

冊．

十

十

十

十

十

十

十

十

一H」

・片

十

．±

±

十

十

十

十、

±

十

一
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　1）B．bulgaricus　A免疫血清（沈降便8倍）に封しB・bulgaricus　Bは同債を示せど

　　’も：K6rnchenbacillusは2倍迄B．　acidophilusは1倍迄陽性なるに過ぎず3

　2）1（6rnchenbacillus　A免疫血清（沈降債8倍）に封しKbrnchenbacillus：Bは8倍

　　迄陽性なるもBbulgaricusは2倍迄B・acidophilusは1倍陽性なるに過ぎず・

　3）：B．acidoPhilus　A（R型）免疫血清（沈降憤16倍）に封しB．　aGidophilus　B（R

　　型）は8倍迄，B．　acidophilus　C（S型）は4倍迄陽性なウ・

　　B．bulgaricusは2倍迄K：6rnchenbacillusは4倍迄陽性なう・

　　かくの如くB．acidophilusの免疫血清に面してはB・bulgaricus及K16rnchenわaci

　　llusの類属心慮恥く油土明確ならざるば特異現象となすべし

　　　　　　　　　　　　　　第3項　補膣結合反憾

免疫血清　凝集聖慮に用ひたるものに同じ．

抗　原沈降無慮に用ひたる竜のと同様にして得たるものなるも本實験に於ては

　　　　　苛性曹達にて中和して更に5倍に稀繹せるものを使用せ転

補　　膣　試錐前日算出一夜氷室に放置せる後血清を分離し之を10倍に稀輝せる後

　　　　　　其力債を検定し常に2軍位量を使用せう．

　溶血系3％山羊血球浮濃液を届出せう・

豫備試験に於て抗元5倍稀繹0・5cc及免疫血清10倍稀輝0・5ccは補髄阻止作用無き

を確めたる後面燈結合反歯は次の術式に擦りて行へう．

　　　血清稀繹度　 10倍　20　40幽80　160　320　640

　　　血清量　O．5cc〃〃”〃〃〃
　　　抗　　　　　完　　　　　量　　　　　　　0．5〃　　　　　〃　　　　　　〃　　　　　　〃　　　　　　〃　　　　　　〃　　　　　　”

　　　補盟2江迎＋食豊水　　　　0．5〃　　　〃　　　〃　　　〃　　　〃　　　〃　　　〃

37。1％時間

溶 　血系　0．5〃〃“，，
37。に1時間放置せる後氷室に1夜放置して後判定す．

（一）　は完全溶血を

（研），（＋），で＋）　は溶」帰せざるを

（±）は溶血不完全なるを示す．
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第19表・B．bulgaricus　A免疫血清に封ずる捕禮結合反鷹

10 準。 80　　　　　160　　　　320　　　　640

B・P・19・・i・u・A　　　・…　　　爵　・　一　一
　　〃　　　　　孕3　　　　　　　　　珊　　　冊　　　僻　　　十　　　一　　　一　　　．一

K：δmqhenbaci11u8　A　　　　　　一　．一　　〒　．一　　一　　一　　一

　　　〃　　　．．B・　　　　　　　「　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

B．acidophilus　　A重R）　　　　・　一　．　一　　　．一　　　「　　　一　　　一　　　一

　　”　B‘R）　，一．『『｝　一　一・一　『
　　・”．c（s）　．　．一　一　｝　一．一　一　一

　　　第2俵K6m・h・nbacill・・A免疫血淘樹する禮結合智慮

菌 種

血清稀々倍鐵：
10 2q 40 80　　　　　160　　　　320　　　　640

Kδm，h。。b。。iU。窓’ `　　　　轡　轟　帯　冊　冊．＋

　　　〃B．L肝冊緋冊’帯1一．
B．bu玉gaTicus　　　A　　　　　　　　　　一　　　＿　　　＿　　　＿　　　　＿　　　一

　　”　　　8　　　　　　、一　．一　　一＿一　　一　　一
B。acidophillus　　A（R）　　　　　　　一　　　＿　　　一　　　＿　　　＿　　　一

　　〃　　　　B（R）　　　　　　「　　　一　　1一　　　一　　　一　．．一・

　　〃　　　　　C（S＞　　　　　　　一　　．一　　　一　　　一　・　一　　　一

　　第2壊B・・¢id・phil・・AIR塑）簸血清糊する禮結合購

菌 種

血清稀繹倍数
10 20 40 80　　　　　160　　　　320　　　　640

B．acidophilus　　A（R）　　　　　　　　帯　　　1帯　　　　冊　　　　柵　　　　十　　　　＿　　　　＿．

　　　〃　．豊（R）　　　冊　併　帯　冊　幸　一　」
　　　〃　　　　　G（S）　　　　　　冊　　　冊・　　．督　　　±　　・一　　　一　　　一

B・bμlgaricus　　　A　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　・一　　　．一　　　一F　　．　一　　一　一

　　　〃．　B　　　　一　一・　一　一　．一　一．：．二
KδrEchenbacmu5　A　　　・　・』　　　　　・一　　．．．一　　　　　一　　　　　「・．　　．・ム．，”　一　　　　　一

　　　　〃B．．一一L一一．．一．．一．一
成撤の如し魏・9～2墜照　・、　’　．．．．畠、∫

i）B．bulgaricus　A．免疫血清に紛しB．　bulg．Aは血清稀繹160．倍迄補髄結合反慮陽
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　　性Rb・1昏Bは＄・髄離なるもK6…h・nb・・i11・・郎・・id・画1呼・は燃陰

　　性なう．

　2）：K6mch6nわabillus　A免疫血清に熾し：K6rnchenbacillus　A．は血清稀繹320倍迄

　　陽性Kδm・h・nb・・i11・・Bは160倍迄陽性なるもB．　b・19・・i…友B瀬a・両1・・

　　は，全然陰性なう・

．3）耳acidophilus　A（R型）免疫血清に封しB・acid・Aは血清稀繹160倍迄陽性・

　　Raoid．　B（：R型）は80倍，　B、　acid、　C（S型）は40倍迄陽性なるもB∫bulgarious及

　　：K6rnGhenbacillusは全然陰性なう・

　以上本章に於て得たる結果よう見るにB．bulgaric曲，：K6rnGhenbaGillus及B．　acido－

philusの3者は凝集反鷹，沈降反慮及補髄結合反回にようて略々明確に匹別する事

を得．唯B．lacidophilus冤疫血清が沈降反慮に於てのみB・bulgaricus及K6rnchen－

bacillu寓ζ封し類属反懸を呈する事な注意すべきものと考ふ．

．．三種の菌のDiss・ci・ti・・ごとよる簸勤の性歌1・i就ては後日の研究に侯侃雛

すべし．

　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　論

　以上の實験成績ようプァガリア桿菌（B．bulgariGus），顧粒桿菌（K6rnchenbaci11us，

：B．graunlosuπ1）及嗜酸桿菌（B・acidophilus）の三者は　（1）集落の形態’9（2）頼粒染

色（3）牛乳或は豆乳培養上の所見（4）培養基の種類及培養温度と菌酸育並に其形態

との關係（5）螢育pH圏の比較（6）酸生成量の比較（7）血清學的性厭等の諸鮎を

比鰍討する糊劃に即する靴得此中（1），（2），（4）・（7）の三論要なる鑑

別事項と爲す．

　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献

　　↓uer寧・e・u・K廿hne；C・nt・bl・f・B・kt・II　Abt・Bd・20・S・器4・1908　　　　　．

　　　．White　u．ムvery；den転U．　f．　Bakt，　II　Abt．：Bd，15，　S．577．1906　　　　　　　　　　　　　　　、

　　一儲’刈．・日本微生物學會雑誌　第18巻　第2號　234頁　大正．13年

　　一廣　澤・衛卑學旧染病學難誌　第・24巻　第4僧5號　昭和3年

　　　Thom38；」．6f三11L　I）isea斗Vo143，　P．218，1928

　　　Upt・n＆K・聾1・丘；エqf　B・kt．　V・1．23，　E　455，1032’・「『・．「・『『∫：．ぐ

　　’松’「．田』：1衛璽學傳染病學雑誌第30巻啄1昭和9年一．’1、　・・’・．1．
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引継織親1鋪麟

No．3　Kδrllche1ユbacil】us（B．　gralluluosum）

　　：繕言寒天白山3や72二間培養’

編寒舞灘勢謝羅・…

　．・遅q．2・］B．bulg亀riζ！！職1s

．糖抑二天円板37。＝72・時間培菱

No．4　B．　acidopbilus（S型》．

鱒騨3聯騰1

！∫

@・’・No．6　B．　acidophilus（R型）

，・・．・　　糖加寒天平板37。72時問培養
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秋　　．　葉　」風　、　問

　　No・7　Bl）ulgariCUS
3％乳糖ブイヨン37。24時間培養

い、　灘欝欝

1竜　　羅

　　　ポ　　　げ　　ド　カゆズ
　　　　筆　　　．　ゼ
　　き　譜　跨瞥ド』秘＼
伽　μ　　峨　ツ　∵・・
　甑！　　　　．一・　　ノP　　　　　翌　　　　　　　ヂ、

　　　　　　　　　瞳。㌦
　　　　　霊　　　　η
　　　　　　　　　郵謡・≠ノ・
　　　　　　　　　救∫，づ
　　　　　　　まサ　な　　ぐ　　　　　　

　　　　　轡ぞ掌　㌃畷㍉
　　　　　㌦幽｛曳　　　零　贈　　　　　　モ　ボ　ヅ　　　　　　　ぷ　　ミ　　ボヘ　　　　　やら　　　　　　　せ　や　　　　　にバ　　　　ゑダ

　　・　／葉　鞭ぐ
　　　　　　　　　　献　鍵
ヒ　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　ボさ　　　　　　　　　　　　　　　　ず

　　・　　　瓢
　　　　な　け　バト　　　　貿鑛譲．　伽
　No．9　：B．　acidophilus（S璽里》

3％乳糖ブイヨン37。24時間培養

◎

　　　ノ　乱毒　禽

べ賑い《レ

　　　与
♂　　　　　・

孝 A

ノ
くマ
　享ノ

　No．8　Kornchenbazil】us
3％乳糖ブイヨン37。24時間培養

　　　　　　　＼　　5　　　騨
　　　　　　　　　　　　　、　　　　　穐　　　。　　　　恥・　　　　　　　へ　　　　　　　な　　　　　　　ジ
　　　　　　　　　　ヰ　　　　　ぷ　　ま　　　　へ

総数細翻＝l

　　＼　　　　　諮　　＆’　　　　　　　　　ず‘撃
　　　　　輌　　沖売　　　　　　　　　　㌔　臼　雑　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　ノ／　　　　　　　　　　　官　　　　　　　　！

昂　　暢臥

壕

No，10　B　acidophilus（中間型）

3％乳糖ブイヨン37。24時間培養

＼鷲’

　　～弓≠

’

、

F二
”勃

　　　い一くこ」

凝懲議

　　め・墾矯プい
　　，　〆

ご

ぐ庫　　．
　　　　紬

暗　　炉

　　　、。
　ぽ貼匿　　　　幾
　　　　　ニゐ　ク

喫聯鶉
　　　多、饗
　玲鶴㍗猿　　　7
　　妬認繍

錘

夢

No．11　B．　acidophilus（R型）

3％乳糖ブイヨン37。24時間培養
、
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，酵素試験成績報告く第＿報）

囑　託　勝　　田　　　層泰

助一幅山富太郎
．　　　　　　　　　　　　　　　　一　緒　　　言

　　　　　　　　　　　　　二　鋤物質酵素製蘭試瞼成績

　　　　　　　　　　　　　三　植物質酵素製剤試験威績

　　　　　　　　　　　　　四　動物質及植物質混合製剃試験成績．

　　　　　　　　　　　　　五　総　　　括

　　　　　　　　　　　　　　　　一　緒　　　言

　　近年酵素化學の著しき襲達に伜なひて酵素新製湖の定量的試鹸を出願するもの勘か

　らず之を分類すれば　（1）動物質酵素製剤　（2）植物質酵素製剤　（3）動物質酵素『

　及び植物質酵素の混合製剤1こして其目的とする所は（A）脂肪（B）蛋白質（C）澱粉

　等の分解力試験なウ．然るに未だ正規の試験法の制定なきが故に新品の試験に鷹じた

’る毎に先ず從來の報告書記載の諸方法を比較研即して以て現時に於て最適なうと信じ

　尤る方法を暫定し之に擁ウ試験を實施ぜう．野冊一般に行はるる方法中改良を要する

　鮎，三三試験成績，試験方法等と供に其成績を報告せんとす．

　　　　　　　　　　　　　二　動物質酵素製割試験成績

　　1．メンクレアチン試験成績

　　パンクンアチンは豚の膵臓及び膵液の乾燥製剤にして所謂三大回牝酵素なるトリプ

　　　　　　　　　　　
シン・アミラP眼び躯一ぜを主噸とし其他約＋五三三三回すれど樋常

　はトリプシンの蛋自質分解力，アミラーゼの澱粉分解が及びリメーぜの脂肪分解力の‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユラ　三種の検定を行へば充分なう．三等の楡定法の一部に就きては既に本彙報第二十號，

　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　くヨ　

　第三十八號及び第四十號に於て詳細なる記載あるを三って此庭に再録の要なきが如し

　と雌も唯三三の改良を要す可き鮎存するを以て便宜上其概要をも併せ述べ之に就きて

　：再三討を行はんとす．

　一．蛋自質分解力槍定



100 勝 田　？　漏 山

　凡そ酵素の定量的試験法は作用物質の消失量，作用生成物の増加量を定量して以て

之が酵素力を決定回る化學的試験法と作甫中或は作用の前後に於ける粘度，表面張力

三三傳導二三光度等を測定して以て其作用力を決定する物理的方法との二者に大別

し得．パンクレアチ著中の蛋白質分解酵素の楡定法にも如上の原理に基く諸方法あれ

どもトリプシン，’トゾプシノーゲン，エンテロキナーゼ，アンチトリプシン等の一般

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くりの定量法として最も普通に高ばるるフルド・グロス氏（：Fuld－Gross）法に準撮せり．之に

必要なる溶液及び試験の實施方法は次の如し．

　試験の實施方法．先づ次の三種の溶液を準備す．

　a・槍髄溶液　楡膿：o．1gに10Qccの蒸溜水を加へ1時間振回せる後定量：用濾紙に

　　て濾過す・パンクレアチン中の粉末歌膵臓組織に依うて吸着せられ居る酵素は容

　　血眼出獄はざるが撚櫨操重は心急要⑳・不完盛る罐面面ぱ

　　著大なる誤測の因となる．（彙報第38號127頁謬照）

　hカゼイン溶液　メノγク亦はカーノンバウム製ハンマ，一スチン氏精製力ぜイン1

　　（Kaseinu皿puriss　nach　H：ammersten）19及び純炭酸ソーダ1gに蒸溜水を加へ

　　て溶解せしめて全容をユZとなす・二面の水素イオン濃度はpH＝9・40にして膵

　　脚ジプシンの最適螺融融度pE弔50（フンゲノγ氏に猿る）に略ぼ灘

　　す．

　c・酷面々性アノレコ・一ノレ溶液　三三酸1分・無水アノレコーノレ50分及び蒸溜水49分

　　を混和す．

　先づ試験管10本に次の如き割合1こて混液を調製す・

試験管番擁 』強盟溶液（cc） カゼイン溶液（cc） 蒸　溜　水（cc）

No．1 10㌦ 10 0

No。2 ．．9 〃
1

No．3 8 ．”
2　●

No．4 7
〃 3

1

No．5’唱 ’6 〃 4「

No．6 5
〃 5

No．7 4 〃
6

No．8 3 〃 7
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　　　　NOr　9　　　　　　　　　　　2　　　　　』　”　　10　　　・　　　　　　，　・8　－

　　　　No．10　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　’　9．

　以上を40。の恒温水槽中に1時間放置して作用せしめたる後冷却し其4cc宛を探う

之に酷酸趨性ア川コ・一ノレ溶液6滴宛を加ふ．然る時はカゼインの悉一く分解せられたる

竜のは澄明なるも不分解力ぜインの残存せるものは混濁を生ず．妓に於て海濁を生ぜ

ざる酵素の最：少量：帥ちカぜ柔ンを完全に分解するに要する酵素②最章台：ようカぜイγ

の幾倍量を清化したるかを決定するものとす．0．1％の龍燈溶液にては全部澄明なる

事あう．斯る時にば更に之が10倍稀繹液に就きて實施するを要す・本法は勘くも2

回反覆施行し若し其成績一致せば之にて止め一致せざれば更に1回行ひて李均値を求

むるを可とす．原報告に於ては各試験管の内容を4cc宛にて施行せる竜此庭には全容

を20cc宛としたるは輩に繰作上の誤差を可及的に少なからしむる目的に心ならず・

　一般に酵素量と酵素力試験成績とは必ずしも直線的關係を以て比例するものには非

らざるなう・換言すれば曲線的蘭係を以て比例す．る揚合あ鋸然るに本法に振る試験成

績は將に前者に属し其数値は正しく酵素量に比例す．例へば5倍に稀繹せる酵素製剤

　　　　　　　　　　　　　　　と原品との酵素力試験を行ひたるに其成績は3・2
　　　　　第1表
　　トリプシン試験成績　　　　及0こ16にして・全く稀繹度に一致せう・蓋し本

　　　　　　　　　　　　　　　試験の目的には極あて好適なる方法なうと言ふ
種　　　　　別　　成　　　　　績

　　　　　　　　　　　　　　　忙し．
槍　盟　No．1

　〃　　No．2

　〃　　No，3

　〃　　No．4

　〃　　：No．5

二．澱粉分解力紙定

16．00

3．20

13．33

5．25

9。30

　槍膿No．1は蛋白質，澱粉並脂肪分解力極めて

強く最も慶秀なる市販織るを以て一般壱ご本法に

依る成績判定は常にへ0～16露なる歎値を示すも

のと見倣し得隠し．

　日本藥局方規定のパンクレアチンの澱粉糖化力適否試験に準撮し之を定量：試験法と

して三三せ鋲實施方法次の如し・

100℃に於て3時間乾燥せる馬鈴薯澱粉59宛を内容約200ccのエμγマイヤ・一ヌノγ

ベシ5個に秤取し之にβOCCI宛の水を和して良く混和したる物に動揺しつ0熱湯70cc
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を注加し食臨0。039宛を加へ重湯煎上に30分間加温して糊化せしめたる後40。に冷

却し之に検騰0．0591宛を加へ40。の恒温水槽中にて屡ば振盈しつつ1時間作用せしめ

先づ1個めコノンベン中よウ該溶液10ccを容器に探ム重湯煎上に加熱しつつフエーリ

ング溶液を徐々に丁丁して凡そ其幾許CGを脱色するやを検す．’今假ウに其所要量を

凡そ36eoなクしとすれば…欠にコルベン中よウ10GO宛を探う之等にフエーーツ’ング溶

液34，35，36137，38c6等順次其量を加減して加へ重湯煎上に10分間加温したる後

其着色度を槍し然る後更に之を濾過し其濾液4Gcに硫化曹達液3滴宛を添加して混濁

亦は沈澱の有無を槍す．以上の操作を5個のコノレベン中の槍液に就て施行せるに第2

表の如き成績なうしとせんか，

　　　　　　　　　　　　　　第　　　2　　　表

・ルベ・ 專Y脳・一炬液雌

No．1

No．2

37

36

35

37

36

35

着　　色　　度

青　　　黄

　黄

　黄

濾液の硫化曹達による沈澱の有無

有

無

無

青　　　黄

白

黄

No．3

No．4

36

35，

34

青　　　：黄

36

35

34

黄

黄

微　青　黄

　黄

　黄

有

無

無

No．5

36

・35

34

有

無

無、

微

無

無

口　　　貰

黄

黄

有

無

無

　今澱粉量：を零とぜ・る二二及び楡畳豊を零とせる二二か書何れ竜：フエ界り～’ング溶液1e（》を

も岬町せずして青色を呈するものとすれば盲楡膵績を零と春回し槍髄に儀り・て完垂に
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還元せられたるフエーリング溶液の最大量の李均を求むるに（36＋36＋35＋35＋35）／5

＝35・4c？』な鉱フエーリング溶液の1ccは0・00749の姿芽糖に依って還元せらるるが

故に槍膣1分にようて生成せられたる変芽糖の量は35．4×0．0074／0．05×10＝52・4分な

う．即ち本検燈1分は100分の澱粉に作用して52．4分の変芽糖を生成せる事となる．’

　爾膵臓アミラーゼの最適水素イオン濃度はpH＝6。8～7．1（シャー・マン，ウヰノンス

テッター，ノ・一ン諸氏に撮る）なるを三って本法は期せずして略ぼ其最適水素イオン

濃度に於て試験を施行し居れる理なう．本法に振る二二成績は末だ如上に引用せし一

例に過ぎず．

三．脂肪分解力槍定

　ロナ・ミノ・エリス氏（Rona－Michaelis）のエステラーゼ並にリメーぜ楡定法に就て

は既に本彙報第38號及び第40號記載の「パンクレアチン中のリメーぜに就て」第一・

報並第二報に於て試験方法及び試験成績の詳細を報告せるを以て平庭に最近實施せる

成績中よう一剣定例を墨ぐるに止めんとす．

　例．ロナ・ミノ・エリス氏脂肪分解酵素槍定法に基き本品の0。01％水溶液1cc．に

本酵素の最適水素イオン濃度（pH）8．0，興野40。に於てトリブチリン飽和水溶液30

ccに10分問作用ぜしめたるに其13％を分解せウ．

　本法の特徴とする所は作用一覧か10分間にて試験を了へる鮎及び酵素の最適水素．

イオン濃度に干て實施し得る鮎に在ウ．本法に於てはむしろ可及的短時間内に於て測

定を行ム事を要するは彙報第38號125頁第ご圖及び第40號297頁第6表等の成

績に徴し明かな壷．故に本法に擦る成績の記載は作用時間10分問に於ける二値を以

ってするか或は10分間，20分間，30分間に於ける数値を蓮記するを以って可とし

20分間或は30分間に於ける歎値のみを三って表すは不合理なう．

　　　　　　　　　　　　　ロラ　フォーノγノ・ルド・スターデ氏（Volhard－Stade）の方法は最：も普通に行はる＼もの

回して其成績は作用せしめ艶る総脂肪中ソパーぜに依うて分解せられたる脂肪の％量

を示す竜のな軌本法は原報の儘の操作にては試験時に支障を來す場合あるのみなら

ず亦其成績に屡ば甚だしき誤差を生ずる事あう．然轄耀作上に多少の改正を加ぶ

れば妊適なる試験法となるものにし七余等雌專ら本法に擦うて酵素力判定を行ぴ居
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れう．

，先づ改正せる方法の實施に就きて述べ然る後に改正個所及び其理由に及ばん

　試験の實施方法・先づ次の溶液を準備す．

　a．卵黄乳剤　3個の卵黄に水100ccを加へ振鍛して均等の乳剤とす．

　b．　n／10苛・距生曹達溶液

　c，111苛性曹達溶液

　d．1n硫酸
　　　　くり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くロラ

楡髄0．5gに100coの水を和したるものを1時間振回したる後定量用濾紙にて濾過

し内容約200ccの硬質硝子堤中に該濾液5cc，卵黄乳剤10ce及び少量のDγオーπ

を加へ38～40。に於て24時間放置したる呼野にエーテノン75CG及無水アノγコーノγ
　くノつ

5GCを加へ密栓して振蛋し割干テノレ層の著しく黄色を呈するに至るべし．此際中性脂

肪及び脂肪酸は同一の比例を広てエ・一テノγ中に移行す．故に主一ナノγ層50ccを取う

’之に無水アノγコーノレ50cc及びフエノーノレフタレイン溶液2滴を加へn／10苛性曹達を

以ρて滴定す（滴定1），

　尋：で之に1n苛性曹達溶液10ccを加へ密栓して室温に斯て24時間放置し中性脂

肪を鹸化せしめたる後1n硫酸10ccを加へて苛性曹達溶液を中和し蝕に遊離せる脂

肪酸を荷ほ一同n／1g苛性曹達溶：液にて滴定す（滴定II）・

　滴定工及び滴定Irに於て消費したるn／10苛性曹達溶液のqG数より…欠式の示す％

量を算出すド

　　　　　　　A＝　1×100％
　　　　　　　　　工十II

　　　　　　　　　　　　（昌）』
　次に酵素量を零とせる盲検を行ひ其％量を

　　　　　　　B＿1．100％
　　　　　　　　　1＋II

とすればA－Bは酵素にようて分解せられたる脂肪量の総脂肪量に封ずる％量なうと

すで而して本試験ば豫L～う5個の容・器を用意し堅物に那黄乳i平地10cc宛を取う其3個

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くホラ
を槍髄：試験用に其2個を盲楡用1こ供し．A及びBは之等の卒均値を探るを要す・而し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヘラ
て以上の方法に依φて得たる成績が零なる時には楡髄の2％溶液5『cに就きて試験を
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行メ、閉し・從ひて本試験成績の到定には三三の濃度を明記するの要あうとす．　ピ圏

改正を加えたる個所（イ），（ロ），（ハ），（昌），（ホ），（へ）に就き解読するに次の如

し．

　唱法及び改良法に依うて得たる成績は第3表の如し・

　　　　　　　　　　　　第3表　リパーゼ試験成績

種 別
原法に依る成績（供試品量0．1g）

分解されたる脂・肪の％．量
改良法に依る成績（供試品量0．025g）

・分解されたる脂肪の％量

パンクレアチン　A甥 52．17 40．84

：B 37。33 6．33

〃

〃’

〃

d號 72。63 64．75

・號1 ∫3．00
サ

0

　　　　　　　E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3L35　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．32

　　　　〃　F號【　’3…　　1　　…
扱源法論良せる個所は．（9！イ）・・（ロ）・く携（二）・（ホ），（へ）獣←て供試品量

を療法の四分Q一に改めたる理由は衣の如し．今試験成績に就きて．見．るにパンクγア

チンA號及びC號の如き優良なる製品に於ては供試量を0．19とせる揚合と0．0259

とせる場合とに於ける成績の差異は比較的僅少にして酵素量の堵4：1に三三せず・

叉パンクレアチンA號及びB號は同一會肚の製品にしてB號はA號に若干倍の

澱粉を混入し同會杜に於て原法に依うて試験を行ひたるに其成績は酵素量の比と甚だ

しき糠隔あOし赤出に原法を指定せる十寸依頼の爲出所に差し出されたるものなり・

然るに改良法！こ依6，て得たる成績を通告せるに略ぼ澱粉に依る稀繹度に二致：せうと言

み・抑も酵素白白を行ふに際しては供試品の添加量を門門に吟味して適量ならしむる

三三らざれば良好蓼る成績を期し能はざるは公知の事實にし．て三法に於て規定せる

0．1gは過大に過ぐるものとす．

　酵素液調製に際して振盟操作を規定するの要あるは既に本文蛋白質分解力槍定法中

に別て述べだるが如し。

　原：法に於て「エーテル75cc’及アノレコ爵ノγ2e阜を加へ」と親定せるを「エ・一テノγ75GG

深7〃r一ノγ5GCを加へ」と訂正せう・原法を施行するに當ク本操作を了へたる卵黄
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回湖・エーテノγ及アイγコーノレの混液は屡ば膠髄を形成して固化して試験の績行を不可

能ならしむることあう．然るにアノγコーノγ量を5ccとせるに全く如上の現象を阻止し

得たう・アノγコーノγ添加は膠髄の生成を防止する目的ならんも2ccにては過少なう．

　本法に依る實験誤差は全然之を無覗し得ざる場合多きを以て数回の平均値を取るの

要あう・亦酵素量を零とせる盲楡の結果は常に脂肪分解％量3・0～4・0にして二二著

なるは蓋し伶用時間24時間の長きに亘るが爲ならん．

　メンクレアチD號の如く改良法にて其成績零：にても原法にては3なう・斯る供試品

はパンクレアチンとしては全く債値なき製品なれど一般酵素製剤としては決して然ら

ざるなグ野原溝規定の供試量にて其成績零なる下平にても酵素含有の有無槍定亦は

其定量試験を目的とする以上は更に其供試品量を増量する要あることある引し．要之

に本試験の到決文中には心ず供試品添加量を明記するを可とす．

2．家鶏の膵臓製i剤試瞼成績

槍騰は帯褐黄色の粉末なう・之に鱒本文記載の・“ンクレアチン試験法に働て試

験を遽ぐる其成績次の如し．

　（1）澱粉分解力　本町1分を100分の澱粉に400に於て1時間作用せしめたる

　　に57．0分の萎芽糖を化生せう．

　（2）蛋白質分解力　本門1分を水素イオン濃度（pH）19．40，38。に干てカゼイン溶

　　液に作用せしめたるに13．33分のカゼインを分解せう．　・　　　　　　・

1（3）脂肪分解力　（イ）ロナ。ミハエリス氏法に基き本町の0・01％水溶液1GCを永

　　素イオン濃度（pH）8．0，40。に於トリブチソン飽和溶液30ccに作用せしめたる

　　に作用時間10分間に於て其38％20分間に予て47％，30分聞に於て55％を分

　　解ぜう．（ロ）7オールハルド・スタ・一デ氏法に基き下品0・025gを卵黄乳剤10ec

　　に38。に於て24時間作用せしめたるに該脂肪の9・0％を分解せ「う・

3・蝸牛臓器製剤の脂肪分解力試験成績

　三品は類白色の細末なφ・之に就き試験を遽ぐるに次の如し．

　（1）ロナσミノ・エリ：ス氏法に依る試験成績　本品の最適水素イオン濃度は不明なる

　　を以って微弱酸性「（pH＝6．0）及び微弱アルカリ1性（pH＝8・0）　とに於て試験を
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行ひた鋲其成績第4表の如し．．「1

　　　　　　第4表　蝸牛リパーゼ試験成績（作用温度＝4Ql）

作用時に於

け　るpH

6．0

〃

〃・

8。0

旗．試品の

濃度（％）

0ユ

1．0

5．0，

0．1

1．0

5．0

測滴計の滴敷
作用時間（分）　0　10　　21　30
滴　　　　　　　数　　　134　　131　　　130　　　129

　　12　　20　　30
〃　　　126　　　122　　　121

　　11　　　　20．5　　30

〃　　　117．5　　114。5　114．5

　　11　20　3q
〃　　’132　　　　129　　　128

　　10　　20　　30
〃　　　128．5　　127　　122

　　11　　20　　30
〃　　108　　107．5　106．5

分解せられたるトリブチリン

飽　和　溶液　の　％　量

0　　10

0　　10

21

14

30

20、

　　12
”　30

20　　　　t’30・’

42　　．44

　　工1
〃　　53

205　　930

58・・　：、58・

　　11
・み　　s

20

20

30
23

　　10
”　　40

20

53

30
57

700

ヲ0

80

7σ

6・0

なσ‘

タ0

30

ao

診0

　　111　　　20　　，’嚇30「

〃　　　　69　　　　　70　　　　　71

註　本測滴計の純水に封ずる滴数は40。に於て87なり．供試品溶液1ccにト』リブチリン飽和

　溶液30ccを作用せしめた恥

第 1 圖

言主．　o　　1∋Fは　微身身アrレρρ1を生

　●　印賦亀戸弱目’1生
　自方参・ナ5成績電示ナ，

　　！
　／・

　／
／

1／ノ　　ノ
1　／
コ　　　　　　

1／

’！　　！／

　　　　ロコロ　ド　レ　ロ　ロロ　ロロ　コほりロコつ　コ　コ

　ノ／！　　／　倉’

　　　　　　　“一一2國謄・・一一一胴隅“FF一
　　　　　，」レーF

　　，／〆’”

　戸〆！

／
　　　　　　　　　　　γ潟σ！箔

　　　　　　　，／一’〆
　　　　　．，一σ
ガ／〆！

，”「

｝警

｝・％

。・　5　・・　芯　2・25，3・‘3・
　　　　　　　作用塒問：｛分）・

本成績を圖示すれば第1圖の如

し．

以上に就きて当るに本証中の脂肪

分解酵素は微弱酸性に於けるよ釦

　も微弱アノγカヲ性に於て活性大な

れども斯る二重純写る酵素

に野しては爾報ζ於けφ成績を併

』記するを可とす．

（2）フォーノンぐノγドQスタ7デ氏

　法に基き本品0．259を卵黄：乳剤

　・・ccl・3871こ於て．24時畔用1

　ぜしめたるに．該脂肪の18％を

　分解せう旨、亦本品　19　壱ζて：は1

　44．08％を分解せ1ウ・・



108 勝 田　・　癩 山

　　　　　　　　　　　　三．植物質酵素製剤試験成績

1．・寸パイン試験成績

　パパィン（P＆pain）は一名パパヨチソ（：Papayotin）と閉し熱帯産の果樹カリカ・パ

パヤ　（Corica　I》apaya：L．蕃爪掛パ・材ヤ〉の果實，葉，樹幹，門門に含まるる酵素

にして蛋白質に作用する植物性酵素中最も強力なダ就中未熟の果實の乳汁中より下

取ぜるもの最も張し．本邦に干ては近時南洋諸島に嘗て之が製造を目的として裁培せ

られたる同果樹よう旺んに製出せられ調味料・製菓原料として或は化粧品並石鹸原料

として廣く慮潤せらるるに至う爲に之が品質検定依頼の目的を以て當所に差出さるる

もの漸く多きを加ふるに至れう．　　、

　之力「作用力測定方法を從來の報告書中に索むる咋ウヰノγステッター氏のゲラチン，

フィブリン，ペプトン等に封ずる分解力測定に依る方法，へ一ノレ氏の卵白分解力に依

る方法あφ．然るに余等は蛋白質分解酵素の槍定に使用する作用物質を出來得可くん

ばカゼインに統一せんとし（蓋し本品ははノ・ンマーステン氏精製力ぜインの如き品質
ご

常に一定せる純品を容易に求むるを得ればなのフノレド・グロス氏の蛋白質分解酵素

検定法に準基して豫備試験を行ひたるに前記ウヰノγステツター氏のゲラチン法に劣ら

ざる良方法の私案を得たるを以て之に依うて槍定を施行せう．

㌧　　　・　　　　・豫備試験成績
　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　くわく　ラ

’7ツンケノン及びウヰルステツター氏等に依ればメノ鰯ンのゲラチン分解に封ずる最

魎永素イオン濃度はpH＝5．0，フィブリン分解に封ずる場合はpH＝7．20なうと言

象．『カぜ身ン分解力に依ちて酵素量を決定せんとせば先づカゼイン分解に封ずる最適

水素イオン濃度を決定せざる可からず故に…欠の如き方法に依うて試験を實施せう．

　一列の試験管を取う二等に0．1％カゼイン溶液（0．1％炭酸ソーダ溶液を以て調製ぜ

お竜の）0．1，0．2，0．3cc…・∴等順…三下量を痩じて加へ水を補ひて内容を総て2Gcとな

℃吏k各種pHの緩衝液1co宛を加へて内容を総て3ccとなしたるものに0．1％

》《ノ材ン溶液1cc宛を加へ40に於て1時間作用せしめたる後直ちに冷却し豫め決

定し置きたる計算量の苛性加里溶液或ば門門を滴下して各試験管内の槍液を悉くカゼ

インの等電位鮎なる’P且＝4．60～4．70となす・然る時はカゼインの残存せる竜のは之
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が析出によう虚血を生ず・斯くして同一酵素量に回して掴濁を生ぜざる最大力ぜイン

：量：（cc数）、を決定せるに次の如き結果を得た鉱（但しpl｛の調節にはSδrensen氏

の門戸白白；端白荊白白白白門守鮮の自判醐畝の
』pH 2 3 4 5 6 7 8 9

…囎鯛
m、

パ。

專15
募1．。

茎

墾αら

0

第　　　2　　　圖

α　　1　　2・　3　　み

　　　　　　P同

0

5　　　6　　　7　　　8

0．2　　　　　1．8　　　　　05　　　　　　0．3　　　　　0．1　　　　　　0

　　　　之を圖示すれば第2圖の如し．

　　　　　以上の成績に奪うノfパイン酵素の

　　　　カゼイン分解作用に封ずる最適水素

　　　　イオン濃度はグラチン分解の場合と

亨　1。　等しくpH＝5・0附近なるを知う得

　　　　泥う．

　パパインのカゼイン分解作用に訳す．る温度の：影響を宣せんが爲に次の如き試験を實

施せう．先ず酵素溶液及びカゼイン溶液を…欠の如き分量宛取う

　（1）0．1％ノ…イン溶液ユcc．

　（2）0・1％カゼイン溶液（0．1％炭酸曹達溶液にて調製せるもの）0・1，0・2，0・3cc……に

　水を補足して全容を2ccとし更にpH＝5．0なるぜレンぜン氏心構酸＝苛性曹達緩・

　衝液1cc宛を加へて合計3ccとなせる各液・　　　　’　　　，

埋め一定温度に温め置きたる（工）及（2）を速かに一列の試験管申に混じて再び該温度

に保ちつつ1時間作用せしあたる後冷却し酷酸々性アノγコ」ノγ溶液・（永酷酸1，水49，

アフγコーノγ50の混合液）0．5cc宛を加へて残存せるカゼインを掴濁歌に析出せしむ・

本操作を40。，50。，60。，70。80。，90。，100。に於て施行し丁丁前記最適pH決定法と全

．く同檬にしてカゼイン分解力の比較槍定をなしたるにi欠の如ぐ

度 温／・び・伊鯉・伊・び・び・岬
　　カゼイン分解量（cc）　．　　　．2．0

．之を圖示すれば第3圖の如し、

1『

2．0 3．0　　　　　琴6　　　　　32　　　　　　2．8 1．6
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　　　　　　　　第　3　肉　　　　　　　　　以上の成績に就きて観るに40。と

　a5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50。に於ける作用力の相違：は殆ど認
作ao・

’用a5　　　　　　　　　　　　　　　　　あ難し150～60。間に於て其力は急

都　　　　　　　激，増加し7端近に於て鯛，達
ヨ肩

辛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し以後は徐々に弱まめ90～10（P間
ン　ユ　

翫、　’　　　　　　　に於億激に評す燃れども・・ぴ

　　亭。・　5び　ぴ　　が　　8。・　．　　1。。・　に於ても凶相當の作用力を保持せ

　　　　　　　　温　　鹿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う．
　　　　　　　く　ラロの
　，並肉の報告書の喚く所に振ればノ｛パインは一般酵素に比して耐熱性強く其最適温度

・は65～70。にして80～90。に至φて自力を失メ、ものとせらる．是と本成績とを封照す

るに適温に就ては良く一致せるも80。以上の成績は全く相反す・一般に盛る酵素の熱

に封ずる安定度は作用時の水素イオン濃度，作用物質の種類等にようて相違し亦作用

．時間の長短にも歪なる關係ありて決して」定転記なる竜のには非らぎるな外水素イ

オン濃度に就きては其最適水素イオン濃度に於て最も安定なう．本試験成績が血塊の

報告書記載の溢れと相違し80～90。に遣うても唯心著なる作用力を保持し100。に熱す

るも直ちに悉く分解し了はるには非らざる事を示せるは蓋しパパインの最適水素イオ

ン濃度pH＝5．9に於て之を施行せし爲ならん・

　亦90。に1時間30分威理せるパパインに就きて試験ぜるに其作用力は全く失はれ

たるを知う得たる所よう観るにパパイン安定度は加熱時間の長短にようても著しく異

なウ短時間熱庭理をなせる竜のはユ00。以上に於ても爾多少作用あれども長時間無理

せるものは90。に於ても既に全く其力を失ふものと思考せらる．

　　　　　　　　　　　　　パパィン試験成績　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　ウヰルステッター氏のパノ材ン定量法の原理は供試品の一定：量を最適水素イオン濃

度P亘＝5．0，温度40。に於て豫め2時間青酸（51ng）にて活性化せしめたるものを一一

定量のゲラ縮液に蝋・時一二せしめたる後苛匪加里液（÷）に鏑濾し

て加水分解されたるゲラチン量を定め而して豫め任意に選定せる標準酵素粉末の種々

の量にようて同一條件に於て分解さるるゲラチン量と上記の供試品に依タて分解さる
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る量とを野照して醗酵素量を測定す．即ち次の表及第4圖の値によわて示さるる標準

酵素粉末11ng中に含まるる酵素量を見掛けの中位となす．

酵累量（1cc中のmg） 1．25　　　2．5 5。0 10．0 20。0

　　n15　　　K：OH　　　cc数　　　　　　　　0．50　　027　　　1．26　　　1．73　　　1．96

　但し，青酸にて2時間活聾化ぜる酵素液10GcをP且＝5・0，40。に於て0・4gに1時

問作用せしめだる後n／5KOHにて滴定せる竜のとす．

　　ao
CC

　
聴
苛
性　1・o

加
里

液
）

第　　4　　圖

1

o 　　10　　　　　　　　20

ハハ。イン（㎎）

　余等は之に寓し既述の理由に依うカゼイ

ンを作用物質として水素イオシ濃度及び温

度の最適條件下帥ちpH＝5．0及70。に於

て實施せう．本法はウヰノンステツター一蓋パ

ノ材ン定量法とフノγド・グロス氏蛋自三分

癬酵素槍定法との折衷案にして其實施方法

は衣の如し・

　（一）試験に必要なる溶液及び・器具

　　a．0．1％カぜ．イン溶液．カPノγノ“ウム

　叉はメノンク製ノ・ンマ・一スチン氏精製力ぜイン1gを0．1％純炭酸曹達溶液中に

　溶解し1Zとなす．

b・0・01％槍騰溶液．槍膣0．05gを500ccの水と共に1時間振蕩したる後定量用

　濾紙にて濾過せるもの．

c．pH＝5．0なるぜレンぜン氏緩衝液カーノめ“ウム又はメノγク製ぜレンぜン氏

　酵素試験用純絢構酸21．0089を1n苛性曹達溶液200cc中に溶解して作れる

　1／10モノγ第二拘稼酸曹達溶液の41ccにn／10盤璽59Geを和して100coと

　なす．

｛LpH＝3．0なるゼレンぜン氏緩衝液．　1／10毛ノγ第二拘彬i酸曹達溶液95GCに

　n／10苛性曹達溶液5ccを和して100　ccとなす．

e．比濁用標準力ぜイン溶液．a．の10倍稀繹液100cc．
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　　f雪濁用試駿管長さ：25cln内容約41～42cc’（40ccを回るる所に目盛を施ぜる

　　　もの）’20本を用意す．

『（二）試験の四脚　内容約200CGの共栓付三角コノレ憂ン中にカゼイン溶液506c，’

櫨甲州P年50の緩鰍10cc及僻35ccを混和して100ccと鶴たるも

のを70。の恒温槽中にて1時間放置せる後直ちに冷却し其2CGを比語用試験管に取う

pE＝3．0の緩衝液1．7ccを加へ水を追加して目盛迄至らしむ・10本の比濁用試験管に

比濁用標準カゼイン溶液を1，2，3，4，5，6，7，8，9，10cc宛を取りpH＝3．Occの緩衝液

1cc宛を加へ永を追加して目盛迄至らしむ・之等を試験管毫に挿入し黒色紙上に於て

漏濁度を比較して可槍液中に残存せるカゼイン：量：を決定して分解せられたるカゼイン

量を求む．例へば可槍液の濁度が6ccの標準液と7ccの標準液との中閲にあれば残存

せるカゼインは65％にして從って分解ぜられたる量は35％なう．（尚酵素量を零とせ

る盲槍並にカゼイン量を零とせる盲槍を行ふ可し・普逼前者は5～0にして後者は0

な釦）

　以上に飯う槍髄1分を最適條件下帥ちpH：＝5．0，70。に於て100分のカゼインに1

時間作用せしめたる時共何分を分解するやを知う得可し．

・亦ウヰノγステツター氏アノγコーノγ沈澱法に依りて精製せるパパインにて規定の溶液

を製し更にその1／2，1／3，1／4，1／5，ユ／6，1／7，1／8，1／9，1／10及1／20・倍稀繹液

を作り之等に就きて試験を實施せしに其成績次表の如く

酵素量（黙罎蔽画幅 1　112113114ユ15116117118Vg　1110　V20

夢霧轡禦0盆囎解劃・・85・3・5．575・4946424・22

之を圖示すれば第5圖の如し・

本成績と供試品の試験成績とを封照すれば精製パパイン中に含有せらるる酵素の何疹

を供試品は含有するかをも決定し得るな少．パメイン製剤若干種に就き得たる成績を

畢ぐれば第5表の如し．
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第5表　パノ材ン定量試験成績

種 剃

パパイン第1魏
　　〃　　　　第　2　號

　　”　　　　第　3　號

　　”　　　　第；4　號

　　〃　　　　策　5　號

　　〃　　　　第　6　號

　　〃　　　　第　7　號

　　”　　　　第　8　號

メルク製パパイン
メルク製純パパイン

供試品1分が100分のカゼイ
ンより分解せるカゼイン％：量

75

60

20

87

85

50

85

5

20

80

精製パバイン中の酵
素量を100翠位とす　　　＼

34

21

4

60

53

15

53

0．5

4

43

2．酵母製剤の蛋白質分解力試験成績

　酵母製剤3種に就きフノレド・グロ．ス氏法に準擦してカぜインを作用物質とし水素イ

ォン濃度pH＝6．0，7．0，8．0に於て40。に1時間作用せしめたるに内2種は蛋自質分

解酵素を槍出ぜず他の1種中僅微の本酵素を槍出せウ・



114 勝 田　・薦 山

　　　　　　　　　四．動物性及植物性酵素混合製劃試験成績

動植物性酵素の混合製剤は全然性欣を異にナる脂肪，澱粉或は蛋白質の何れかの分

解酵素の2種以上を含有する事あるを以て其試験の實施は稽複難な鋸各酵素に就き

水素イオン濃度及び温度の最適條件下に於て各個に之を實施せざる可からぎるや勿論

なればなウ．

1．混合製剃第一號試験成績本品は類白色の粉末にしてメパイン及びパンクレアチ

ンの混合製剤なう．蛋白質分解酵素として・｛パイン酵素並に膵臓トリプシンの一2種を

含有しパパィン酵素の：最適條件はpH＝5．0及び70。’にして膵臓トリプシンの回れは

pH＝9．0及び40。なるを以って之等の條件下に於て其作用力を槍するの要あるものと『

す．

（イ）蛋白質分解力試験成績

　a．パパイン試瞼成績　本文既載のパパイン試瞼法により本品の0．1％溶液1ccを

　　pH＝5．0，70。に於て0．1％カゼイン溶液100ccに1時間作用せしめたるに其20％

　　を分解せう．帥ち本品1分は100分のカギィンに作用して20分を分解せしなう・

　b．膵臓トリプシン試験成績フノγド・グロス三法によう三品をpH＝9・40．40。に於てカ

　　ゼイン溶液に1時間作用せしめたるに本品1分は1．66分のカゼインを分解せう・

（ロ）脂肪分解力試瞼成績　フオーヲγノ・ノレド・スターデ氏法によう本品の0・1gを卵黄乳

　i剤10ccに38。に24時間作用せしあたるに該脂肪の3％を分解せ鉱爾ロナ・ミハエ

　リス氏法に依う本品の0．01％水溶液1ccを本酵素の最：適條件下即PH＝8．0，40。に

　於てトリプチリン飽和溶液30ccに作用せしめ控るに作用後10分間に於て其13％

　を，’20分間に於て其18％を，30分聞に於て其22％を分解せう・

（ノ、）澱粉分解力試鹸成績　本文既載の日本藥局方に準擦せる方法に依う試鹸するに本

　品1分は40。に於て100分の澱粉｝こ作用し1時間にして52．4分の三三糖を化生せ

　う．

2．混合製湖第2號試験成績　本品は友褐色の粉末にして植物性ヂアスターぜ及びペ

プシンの混合製剤なう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（1

（イ）澱粉分解力試験成績　日本藥局方ヂアスターぜ試三法に準擦せる定量法に依れ
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　鉱其實施方法は本文既載の膵臓アミラーギの試験法（パンクレアチン試験法撃照）

　の作用温度40。とあるを55。とせる以外は全く同一操作に振れるものとす．如上の

　方法に依うて試験を遂：ぐるに四品1分は55。に於て100分目澱粉に作用し，1時間に

　して5・92分の肇芽糖を化生せ鋸

（ロ）皆皆質分解力試験成績　日本藥局方ペプシン試験法に準櫨せウ其實施方法は次の

　如し．鶏卵を8分間煮熱し，冷却後卵白申央部のみを局方5號臨を以て2同鯖過せ

　るもの10g宛を9個の共栓付き三角フラスコに取め50。の水を順…欠80・0，83・3，85・

　7，87．5，89．0，90，0，90．9，91．7，92，9cc及び凹め30分間振蛋して濾別せし1％楡禮

　溶液20．0，16．7，14．3，12。5，11．0ユ0．0，9．1，8．3，7．1cc宛を加へ更に0，5co「宛の璽酸

　を追加しπる竜のを50。の水槽中に15分毎に振螢つづ2時間放置しπる後軍規の

　容器中に移して30分後響町化卵白の残渣を測定し局方指定の方法に依うて其作用

　力を決定せり．以上の方法に擁う本丁を其最：適傑件下竜PちpH＝1．20，50。に於て煮

　沸卵白に2時間作用せしめたるに本品の1分は70分の卵自を分解せ鉱

　　　　　　　　　　　　　　練　　　括

　近年酵素製剤の製造著しく旺とな卦之が効力検定を求むる竜の漸く多きを加メ、るに

至れう．然るに未だ其標準試験法の制定せられたるものなし．弦に於てか當所に潤て

は暫定的試瞼法に依ウて其定量的試験の依頼に鷹ぜウ．本報告は其成績を一括せるも

のにして其概要次の如し．

　一・酵素製剃を分類すμば動物性製劃，植物性製剤及び其混合二野の3種にして亦

　　蛋自尽，脂肪及び澱粉分解酵素製湖の3種なう．

　二．各種酵素別に暫定的標準試験法を設け之に依うて若干の製品に就きて試験を實

　　施せり，

　三・フオーノγノ・一ノレド・スターデ氏脂肪分解力試験法は動物性酵素特に膵臓製剤の

　　試験に際して屡ば著大なる誤差を生ずる事を明かにし之を改良せう．

　四．パノ材ン酵素のカゼイン分解に封ずる最適條件（pH及温度）を決定し之を基

　　礎として本酵素の標準試験法を設定せ鋲

　五．パパィン酵素は80。以上に於ては其作用力を全く失ふものと從來は信ぜられた
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るも．カゼインを作用物質としてそり最適條件下即pH冨5・0に於て實験せるに

80。～90。． ﾉては極めて活襲に作用し100。に於て竜尚幾分の作用力を保有せるを認

めたう．

　　　　　　　　　　　　　　　　引　用文獄

　（1）西聴　衛生試験所彙報第二十號

　（2，勝田，岡部　衛生試験所彙報簸三十八號

　（3）勝田，岡部　衛生試験所彙報第四十號

　く4）　E。Fuld．　Bioche皿互。　Z．1907，6．

　（5）　Ol　Gro8s。　Arch．　experim．　Paもh．　Pharm．1906，58．

　（6）　E。Frankel，　F．　BioL　Chem．1916，26．

　（7）RWiU8t菖ttlr　u．　Grapolna且n，　Z．　phyβ．　chem．19247138．

　（8）R．Winst蕊ttlr　u．0．　Ambros．　Z　phys．　chem．1926，151．

　（9）　D．Jollesc1LBiochem．　J．1907，2．

　（10）　F。Sachs．　Z．　phys．　chem．1907，51．
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ホルムアルデヒドの防腐剤こしての慣値に：就いて

　　　　　　　　　　　　　　　　技　師　伊　東　　幹　愛

　　　　　　　　　　　　　くユラ
　ボノレムアノγデヒドはLudwigによう卓越せる防腐力を認められしも人髄に有害なう

との理由の下に實際の鷹用には至らぎうき．爾後多くの專荘家，學者及び一般公衆よ

うも飲食物への混入は危瞼覗されたうしが優秀なる防腐捌少きとその微量にて尚よく

防腐の目的を達し得るとによう巷聞省黒黒園に於て使用されあるもの＼如し・

　ホルムアノレデヒドは簡輩なる炭素化合物なるも化學的には大なる親和力を有し殊に

蛋白質に卑しては極めて稀薄なる溶液に予ても猶よく反証しそのコロイド獣態を根本

よう鍵じ而竜その反鷹は不可逆性に近し．則ち亘理置上よう之を見ば有力なる原形質

毒なう・ホノγムアノγデヒドの殺菌力，防腐力及び毒性も一・に此の蛋自質を鍵吊せしむ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
る作用に基くものにして先づ細菌に封ずる作用を見るに2e，000倍にて脾脱疽菌を殺し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり細菌中最も抵抗力強しζ稻1せらる＼その茅胞すら1，000倍にて死す．叉草履鍛の如き

原茸にても10，000倍にて5分間以内に死すと云ふ．防腐作用に堅しては各報告者によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
りて多少里雪たるを免れずと錐も今その概要を見るにWeigle及Merkelは5，000倍

の割合にホノγムアノレデヒドを添加することによφ牛乳を25。保温にて100時間魚類を

　　　　　　　　　　　　　ロラ6日間新鮮なる状態にて貯噂し，Bevanは100ccの牛乳に4滴のホノγマリンを加へて

　　　　　　　　　くエラ
6週固相腐敗を防ぎK：oslowkiは煮たる魚及卵等にあうては、1kgに卸し。・01g即ち

10萬倍にて煮たる果物にては1kgに封し0．19則10，000倍｝こて防腐効力を見しも生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユラ魚，生卵，生果にては此の如き卓効を認め得ぎうき．Ridea1は牛乳に10萬倍の割合

にホルムァノレデヒドを加ふる事に依り之を7日間貯細し得之を飲用せしも無害なわレ

　　　　くユラ
と，ヌ．Jablin－Gonne七及Raczowskiはビーノγ及ワイン1Zに0，00059則200，000倍の割

合に添加することによりよめ以上の醗酵を停止せしめ得たうと報告せ亟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くむ　次ぎに食物の消化吸牧に墾與する酵素に封ずる作用を知らんが爲めにJohanlles←

ohnの報告を参照するにペプシンは殆んど鍵化を受けざるも活性トリプシノーゲン

（Trypsinogenum呂c七ivatum）は2，000倍にてメノγクのトリプシンは100倍にて全く
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蛋白消化作用を失ふ．尚興味あることは之等の酵素のホノγムアノレデヒドにて縫性せる

即自質に序する消化作用なりとす．則ち10；000倍ホノレムアノレデヒド液にて慮置されし

蛋白質は全くペプシンによう清化されず5，000倍液にて遜畳されしものはトリプシ

ンに依り影響を受けず・則ち蛋白質の消化に回するホノレムアノレデヒドの態度は蛋白質

自身に労しても之を消化吸牧せしむる酵素に野しても共に阻止的に作用するを以て酵

素及蛋白質栗にホノγムアノンデヒドに依ウて丁丁せられたる場合に於ける蛋自消化阻害

作用に關する報告を登見し得ぎるを遺械とするもあそらくその作用は重積するものな

らんと考へらる・　　　　　　　　一　　　　　　　’　　　　　　　　　　　、’

　次ぎにホノγムアノγデヒドの毒性に就き考ぶるに既に反覆ぜる如くその毒性は主とし

て蛋白質との結合にあるを以てその作用は吸牧作用ようも寧ろ局所作用に於て峻烈な』

ゆとす．之れ從來ホノγムアノレデヒドが下等動物に有毒なる｝こ比し高等動物には比較的

毒性少しとされし一因なれどもホノγムアノγデヒドは全謄として夫自身矢張メタン系に

特有なる作用を有す．元三メタン系の炭化水素化合物に於ては所謂RichardsOnの法

則によう炭素数の増加に伸ひその毒性を増加するものにしてアノンデヒドの前身たる黙

πコホノンに於ても亦然う．故にメチノンアノンコホノレはエチノレアノレコホノレようも毒性少き

理なるも事實は之に反せウ，その第一酸化物たるアルデヒドに於ても之の例外成立し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くりゆ
ホノ〆ムアノレデヒドはアセトアノレデヒドよウ毒性大なう．今その最小致死量を見るに犬

は艦重1kgに封し皮下にては0．229静脈内にては0・07g　lこ》C死し家兎は1kgに就

き0．24gにて蛙は0．8mgにて死す．静脈内注射は皮下注射の揚合よう・3～5倍毒性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのゆくわ　
高まう症状としては嘔吐，痙：攣，反射消失，呼吸停止な鋲之を輕口的に撮る時は小

量：にして既に唾液流出，嘔吐，胃腸炎を二丁し：更に量を加州、れば麻酵，意識不明，無

尿，痙攣，虚脱にて死を即す．人間に於ては40％ホノレマリンー食思とる時は処しき

　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
胃痙：攣と嘔吐を來して同復に向べうとのポエナノレ・カプレスコの報告あるもLevisOI1

に依れば4σ％ホノγマリンは30～90cG　lこて30分にて4％のもの30～90ccは29時

　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ
．間にて大人を致死せしむと報告し三村も亦26歳の鮮人大酒酪酊後消毒用の35％ホル

マリン50～609約嚥下30分後死亡せうと報告せウ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　街ホルムアノγヲ’ヒドが琵斯歌を画して室中に飛散せる時その0．8～21ngが1Zの空



　　　　　　醗潔

　　　　　　　！：・r

ホルムアルデヒドの防腐剤としての三値に就て
h9

中にある時猫はすでに中毒症状を登し10mgにて致死す・又一分以上人間の存在し得

られざる限度：は1m．3中2．5ccなう．

　i摘出臓器に封ずる作用を見るに摘出家兎腸管は20，Qoo倍溶液中にてすでに輕庫の

聯痺を來し4，000倍液中にては完全なう．摘出山岸の呼吸は2．5萬倍にて叉そのヂニ

トロベンゾーノレの還元作用は5萬倍にて妨げらる則ち組織呼吸を阻害す・その他ホノレ

ムアノレデヒドは窒素，燐，脂肪等の同化を防げアノγコホノγ及ヨ・一ドの吸牧を阻止し骨

組織のカノγシウム結合を防ぐ．

　以上ば主としてホノγムアノレデヒドによる急憐中毒の場合なるが實際之が防腐麹とし

破入漁し揚合に微量鍵日経口猷擾落せる際果し磯魚の害熔炉こ及臆すや

は緊急なる問題なるも之に適する業蹟少く動物配慮に於ては12kgの犬に毎日0・6～

1・09のホノγアリン（％不明）を経口的に與へしに比較的よく耐へたうと・叉9・900倍

の割合に含める食物をとれる小見にありては窒素，燐，脂肪の同化作用を阻止せられ

　　　　く　う
たウと．Lewinに依れば10，000倍の割合にホノレムアノレデヒドを含める牛乳を毎日反

覆とれる乳見は20日聞にて死亡せOと．一般にホノγムアノγデヒドに短し成人老人よう

も小見，尊見に於て著しく鏡敏なるはその生活状態め相違とホノγムアノγデヒドの藥鯉

作用とよウ考へて興味あウ且注目すべき鮎なうとす．人間に就きての實験的研究につ

きては（飾il，yがU．S．　D，p。，t，皿。n七。f。g，i，。1鵬Bure・u・f，h・mi町B・11・七i・N6．84

pas右V1908に撃て比較的詳細に報告せるを以て一部韓載すること」せ鋲．實験方法

としては全く健康なる成年男子を使用し之に次表に示すが如き方法によウホノレムアノγ

デヒード0．1～0・2gを牛乳に添加して蓮日投與し15日間に至らしめしものなう投．與方

法次の如し

万 日　（1904）

算　1　期

　11万22日

　　　23日

　　　24日

牛乳飲用直前にホルム
アルテビドを加へし揚合

N…1・1・1・1・1・

0．19

〃

〃

〃

豫め2日前に飲用すべき牛就に
ホルムアルデヒドを加へおきし揚合

・1・i・・巨・1・・i・2

〃 〃 〃

〃

〃　’

〃 〃
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　臨床上の経過を見るに10入に於て10日目頃よわ頭痛，胃痛，十日，嘔氣，嘔吐，

皮膚掻痒威，磯疹等の症歌あ6，尚膣温，三重，糞尿，新陳代謝等に及ぼす影響を表

示せば次の如し．

髄　　　温（oF）

燈　　　重（kg）

大　　　便：

　量　　（9）

水　　分　（％》

No．1～6

ホノレムアルデ
ヒド服用前．10

日間ノ年均値

98．3

63．50

101．00

77．35

服用中15日
間ノ年均値

98．0

63．27

108．00

79．45

服用中止
後10H間
ノ亭均値

98．1

63．幻

103．00

77．87

No。7～12

ホノレムアルア
ヒド服用前10

．日間ノ準均値

98。4

63．01

116．00

78．34

服用中15日
問ノ準均値

98．3

62．93

96．34

7δ．78

服用中止
後10日間
ノ牢均値

98．1

62．43

9LOO

76．46
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　固　形　分（9）

　　尿　　：

　　量　　（cc）

沈　動物（％）

硫黄（SO3として）g

　中　　　　　　性

無　　　　　機

　エーテル硫酸

　　　計

新陳代謝（％）

　窒　　　　－　索

　募化されし激）｝

　駝晶出）｝
　燐『　　　　酸

　同化されしもの

　騰苫られざり｝

　硫　　　　　　黄

　同化されしもの

　騰浮れざり｝

23．00

970．00

0，231

1，859

0，143

2，232

82。92

9．67

59．71

30．93’

78。35

12．26

22．00

1，085。00

0，202

1，872

0，141

2，215

81。50

9！27

46．43

29．27

73．78

11．06

23．00

1，062．00

0，193

1，822

0，146

2，161

80．54

9．71

63．06

31．78

87．41

12．70

25．00

1，170．00

　6．36

0，246

2，035

0，143

2，424

85．02

9．94

60．46

33．24

22．00

1，191．00

　70．00

0，279

2，001

0，143

2，423

82。62

8．81

64．88

29。19

79．34　　　　　　　76．61

1a54 P1α96

　以上の報告ようWileyは結論としてホノレムアノγデヒドを防腐剤として使用するは

不適當なうとせう．

　尚近年沖縄縣下に於ては作物不況の爲め米変代用として蘇鐵中の澱粉を常食とする

もの多く之が調理方法適當ならざウしものにあうては中毒患者を績出せ外而してそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエめ
の中毒の本態に就きては尚全く明瞭ならざれども吉村によれば中毒はその中に含有せ

らる＼ホノγムアノγデヒドに因ると云．ζ．その含量は種子に於ては0．15％根幹中には

0．005％なクと．

　以上の報告を総括して考察するにホノγムアノγデヒドの完全なる殺菌作用は20，000倍

内外にして防腐作用は飲食物の性質にようて差異あるも之よう高きもの＼如し然れ

ど庵その本質が防腐さるべき飲食物の蛋白質を痩溶せしめ之を清化し難き形に高じ且

蛋自質潰化酵素の作用を阻害すと云メ、貼に於て既に防腐剤としての資格を失ふ・防腐

i剤は防腐さるべき飲食物に何等の開化を與へざるを以て理想條件となせばなう．
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　然れども蛋白質の比較的少き飲食物にして例へば酒の如きものに於ては夫自身中に

含有されて防腐作用を示すアノレコホノγと相挨ちて驚くべき僅微のホノγムアノレデヒドに

て充分防腐の効を達し得らる＼ものとせば男理に考慮の絵地存す．殊に酒客にあうては

蓮日酒を飲用するを以てその吸牧作用は別とする竜アノレコホノγの胃腸に及ぼす局所作

用に就き考慮をめぐらす時はホノγムアノγデヒドの之に及ぼす影響はホノレムアノγデヒド

によう鏡敏なる小見叉は酒，刺戟物を嗜ま漁成人に樹する場合と多少その關係を異に

鹸あ麟に轍記せる1眠0．・9とせばEcc1，，脈胃防襯としての最大許容

様思はる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（工D）

難の20分の1購α005酬下にして若し之を躰酒暢合噛飢て都る
甘5合卒均飲酒するものにあうては5合中0．0059以下則ち約20萬倍以下にホノγ

ルデヒドを含めるものを撮取せざれば衛生上有害の恐あるものと認めらる・

　　　　　　　　　　　　　　引　用　文献

　1。Yanio　u．　Seitter：Der　Formaldehyd，1901

　2！：Meyer　u．　Gottlieb：Experimente11e　Ph臨r皿akologie　V．　A．ufL　1921

　3．F．　Johannessohh：B三〇，　Z．　B　83，28（1917）

　4．」．Houben：Fortschritte　d．　Heilstoffchemie　II　Abt．1：Bd．1H翫1fse

　5．　J二］Pohl＝A．．　pth．31，281（1893♪

　6．　J．K二luber：　M．悪1［『宙．19001588

　7．A．　Gerlach：M．M．W．1902⊥503

　8．工ewin：Gifte　u，　Vergift。1929

　9．EW．　Wiley：U．S．　Departm．　of　Agric．　Bur．　of　chemistry，　Bull．845．　Teil　Washington．．

　10．R。G．　Eccles：Die　Bedeu加ng　d．　K：onser▽ierungsmittel　ftir　d．皿enschlich臼Em曲ruロg　1906

　1L　吉村：　學狛貯協報　　4．525～531（1929）

　11．三村：軍：腎團雑誌　213號　467　昭和6年
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獣類中押ムア・げヒ噸似の転瞬
生起すろ物質の本町に關すろ研究（第一報）・

　　　　　　　　北海道産やう烏賊に就て

　　　　　　　　　　技　手　服　部　　安　藏

　　　　　　　　　　助手長谷部俊彦

　　　　　　　　　　L緒　　　言

憾懇

諭詰肉中脚ムアルデヒドの鷹を呈する三三すること・は柾噸

氏に依ウて始めて研究登表せられたるところにして同氏は新鮮なる蟹肉は殆と・其厘

なく時日の経過に蜘轍勒するものの亥・＜榊娠時日を回る酬ま鍵購

罐詰肉は其反慮却って著しく微弱なることを’登見し之を以て化生せるホ〉γムアノ喧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）同年A．：R．Tankard及J．　T．　Bagnall．爾氏は種々の魚類に就きホノレムアノγデヒド化生

の關係を研究し其原因はトリメチーノγアミンに基く竜のなるべしと報告せう．又島崎1

　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

氏等は多敷の魚肉類に就き實験の結果鳥賊，暢及章魚等の魚肉を水と共に加熱する．と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のきは肉成分に分解を來しホノγムアノレデヒドを化生することを報告し柳澤二等は罐詰蟹

’肉中のホノγムアノγデヒド反慮を呈する成分は其中に含有せらるるヒスチヂンの分解に

依る竜のなることを報告せられたり．

　前述の如く故意にホノγムアノγデヒドを混入せざる罐詰備中に自然にホノγムアノγデヒ

ド反鷹を生起する成分を化生するものとせば飲食物防腐剤取締上重大なる支障を生ず

　　　　　　　　　　　　のべきを以て嚢iきに衣笠博士等は之れが研究を企圖せられ蟹及；其他敷種の魚貝肉は之を

水と共に加熱するときは其肉成分に分解を卜しホノγムアノγデヒドに封ずる諸反晦を呈

する物質微量を化生することを明瞭ならしめ其結果前記魚貝肉類の試験には從來の蒸

溜試験法は之を適用し難きを認め又市販の罐詰蟹肉等は既に一・旦加熱せられたるもの

なるを以て微量のホノレムアノγデヒド反撃を生起する成分の化生を菟れざるべく並等微
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量の化生成分に封して陰性を呈し防腐の目的の警めに故意に添加せるホルムアノレデヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
ドに甥して陽性を示すべき，凹凹法の必要なることを報告ぜられたう．其後余（服部）も

亦衣笠博士指導のもとに本研究に從事し，生やウ烏賊及章魚をアニリンエーテノレ振鉾

法に依うて加熱を避けて試験するときは殆とホノとムアノγデヒド反朦を生起すること無

，きも試験前一時間煮沸せるものは著明に該反鷹を呈し且つ水浸液中溶存せる其・母膿は

悉く燐ウォノレフラム酸によウて沈澱せらるることを下見しこの沈澱を門別したるもの

に就き試験するときは防腐の目的に添加せられたるホノγムアノγデヒドを鑑識し得べき

ことを報告せウ．

　二等は二丁更に前記燐ウォノンフラム酸沈澱中に含有せらるるホノγムアノレデヒド反慮

を生起する成分の本艦を研究することの必要を認めたるを以て先づ北海遣産やら烏賊

：Loligo　bleekeri　kefers七einを材料とし其ホノγムアノγデヒド化生母膿の槍索法に就きて研

究しπる結果之れが鑑識に封しては直接蒸溜法に依うて得たる胃液に就き卵菅平盤酸
　』8）

反磨を二二して化生ホノγムアノγデヒドを槍出する方法を：最良と認め，又ホノレムアノンデ

ヒド化生母膿は水に不溶性肉成分の加熱分解によりて生成するものに非らずしてやう・

鳥二二中自然に水に極めて易溶性朕態に於て含存することを確認せるを以て該化生母

髄の抽出には水浸法に生るを最良と認めたう．次に蒸溜時に於ける水干の水素イオン

濃度はホノγムアノンデヒドの化生に密接なる關係を有することを駿知せり．以上の實験

はホノγムァノレデヒド化生母膿研究の豫試験として施行せるものなるも便宜上之を一括

し第一報とし鼓に其試験方法及成績を報告すべし．

　　　　　　　　　　2．水蒸氣蒸溜法と直接蒸溜法との比較

　　　　　の　前野の報告に於て生烏賊三生章魚肉の丁丁せるもの509を取ウ其水浸液に25％燐

酸10ccを添加し水蒸氣蒸溜を施すk其溜液の呈するホノγムアノレデヒド反鷹は水浸液

に燐酸を添加せず其儘アスベスト板上にて直接蒸溜して得たる竹竿の呈する反慮に比

し著しく微弱なうことを磯表ぜウ．而して後述の如く燐酸叉は硫酸酸性に於て直接蒸

溜を行ふときは其際pH：2．0以下の強酸性の場合には著しくホルムアノレデヒドの化生

を妨害するの門門に徴し：更に水浸液を其導水蒸氣蒸溜及直接蒸溜に附したる携合爾者

の呈色反鷹の關係を吟味する必要を認め次の試験を施行せう．

o
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　モ
　北海道産生やり烏賊の細映せる筋肉部分509を取り之に水200ccを加へ約60。に

て1時間温浸せる後濾過し其濾液を蒸溜壕に容れ水蒸氣蒸溜を行ひ5分間に50ceを

溜出する速度にて50cc宛第10溜閃閃分取し，叉別こ之と同一方法に依うて得たる浸

液を蒸溜：曝に容れアスベスト板上に於て20分間に50ccを溜出する速度にて50cc宛

3周溜出し第4軽目よウ1同蒸溜毎に水50ccを補給しつつ蒸溜を纏i超し第10溜三三

分取し各溜出に就き卵自鐵盛酸反鷹によわて化生ホノγムアノレデヒド量を概測ぜウ・，其

成績次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　表

反 卵白鐵塵酸反戦i
溜液耀溜法

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

水　蒸　氣蒸　溜　法

話　　　　跡

60　萬　分　1

40　萬　分’1

20　萬　分　1

15　萬　分　1

〃

”

”

〃

直　接　蒸　溜　法

　03　萬　分　1

・　02　萬　分　1

　01萬　分　1

15　萬　分　1

〃

〃

〃

〃

．前表に示す如く燐酸を添加せざる揚合に於て直接蒸溜法は水蒸氣蒸溜法に比して優

れることを認めプ≧う。

　　　　3．直接蒸溜法に於ける蒸溜の方法とホルムアルデヒド化生の關係

　北海道産やう烏賊の細評せる筋肉部分50gに水200ccを加へ約60。にて1時間温

浸して得ブ～る糖液220ccを内容約300ccの蒸溜塚に取釦次の4種の方法に依りてアス．

ベスト板上にて20分間に50ccを溜出する速度にて第10染液迄分取せう．

　第1法　溜液50ccを分取する毎に水50ccを補ひ蒸溜堤内の液量220～170ccを保

ちつつ蒸溜す∫
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　第2法溜液50CG宛2同分取せる後1同蒸溜毎に水50ccを補ひ蒸溜壕内の液量

170～120GGを保ちつつ蒸溜す．

　第3法溜液50cc宛3同分取せる後1同蒸溜毎に水50ccを補ひ蒸溜壕内の液：量

120～70ccを保ちつつ蒸溜す．

　第4法　溜液50GC宛4同分取せる後1同蒸溜毎に水50GCを補ひ蒸溜等角の液量

70御20ccを保ちつつ蒸溜す．

　前記の方法に依ウて得たる各溜液に就き化生ホノンムアノレデヒド量：を卵白餓盤酸野飼

に依うて概測するに其の成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　　第　　　2　　表

反 慮 卵 白 鐡　　　鰹　　　酸　　　反：　　慮

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

第　　1　　法

30　萬分　1

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　”

　　〃

　　”

　　〃

　　〃

第　　2　法

30　萬分　1

20　萬分　1

15　萬分　1

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

第　　3　　法

30　萬分　1

20　萬分　1

10　萬分　1

　　〃

　　〃

15　萬分　1

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

策　　4　　法

30　萬分　1

20　萬分　1

10　萬分　1

　　”

　　〃

　　〃

　　〃

15　萬分　1

　　〃

　　”

　前表に依れば第1法はホノンムアノンデヒドの溜出：最も少なく第2，第3及第4の如く

蒸溜胃内の溶液濃厚となるに從ひホノレムアノγデヒドの溜出量竜亦從って多きを認む．

而して第4法は最高の成績を示したるも泡起甚しく且つ蒸溜堤の内壁に焦著する危瞼

あるを以て寧ろ第3法によるを可と認め爾後の試験に於ては総て本法を探用すること

とせウ．

　　　　　4・生日乾烏賊中のホルムアルデヒド化生母髄1ま其水浸液中に

　　　　　　　　　　　　完全に移行するや否やの試験

　余等は永ノγムアノレデヒド化生母艦の研究に當ウ之等の成分は完全に水浸液中に移行
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するものなうや叉は水に不溶性肉成分の絶えざる分解に依ウて之を化生するものなウ

やを七十することは極めて重要なることを認めだるを以て之れが究明と同時に從來專．

ら生烏賊を材料とせるも乾烏賊は其取扱ひ著しく簡便なるを以て之を生烏賊に代用せ

んが爲め爾者の得失に就きて比較研究せり．其試験法次の如し．

　生やう鳥賊に在うてば細載せる筋肉蔀分509乾や動烏賊に在ムては109を秤取し

水を200cc加へて約60。にて1時間温浸したる後之を濾過し生烏賊は浸i液220cc，

乾烏賊は同190ccを得ブZるを以て後者に水を卿へて爾者を等しからしめ前記第3法に

從ひ50cc宛蒸溜せう．荷ほ其浸出残澄は更に之を反覆温浸し浸液の蒸溜液に就きホ

ノγムアノンデヒド反証を槍するに陰性となるに及び残澄を蒸溜壕に容れ水200CGを加へ

たるものと水200ccに25％燐酸10ccを加へたるものとに就き：水割塚蒸溜試駿及直

接蒸溜試験を施行せり．其成績次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　3　　表

反劇 卵 白 鐵　　　盛 酸　　　反　　　鷹

　種
　　別
溜
液

　面倒

1

2

3

4

5

6

7

s

9

10

11

12

13

14

生　　　や　　　り　　　烏　　　賊　　　509

第；1同

浸　　液

30萬分1

20萬分1

10萬分1

　〃

15萬分1

　〃

　〃

　9ノ

　〃

　〃

20萬分1

30萬分1

40萬分1

　〃

第2同
病　　液

60萬分1

呈色せず

　〃

第；3回

浸　液

呈色
せず

〃

〃

残渣
直接
蒸溜

呈色
せず

”

〃

淺渣
麟）
嚢簿

呈色
．せず

〃

〃

残渣
（雛輸

蕪氣

呈色
せず

〃

〃

乾　　　や　　　リ　　’烏　　　賊　　　109

第1回
浸　　液

60萬分1

30萬分1

20萬分1

10萬分・1

　〃

　〃

15萬分1

20萬分1

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

30萬分1

第2回
浸　　液

殆と呈
色せず
60萬分1

痕　　跡

殆と呈
色せず
呈色せず

第3回

浸　液

呈色
せず

〃

”

残渣
直接
蒸溜

呈色
せず

〃

〃

残渣
（慧繋）

嚢播・

呈色
せず

〃

〃

残渣
（燐酸添加）

錨氣

呈色
せず

〃

”
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15

16

17

18

19

20

　〃

δo萬分11

60萬分1i

　〃

40萬分1

　〃

50萬分1

　〃

60萬分1

前表を看るに生やう鳥賊は4・倍量：，乾やう烏賊は20倍量の水を加へて約60。にて

1時間温浸するときばホノγムアノレデヒド化生母膣は悉く該水浸液中に移行し其浸出獲

渣は其儘或は燐酸酸性に於て直接蒸溜或は水蒸氣蒸溜を施すも貌れの場合に於ても全

くホノγムアノγデヒド反慮を呈せず尚ほ念の爲め乾やり烏賊の水浸残渣20gに20％幽

門100ccを加へ冷却器を附してアスベスト板上に5時間加熱したる後ナトロン滴液に

て微弱酸性と回し之を水蒸氣蒸溜に附して得たる溜液に就き槍したるも全く陰性の結

果を得たう’．依って所謂ホノγムアノシデヒド呈色反鷹は水に不溶性肉成分の加熱分解に

依うて生起する竜のに非らずして該反慮化生母髄は水溶性状態に於て自然に現存する

こと疑の絵地なきものと云ふべく從って該三三の抽出には水浸法に依るを最も二二と

すべし・又前認成績に依う乾鳥賊109よう化生せらるるホノγムアノγデヒド量は三生烏

賊509の下れに匹敵し且つ乾鳥賊は其取扱ひ生烏賊1こ比し著しく簡便なるを以て研究

材料として最も三二なることを認めたう・

　　　　5．蒸溜時に於ける水索イオン濃度とホルムアルデヒド化生の關係

　　　　の　島崎氏等の報告に依れば烏賊及章魚等の水浸液を直接蒸溜の際燐酸叉は酷酸を添加

して蒸溜するときは之を添加せずして蒸溜せるものに比し溜液のホノγムアノγデヒド反

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ慮著しく微弱なうと云ふ．余等の前回の報告に於ては專ら島崎三等の方法に準回し酸

を添加せざる直接蒸溜法を探用せるも今同化生母髄の研究に當り蒸溜の際水浸液に添

加せる酸の種類及酸度の相違はホルムアルデヒドの化生に如何なる影響を及ぼすやを

明確ならしむることの必要を庫じたるを以て次の實験を施行せウ．

　乾やう烏賊109に水200ccを加へ約60。にてユ時間温浸したる後濾過し其濾液に

水を加へて200ccとなし之に日本藥局方燐酸10cc，挽。及1cc，20％硫酸3cc，1cc

及0．5cc，ホノンムアノげ・1杯含の20％、酷酸10cG及5cc，同氷酷酸10cc及5ccを添

、
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加し其水素材ン激を槍したる後直接蒸溜法縦ひて蒸溜し其磁蹴き卵畷豊

酸反慮を槍し之等の成績を酸を添加せざる浸液k就きて施行せるものと比較せう．』即

ち次9）如し．

　　　　　　　　　　　　　　　・第　　　4　　表：

酸の翻｝日一局方響 ・・％硫酸i・・％酷酸」氷酷酸
馨加撃｛・呵・・cl・c司・・ci…1・・ccl…cl・・cい・ce15ce・

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10、

1．92

暴卜せ
ず
殆と呈
色せず

痕　跡

　〃

　〃

2。38

痕　跡

　〃

50萬分1

40萬分1

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

鱗8

40萬分1

30萬分1

20萬分1

　〃

15萬分1

　〃

　〃

20萬分1

　〃

　〃

1．92 3．68

冷色せ．礪分・

　”　40萬分1

　〃　20萬分1

痕　跡

　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

4。80

40萬公1

30萬分1

20萬分1

　〃

　〃　　，

15萬分】

　〃

　〃

　〃

20萬分1

3．67

70萬分1

40萬分1

20萬分1

　〃

15萬分1

　〃

20萬分1

　〃

　〃

　〃　　、

4．08 3．15 3。43

45萬分170萬分ゴ70萬分1

30萬分ゴ50萬分140萬分1

20萬分130萬分130萬分1

　　　20萬分120萬分1

15萬分115萬分115萬分1

　〃　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

20萬分120萬分1．　”

　〃　　　〃　　20萬分1

　”　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　〃

　〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　”

酸を添力腿

せざる本
課題

6二17

40萬分1

30萬分1

20萬分「1張

　〃

15萬分1

　〃

　〃

　〃

　〃

20萬分1

　前表中不揮登酸帥ち燐酸及硫酸を種々の割合に添加せる際溜出するホノγムアノγデヒ

ド：量を酸を添加せざる揚合の成績と比較するに軌れも蒸溜著手旗初に於ける浸液の：水

素イオン濃度にようて影響せられ浸液のP且1．92以下の強酸性に於ては殆とホノyムア

ノ￥デヒドを溜出せずpH　2．38よう漸…欠溜出を認めpH　4．48以上の酸度に於ては殆と酸

の添加によ蚕て妨害せられぎる乙とを認めだ鉱又酷酸の馴合は水浸液と約同量の三

滝町を添加せざればpH　1．92に達せず，斯の如き強酷酸々性の場合に於ける試験の必

要を認めぎる葱以て氷酷酸ユOcc添加のものに就き濃したるに蒸癬著手嘗初のP：H　3・15

にして之れ以下の分量を添加せるものと共に殆とホルムアノγデヒ’ドの化生を妨害ぜざ’

ることを認めたう．

　　　　　　　　　　　　　　　　6．総　●　　括

　前記試験成績を総括すること次の如し・

1．ホノγムァノレデヒド化生母燈の鑑識に申し直接蒸溜法と水蒸氣蒸溜法との優劣を比
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較したるに直接蒸溜法の優れることを認めたう．

乳前題三論灘灘勧噸量（蒸瀦手當撚於て碍蛎以鯵鰯酔匪
たるを要す）120ccよう70cqの間を保ちつつ20分間に約50ccを溜墨する速度にて

蒸溜し其溜液に就き卵白鐵瞳酸反慮を慮噂するを最も適當と認めたう．

3・難総門20倍説明は約5倍量の水回恥て約6ぴ1こ手塒間温浸すれ峠

ホノγ吾アノヒデヒド化生母艦は殆と完全に之に移行し其残渣は水と共に或は25％燐酸

ユOcoを添加しアネベスト板上1ζ加熱蒸溜するか叉は水蒸無蒸灘を施すか或は20％盤

酸をカ1へ冷螺騨しσバ関聯に5時間回した礁ナトロン灘にて鰯
酸性となし水蒸氣蒸溜を施すも勃れの場合に於ても三三西中ヰノγムアノγデヒド反回を

認めず．故にホノγムアノレデ・ヒド化生母燈は自然に水溶性三態に於て現存し水に不溶性

肉成分の力感分解に依りて生成するものに非ぎることを認めたう・

4．蒸溜の際添加すべき酸の種類及其酸彦のホノγムアノγデヒド化生に及ぼす影響を槍

したるに燐酸及硫酸の如き不揮登酸添加の揚合には共に蒸溜薯四丁初のpH　1・92以下

の強酸性1ピ於ては殆とホノγムァノレデヒISを溜出せずP：H値の増大に俘ひて漸次」おノγム

ァノセデヒドρ溜出を認めpH　4・48に達すμば殆と添加せる酸の影響無く叉酷酸の場合

1ヰ比較的多量即ち浸液2pOccに封∫して氷酷酸10Gcを海加するもp耳3．19に留うホノγ

桑アルデ・ドの溜出を殆と妨害せぎることを認鞍う∫
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　　　6．宿生野瞼所彙報，第；33醗』57頁昭和4年

　　　7．衛生試瞼所彙報，第39號　177頁　昭和7」年

　　　8．日本衛生化學會誌第5巻第3號】57頁昭和8年

　　　　　　昭和九年九月
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鮪辮憎みア！げヒ柴町啄慮を
生起する物質の本燈に關する研究（第二報）

　　　　　　北海遣産やう烏賊に観て　　・

技1手1曲部・安夢
助’手長谷部俊彦

　本研究中ホ・γムア・げヒド化生艦の鑑識及抽出獣關しては隙前記第i轍出

て一括之を報告せう．

　今同余等は北海道産やう烏賊の水浸液に就き銀フラクチオン法を鷹話し以て同浸液

中ホノγムアノレデヒド反慮を呈する物質の何れのフラクチオンに移行するやを検しπる

に該成分は悉くリジンフラクチオン中に移行しベタイ「ンと共存し常用のアノンコ・」ノレ製

昇蒙沈澱法にようては爾者を分離し得ざうしも其アノγコーノγ溶液をナノレコーノγ製硝酸

銀溶液にて虚理する、ときは漣タインは完全1ご沈澱ぜられホルムァノγデヒド化生言忌は

悉く其母液面こ溶存するを以て之を分別し得たう．即ち銀沈澱を水中に昏昏し稀盤酸

’にて盤化銀を除きたる後減歴濃縮し冷所に放置ずれば白色針状の結晶を析出し之を永

ど鋲に加熱蒸溜するも溜液は全くボノγムアノンデとド反面を呈せず．面恥．237～239．5。

にし：て分析の結果ベタィン塵酸盛C5珪1NO2・宜crに一致し之まりピクラ・一ト（環．181。，

C、H、、N防C6耳N，0了），盤化金複盤（Fp．£05。l　C5：H血NO，・AaCl、）及盤化白金複塵〔：Fp．24461

（q恥qHCI三三製出し得たう欧に畷は櫨酸に傭繊を除瞬酸φり、

ウム’にゼ遊離鑛酸を除去しナノγコーγ分を三座溜回しだる後常法に從ひて燐シガノγブ

ラ云酸にぞ庭回して得たる沈澱をバゾヅト水にて分解し之を微弱璽酸々性に於て減塵

濃縮し自色回向の結晶を得た∬．この結晶は永と共に加熱蒸溜叉は封管加熱すれば極

めて著量のホノレムアノレデヒドを化生す．其Fp，2166’ �ｦし分析6結果C3ヨ調0・HCI’

なる組成を有することを認め：更に之れようピクラ・一ト（Fp．201～205。，　C3HgNO・C6H3・

N307），亭亭昌昌璽（Fp．268。，　C3HgNO・AuCI4）晶晶化亭亭複盛〔Fp．223。，（C3H：gNO・ 、
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耳Cl）2　Ptc切を製出し得たう・

前記ホノレムアルデヒドを化生する結晶性物質は之を文厭に徴するにW．R．　Ddnstan，

：E・Goulding爾氏（J・chem・soc・，75，792，1889）の研究に係るTrime七hylaminoxydと

同一物質と認めたるを以て同氏等の方法｝ζ基きTrimeもhylaminよう製出せるものと

余等の北海道産やう阜賊よウ抽出せる竜のとを比較せるに全く同一性質を有し二心

出物温感；製品の各塵霜曇0．1％水溶液5GCをカリウス管に封入し220。にて1時間加熱す

れば爾者共に前記分解液5cc｝ζ聴し一諭一に相針するホルムアノγデヒドを化生し其

分：解心中にDime七：hylan＃nの存在を確謹し得たム・郎ちやう乙張中のホノγムアノγデヒド

反磁を生起する物質の本訴はTrimethyhminoxydにして次式の如き痩化に依うてホ

ノンムアノγデヒドを化生するものと認む．

　　　　　　　　　　　　（C且3）3N：0＝CH20十NHくCH3）2

　　　　　　　　　　　　　　實　　験　　の　　部

’1）ホルムアルデヒド化生母艦の検索・

　北海遣産やう烏賊の細雨せる筋肉部分1kgに4倍量の水を加へ約60。にて1時間宛3

同温浸し浸液を集めて薇：弱酷酸々性となし減腿濃縮し濃縮液に酷酸鉛溶液を加へ析出

する沈澱を分離し其濾液に次酷酸鉛溶液を加へ析出する沈澱を分離し次に其濾液に粉

末ノ“フ。｝を加へ張アノγカリ性ならしむるときは再び多量の沈澱を析出するを以て之

を濾出し各沈澱を夫々稀硫酸にて二二し鉛を除諭したる後濾液を適度に濃縮し生烏賊

1009に相當する分量を取うpH：6・0となし直接蒸溜法（第1報参照）にようて得たる

溜液壱こ胱き卵白鐵油酸反慮を楡し泥，るに何れも陰性を示せう．

　鉛沈澱を除乱せる濾液は稀硫酸にて過剰の鉛を除去し常法に依う燐ウォノレフラム酸

にて乱闘したる沈澱をノ“リット水にて分解したる後之を銀フラクチオン法に從ひて心

理し各フラクチオンに分別せるものを夫々前記鉛沈澱の場合と三二に蒸溜して得たる

二二に就き卵自認臨酸二二を検したるにリジンフラクチオンのみ張陽性を呈し其他は

悉く陰性を示ぜう．回忌成績を要約表示すれば…欠の如し．



餉類藤隔アルデ・魔王の購を生起する瀕の糟噸す研究、（第二報） 133

　　　　　　　　　　　　　　　　　生やり烏賊1kg濫水浸液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酷酸鉛溶液

　　　　　　　　　　　1沈澱1　　　　　　　　　　　　　　　　［：渥痙］

　　　　　　　　　　即事　　　　撫購
　　　　　　　　　　　（陰性）　　　　　　　／濾液l　　　　　　　　　　　　　　　l沈澱r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　バリ，畷アリカリ性　　　　、．．　題鉛溶液i

　　　　　　　　　　　I濾液1　　1　　　　　　　　　　　　　　1沈澱1　　　　　　（陰性）

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　燐ウオ〃フヲム酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1バウリム及鉛除去溶液1

　　　　　　　　　　　　　　　　　1沈澱i　　　　I濾液1　』　　・　　　　（陰性）
　　　　　　　　t
　　　　　lバリット分解液1　　　（陰性）

　　　　　　　　　1
　　　　　　∫爾酸銀溶液1

　　　∫沈澱「・　　　　∫濾液∫

　　　　　1
　　　［醗］バリ。ト鰯ア効リ性
　　　　　　　　ド　　コノ　　　　（陰性）厘三重］　　　　　　1濾液｝

　　　　　　　　l
　　　lバリウム及銀除去溶液1パリジト強アルカリ性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（陰性）　　」沈澱f　　　　　　　　∫濾液「

　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　バ艸ム及銀除去溶液1　燐ウォルフラム酸・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（陰性）　　　［門門］　　　　　　　　［濾液］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　駆り・ト分解液1　　　（陰働

　　　　　　　　　　　　　　　　　（強陽牲）

　前記實験に依ウホノレムアノγデヒド化生母禮は悉くリジンフラクチオンに移行するこ

とを認めたるを以て之を常法に從ひ燐クォノγ7ラみ酸にて精製し微弱盤酸々性にて三

遷濃縮しシロ。プ歌となし放置せるに多量の自色針状の結晶を析出せう依って之を吸

引濾別し温湯よウ再結晶精製し其母液は低温にて高富し乾燥エキスと爲し雨者に就き

衣の方法に依うホノγムアノγデヒド化生の歌態を試験せう．

　槍瞳0・059を内容約300Gcの蒸溜コノγペンに水120ccを以て聴入しアスベ矛ト板上

にて蒸溜し溜液50CGを得る毎に同量の水を補給しつつ蒸溜を績け吝溜液に就き卵白

鐵臨酸反鷹に依ウて其含：量を概測したるに其成績次の如し・

結　　晶　　性　　物　　質

溜液番號i・・ムアルデ輔雌

1－2
　　1各一恃焉u

結晶を除別せる母．液エキス

霊液番號1幅アル…輔量
1－5 『呈色せず

’
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3

4

5－6

7－10

1工一26

27－34

35

36

1

60萬
1

各

各

奢

各

40萬
1

30萬
1

25萬
1

30萬
1

50萬
1

60萬
1

70萬

　前記結晶を錦鱗常用せらるるSchulze氏（Z．　ph）・sio1．　Chem．60，「ユ55，1909）のベタ

イン分離法に從ひ多量の純アノンコーノレ1こ加温溶解せしめ冷後アノレコ7ノン製昇蒙溶液を

加ふるときは多量の沈澱を析出するを以て之を濾黙し水に溶解し硫化水素にて：水銀を

除きたる後減歴濃縮し放置するときは多量の針献結晶を析出す…欠に前記昇天沈澱濾液

ようアノレコーノγを溜害したる残渣を水に溶解し硫化水素にセ水銀を除き之を減厘濃縮

し：再び白色の針状結晶を得たり・今之等雨種綜晶に就き前記の如く其0・059を取わて

蒸溜を行ひて得たる各溜液に就き卵白鐵璽酸反鷹を槍したるに爾結晶共何れもホノレム

アルデヒド禽竜を呈し昇乗法に依うては走者の分離不可能なるを認めたう．其成績次

の如し．

昇乗沈澱より得たる結晶

溜　液番號 ホルムアルデヒド概測量

1－3

4－8

9－15

16－20

各

各

各

1

60萬
ユ

40萬
1

各

60萬
1

60萬

昇栄沈澱母液よリ得たる結晶

溜　液』番號 ホ1レムアルデヒド概測髭

1－4

5

6一20

21－30

31－32

33　1

2）＊ルムアルデヒド化生母髄とべタインとの分離試験

各
1

50萬
1

2δ萬

1

　20萬
　　1，
各
　30萬
各、義

　，ま萬

前記の如く二二法に依うてはホぞムアノγデヒド化生二二分離の目的を達し碍ざウし

を以て更に種々實験の結果結晶を純アノンコーノレに溶解し，之にアノγコーラγ製硝酸銀溶

隻
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液を添加し析出する沈澱を秀離するときはホノγムナノンデピ“化生母髄を完全に分離し

得べ：きことを認めたφ．回れ共；其實施に當う之等の結晶ば回れ竜純ナルコーニノレに三三

なるを玖て其溶解に極めて多量の純アノレコ」一レを遜要とし其取扱ひ甚しく．不便なるを

以て該結晶を約20倍量：の純アノγコーノン中に投入し稽過剰の粉末硝酸銀を添加し三三

器を附して温湯中にて僅かに茄摩すれば一ミタガシは盤化銀と共に完全に沈澱し化生母

騰の硝酸盤は維わレコーノγに易溶なるを以て溶存し新くして三者容易に分離せら・惹

叢に得たるベタィンの銀沈澱を硝酸銀含有純アノγコ←ノγに七出時よく’洗ひ三三を濾液

に合し沈澱は之を水に混弔し稽過剰の稀幽酸を加へて盛化銀を除き濾液を回歴濃縮し

冷脈媚猟ば巨悪の縄蜥出す∫之憧細タ・一・ウ卵纈回す・
前記銀沈澱を分離せる濾液は之に稀盤酸を加へ析出する塵化銀を除き其濾液に粉末炭

酸ノ“リウムを混じ振等して遊離鑛酸を除去したる後アノγコーノγを減厘溜降し其濃縮液

を常法に依ウ燐のウォノγプラム酸1こて沈澱せしめ之を諦リット水にて分解し過剰のバリ

ウムを稀硫酸にて精密に除去し華に得たる母瞠の硫酸璽をク亡一ノγバリウムにて盤酸

塞に麺じ，減歴濃帯し之に純アノγコーノγを加へ放置すれば白色電解Q結晶を得更に之

を純潔タノーノγよ卦再結晶精製す．以上の實験には原料として乾烏賊を使用せ．う，其

成績に依ればフジンフラクチオンよウ得たる総結晶性物質は乾烏賊1kgに付璽酸性と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
して約65gにして内ベタィン盤樽町は約40gに国尽し其他は化生母膿め盤酸璽な参前

記庭理法を要約表示すれば衣の如し…

1り．ジン・璽チオン燐ウオル・塾酸沈璽バリ・堕塑薗

微弱塵二面性減上濃縮

圏　1洗液1壕i
水に混掩稻過剰　　　　　　　　（塵化銀）

　の稀盛酸添加

［璽1　［亟1
（魎化銀）　∫減厘灘編

　　　　　1画．　　　　！
　　　（ベタイン騨飛騨）

　　　　　　　　凹型

　　20倍量の純アルコール及粉末硝酸銀塵理

　　　　　　　　　　　1画一　　　　／［姻
アルコール製硝酸銀液にて洗｛條　　　　稀塵酸添加

　　　’［濾液］

（ホルムアルデヒド反目陰性）

バリット分解液微弱盛酸々性にて減塵濃縮

　　［翻
炭酸バリウムにて

鑛酸除去後アルコー’
　ルゑ減墨跡去

　　1醐
燐iクオルララム酸：

　　［璽1

　　璽］

、

（ホルムアルデヒド化生母川盛酸騒）
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　3）　リジンフラク手オンより得たる2種の結晶性物質1二就て

　前記リジ’ンフラクテオンよ釦得たる2種の結晶性物質中1はTrilnethylaminoxyd

他はBetainにして前者はホノンムアァデヒドを化生し後者は之を化生せざる乙とを確

回せ釦即ち次の如し・

　　　　　　　　　　　　A）．抽出せるBetain、の性状

　（a）堕酸堕　前記ア〃〆コーノγ製硝酸銀沈澱よウ上せる白色針歌の結晶は強き酸昧を

有し其水溶液は著しき鑛酸々牲を示す．Fp．237。～238．5。　　　　　　　　　　　’

　　分析

　　1．物質　　　0．091g　　　CO2：0。13g　　　H20：0．063g　　　C％　38．96　　H％

　　2．　　”　　　　　　0．1123g　　　　　〃　　0．1339g　　　　　〃　　0護）656g　　　　　〃　　　38．81　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　李均　　．〃38．89　〃
　　物質’　　0．0601g　　　　N2：4．68cc（771mm，17。♪　　　　N％9．13

　　〃　　　　0．1123g　　　　AgCI：0．1045g（Carius）　　　　CI％23．02

　　C5H11NO2・HC工として理論数C％39．06，　H％7．87，　N％9．12，　CI％23の8．

　　分子量測定（滴定法，標示藥ブロームチモールブラウ）

　　L　物質　　oユg　　　　　N／10KOH　　6．6cc　　　　　分子量　　151．51

　　2．　　　”　　　　0」1174g　　　　　　　　　”　　　　　　　　　7．75cc　　　　　　　　　　〃　　　　　151ゐ0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　町鳶　　　〃　151．51
　　　CδH皿NO2。：E［GIとして理論的　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　15％6

（b）ビクラ幽，卜

7．75

7．79

7．77

　　　　　　　　　盤酸豊0．5gを取ウナトロン油液にて中和しだる後適量のビクリ

ン酸を加へて冷所に；放置すれば針献の結晶を析出す之を二二し温湯よ参歎同再結晶し

て精製す．黄色針歌の結晶を得た鋲得量：1．159，：Fp．181。

　　分析

　　　1．　物質　　0誕）672g　　　　　CO2；0ρ942g　　　　　I玉20；0．0261g　　　　　C％　　38．23　　　　　H％　　4．35

　　　2．　　　”　　　0誕）246g　　　　　　　〃　　0ρ343g　　　　　　〃　　　0．0095g　　　　　　〃　　38．03　　　　　　〃　　　4．32

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李均　 〃38．13　〃4．34

　　　物質0．025g　　　　　N2：3，7cc（7641nm，25。）　　　　　　　　　　　　　N％16．53

．　　　C5E11NO2・C6H3N307として理論鍛　　　　C％　38ユ4，　　　H％　4．08　　　N％16．19

　（c）乱民金複圏　塵酸盛0．59を取ウ之に稀幽幽敷滴を加へたる後計算量の10％璽

化金溶液を加へ硫酸乱心器中に放置すれ曜針状結晶を析出す，之を溝集し温湯よわ数

、同再結晶精製す．黄色針状の結晶を得たう．得量1．19，Fp．205。

鰯
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　　分析

　　　物質　0。0592g　　　　，　N2：1．74cc（763m皿．20。）　　　　N％　　3．37

　　　　〃　　0．1171g　　　　　．Au：0ρ5019　　　1‘　　　　　　　　　．ALu％　　42．78

　　　CδH11NO2・HAuC14として理論敷　　　N％　3．07，　Au％　43．14

　（d）塵化骨門馬塵　璽酸璽0．59を取う10％盤化自金溶液を用ひ前記理化金復革め

揚合と同様に庭理す．帯褐黄色針状の結晶を得た6，得量19，224にて分解溶融す．

　　分析

　　　物質　0ρ565g　　　　N2：2βcc（764mm．19。）一　　　N％　　4569

　　　　”　　　0ユ172g　　　　　　　Pt；0ρ348g　　　　　　　　　　　　　　　　Pt％　　29β9

　　　（C5H11NO2・HCI）2　PtC14として理論・数R％　4．35，　H％　30．30

　　　：B）抽出せるホルムアルデヒド化生母髄（Tdme七hylaminoxyd）の性状

　（a）盤酸盤　白色針状の結晶にして其水溶液は張き酸味虹鑛酸々性を示し水に易溶

アノレコーア，メタノ・一ノレ，氷酷酸及ピリヂンには難溶，エPテノγ，石油工・一チノン，ア

セトン及べンブーノγに不溶なう・216。にて分解溶融す・　　，　　　　　　　・

　　分析　　　　　　　　　　　’

　　1．物貴a101g　CO・・0ユ些％g　H・0・α0793g　C％3aOO

　　2．　　〃　　　0．1013g　　　　　〃　：0．1193g　　　　　〃　：0．08123g　　　　　〃　　　32．12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準均　　 〃32．06

　　　物質　0ρ42g　　　N2：447cc（771mm．17。）

　　　　”　　．0．1287g　　　　AgCl：0．1655g　（Carius）　’

　　　C3HgNO・HGIとして理論数　　　C％　32：a8，　H％　9の4，　N％　12．56，

　　分子量測定（滴定法　標示藥ブロームチモPルブラウ）

　　物質　0．0995g　　　N110　K：OH　8．6cc　　　分子量　115．70

　　　〃　　　0．103g　　　　　　　　　　　”　　　　　　8．62cG　　　　　　　　〃　　　　118。80

　　　　　　　　　　　　　　　　牢均　　〃　11725

　　C3HgNO・HC玉として理論数、　　　　　　　　　　　　115．55

（b）1ピクラート

　　　　　　　　　　馳
　分析

　　L　物質　　0．0912g　　　　　CO2：0．1192g　　　　　H20：0．033g

　　盆”0の919　〃q11979‘　・”α03239

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挙　均

H％　8．79

〃　　8．97

　〃　　8．88

N％　12．48

C1％　31．81

C1％　31．78

　　　　　　　　　　臨酸盤0・59を取ク前記ベタィン盤酸1謹に．於けると同檬に庭曝す

黄色微細針状結晶を得箆ウ，瞬断12g，：FPr　201『～205。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C％　　35。65　　　　　H：％　　　4ρ5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　35．87　　　　　　　〃　　　　3．97

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　35．76　　　　　　〃　　　4．01
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　　　物質　0．0336g　N2：5．46cc（7631nm．23。）　　　　　　　　　　　　　　　　N％　18．35　「』

　　　C3H：gNO・C6H、N307として理論数　　　d％35．52，且％334，　N％18紐

　（c）盤化金複盤　幽酸盤0．59を取う前記ベタィン鯉酸幽に於けると同檬に転回す・

黄色針状の結晶を得たう・得量1・49，Fp．268。　　　　　　　　　　　　，．．

　　秀析

　　　物質0．σ523g　　N，：ユ．6c・（7磁mm．18。）　　　N％3．らポ

　　　〃　　0．1231g　　　　　　Au：0．0579g　　　　　　　　　　　　　　　　　　Au％　　47．03

　　　C3HgNO・HAuCI4として理論数　　　　　　1寸％　3．37，・ムU％魑47．50

　（d）塵化野野州塵　臨結了0．59を取ウ前記ベタィン盤即興に於けると同様に塵回

す・帯褐黄色針状の維晶を得たう・得量1・19・：Fp・323。

　　分時

　　　物質’0ρ6319：lR，・272cc（764mm．19。）　　　・N％生97・

　　　”q11629・Pt：σ騨9，．　　　　Pt％3a22’
　　　（C・H・NO’HCI）・PtCl・として理論、．9　N％鵬．　Pt％3生85

　（e）遊離盛基面山面を水に溶解しフェノールフタレインを標示藥としバ・リット

水にて中和し30。以下の低温にて減歴濃縮して得たる三山物を純ア刀・コーノレにて浸出

し浸液中のアノγマールを溜面部て濃厚となレ結晶を析出せしめ之を再結晶精製す・本

品は潮解性を有する自色無臭微細の針状結轟にして葡萄糖に類する甘味を有し2分子

の結晶水を含み其0．1％水溶液はpH　7．08に・して石鹸溶液檬の鯛威を有す．水，アノン

コーーノγ，’ ＜^ノーノレ，グリセリン，ヒ●リヂン及氷酷酸には易溶なる竜工6ヲノレ，石油工

一テ・レ，アセトン，ベンゾーノγ，キシ・」ノレ，二硫化炭素，四盤化炭素ク諏ホノレム，

酷酸工・一」わンには不溶なう・本品を乾燥室氣中にて注意して徐々に10ぴ以上に加熱

すれば先づ熔融して結晶水を失ひ次に一部分昇華す．叉灘潤空回中特に少量の水を添

．加して100。以上ここ張熱すれ歳ホノγムアノンデヒド，炭酸琵斯及アンモ』ア等に分解す．

！本卦の水溶液は燐ウ・オノγプラム酸にて白色二三の沈澱を析出するも昇莱，タンニ’ン

酸，ドラゲンドルフ試藥，マイヤー試藥及フ三一リツグ試藥にようて沈澱せず．アソ

ー螺酸鰍を沖し輝マンガン酸刺溶液は酸脚まア・ンカ雌にて鵬容易

なるも中称にてな困難なう．爾ほミロン反鳳ネスリレ反回及ビウレッ不聖慮回れも

陰性なう．．　・
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　4）押脚加熱に依るホルムアルデヒド化生試験一

　今回やウ烏賊よう抽出せる結晶性Trime七hyiaminoxy　dは其極あて微量にて竜著量

のホ・γムア・げ・ドを雌す魏以て懲や鳩岡の水浸繊幽し實施し尉た．るカ・

如く蒸溜畑中にて加熱分解せしめ其溜液に就きて試験する方法は甚だ不適當なること

を認めたるを以て結晶を水と共にカツウス管申にて加熱し化生せるホノγムナπデヒド

を直接鑑識する方法を案出せう．郎ち次の如し．　　　　　・．．¢

llT「ime七hylaminox舛耐酸盤0ユ％水溶液5⑳’をカリウス管に封入し次表に示すが

如き温度に：て一定時聞：加熱しだる後其分解液を卵白餓直心反張に’よウて化生ホル盗ア

平デζ．ド量を比色適量せう・其成績次の如し㌧・　・　旨．・　　．　　一、ご∵乳

　　加熱時間
：加熱温度

110。

127。

1δ0。

160。

220。

1　　時　　　間

痕　　跡

　1　’
5500

2　　時　　　間

呈色せず

　〃

　〃

　1
50萬

5　　時　　　間

痕　　跡

〃

、義軍

、鼠騒

　備考　づタイン盤一三0・1％水溶液5ccを220。．にて1時一封管加熱せるもの1ホ卵

白国璽酸反鷹陰性な鉱

　前記成績に依れば160。にて5時間加熱の際に化生するホルムアノンデヒドの分量は

毒躍る画し22昧て塒間加熱するときは鰍戯しく獺の煙ムァ・γ

デヒドを化生し其分解液は強きホルムァノγデヒド臭を登し之を10倍に三三し卵自鐵

塵酸反鷹によ釦て比色定量：するに5£5千のホ川ムアノγデヒド量に相増し之を原液5GC

中の含量に換算すれば諭に相當せう・

　5）やり烏賊より得たるホルムアルデヒド化生母髄と試製Thme七hy1タm量noxyd

　　　との比較試験

前記試験にようや鳩下中のホ・γムア・げ・ド化生母膿はT・im・七hyl・min・xydに

一致することを認めたるを以て更にW．R．　Dunstan．　E．（｝oulding氏等に從ひTrimet一
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　hylaminよゐTrimethylaminoxydを合成し之を抽出卿と比較せう・郎ち試製品の璽

三三は白色針状の結晶にして216。にて分解熔融し其他一般性状はやウ鳥賊よう得た

ノるも¢～と全く一致し三者を三三するも熔融鮎の下降を示さず暖

　　　分析

　　　　繧勿質　　0ρ5g　　　N2＝5ゐ6cc（763＝ロτn．230）　　　　　　　　　　　　　　N％　　12β0

　　　　〃　　　0．08pg　　　　　’　AgCl　O．114g　（Cariu8）　　　　　　　　　　髄　　Cl％　　31船

　　　　C3HgNO。H：C1として理論数　　　　　　　N％　12．56　　　　Cl％　31。78

　　三品の0．1％水溶液、5ccをやう烏賊よう得たる結晶と同様に220。にて1時間封管

　加熱したる後卵自鐵盤酸反鷹にようて化生ホノンムアノレデヒド：量を比色定量せるにやウ

　烏賊よシ得πるものと全く同一・にして「轟「に相當し，叉やう烏賊よう抽出せる結晶

　友試製品の分：解液に就き夫々］コieberman’s　Ni七rosalnin反懸を槍したるに軌れも強陽

磯性を呈しDime七hyla皿inの現存を示せるもベタィンの封管加熱分解液は該反慮陰性

　，を示せウ．

　　　　　昭和九年十月　　　　　　　　　’
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一，緒

ホルムァルデヒ．ドに謝する

　卵白鐵藍酸反面に就て・

言

技

　助

内．容

二．柳澤丸山氏法と改良卵白鐵豊酸法の比較

離
船．月面添加：量の呈色に及ぼす影饗試験

四・二化第二鍛添加量の呈色一一に及ぼす影

　響試験

五・ホ〃ムアルデヒ膿辱溶液に封ずる卵白

　　　　　　　　　　　・一．緒

手　服・部　　安　藏

手　長　谷　部　俊　彦

山　次

　　鐵騨酸反慮に就て

　六．類似反：慮に封ずる試験

　七．試藥の耐久力試瞼

　八．清酒に蹴きて施行せる試験

　九．総括戴結論

　　引用丈厭

言

　ホノレムアルデヒドは飲食物の防腐湖として從來屡々慮用せらる」竜のにして又蟹，

烏賊及章魚等の魚肉類中には自然にホノγムアノレデヒド反慮を生起する物質を化成し燃

製肉類に在うては其製造工程中微量の該反鷹を呈する物質を生成す．

　斯の如く自然に食品中にボアムアノγデヒドの呈色反慮を生起する物質を微量に含存

することあるを珍て防腐の目的に故意に添加せるものな，うや否や其到建上屡々疑義を

生ずることあう．　　　　　　　　　　　　　　　　’

　從來ホノンムア！レデヒド弓懸として一般に二二せちれたるものは銑に20』種に絵る竜

其多くは類似反回を伜ひてホノシムアルデヒド固有の三鷹と認むべきものは極めて少し

豊Pち・926年靭チ。力痴ルー・シ選畢は22種…・ア7デ・嗅飯隙

就ぎ比較試験したる結暴其固有の反慮として實用に供し得べき竜のはユッヂ三法（フ．

ロログノγチン及ナトロシ叉はカリ油液による反慮），ザバリチュカ，り一ぜン＾ミノγグ氏．

法（フロログノγチン及カリ三三による三鷹），コーン三法（レゾノγチン硫酸反磨），ア≒

ノノンドメンツェノγ民第二法（アノγカリ性溶液中に於けるフェニーノγヒドラチン及ごト’

bプノγシットナトリウムの丁半），リミニβ氏法（アアカリ性溶液に於ける壷酸フ出昌・・
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一ノγヒドラチン及ニトロブ川シットナトリウムの三二），フィナッケ氏法（フクシン亜

硫酸厘鷹）の6種に過ぎず，其他は極あて濃厚溶液に於てのみ呈色するか又はアセト

ァノレデヒド，フノγフローノγ等に佐うて類似反回を隼起するを以て敢食物中ホノγムァノγ

デヒドの蹄反回として三二三四し冒Bは面ことを回せう・

　蛋白質申のトリプトファシとホノγムアルデヒドは盛化餓，亜硝酸ソーダ叉は過酸化

水素の二二作用によウて紫色の色素を化成する之とは既にトリプトファンアノγデヒド

反正雀して知られたるところにして層ユ920年フユーノγス及ノーべ髭養i割ま之をトリプ

トファンの比色定量法に鷹用ぜう．而して之をホノγムアノンデヒドの鑑識に慮回せるは

・896年一一ネ濃ことして虚心r…テ・1・舗の疑ある牛孚Ll・糧の雛

含む粗製濃硫酸を添加し2液層どなすときはホノγムアノγデヒドの存在に於七は紫色の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの輪帯を生ずることを認め，次で1890年レォナノγドスミ．ス氏等は牛乳に少量の塵三三

及濃盤酸を添加し煮沸するときは二三中100萬分1のホノγムア～γデヒドを鑑識し得べ

きことを報告せ鋲
　　　　　　　　　　　　　くのく　　　ラ

雑面の反屈關騨研究賜燧｝ζ1903年フ・㍗グノ低はへ一ネノγ氏反

論牛乳？碑らず一般飲食榊のホ脇アルデヒ・ドの漁礁肌蝉回心1く1

按上せ鋲同氏は本反回はア、セ．トアノγデヒド，パラアアデヒド，フノンフロ・一ノγ瓦爾他

の物質に，よう黄色，黄褐色，褐色，帯緑褐色5くは赤褐色を呈し過酸化水素，、多歎の脂

肪拉芳香厩有機聴炭水化蛎及フェノrニル等に依ウ．ても全く紫色を呈ギざる乙とを報

告せう．

　　　　　　　　　　　　　　　くエの　　　　　　　　　く　エラ　　　　　　　ロ　ラ

　其後ザ・“野・坂ザヅシ・・．ラ・㌣及ラフー・ン氏等赫へ一ネ・γ氏反雁轟こ

高き試験し葡萄糖及乳糖溶液等は二二二叉は赤褐色の輪帯を生じ荷ほ藤糖g過熱の揚，

合或はぞ四　ゆ存在雄藩鴛誌面髄を撚硯を結粉
・斗9手5年ザ・γゴウスキー氏はフτテ斥反慮中の牛乳を．舛・！ペハン1嘩め次ρ｛

如き試験法、を案出せム・

　室ノレムアぞデドド含有心確稗8ccに小艶量のウヰ．ッ・テペプト・ンを振盟しつ㌧添和し

領る毎3％卑畷識澱3正嫡をカ1磁に徴る僅に賦払澱中に其孚量に

相當す多比重U9を有する睡酸を二十て加熱煮沸に至らレむ・此際：1001萬分i1¢）微；
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量ρホルムア勿デヒ：ドの存在¢隔ても直に紫色を呈し明に客を識別し得回し一　’2

．．爾ほ同氏等の研窒壱ζ依ればオキ劃メ三一彫フノンローノγも1亦本三鷹に類似する皐：色を

示すを腿てホノ￥ムアノγデ七ドの固有の三鷹とは認め難しと報告鷺ら：れだ鉱

今前記の諸反乱看る臓れ綴噸とレて牛乳若湯舛・テペハンを脚下

膿硫酸を作用せしむるか叉は轍二二に於て加鮒るも9なる湿て牛孚L中の齢

は一回分炭化せられて赤二色を三二呈色著レ・タ妨害せらる＼か叉は尽ズトン中の不純

物の鍵化にようて其呈色の鮮明度を阻害せらる・に至る，而してザノレデウスキー氏三鷹

は呈色三明に備三二なるを以て不満足ながら三三屡々ホ・レムア・げヒドの雁

二二雌用し其含量？概測に便せう、・公共三下二丁・過ぎ往旅しで5QO萬分・

1の微量に於ても街ほ僅御こ汚紫色を帯び又ホ・ンムアノγデヒドを含有￥ざるものに於

て轍鵬色を呈し・呈色穿掟の限界二三三野る騰あ・う，‡二二に六正
　　　　　　ロのロ
与年遡澤1忌辰品等！こ依！て登表せられ，たる方法は牛乳及ペプ｝ンに代ふるに鶏卵自を

使用レ塵酸孝二化第；鐵の添加量を適當に加減したるを以て前記の減反慮に比し類似

反鷹を呈する事少く同氏等の報告に依ればアセトァノレドデヒド，づぞτ北デド下，フェ

ノーノγ，有機酸，其他清酒中の二三性成分に思うて類似反回を呈する乙となく清酒に

就きて回するに50萬分1のホノγムアノレデヒドもよく鮮麗なる紫色を呈し明に之を鑑

繊下面㌣騨告せら醸う・然れ綜等ρ反騨鵡ザ裡チーカ恥ノ　オ

シ3購の比感論告申に引用せ鱒ざρU堪だ醐とするところなう・∵．

　．三等は食品中のホ～ンムアノγデヒド鑑識法として前記柳澤，丸山氏法を最：竜適當な・か

と認めたる竜之が實際的特用に當りては三鷹溶液中に多：量の白色回状物質を析出．し呈

色限界鮎め到別上不便勘からざるを以て之を改善して澄明溶液となし獄で前記ザノγコ

ゥスキP三山こ於略読く臆定量潔醐せ限孕姻し轡實即結果其呈
色限聯を100萬分1前後1・低下し呈色液醐にして三三噸鮪するも郵鍵色・

賢る騨砒二心r耳賦藥は担三品騨に職得るこ．とを認め獅を以て

惣ζ嫌回すざし1　　，　　　，．
　　　∵三r・．隅神恵と改産卵峰牽騨ρ些三三駿，

柳澤・・糊十二逸二十二｝嘩き牛孚しめ代列こ辮卑礪騨紬ρにレで蝉
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曲定法に比し艶著しく鰻な姶雛公定陰獣臓丸山瞭暦翠次の如し
　濁逸事定法　槍法5ccを潤大なる試験管に取ウ之にi新鮮なる半乳・2co及比重1．124

の豊酸（其100cGに就き10％盛化第二鐵溶液0・2Gcを加へたるもの）7cGを混和し加

熱して約30秒軽微に沸騰せしむホルムアルデヒドの存在に於ては紫色を呈すべし．

一柳澤，丸山氏本法　槍液10ccを取ウ生鶏卵白1分に水4分を加へよく混和して得

たる透明液5cc及璽酸（局方敵襲11に就き5％塵化第二鐵溶液1ccを加へたるもの）

15CGを加へて影面乃至1分間煮沸せしむるときはホノγムアノレデヒドの存在に於ては

紫色を呈す．

　柳澤，丸山氏別法　前期中の槍備探取量を5cc及腰化第二鐵盤酸溶液添加量を7・5ce

た央々孚減し其他は詩法と全く同一方法に依うて試験せう．

　余等は前記柳澤，丸山氏法に準潔し卵白，臨化第二鐵及盤酸の分量：を種々獲更して

製ぜる卵自鐵璽酸溶液及鶏卵白の代うに牛乳を使用せる牛乳鐵璽酸溶液を調製し種々

の割合にホルムアノγデヒドを含有する水溶液に就き比較試験せり，即ち衣の如し．

　　　A．卵白鐵璽酸甲法による講験

　本法は前記柳澤，丸山氏本法に基きて調製せる出自鐵塵酸溶液を使用せるものにし

て其試藥の製法及試験法を示せば次の如し．

　生鶏卵白10gに水40ccを加へ振尊して得たる溶液を30％盤酸20cG中に徐々に混

和したる後脚35。にて；襲爵間温め凝固せる蛋白質を濾過し濾液を30％盤酸ユ30cc中

に撹黒しつ㌧混和して得たる澄明液に新製0．5％盤化第二鐡溶液0．75CGを加ふ．槍

液5ccに本試藥10ccを添加し沸湯申に5分間加熱したる後悔に冷却すべし．

　　　B．卵白餓盛酸乙法に依る試鹸

　本法は前記柳澤，丸山氏別法に基きて調製せる試藥を慮博せるものにして其試藥の

褻法及試験法難の如し．

　生瀬卵白109に水40ccを加へ振亡して得たる溶液を36％塵酸20cG中に徐々に

回漕しπる後約35。｝ζて敷分段温め凝固せる蛋白質を濾過し濾液を30％幽酸55cc．

中に撹搾しつ＼混和して得たる澄明液に新製0．5繋留化第ご餓溶液0．75ccを添加す．

二丁5CGに本試藥425coを添加し沸湯中にて5分間加熱したる丁丁に冷却すべし・
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　　　C一卵白鐵盛物丙法に依る試験　　　　　　　　　　　　　　　．　　、　・1．：

　本法は前者よう璽酸の濃度を少しく弱めたるものにして其心計の製法及試験法を示≒

せば次の如し・　：’・∫

　生鶏卵白10gに永65cc髪加へ振蛋して得たる溶液を・30％塵酸20cG中に徐夕に混

和したる後約35。・にて数分間温め凝固せる蛋白質を濾遇し濾液を30％盤酸35G9中1ζ

撹絆しつ＼混和して得たる澄明液に新製α5％塩化第二鐵溶液鱗ccを添加す・．

徽5・曜本試藥捻5CC燃加聯回申にて5舳熱たる後馬に馴すべレ・’・、

　　　D・牛孚』鐵盤台甲法に依る試験

　奉試藥は前記卵白鐵璽酸甲山に於ける鵯卵白の代ウに牛乳（qo量）を使用せる竜の1

にして試藥の製法及試験法は之と全く同一なう・

　　　：E．牛乳鐵盤面ζ法に依る試験．　　　層　　　　f1

　本訪藥ば前記夘白三管酸乙法に於ける鶴卵白あ代うに牛乳（co量）』を使用せるもの

にして試論め製法及試験法は之と全く同一ま餌

　前記試験法に基きて施行煙る成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　一　　　表

試　験法

試藥添加量（cc）

検液探取量（cc）

　　　1萬分1

　　　5萬分1

ホ・・　10萬分1・

1・’層’『 Q噛分1
み』 @25萬分1
ア

　　50萬分1
ル

デ　　75萬分1

ヒ　100萬分1

ド　150萬分1

含　加0萬分1
量
　　300萬分1

　　500萬分1

柳澤，丸山

氏本法

卵白液6‘｛

臨調四二鐵
塵酸15

10．0

濃

淡

微

趣

痕

〃

業

〃

〃

内

紫

紫

紫

紫

跡

殆と呈色せず

騰く

　　　～

柳澤，丸山

氏別法

卵白液2｛

豊化簾二鐡
臨酸7．5

　」
5．0

濃　　　紫

　　〃

淡　　・紫

　　ドノ
ル（前者より囎淡し）

微　　　紫

極微紫
・痕　　．跡

全く呈色堂ず

門ザ》

塞

卵　白　鐵盛酸法
甲法　　1　乙法　　i　丙法

10．0

5．0

濃　　　紫

　　〃

　　〃

　．紫

　　〃

淡　　　紫

微　　　紫

趣蜜紫
殆と呈色せず

　呈色せず、＝1

　蓬1

12．5’

5．0

濃　　　紫

　　〃　　1

　　〃

　　紫

　　〃

淡　　．紫

薇　　紫

殆と呈色せず

全く呈色せず

12．5

5．0

淡、〃

！’（

微

業．

前者より
稽淡・し

紫

　　〃

　　〃

　　〃

趣微’紫

痕　　．跡

）

牛乳鐵塵三法
甲法　1　乙法

16ρ

5．0

淡紫紅
微』紫紅
樽・微頬紅

、痕 跡

12．5

5rO

淡紫．柱．

〃

，聲．御紫紅

・全く艶ぜず・痕鋸

全く呈色せず

聖，

、　〃

〃

全く呈色碑面

←・1

，■ﾝ　℃

9

、
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附　記

　柳澤、、丸山氏法は捕れも沸湯中にて5分間加熱硬直に冷却せり、’

　前記試験成績を看るに柳澤，丸山氏本法はホノγムアノレデヒド含量ユ00萬分1のもの

は微紫色を呈し200萬分1・にても荷ほ痕跡程度の著色を示し500萬分1にては全く呈

色せざる1こ至る1即ち明瞭に識別』し得べき呈色は150萬分1以上にして夫れ以下に企

ては翠色の程度を識別すること困難な．ウ．・又其別法に於ては本法に比して一般に不鏡

敏となウ75萬分1のものは極微紫色ユ00萬分1のものに在うては痕跡程度の著色を

示し150萬分1添加のものは全く呈色せず．次に柳澤，丸山氏本法に準屯して調製せ

る卵白銀盤酸甲法の試藥を渡川せる成績に在うては100萬分1添加のものは極微紫色

を呈する’烽P50萬分1添加のものは殆ど呈色せざう『 ｫ．手鑓加法に於ては75萬分1

以上添加のものは強健と殆ど同一呈色を示すもユ00萬分1添加のものは殆ど呈色せ

ずL次に同丙法に在うては前記ζ法に比して一般に淡色となうて呈色限界鮎明瞭を敏

き100萬分1添加のものは極微紫色，150萬分1・添加のものは痕跡程度の著色を示し

前記甲乙爾法に比して却って不良の成績を示せう．

　卵白の代ウに牛乳を用ひたるものは義れ竜呈色著しく不鋭敏となれう帥ち前記卵白

餓下翼甲法試藥に準浮して調製せる牛乳鐵幽酸甲法に在うては1萬分1を添加せる濃

厚水溶液に在うても淡紫紅色を呈するに過ぎず10萬分1添加のものは極微紫紅色次

に20萬分1添加のものは痕跡程度の織色を示し，叉卵自尊盤酸加法に準擁して製せ

る牛乳餓幽酸工法に在りては前記話法に比して僅に鏡敏度を増し25萬分1添加のも

のに在ウても亦痕跡程度Q呈色を示すことを認～うだウ．

　前記卵白準準挙試i藥に依る甲，乙及丙の3法申甲，乙の修法は義れも實用的底値を

認め得べく蘇に乙法最も曝露なうと認めたるを以て以下の試験には専ら該法を慮用し

軍に之を卵白鐡塵酸法として示せ鋲

　　　　　　　　　’三・試藥添加量の呈色に及ぼす影響試験

卵繊鰍乙法1・於け獄藥の添輝125Gcは柳灘加氏別法曜きて乏を恥

せるものなるも果して此の分量が最適量．なるや否や一三之を吟味するの必要を認あた

るを以て種々の割合にホノγムア〃デ・ドを添加ぜる蒸溜水に該試藥を丁々馳5cc，10cc，
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12・5Gc，15cc，20cc及35ccを添加し之に就き其呈色反鷹を臥し次の成績を得た動

　　　　　　　　　　　　　　第　　層二■．表

卵白鐵幽酸溶液・
添加量＝（CC）

l／灘

l！灘

5。0

淡：　　　紫

　　〃

微：　　　紫

　　”

　　〃

極　微　紫

全く呈色せず

10．0

濃

淡

微

痕

幽紫

〃

紫．

〃

紫

「紫．

跡

殆乏呈色せず

12．5’

濃

淡

微

〃

〃

紫

”

紫

紫

紫

殆と呈色せず

15．0

濃

淡

微

〃

〃

紫

”

紫

紫

紫

蘇と呈色せず

20。0

濃

淡

微

〃

〃

紫

〃

紫

紫

紫

．殆と呈色せず

35．0

濃

淡

微

〃

〃

紫

”　，

紫

紫・

紫

殆と虹色せ開

　前記試験成績幽く依れば卵自鐵盤下学5CG添加の聯合は呈色一般に淡色なる竜試藥添

加量の増加に伜ひて漸次呈色濃厚となφ12・5cc添加に至ウ最：高を示し爾後三三の増

量に伜ひて殆ど影響せらる＼ことなく35cc添力直に於ても」2．5cc添加の揚合と其呈色

殆ど大差無き乙とを認めたウ．．

　　　　　　　四．盤化第二鐵添加量め呈色反磨に及ぼす影響試験

　前記卵白鐵盛丁半野中に添加せる盤化第二鐵の分量によりて呈色反慮鏡丁度に及増

す關係を知らんが屈め卵白鐵盤酸溶液調製の際豊酸75ccに怪し0．5％盤・化第二鐵溶

液を夫々0．15cc，0，375cG，0．75cc，1cc，1．5cc及3coの割合に添加せるものを調製し

之等を以てホノンムアノンデヒド含有蒸溜水に就き試験を施行し次の成績を得たり・：

　　　　　　　　　　　　　　第　　三　　表

叢脇蟹鱈二鐵　α15 0．375
『0．75

1．0 1．5 3．0

縫錺磁魎化1…1 …2・1…5・ 0．0067 0．01 0．02払

司、

1萬分1

5萬分1

10萬分1

20萬分1

25萬分1

50萬分1層

濃　紫　紅

　”　、

　〃
紫　　　紅

淡紫紅

微紫紅

濃

”

〃

紫

〃

紫

淡　　　紫

濃

淡

〃

〃

紫

〃

六

六

濃

．淡

微

〃

〃

紫

紫

紫

・紫

濃

淡

微

．．”

”

紫

紫

紫

寸

歩　鷹紫

　　霧

微　　　　紫・

　　ノノ　コ

温臨高高，冷時
殆と呈色せず
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箋L欝 ’尽日　紅

趣微紫紅

微’－

@紫
極微紫

微　　　　紫

殆と呈色せず

殆と呈色せず 殆と呈色せず

　前記試験成績を看るに脱化第二餓を盤酸にi閉し0・001％め割合に添加量る竜のは本

反慮固有の紫色を呈せずして紫紅色を示せう，…欠に同じく0・0025％（甲法）の割合に

添加せるものは呈色最も鏡敏にして10萬分1以上の濃厚液に在うては軌れ竜濃紫色

を呈し以下稀薄液となるに從ひて紫色，淡紫色緋威紫色に痩じ100萬分1含有の竜の

に在ウても尚ほ極微紫色を呈す然るに盤化第二鐵の添加量を之より増加するときは，

…宇戸に呈色不鋭敏となウ塵酸に封し0．005％（乙法）添加の竜のは75萬分1又同じ

く．0．0067～0．01％添加のものは共に50萬分1更に0．02％添加のものに在うては25萬

分1迄呈色せ釦依て之等の試験成績に就きて考ぶるに幽化第二鐵溶液の添加量を加減

サるときは呈色鏡敏度を一定範守内に調節し得べきことを認めため．

　　　　　五・ホルムアルデヒド濃厚溶液に射する卵白下塵酸平等に予て

　フ1ソングノ・三等の研究に依ればホルムアノレデヒドに封ずる蛋白質及盤化第二鍛鑛

酸の反回即しく濃厚なるホ・γ・ア・げヒ曝液に凱ては畢野州灘に一致せ

ざることを述べられたう，依て余等は第四表に示す如き諸反鷹に就き濃厚ホノレムアノγ

デヒド溶液にi封ずる關係を試験し次の成績を得た釦．

　　　　　　　　　　　　　　第　．四　　　表

　　　試験法ホルムアルデヒド添加盈

卵白餓

o酸法
柳澤丸

R月曜

ザルコウ

Xキー州
@’

獅　　逸」公定法 リミニー

＄ﾎ尾氏
?ﾇ法

ザバリチユカリー

[ンペル
O氏法

シュリ・一

tエル氏
@

フクシン

泓ｰ酸法

1萬分1

8000分1

6000分1

4000分1

2000分1

1000分1

8GO分斗

600分1

400分1

200分1

10q分1

濃　　紫

　〃

　〃
　紫’

　〃
淡　　紫

　”　．．

微　　紫

極微新
旧　　跡

呈色せず

濃　　紫　濃

〃

〃

紫

〃

三編紫
褐

、　．褐

淡　　紫　淡

微　　紫　　　〃

一階紫
藁

”

〃

　微　　褐

黄　藁　．黄

〃

〃

紫　濃　　紫

　　　〃

　●　　”

紫　　　紫

　淡紫褐
褐　微褥中

　微禍紫
　淡恥骨
　微騰黄
　　　〃

　　　黄

暗　　青

　〃

　〃

　〃
濃　　膏

微汚青
極微汚青

　”

　〃

　〃

　”

赤　　濃

”　　暗

〃

赤　ン

赤

字　　赤　濃　　赤

〃

〃

”

”

微　　赤

汐　　燈

”

汚　　赤

〃

〃

〃

褐　　赤

褐

濃フクシ’

〃

”

”

”

〃

”

”

〃

P’

〃

紅
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　前記試験成績を看るに卵自鐵睡中法，柳澤丸山三法及濁逸公定法の3者は割れも約

1萬分1添加に於て最高の呈色を示し下れ以上の濃度に於ては却って淡色となう6000

分1迄は濃紫色を保つも4000分1以上にては漸…欠紫色，．淡紫色一斗紫色に攣じ卵白

、鐵幽酸法は200分1・柳澤丸山六法は400分1｝猫逸公定法は600分1以上の濃辱灘液

に在うては殆ど之を鑑識すること不能なう，次にザノレコウスキー氏法は1萬分1含

有のもの最も濃厚なる紫色を示し夫れ以上の濃度に於ては次第に汚色を増し2000分

1以上のものは褐色を呈し全く之を鑑別し得ざるに至れう，次にリミニー三鷹石尾氏

改良法，ザバリチュカ，り一ぜンベノγグ法及シュリーフェル法論に依る成績順叉殆ど前

者と同一關係を示せるも，謡うフクシン亜硫酸法のみ濃厚溶液に在ウても依然として

濃フクシン紅色を示せう・

　前記の如く本卵白鐵臨酸反磁はフクシン亜硫酸反身以外の諸他の呈色反慮と同様に

極めて濃厚なるホノγムアノγデヒド溶液にi母しては，正當なる呈色を示さ里るを以て之

を鑑識すること不能なるも飲食物中に5000，分1以上のホノγムテノンデヒドを含有する

ときは既に其訟訴等にようて之を鑑識し得べく若し斯の如き疑惑を生じたるときは，

更に之を稀繹して試験する方法竜思考ぜらる㌧ところにして上記問題として之を懸念

する必要無かるべし．

　　　　　　　　　　　　　六．類似反磨に封ずる試験

　從來の文飾に徴しホノレムアノγデヒド試験に當うて最竜類似反鷹を惹起し易きものと

認めπるアセトアノγデヒド，フノンフローーノγ，フェノ・一ノγ及酷酸等の各100分1，1000

分1，1萬分1及10萬1分1水溶液を調製し之に就き前記卵自鐵盛酸反面を慮歯する場

合類似反動を生起する乙と無きや否やを合し次の成績を得たう．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　五　　　表

100　分1

1000　分1

　1萬券1

ユ0萬分1

アセトアルデヒド

汚　　藁　　黄

微　　褐　　赤

口　微　褐　赤

心　微　藁　黄

フ　ノレ　フ　ロ　一　ノレ

汚　　藁　　黄

汚　　緑　　黄

微　　黄　　線

趣　微　黄　線

フ　声　　ノ　　一　　ル

呈　色　せ　ず

〃

〃

〃

酷 酸

呈　色　せ　ず

〃

〃

〃

前記試鹸成績に就きて考ふるに本卵白鐵即下反響はホノレムアノγデヒド以外のものに
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よウて，紫色叉は藍色等の如き紛ばしき呈色を示すこ．と殆ど下れ無きを想像し得べく

類似反慮に樹して比較的安全なることを認めたう．

　　　　　　　　　　　　　　七．試藥の耐久力試験

　柳澤，丸山氏法に於ける卵白液は極めて腐敗し易きを以て使用に臨みて新製するを

要す．

∵余等は前記諸試験に使用したる卵白鐵盤酸試藥の耐久力を試験する乙との必要を認

めたるを以て之を無色二三に容れて1。～5。6冷藏箱及15。～25。の室温に保存せるもの

磯之を褐色曝中に容れて15。～25。の室温及28。の艀卵上中に保存せるものを用ひ10

萬分1及50萬分1の割合にホノγムアノγデヒドを含有する水溶酸に就き呈色の状態を

槍し其の耐久力を試験したるに次の成績を得たう．，

　　　　　　　　　　　　　　、第　　　六　　　表

暗藏方法

ホルムア
ノレデヒド

添加量

！i

最lli

冷藏箱（1。一5。）

無色壌申に貯ふ

10萬分1

濃　　紫

〃

〃

〃

「’

〃

〃（極微赤色を精ぶ）

50萬分1

微：　紫

”

〃

〃

〃

〃

〃（極微赤色を帯ぶ）

〃

室温放置（15q－25。）

無色二二に貯ふ

・・萬分・ ﾄ分1

濃　　紫

　　〃
〃（極微赤色を糟ぶ）

ヴ（僅微赤色を帯ぶ）

　　’ρ

　　〃

紫　　紅

微　　紫

　　〃
〃（極極赤色を帯ぶ）

〃甲州）

　　〃

　　”

微紫紅

室濫放置（150－250）●

褐色壕中に貯ふ

10萬分1

濃　　紫

〃（極微赤色を精ぶ）

〃

〃

〃

紫　　紅

50萬分1

微　　紫

　　〃
〃（極微赤色を帯ぶ）

　　〃

　　〃　　，

　　〃

微紫紅

卵孚夢口器内　　（280）

褐色爆中に貯ふ

10萬分1

濃　　紫
〃（僅微に赤色を繋ぶ）

”（蛮色殉

紫　　紅

　　〃

紅　　紫

50萬分1

微　　紫
〃（儀備に赤色を帯ぶ）

〃（赤色を帯ぶ）

微紫紅

　　〃

微紅紫

　前記試験成績に依れば無色壕中に貯へ冷藏箱中に保存するときは調製後15日を輕

魍するときは極微に赤色を帯ぶるも使用上何等の支障を認あず，…欠に之を無色壕叉は

儲門中に容れて1ぴ72『嘩温蘇存するときは調撒10日｝・於て1蹴れも紫

紅～微紫紅色を呈し叉褐色壕中に容μて28。の温所に保存ぜるものは調製後4日に

於て紫紅～微紫紅色を呈し6日後に於ては紅紫～微紅紫色を呈せう之等紫紅～紅紫色

を呈せるものは，不純物を含有せざるボノレム’アノγデピド水溶液に…回してぼ充分使用に

供し叫べきも槍禮に慮回する場合には本試藥の添加によ釦往々にして，極微黄色叉は
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極微藁黄色を呈す多もQあう・衝の如き揚合微熱のホノレ為アノンデヒドを鑑識するに當

うては其限界量の鑑別明瞭ならざるてとあるを以て既に黎紅～紅禦色を呈するに周到

たるものは使用せざるを可とす．．

之嚇するに織藥腱遍き脚r在りて繊弱間は鱒の輝なく翻ζ供し・

得べく，之を冷黙するときば2週間以上の貯藏に堪え特に之を遮光場中に保存する必

要無きことを認めたう．

　　　　　　　　　　　　八．清酒に就きて施行せる試験1

　前記点画水中に各種の割合にホノγムアノンデヒドを含有せしめたるものに就きて，施

行せる試験成績に依れば卵白鐵璽酸法は極めて満足なる成績を得べきことを認めたる

を以て次1ζ之を清酒に甥して鷹卜し，リミニー反鷹及柳澤，丸山緑雨慮等と比較せう，

帥ち防腐剤無血の清酒にホノγムアノγデヒドを夫々10萬分1，20萬分1，30萬分1，40

萬分’1，印萬分1，60萬分1，75萬分1及100萬分1の盛合に添加せるものと叙官とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエのてホノンムアノγデヒドを添加せざる清酒に就き右尾氏の清酒中ホノγムアノレデヒ’ド試験法

に壷振し次の如く試験せウ．

　清酒1006cを内容約300ccの硝子爆に取ウ20％燐酸5Gcを加へ素焼の小破片数箇

を添題し石綿板上に熱し5分間約5ccの溜出速度に於て蒸冷し初嵐液30ccを棄て次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエのに溜出する中溜液20CGを捕；悔し俗謡液5cc¢就きリミニ一反鷹石尾氏改良法ど卵白

鐵直心法（試藥12・5cc添加）を試験し次に動画3ccを蒸溜水2ccにて稀繹し之に：麓

き前記の割合に直島を添加せる卵白鐵璽酸反言と別に試藥15ccを添加せるもの直面

考として柳澤，丸山氏本法にようて試験せム，其成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　．七　　　表

ホノレムアノレ

デヒド含量

10萬分1

20萬分1

30萬分1

40萬分1

溜液5ccに就きて施行せるもの

リミニ可罰磨
石尾氏改良法

濃　　‘　青

　　青

淡　　　　　青

山青（直に二二）

卵白鐵百重法
（試藥12bcc）

紫　（10萬分1弱）

〃　（25萬分1弱）

灘ξ（40萬分1溺）

二業（50萬分1強）

溜液3ccを蒸溜水2ccにて甲羅’
せるものに就きて施行せるもの

卵白鐵鰹正法
（試藥12．5c⊂尭）

紫　（20萬分1）

淡紫（40萬分1）

極微紫（60萬分1）

殆と暴色せず

懸酬㈱山畑
紫　（20萬分1）　　　　　紫

淡紫（40萬分1）　　淡　　　　紫

極微紫（60萬分1）　　　微　　　紫　　，褐

殆と呈色せず　　．極微褐紫
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　　50萬分1薇圏　　　緑　極微紫（60萬分1）　　殆ど呈色せず　　　殆ど呈色せず　　淡　汚　禍

　　60萬分1趣微緑痕　　 跡　　〃　　　　〃　　　・〃
　　75萬分1　極　微　黄　繰　殆と呈色せず　　　　　　　〃　　．　　　　　〃　　　　　　　〃

　　100萬分1二心黄　 〃　　 〃　　 〃　　〃
沓㌻二二趣微黄全く艶せず　全く艶せず　全く艶せず淡　褐

　前記試験成績を看るにリミニー反慮石尾髭面良法に依れるもの嫉ホノレムアノγデヒド

の含：量40萬分1迄は乱れも明に之を鑑i識し得べく次に溜出5ccに就きて施行せる卵

白鐵塵酸反論に於ては50萬分1斜走迄明に之を識別し得べきも60萬分1添加のも

のは到別困難にして75萬分1及100萬分1添加のものは殆ど呈色せず・次に劇画3cρ

を藩溜水2CGにて稀識せるものば30萬分1添加の竜の迄識別し得べき竜40萬分1以

下のものは殆ど呈色せず．又卵白鐵塩酸試藥は之を12．5ccとするも15ccとするも全

く同一成績を示せφ・爾ほ参考として施行せる柳澤・丸山氏法の成績も亦30菖分1添

’加のもg）迄之を識別し得べきも40萬分1のものは之を鑑別する乙と困難な参き・

　　　　　　　　　　　　　九．総括　並結論

　前記試験成績に基き之を総括結論すること次の如し．

　一．面食ホノγムアノγデヒドの鑑識法として官用せられたる諸種の反壷中柳澤，丸山

氏法を改痩せる卵白懸盤酸反心を最も適當なるものと認めたう．而して前記卵自鐵璽

酸甲法及同齢法は悪者其呈色鏡敏度を少しく異にするも点れも充分其章用的心素を認

め得べく官等は前記2法中江法を以て最も適々なうと認め専ら之を民用せ’う，帥ち本

心良禽盤台法はホ〃ムアノγデヒド含有水溶液1萬分1よう10萬分1に於ては濃紫色

を呈し，20萬分1よ参25萬分1に於ては紫色，50萬分1に於ては淡紫色，75萬分1

起於ては微紫色を呈し400萬分1に於ては殆ど呈色せず・又其呈色液澄明なるを以て

比色法にようて供試槍液汁のホノγムアノγデヒド含有量を概測し得べく且つ其呈色液は

約一週間以上を脛過するも殆ど強奪せざるを以て｝『ノγムアルデヒドの鑑識の場合最：も

有力なる到定資料たらしめ導べき乙とを信ぜしめたり．

　二．本卵白三三三三藥添加量あ呈色に及ぼす影響を試験したるに前記乙法中に規定

せる分量帥ち槍液5CG『に回し乙法に依りて調製せる卵円餓璽酸溶液i2．5ccを添加せ

＼
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るもの鷹最高の呈色を示し之れ以上の分量に於ては添加：量の増加に伜ひ殆ど影響なぎ

ことを認めたう．

　三．卵白国璽酸反鷹に於て反鷹溶液平坪佑第二鐵の含量如何によウて呈色の鏡敏度

に及ぼす關係を試卸したるに試藥中の盤酸量に封し盤化第二鐵0．0025％を添加せる

もの（甲法）’呈色最：も鏡敏：にしてホノγムアノγデヒド100萬分1含有水溶液に在うても

極微紫色を呈し盤酸に回し璽化第二鐵0．005％を添加せるもの（乙法）は75萬分1に

於ては微紫色を呈するも100萬分1に側ては殆ど呈色せず，剰れ以上遷化第二鐵添加

量の増大に俘ひ漸衣呈色鏡敏度を減退し盤酸に封し等化第二鐵0。0067～0．01％を添加

せるものは共に50萬分1に歴てば微紫色を呈するも75萬分1含有のものは殆ど呈色

せず，更に0．02％の割合に添加せるものは25萬分1に於ては微紫色を呈するも50萬

分1に全ては殆ど呈色せざることを認めたう．

　四．本卵白鐵胃酸試藥の濃厚ホノγムアノγデヒ’ド水溶液に封ずる呈色の關係を試験し

たるにユ萬分1溶液に斯て最高の呈色を示し約6000分1迄は荷ほ濃紫色を呈するも

之よ郎子厚溶液となるに從ひ漸次淡色とな♪400分1に於ては；極微紫色200分1に呪

うては痕跡程度の呈色を示すに過ぎず，此の關係を爾他の呈色智慮に就て試験したる

にフクシン亜硫酸反響以外の呈色反慮帥ち柳澤，丸山氏辱鷹，ザノγコウスキ副氏反慮，

吟歩公定法による反鷹，リミ伊江氏石尾氏改良法による反磨，ザバリチュカリ」ぜン

ベノγグ氏反鷹及シュァーフェノγ反鷹等も亦略之と同一關係を示し濃厚ホノγムアノγデとド

溶液に野しては正単なる呈色を示さ亘ることを認めたウ．

　五・ホノγムアμデヒドの試験に際し從下冷も類似反物を惹起し易きものと認められ

たるアセトアノγデヒド，フノンフローメγ，フェノーノγ及即智等に黙し試験したるに町営

の竜のは襲れも本貫自鐵幽酸反慮固有の呈色たる紫色又は藍色等の如き紛はしき色相

を示さ讐る乙とを認めたう．

　六。本卵白鐵盛酸試藥の耐久力1こ就きて試験しだる結果冷町営中に之を保存すると

きは約2週間を脛遇するも殆ど鍵化無く又室温高き揚所に保存する竜歎日間は充分使

用に堪え得べく特に遮光壕中に貯馴する必要無きことを認めたう．

　七．前記試験法を清酒中に種々の割合にホノγムアノγデヒドを含有ぜしめ搾るものに
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就き之を石尾氏の清酒中ホノγムアノγデヒド試験法に從ひて蒸溜し一は直接其溜液5GO

に就きリミニー氏反鷹石尾氏改良法と本反鷹を併試し他は溜液3ccを蒸溜水2ccにて

稀回したるものに就き柳澤ゴ丸山氏本法と本田自門盤酸門中試藥12・5ccを添加せる竜

のと15ccを添加せるものとに就き比較試験したるに溜液5ccに就きて試験せる成績

中りミニー氏反慮石尾氏改良法に依れるものは40萬分1添加のものは微青色を呈す

るを以て之を鑑識し得べく50萬分1添加の竜のは之を識別すること困難なう．然る

に本卵白鐵璽酸法に依れる竜のは40萬分1添加のものは微紫色にして容易に之を鑑

識し得べく50萬分1添加のものに於ても極微紫色を呈するを以て明に之を識別し得

たるも60萬分1、添加のものは之を到号すること困難なφき，又溜液3coを蒸溜水2

6cにて稀卸せるものに就きて施行せる柳澤，丸山氏本法による成績は30萬1分1添加

のものは微紫褐色を呈し明に之を鑑別し得べきも40萬分1添加のものは極微褐紫色

にして其到別困難なう，次にこの稀薄液に封して施行せる卵白鐵幽三法による成績は

30萬分1添加のものは極微紫色を呈し之を識別し得べく40萬分1以下の分量を添加

せる郊∂は殆ど呈色せず・叉試藥を12・5cc添加するも15cc添加する竜呈色の状態は

殆ど同一・宏ることを認めプ2鋲

，’ O述の如く本呈色反鷹は從全廃曝せられたる諸多のホノγムアノンデヒド反響中類似反

鷹を伴ぷこと最竜少く殆どホノレムアノγデヒド固有の呈色算学とも認め得べきものにし

て其呈色液澄明にして長時間之を保存するも攣色せぎることは最竜重覗すべき鮎なウ

郎ち本法を慮用して飲食物申微量のホノγムアノγデヒドを槍出せんとするに當ムては一

定のホノγムアノγデヒドを含有する標準溶液を調製し之と比較野照して其含量を概署し

得るが故に其到定をして一層正確ならしめ得べぐ之を築地に慮零するに當うては最も．

　カなる呈色反鷹たるべきことを信ずる竜のなウ．有．

㌔㌦・；

　　　　　　　　　　　　　　　引　用　文厭

　　　1．T．　Sabalitiscbk翫u．　C．　Hamisch；翌harm．　Zentralhalle．67，289，309，324，339，357ボ371，387，

　　　　（1926）

　　　2．A．　Adamkiewicz；：PflOgers　Arch。　Bd．9，166，（1874）

　　　3．0．FOrth　u．　E．　Nobel；Bioch6m．　Ztsch臨Bd．109，103，（1920）

　　　4．0．R加th　u，：Fr．：Lieben；：Bioche血。　Ztsch鵡Bd．109，・124，（1920）
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燃製肉類中ホルムアノレデヒド試験法に就て

技　　手

助　　手

　　　　　　　　　　内　　容

L緒　　　言

2．水蒸氣蒸溜法と直接蒸溜法との比較試瞼

3．市販及水産講脅所寄贈極製肉類に観し直

接蒸溜法に依りて施行せる試験

4。燐タングステン酸塵理法に依りて施行せ

る試験

5．爆製肉類中ホルムアルデヒド新試験法に

　　　　　　　　　　　　1．緒

昌

服　部　　安　藏

長谷部　　俊　彦

　次

就て

6，市販及水産講八三寄贈に係る爆製肉類に

眠し新試験法に依りて施行せる試験

7．燥製肉類中まルムアルデヒド試験法の一

改正案に就て

8．総　　　平

調

　漁製肉類中のホノγムアノレデヒド試鹸法に關しては先年三所石尾及青木氏等（衛生試

験所彙報第18號211頁）に依めて詳細調査報告せられたるところにして同氏等は市

販及水産講習所寄賂燥製肉類20種に野し濁逸公定試験法に準振し：水蒸氣蒸溜を行ひ

’て50coを溜記し一は溜液二心他は其1coを水4ccにて稀繹し之に就き　（1）牛乳，盤

化鐡及臨酸を用ぶる凋逸公定豫試験法，（2）盤酸フェニーノγヒドラチン，璽化鐵及盤

酸を用ムるヴィタリー嗣法，（3）盤酸フェニーノγヒドラチン，ニトロブノγシットナト

リウム及ナトロン滴液を用ふるリミニー氏法，（4）卵白及盤化鐵盤酸を用ふる柳澤，

丸山氏法を慮用し試験したる結果其製造工程中木屑等の燵姻に由釦製品中に通例5萬

分欺71萬分1に相當するホノレムアノγデヒド反鷹を生起する成分を移行し其最大の揚

合に於ても5千分1を超過する乙と無く更に濁逸公定確定試験法にようて諭するにウ

ロトロビン昇蒙結晶及マイエノン試藥に依うて結晶を析出するもの・一も無きことを報告

せられた蚤．

　今前記濁逸公定試験法に就て考ムるに其確定試験たる昇蒙及マイエノレ試験に依る結

晶法は技術上多大の熟練を必要とする試験法にして往々にして比較的著量のホノレムア
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ンγデヒドの存在を看過するごと無きを保し難く斯の如き：は衛生取締上国も憂慮すべき

事項にして余等は寧ろ技術上の巧拙にようて鑑識を誤ること無き適當なる呈色畦倉を

撰用し之を紺地取締上に適用することは衛生的見地よう観て最も妥當なりと信じだる

を以て之に就きて研究ぜ鋲

　余等は先年衣笠所長指導のもとに蟹，烏賊及章魚等の如き天然にホノンムアπデヒド

反鷹を生起する成分を含有する魚肉類の試験法に領し報告（衛生試験所彙報第39號

177頁）し該反慮を生起する成分は動画魚肉畠中の特種蛋底質の分解にようて生起す

るものにして之等跳躍質を燐タング．スチン酸によわて沈澱せしめ其濾液に就きて試験

するときは故意に防腐の目的に添加せられたるホノレムアノγデヒドを明瞭に識別し得べ

きことを報告せ鉱余等は前記の方法を煙製肉類中のホノγムアノγデヒド試験法に鷹用

し更に之を改善して著しく簡易ならしめ取締上に適用し充分所期の目的を達し導べき

試験法を案出せるを以て…欠に之を報告すべし．

　　　　　　　　　2．水蒸氣蒸溜法と直接蒸溜法との比較試験

　濁逸公定肉類中ホノ7ムアノンデヒド試験法は水蒸氣蒸溜を施して得たる溜液に：就きて

試験するものにして石尾氏等も墨壷法に準撮して施行せるものなう，然れども水蒸氣

蒸溜法に依るときは溜出速度等によウて溜題下に移行するホノンムアノγデヒドの分量著

しく異ることあう．この黙を一慮吟味する必要を認あたるを以て溜出速度等を一建な

らしめ直接蒸溜法と比較試験せう，其試験法意の如し．

　　　A．水蒸氣蒸溜法

　検量の細劉せるもの309を内容約500cGのコノレ＾ミンに取ウ水200ccを加へて均等

に分布し3σ分層放置したる後25％燐酸10ccを加へ5分間に約50ccを得る溜出

速度1・於て撚繍醗御50c碗2回緻せし　『1 ．、H E’‘

　　　B。直接蒸溜法

　槍肉の細謹せるもの309をコノγべ著に取引蒸溜水200CGを加へ栓塞し時々振盟し『

つつ1時間放置したる後25％燐酸．10ccを加へ再び時々振袖しつつ1時間放置した

る錦嚢過し内容約50Qgcの戸ノンベンに容れ素焼の小破片数箇を添加し石綿板上に熱

し5分間に約5ccを得る丁丁速度に於て蒸溜し．50cc宛2回丁丁せウ・
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　・今’市販のハム肉う燃製鱗，燥製鮭．虹水産講習所よ層う寄贈に係る鱗及鮭の燃製品に就

’き前記A．，B爾法に依蚤て蒸溜し得たる溜液を以て各呈色反慮を澄しだるに其成績次

の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　一・　　表　　．

槍髄種別

ノ・ム肉
（市販品）

試験方法

水二丁蒸溜法｛直撫法

響’
o・

燃製鮭
．（市販品）

創製鮮
　（水産講i

習所寄賂
・品）

爆製鮭
（水産講

習所寄賂’
品）・

｛

水二二蒸溜法

直接蒸溜法

水蒸氣蒸溜法

直接蒸溜法

水蒸氣蒸溜法｛1接蒸溜法

｛水蒸氣蒸溜法

直接蒸溜日

溜液
三脚

｛雛

｛雛

｛観

｛雛

第1｛

第2
　9
｛観

｛雛

｛雛

｛雛

｛纂1

リミ昌一
反撃石尾
氏改良法

暴回せず

　〃

　〃　‘

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

濃　青

濃　丁

丁　丁

丁　青

　青

淡　青

微青
極微青

呈色せず

　〃

　〃

　〃　　．

卵白踊躍酸法

　　呈色せず

　　　ク

　　　ク

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

濃紫（7萬分1）

1濃紫（7萬分1）

濃紫（10萬労1）

濃紫（15萬分1）

微紫（40萬分1）

微紫（40萬分1溺）

微紫（40萬分1）

微紫（50萬分1）

拒区微紫（60萬分1）

　　呈色せず　・

　　　〃

　　　〃

ヴイタリ
ー法

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　ク

濃　赤

平　赤

門　下

用　赤

　赤

　赤

　赤

微赤
呈色せず

　ク

　ク

　〃

ザバリチユ
カリー・壱ン

ペルグ法

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

濃　赤

濃雪

解字
解　赤

　赤

　赤

　赤

微赤
呈色せず

　〃

　ク

　〃

シユリー
フエル法

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　1〃

　〃

　ク

濃赤
濃　赤

濃　赤

軍赤

　赤

　赤

　赤

微：赤

淡赤
呈色せず

　ク

　〃

フクシン
亜硫酸法

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　’

　〃

濃藍紫

濃藍弾

琴藍紫

藍　紫

淡藍紫

淡藍紫

微藍紫

呈色せず

　〃

　ク

　〃

　〃

　　備考前記購中リミ』一反慮石尾氏改良灘術生剥瞼洋才第41號16順繍の方法静磁卿白壁酸法

　　　　は前詑余丁の報告せる方法に基き其他は徳生試験所彙報第39耽180頁の方法に守れるものにして敦れ

　　　　も溜液5ccを使用せり。

♂前記試験成績｝ζ依れば直接蒸溜法に依れるものは水蒸氣蒸溜法に依れる竜のに比し

て呈色反生地微弱の威あるも充分之に代用し得べ．きことを認めたう．

　　　、．／』，　　　3．市販夜水産講習所寄賂煙製肉類に幽し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　　　　　　　　　　　　直接蒸溜法によりて施行せる試験　　，　一　　　　　　　，
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　前記の豫試験によウ直接蒸溜法は充分三三の水蒸氣蒸溜法に代用レ得べき乙とを認

めたるを以て更に左記26種の検謄に就き直接蒸溜法にようて試験せう．今嬉々の外

：観，重量：，購入債格，製造元虹購入及寄贈先を示せば次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　二　　　表、

一転
番號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

・25

26

槍艦種別

低熱燵煙
鎌倉ハム

同　　上

鎌倉ハム

ノ、　　　ム

高熱煉煙
ノ、　　　ム

’燃製ソー

セ　ーヂ

ベーコン

爆製鱗
同　　上

同　　上

同　　上

冷燐製虚

血製鮭

同　　上

冷点製出

二三鮭

露西亜式

燵製鮭
燵製鮭

同　、上

口　　上

同　　上

同　　上

冷嬢製鮭

葭笛藁巷
飾

燃製から
すみ

燃製飽

　鮎昌

外 観

外部をベンガラを塗布
せる布にて被包せらる

同　　　　　　　　．ヒ

罐・　　詰　　　品

普通のノ・ムの切身

同　　　　　　　　上

堅き暗黒色のソーセー
ヂ

精脂肪多し
原形の儘爆製とせるも
の

同・　　　　　　　上

同　　　　　　　　上

側　　　　　　　　　上

竪　　　　　　　　上
堅き切身にして肉片は
鮭赤色を呈す

切身をセロファンにて
包めるものにして暗肉
赤色を呈す

切身をセロファンにて
包めるものにして鮭赤
色を呈す

稽水分を含みたる切身，
にレて柔軟肉赤色を呈
す

同　　　‘　　　上

オリーブ油漬罐詰

切身をセロファンにて
包みたるものにして稚
硬く暗肉赤色を呈す

味付そぼろにして硝子
爆詰とせるもの

鮭肉赤色を呈する切身
なり

鮭肉赤色を呈し稽柔軟
なり

鮭肉赤色を呈する切身

爆製飾を藁にて被包ぜ
るもの

セロフデンにて被包せ・
られ稽硬し

爆製飽の切身をオリー
ブ油漬とせるもの

肉　：量
（9）

500

同　上

100

100

175

工00

150

280

900

200

500

　95

90

110

100

110

80

95

125

90

100

250

200

70

65’

液汁：量
（9）

5

35

．40

購入償格
　（銭）

160

同　上

　30

　40

　43

　68

　11

　5
　10

　30

　8

　22

2り

30

20

35

20

50

65

35馳・

製　造　元

相州大船皇継鎌i
倉ハム○○商會

同　　　　　上
鎌倉郡中和田村
○　○　商　會

相州大船騨脇鎌
倉ハム○○商會

北．海道産
同　　　　　上

北海道水産試験
所製
樺　　太　．産

北　海道　産

同 上

東京大阪○○食
料會舜

：東：京○○○食料

品研究所

同所にて市販品
を購入せるもの
と蔵「ふ

同　　　　　上

北海道水産試瞼
所製
虚血川縣水産試
．験所製．

購入又は寄聡三

幅記瞼燈に就’きて施行せる成績衣の如し．

試験所附近某店

構　　　　　上

薪宿○○商會

試験所附近某店

試験所附近某店

薪　宿　○　○

同　　　　　上

銀座　○　○

新．宿　0　0

目本橋○○
上　野　○　○
○・○　O　O、

水産講習所
銀座○○○○○
○商店、

銀座○○○

新宿○○商會

同　　　　　上

同　　　　　上

銀座○○○
上野○○○○○
○

新宿　○　○

水産講一所

水産講脅所

同　　　　　上

同　　　　　上

銀座　○’○

藏宿　○　○
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下 表

検三
番號

1

2

．』 R

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

検彊種別

低熱燃煙鎌倉ハ
ム　　（外皮部）

同上（内部）

鎌倉　ノ・　ム

ノ、 ム

高熱嬢煙ハム

燃製ソーセーヂ

べ　　一　　コ　　ン

煉　　製　　緋

同

同

同

上

上

上

冷煉製緋

畑　　製　　鮭

同 上

冷燃製鮭

温燃二目

露西亜式台製鮭

熔　　製　　鮭

’同 上

四声
番・號

｛雛

｛鋤

｛雛

｛雛

｛鋤

｛羅

｛翻

｛郷

｛雛

｛舞

｛翻

｛鑑

｛親

｛毅

｛纂1

｛翻

｛㍊

｛雛

｛纂圭

リミニー氏
回忌石尾氏
改良法

呈色せず

　〃

　〃

　ク

微青
趣微青

目下せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

淡青
淡青

呈色せず

　〃

淡雪
微青
目色せず

　〃

　〃

　〃
微：青

趣微青

濃　青

　青
呈色せず

　〃
濃　青

濃青
微青，
呈色せず

門門
畠田
三戸

呈色せず

濃青
　青

山白上油酸反慮

　痕　　　　跡

　　呈色せず

　　　〃

　　　〃
　紫　　　　跡

　　呈色せず

　　　〃

　　　ク

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃
淡紫（30萬分1）

微紫（75萬分1）

　　呈色せず
　　’
　　　〃
言炎：紫（30萬分1）

微：紫（75萬分1）

　　呈色せず

　　　〃．

極微紫（75萬分1）

　　呈色せず

淡紫（40萬分1）

淡紫（50萬分1）

濃紫（10萬分1）

紫（20萬分1）

微紫（75萬分1）

　　呈色せず

微紫（8萬分1）

濃紫（10萬分1）

淡紫（50萬分1）

趣微紫（75萬分1弱）

淡紫（30萬分1）

微紫（50萬分1）

淡紫（40萬分1）

微紫（75萬分1）・

濃紫（10萬分1）

濃紫（15萬分1）

ヴイタリ
一反慮

呈色せず

　〃’

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　ク

　〃

微赤
呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　赤

微赤
　赤
　赤

呈色せず

　〃

濃赤
濃赤
微赤
呈色せず

微赤
呈色せず

微赤
呈色せず

濃’赤

　赤

ザバリチユ
カリーゼン
ペルグ反慮

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　ク

　〃

　〃

　〃

　〃

淡赤
微赤

口督せず

　〃

淡雪
微赤
呈色せず

　〃

　〃

　〃
　．赤

微赤
濃赤
　赤
呈色せず

　〃

濃表
濃赤
微赤
呈色せず

微赤
呈色せず

微赤
呈色せず

濃赤
　赤

シユリー
フエル反

回回
避赤
呈色せず

　〃

淡赤
微赤

呈色せず，

　〃

　〃
　，〃

　〃

　ク

濃赤
　赤
呈色せず

　〃

　赤
微：赤

目糊せず

　〃

微赤
呈色せず

　赤

三三
濃赤

　、赤・

徴赤
呈色せず

濃’赤

濃赤
　赤

徴赤
　赤

酢赤
　右
回赤．

濃・赤

二二．

フクシン
亜硫酸反

呈色せず

　　〃

　　〃

　　〃1

　　ク

　　ク

　　〃

　　〃

　　〃

　　ク

　　〃

　　〃

　濠藍紫

　極徴藍

呈色せヂ

　　〃

　微藍紫

呈色せず

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

，微藍紫

呈色せず

　　紫

　微：紫

・呈色せず旧

　　〃

　濃紫

　紫
　極微紫

呈色せず’

、微紫
　　〃

趣微藍

呈色せず’

　濃紫
　　紫
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20

21

22

23

24

25

26

同

同

同

上

上

上

冷燵　製鮭

憾製藁二三

燵製から．すみ

煙　　製　　飽

備考

　　　呈色せず儀　ク
　　　　　儀淡青青

儀驚微喜．

　　　　　　　
　　　呈色せず｛斜　．

｛観　；’

∫第1幽”
悌2　　〃
｛第1　　　趣微片
　　　呈色せず・第2

　　呈色せず・

　　　〃
濃紫（16萬分1）

淡紫（35萬分1）

淡紫（40萬分1易易）

微紫（75萬分1）

　　呈色せず

　　　〃

　　　ク

　　　〃

　　　〃

　　　〃
微紫（60萬分1）

　　呈色せず

前表㊧成績は馴れも門下5cρに就き施行せり．

呈色せヂ

　〃
微：赤

岡卜せず

　〃
　’ク　．

　〃

　ク

　〃

　〃

　〃

　ク

　〃

　ク

畠色奄ず

　ゆ
’渡赤

　赤
、後赤

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　ク
　・〃

　’〃

微』．赤』

呈色せず

呈色ぜず　呈色せ・ヂ、

　’”　　　．「・，

濃赤　　棄
　赤　　　微雨病

後．、赤．．錘後日，

微．赤　呈色せず

呈色ぜず　　ク

　”　　…ク・1・ご

　〃　　　　　レ

　”　　　　　ク　∵ξ

　〃　　　　　’〃

後”早@・；…

呈色鷺ず　　〃、，

　前記市販虹水産講習所寄贈燃製品類に就き直接蒸溜法に依りて試験せる成績に嫁れ

ばぐ噸はホ・γム㍗デ・ドの反響を呈す魏の最叩くソ魂一ヂ及べ一㌣各→

種凹き獄西郊の眼ては心7ン岬曙隙ホルム．アノレデヒドの鷹碍

する竜ソ「セジは野離な．ウ・叉二四監購曙二野購提四隅ま辱
慮最も顯箸なう・其他燃製緬及子堕からすみは全く陰’幽ζして燐製飽は微に陽性を示

せう．

　　　　　　　　4，’．燐タングステン二二理法に依りて施行せる試験

　前回余等の魚肉類に就て施行せる画品法は数回蒸溜操作を施すを以て梢煩雑なるを

卿ず1從って心際雌用に當う三国らざるべきを騨せしめ燈以て蔵回

験の結果之を簡易化し次の如き試験法を案出せう．

　槍騰の細到せる奄の309をコノγベンに取参水．「100CGを加へ栓塞し時々振盟t，つつ

1時間放置し次に50勿硫酸10cgを加へ再0塒々振憎し：9つ1時間政醜したる後濾

過し濾液に5％硫酸々性20％一応ングスヲ：ン酸溶液を加へ沈澱を完了せしあた，る後

吸引濾過し濾疲に蒸溜水を加へて全量を1290ccとなし之を内容約500ccのrソグタゼ

に容れ素焼Q小破片数箇を投入し石綿板上に熱し5分間に約．5ceを得る溜出速度に於

てこ50CG施，2同溜取’し之に就き’ e呈色反鷹を検すべし・『　・　　　　．llぼ．

錐詰蟹雌前記直接蒸溜試験法に於てホ・嚇．アノヴ・ド1の反鷹を呈せざ礁製品・
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ノ・ム肉に早しホ〆ムアタμデ琴ドを添加せざるものと「10萬分1，．5萬分1及2萬分i添

加せるものに就き本試験法を掌理し各溜酸の呈色反慮を早し吹あ成績を得た動

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　’　四　　．表

面醐

罐詰蟹肉

同　　上

同　　上

・同　　上

輝・製、鮮．

伺．　上

口’　上

口　　上

ハ　　　　ム

同　　上

同　　上

ノ、　　　　ム

ホルムアルヂ
ヒド添加量

添加せず

10萬分1添加

5．萬分1添力睡　．

2萬分1添加

添加せず．

溜液
番號

晶晶加｛

5萬分1添力・ o
・萬分・添加｛

灘ず｛
1・萬分励｛

鞘1添加
D｛

・萬分・添加｛

儀

儀
｛翻

｛親

｛蝦

観
翻

観，

翻

纂1

窺

雛

リミ昌一氏
反慮石尾氏
改良法

呈色せず

　〃

　〃

　〃
微　青

極微青

　青
微：青

呈色せず

　〃

　〃

　ク
微：青

極微青

薇青・
．微・青

呈色せず

　〃．

　ク

　〃
微’青’

極微青

淡　青

微　青

卵白餓盛酸反磨

　　呈色せず

　　　ク

　　　〃

　　　ク
微紫（50萬麦｝し1）

微紫（70萬分1）

紫　　（　2萬分’1）

三三（70萬分D

　　’呈色せず

　　　〃

　　　ク

　　　〃
微紫（40萬分・1』）　　．

極微：紫（75萬分1）

微紫（40萬分1）

．微紫（60萬分1）

　　呈色せず

　　　〃

　　　〃

　　　〃
微紫（40萬分1ン，

趣微紫（75萬分1）

淡紫（3q萬分1）

．微紫（50萬分1）・

ヴイタリ
再論慮

ザバリチユ
カリーゼン
ペ1レグ反鷹

呈色せず　呈色せず

　〃　　　　　　　〃

　〃　　　極微赤

　〃　　呈色ぜず

’極微紫　　微　赤

呈色せず　微　赤

濃　赤『’濃　赤

　赤　　　　赤

呈色せず　呈色せヂ

　．ク　　　　♪

極微赤　．極微赤

呈色せず　呈色せず

極微赤　　　三

唱齢せず　微赤
　赤・　　濃・赤

呈色せず　　赤

　〃　　呈色せず

　ク　　　　　　　〃

　〃．　　極微赤

　〃　　呈色せず

極微赤　　、『赤

呈色せず　微　赤

　赤　　　淡　赤

呈色せず　　微　赤

シユリー
フエル反：

呈色せず

　〃

三三
微　赤

　赤

　赤
』濃鼠

　赤
呈色せず

　〃

　赤
淡「 ﾔ
濃．赤

　三
二　赤

　赤
呈色せ・ず

　〃
極微赤

極微赤

　赤
淡　赤

鳥　赤

　赤

フクシン
亜硫酸反

備考前表の成績は敦れも溜液5c6；に就．き獅せ．リ・

呈色せず

　〃

　〃

　〃
極微藍

　〃
淡　紫

微　紫

呈色せず

　〃

　〃

　〃
極徴藍

呈色せず

微　紫

握微藍

暴色せず

　〃

　〃

　〃
極微藍

呈色せヂ

淡藍紫

穐徴藍，

ご前記試験成績に依れば到頭蟹江，’丁丁三友ノ肱肉はホノγムアノンデヒドを添加せぎぢ

竜のば各反慮早れも皇同せず10萬分1添加めも．のはザノ“リチ三カリーぜンベノγグ反

磨及シ三リーフ三ノγ反回に於て理智に或は微に呈色せるのみにして其他の反鷹は何れ

竜陰性なう，然るに5萬分1添加の竜のは第一ン渚液に在うては各反響陽性を潤し魔二

溜液に在うてもヴ｛タリー反慮及フクシン壺硫酸反慮以外のものは軌．れ竜陽性を示し’

変萬分工を添加す’るときは第一及第二溜三共に各反回覇れも著明に陽性を示ぜ6記
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　　　　　　　　5・’鳩居肉類中ホルムアルデヒド新試験法に就て

　前記試験成績に依ればホノγムアノンデヒド反鷹を呈ぜぎる鐘詰蟹肉，燃製堅肥ノ・ム肉

に封しホノγムアノレデヒドを添加し燐タングステン酸腱理法に依うて沈澱を除別したる

後之を蒸溜し其溜酸に就き直接各呈色反転を槍するときは5萬分1以上添加の竜のよ

う明に之を鑑識し得べきことを認あた動然るに先年石尾氏等は市販野水産講習所寄

贈煙製肉類20種に就き水蒸氣蒸溜法に依うて試験せるに之釜の製晶は通例四丁遣工

程中に5萬分1～1萬分1に相野するホノγムアノンデヒドを化成し稀に5千5｝1に達す

るものあることを報告せられブ2ウ。叉平等の前記直接蒸溜法に依うて持駒せる成績に

在うては之を卵白鐵璽酸法にようて解党するに志下一溜液申には最大の場合8萬分1

のホ～γムアノγデヒドを含有し二品申其大部分は10萬分1よう60萬分1の間に於ける

ホノγムアノレデヒド含量に相當することを認めたウ．故に前記直接蒸溜法を船用すると

きは各種捨子肉類の多くは防腐剤取締規則に平筆し販費に適するものは極めて僅少と

なるべし，然るに煙製肉類の製造上極めて門門のホノγムアノγデヒド反響成績物の化生

は全く止むを得ずとせば堅肥肉類の販責を認むる蹴上之を看過するの外なかるべし．

然・るときは直接蒸溜法ば之を直に取締上に鷹野することの不適當なるは論を侯控ず・

　今二二公定確定試験法によう施行せる石尾等等g報告によればホノγムアノレデヒドを

含有せざるノ・ム肉に干しホノγムアノγデヒドを2千分1添加せる揚合はウ・ロト官ピン昇

蒙結晶及マ：イエル野冊による結晶を顯著に写出し5千分1添加のものはヅロ・トηピン

昇兼結晶を僅微に析出する竜マィエノγ試藥に依る結晶を析出せず，故に5千分1以下の

ホノγムアノγデヒドを含む竜のは猫逸公定確定試験法に於て許容せらるべき範園内に属

し同氏等の試図せる燵製品中には之に犠鯛するものム竜無きことを報告せられた鉱

然れど竜この結晶法による確定試験法は既に緒ぎ中に述べたるが如く技術者の習熟の

如何にようて槍出し得る分量を異にし果して総ての場合5千分1程度の分量を確實に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
槍出し得るや否や疑ばしく叉之を從來の報告虹今回余罪の：施行せる成績に徴するに許

容限界貼を下野公定法＝に於けるが如く寛大にせざれば取締法の運用上に支障を即す竜

のとは思考ぜられず，．況んや石尾響町の報告に依れば5千分1の如き著量のホノンムア

亀ノレデヒドを含有するものは極あて稀有のことにして其大部分は1萬分1ようも微量の
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ものに属す斯の如く煙製肉の製逡上微量のホルムアノγデヒドの混禾は到鷹菟かるべか

らざるものとせば衛生上危瞼なうと認むべき限界量の瀬見を必要とするに至るべく從

って其限界量を顧慮して之が試験法を考案すべきを緊要な参と認む．而してホノγムア

ノレデヒドの有害性に關し本年3月越所伊東技師の報告せる調書に就きて看るに蓮目縫

取せる揚合の人膿に幽する最少作用量はウィレー氏の實験によれば1日量0ユgにし

て之を’エックンメ氏の所謂防腐剤としての最大許容：量彦Pち其20分1とせば0・0059に

相面し之を耀血肉の場合に就きて考ふるに今假うにユ観応均509を擾画するものとせ

ば其々に0．0059即ち1萬分1以下にホノンムアノγデヒドを含有するものを擾癒せざれ

ば衛生上有害の危瞼ある竜のと認菊らる．故に寧ろ衛生的見地よう之を考察するとき

は1萬分1以上のホノレムアノγデヒドを含有する製品は須らく其製造法に改良を命じこ

の限界量を超過せざる良品の製造を強要する乙とは保健衛生上最も義侠なるを思惟せ

しめた鋲

　地鼠等の施行せる試験法の研究経過を示せば次の如し．

　ヰノンム7ノγデヒドの呈色反鷹を示さざるハム肉，並製肉翠同鮭の3種を選び之を細

卜し其309をコノレペンに取ウ蒸溜水100ccを加へ之に1千分1よう10萬分1に至る

各分量のホノγムアノレデヒドを添加し密栓して冷所に一夜間放置の後50％硫酸10ccを

加へ時々振旨しつ＼1時間放置したる後濾過し濾液に5％硫酸含有20％燐タングス

テン酸溶液を加へ沈澱を完了せしめ吸引濾過し濾液に蒸溜水を加へて全量を200ccと

なし之を内容約500ccのコノンベンに容れ素焼の小破片忌箇を添加し石綿板上に熱し5

分間約5ccの溜出速度に於て20GGを面取し一は直接血液を用ひ他ば油島1分を蒸溜

永4分にて稀繹ぜるものに就き次の呈色反鷹を槍せウ．

　ん　リミ一志反慮石尾氏改良細微5ccに就き試験せ鋸

B．卵白鐵盤酸法

C．フクシン亜硫酸法

論液3CGを水2ccにて稀呈したるものに就き試験

せわ．

檎液5ccに濃硫酸ユccを螢熱せざる様注意して混

和し次にメチーノγアノレコーノン試鹸法に規定せられた

るフクシン亜硫酸溶液5ccを加へ栓塞し輕く揺動し
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て混和せしめ2時間放置後に観察せφ．

前記試験法に基きて施行せる成績次の如し．

　　　　　　　　第五　表　　（イ）ノ・ム肉に就きて施行せる成績

ホ

ル
ム

ア

客
｛

ド

添
加
量

添加せず

10萬分1
7萬5千分1

．5萬分1
2萬5千分1

2萬分1
1萬5千分1

1「ﾝ分1
8千分1
6千分1
4千分1
2千分1
1千分1

直接溜液に就き施行す

リミニー反慮
石尾氏改良法 卵白鐵丁丁法

フクシン亜流
酸法

響二一三編手離・

リミニー反回
石尾氏改良法． 卵白鐵魔酸法

液溜5cc’ 溜液3cc
水　　2cc 溜液5cc 雛液5ccl欝液鑑

呈色せず

　　〃

　　ク

　　〃

淡：　　青

淡　　　青

　．青

濃　　　青

濃　　　青・

濃　　　筆

管　濃至

極　濃青

郷　濃青

　　くロ）

呈『 F　せ　ず

　　　〃

　　　〃

　　　〃
淡紫（50萬分1易易）

淡紫（50萬分1弓蚤）

淡紫（45萬分1）

紫　　（20萬分1強）

紫　（14萬分1）

濃紫（10萬分1）

濃紫（5萬分1）

濃紫（3萬分1）

麟（1萬分1）

呈色せず

　　〃

　　〃

　　〃

微　　　藍

淡　　　藍

淡紫藍
　紫
紫　　．紅

紫　　　紅

濃紫下
学紫紅
濃紫紅

呈色せず三色せず
ク

〃

〃

〃

〃

〃

微　　　青

淡　　　青

淡．　青

目　　　青

極濃青
極濃青

髭製鱗に就きて施行せる成績

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　ク

　　　ク
淡紫（50萬分1弱）

淡紫（50萬分1）

淡紫（50萬分1強）

淡紫（25萬分1），

紫　　（15萬分1）

濃紫（5萬分】）

ホ

ル
ム、

ア

聖
ア
ヒ

ド

添
加
量

添加せ「ず

10萬分1
7萬5千分1

5萬分1
2萬5千分1

2萬分1
1萬5千分1・

1萬分1
8千分1
β1千分1

4千分1
2千・分1

1千分1

直接溜液に就き施行す

リミニー反町
石尾氏改良法 卵白下塵酸法

フクシン亜・流
．酸法

襲謙三盆暑手騨

リミ昌一反磨
石尾氏改良法 卵白鐵塵酸法

溜液5cc 溜液3CG
水　2cc

溜液5Cc 溜液5cc 溜液3cc
水　　2cg

呈色せず

　　ク

　　〃

　　〃

　青
濃　　　青

濃　　　青

濃　・　青

極　濃青

極濃青
極濃青
極濃青
極濃青

呈色　せ　ず

　　　〃

　　　〃

　　　〃
淡紫（50萬分1弱）

淡紫（50萬分1）　．

淡紫（40萬分1）

紫　　（25萬分1）

紫　（20萬分1）

濃紫（10萬分1弱）

麟（礪分溺）、

濃紫（4萬秀1）

濃紫（1萬分1弱）

呈色せず

　　〃

　　〃

　ク
微　　藍
淡　　　藍：

淡紫藍
濃　　　紫

濃　　　紫

濃紫紅
濃紫紅
白紫紅
濃紫紅

呈色せず

　　〃

　　〃

　　ク

　　ク

　　ク

　　ク

微　　　青

淡　　　青

．淡　　青

濃　　　青

趣濃青
趣　濃青

呈色せず
　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃　　．

　　　ク

　　　〃．

淡紫（50萬分1易易）

淡紫（50禽分1）昌

淡紫（50萬分1）

紫　　（25萬分1）

紫　　（20萬分1）

濃紫（6萬分1）・
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（ノ、）煙製鮭に就きて施行せる成績

ネ

ル
ム

ア

と
｛

ド

添
加

添力ロせず

10萬分1
7萬δ千分1

5萬分・1

2萬5千分1

2萬分1
1萬5千分1

1萬分1
8千分1
6千分1
4千分1
2千分1
1千分1

直接溜液に就きて施行す

リミニー反癒
石尾氏改良法 卵白鐡国恥法

フクシン亜硫
酸法．

溜液1分を水4分にて稀繹
せるものに就き施行す

リミ昌一反立
石尾氏改良法 卵白迎謁理法

溜液5cc 溜液3cc
水　　2cc 溜液5cc 溜液5cc 溜液3cc

　水2cc

呈色せず

淡

濃

濃

濃

極

極

趣

極

　　　　呈色せず
〃　　　　　　　　　　〃

ク　　　　　　　　　　　〃

ク　　　　　　　　　　　〃

　・青　　淡紫（50萬分1）

青　　　　淡紫（50萬分1強）

　・青　　淡紫（40萬分1）

　青　　紫．（25萬分1）

　青．紫（20萬分1）

濃　青　　濃紫（10萬分1）

濃青・灘紫（δ萬分1）

濃　青　　濃紫（4萬分1）

濃青濃紫（1萬分1）

呈色せず

　ク
　〃
　〃
微　　　藍

淡　　　藍

淡　紫　藍

濃　　　紫

濃　　　調

川　紫　紅

濃　紫　紅

藍　紫　紅

濃　紫　紅

暴訳せず

　〃
　ク
　〃
　〃
　〃
　〃
微

　青
　青
三

極　濃

極　濃

青

青

青

青

呈色せず
　　　〃

　　　〃

　　　ク

　　　〃

　　　〃

　　　〃
淡青（50萬分1）

淡紫（40萬分1）

淡紫（30萬分1）

淡紫（25萬分1）

紫　　（20萬分1）

濃紫（5萬分1）

　前記試験成績を通覧するにノ・ム肉　煙製鰍土煙端紅肉の示す呈色反慮は振れも殆ど

同一の關係を示し直接溜液に就きて施行せる成績に於てはホノレムアルデヒド2萬5千

分1以上添加のものはりミニー反慮石尾氏改良法，卵自鐵璽酸法及フクシン亜硫酸法

の諸反慮語れも著明に呈色し溜液1分を水4分にて稀繹せるものは1萬分1添加のも

のようりミニー反慮石尾氏改良法及卵白鐵盛土の爾反慮著明に呈色せう．

　　　　　　　6．市販及水産講習所寄贈煉製肉類1こ就きて施行せる試験

　前記ノ・ム肉，漁製鰍及爆製鮭に就きて施行せる成績に依れば溜液1分を水4分にて

稀繹せるものに就きリミニー反慮石尾氏改良法及卵白鐵盤酸法にようて試験するにホ

ルムアノレデヒド反慮を示さざる槍肉に封し1萬分1以上添加のものよう著明に呈色し

容易に之を識別し得べきことを認めたるを以て之を前記第二表に表示したる順序に從

a市販及永産講脅所寄贈の燥製品に就き前法の如く直接溜液を用ひたる竜のと溜液1

分を水4分にて稀繹せるものとに就きリミと←反慮石尾氏改良法及卵白鐵幽酸法の爾
も

反鷹を槍し街墾考として稀繹酸に蔵きフクシイ亜硫鹸反慮を槍したるにi欠の成績を示

せう1．’

ぐ
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第 六 表

直接溜液に就き施行す 「溜液・分を水・砂層織・も’ゐ戯き鮪チ

詐｛艦

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1．6

17

18

19

20

孚1

22

2s

24

25

26

低熱燵煙鎌倉ハム

同　　　　　　上

鎌　倉　ハ　ム

ハ　　　　　　　　　　　　ム

高熱駒留4・ム

爆製ソーセーヂ

べ

同

同

苗

冷

燃

同

冷

温

μ　　　　1コ

製

煙　製

　製

煙　製

．燃　製

ン

腓

上

上

上

階

階

上

鮭

鮭

露西亜式燵製鮭

爆、．裂　　鮭

同　　　　　　上

聞　　　　・　　上

同　　’　　　　上

陽　　　　　　　上

県　嬢’製　鮭、

燃製藁巷鯛i
野州からすみ
燃　　裂．　飽

リミ≒一反慮
石尾氏改良法

溜液5cc

呈色せず

　　〃

　　”

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　”

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　青
呈色せず

濃　　　青、

呈色．せず

　　〃

　　〃

濃　　　青

呈色せず

　青
’呈色せず

　　〃・

　　”

　　〃

　　〃

卵白時日酸法

溜液3CC
：水　2cc

　　呈色せず

　　　〃

　　　〃

　　　〃
　　　’”・　．『

　　　”

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃　　『

　　　〃

　F∫　　　　〃

淡紫（30萬分1強）

　呈色せず
紫．．（20萬分・1強）、

　　呈色せず

　　　〃

　　　”　　．

紫　　（25萬分1強）

　呈色せず
淡紫（40萬分ユ）

　　呈色せず

　　　・，，・隔

　　　〃

　　　〃

　　　L〃

リミ昌一反底
石尾氏改良法

稀繹液5cσ

呈色せず

　　〃

　　〃

　　”

　　〃

　　〃

　　〃

　　’ノ．

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

微　　　青

呈色ぜず

微．　青
呈色せず

　　”

　　〃

微　　　青

呈色せず

　　〃

　　”

　　”．

　　〃

　　〃

　　〃

卵白．鐵盛酸法

務繹液3CG
水　　　2cc

　　呈色せず

　　　〃

　　　〃

　　　〃
　　り　・・’へ

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃・

趣微．紫（75萬分1）

　呈色せず
微紫（5Q萬分1弱）

　　呈色せず

　　　〃　’

　　　〃
三三（60萬分1）．

　呈色せず

　　　〃
　　　〃　　■

　　　〃

　　　’1
　㌧　　　　〃

　　　〃

フ’クシン．麗硫

‘酸法

稀程液56c

呈色せず

　’〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

1　　”．

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃　，

極徴藍
呈色せず

微1．紫
呈色せず

　　ト〃1　「

　　瀞’

極　微：藍

呈色せず・

　　〃

　　〃　．

　　”

　　”

　　”

　　〃

　前記試験成績に依れば槍晶総敷26種中直接潔液に就きて試歩せる場合ソ1ミ弗r環

鷹石尾氏改良法及卵白亭亭酸法の二軍鷹を著明に呈色するものは第13號，15．．臨”1♀・號

及2工・號の・4種にして之を4倍の蒸溜・水にて稀・繹する．と「きは第21號は全・く1呈色憩ざ

るに至う爾他の3種のものは依然として著明に呈色しフクシン亜擁二二磨も二二魚

す，しかも之等の検騰は號れも耀製鮭なるとζろよウ考ふれば該製品は其製法上に何

等か特殊の事情の存するζとを想像し得球く其含量は前記第五表の成績よう到概すれ
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ば1萬分1以上のホノレムアルデヒドを含有するものと認め得べし・前述の如く溜液を

4倍の蒸溜水にて稀薄し之に就きリミ昌一反慮石尾氏改良法及卵白餓盤酸法にようて

試験する方法は之を市販燈製肉類の取締上に慮押して最も適罪なるものと思考せら

る．帥ち本試験法に依ウて慰するにユ萬分1以上のホルムアノγデヒドを含有すと認む

べきものは下品開戦26種中3種（ユ1．5％）にして之を爆製鮭に就て看るに総敷11種中

3種郎ち27．2％に相等し大部分のものは1萬分1以下のホノγムアノレデヒ、ドを含有する

ものなることを認めた凱

　　　　　ス町回肉類中のホルムアルデヒド試験法の一門平案に撃て

　前記試験成績に基き燃製肉類中のホノンムアノγデヒドの許容限界量を1萬分1と下定

せぱ威の如き試験法を以て最：も適當なムと認む．

　　　　　　　　　　矯製肉類中末ルムアルデヒド試験法案

　槍髄の丁丁せるもの309を硝子曝に取う蒸溜水100ccを加へて栓潤し時々振写しつ

づユ時間放置し次に50％硫酸10ccを加・〉時々振増しつつ更に■時間平茸したる後

濾過し濾液に5％硫酸含有20％燐タングステン酸溶液を加へ沈近を生ぜざるに至う

吸引確過し濾液に蒸溜水を加へて全量を200ccとなし之を内容約500ccの硝子壕に容

れ素焼の小破片歎箇を添加し石綿板上に熱し5分間門5ccの溜出速度に於て蒸溜し三

門20ccを取り其1分野永4分にて稀繹し次の試験を行ふベレ・

（A）胃液5・G雄瀦に取う之噺｝・郷燭約1％の麟フ・一ヅヒドラデ

ン溶液0．5ccを加へ10分間放置の後1％ニト・ロブノγシットヅ・一ダ溶液2滴を加へ更

尋ζ5分間丹後1％ナ陣ン油液2滴勧ロム・、

　（Bう溜液3CGを試験管に取う水2GC及卵白鐵豊酸溶液15GGを加へ試験管を沸湯

中に浸漬し5分間熱したる後直に冷却すべし．

；卵白餓盤酸溶液野鶏卵白10gに水40c6を加へ振盟して得たる溶液を30％の塵酸

20d6中に徐澄に混和したる後数分特約35。¢温あ凝固せる蛋白質を濾過し濾液を30％

盤酸55cc：中に撹弔しつ、混和して得たる澄明液に新製0．5％塵化野二野溶液・0・75cc

を加へ℃製すべし1　　　　　’　’

　前記てAl）試験に於ご青色を呈し（B）試験に於て紫色を呈するときはホノγムアノγデ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍗
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ヒドの存在を徴す；

　　　　　　　　　　　　　　8．繕　　　　　括’

　以上の試験導電に基き之を総括する乙と次の如し．　　　　　　　　　　　　1

■燥製肉避寒のホノ砿アノγデヒド試駿こ於平門公定法による習弊氣蒸溜法と直接

蒸溜法と翫較識しπるに直接蒸溜濁ま永蒸氣蒸溜法に比し七・ホ・叫ア・γデ・ドの

溜出租劣るも充分之に代用し得べきことを認めたウ。

2・市販及水産講習所寄聡に係る燃製肉類26種に就き直接蒸溜法に依うて試験した

るソーセーヂ，鱒及カラスミはホルムアノンデヒドの反慮全く陰性にしてノ・ム肉は5種

中2種僅微に陽性を示し其他は陰性な鋲ベーコン及鱗は稽著明に呈色反影を現はし

鮭は11種中9種陽性を示し8種は反鷹最竜野著にして下刷飽は微に陽性を示せう．

3．燃製肉類中ホルムアノγデヒドの試験に等し燐タングスラン酸庭理法を鷹用し罐詰

蟹肉燃直増繍馳に於てホ・γム7・げヒド薦を示さざ巴町汲ハム威こ牽

ρホノγムアノγデヒドを添加し50cc宛2回蒸溜せる溜液に就きて試験せるに51萬分1

添加のものよウ翻れも薯明なる呈色反鷹を認めた釦．

4・ホァムアノンデヒドの反側を示さぎるハム肉，鮭及鮭の煙製品に封し夫々ホ川ムア

・ノγデヒドを添加し冷所に一夜間放置しだる後考タング．スチン酸法を施し其20ccを溜

取し一・は直接溜液を用ひ他は溜液1分を蒸溜水4分にて稀繹せるものに就き各其5GG

に画しリミニ・一反慮石尾氏改良法野州液3CGを蒸溜水2CGにて門門せるものに就き卵

白鐵璽干反鷹を糊し爾ほ謬考として直接溜液5ccに就きフクシン亜硫酸反回を検した

るに直接溜液に就きて試験せる揚合はホノγムアルデヒド2萬5千分1添加の際3反慮

共軌れも著明に陽性を示し稀胆液に於ては1萬分1添加のものよう旧著なる陽性友磨

を呈する乙とを認めたう．

5・市販蛇水産講習所寄賂に作る燃製品26種に就き前記試験法を鷹労したるに溜液

を直接試験したる野合著明に呈色し2萬5千分1以上のホノレムアノレデヒドの含存を示

すものは4種にして之を4倍の蒸溜水にて稀繹するときは3種（燃製鮭）のみ依然と

して著明に呈色し1萬分1以上のホノレムアノγデヒドの含存を示せう．

銑爆製肉類に封し濁逸公定試駿法に準撮してきノγムアノレデヒドの試験を施すときは
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5千分1以上の含有量にあらざれば之を確回するを得ざるは石尾氏等の試験にようて

明かにせられたるところにして若し該試験法を耀製肉類に適用せんか當然5千分1程

度迄看過せらるる乙ととなる竜斯の如きは稽寛容に遇ぐるを思惟せしむるところにし

て之を1萬分1程度に保持するときは保健衛生上最も安當なうと信じたるを以て之に

適用すべき一改良試験法案を提出せんとす．

　　　昭和八年五月　　．　　　　　　　　　1・　　　　．



一パギ・A，試ギ・M恥パゾールMと樽する防醜の徽閾する㈱効力試繊績ユ71

　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　師　石　　　　正　文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』隔　　．　’麹

　　　　　　　　　　　　　　”　技手　　　 ㌦與作・　、

昭和8年胡22鮒蘇第262號を以て三局よ⑩照會に從4標記の二二施行

したり・可成緯左の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　試　　　験　　　品　　　『　　　　　　　　自

講品は3種にし備蝸よ幽晦の品1・はNipゑgi・岬ip・gi叫耳ip…IMρ

糧附す，但し添麟中の諮にはニバブ j圃の輝無隙岬Pぞと
記載す．　　　、　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一　、　　　　．

各三品の糊獣三二三門の如し・　・一．ロ・ゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　丁丁的試験成績表　　　　　　　　ジ　．・　　…一・

ニパギンA，ニパギンM及ニパゾール三島醇する

防翻三瀬1こ鮒る防騨力試獄績』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠　藤
、

試 験 項 目

外 観

溶解度

’0ユgを溶解するに≡要す

，． 髏?ﾌ量

1Dgを溶解するに要す
るアルコFルの量；．

友分野二軸したる時の）

融 貼

成分の

鑑　識

パラオキシ安息香酸6

反慮

　＼
エステルを形威する各
種7ルヌールρ四三　．

紳1遜キ醜香酸の鱗．

二‘ o　ギ　ン　ム 昌　バ　ギ　ン　M

・色結晶性嚇 戟E ：左

約　150g

約2・29

殆無し

4　　1170飼12iq

鹸化物より酸性物質を
抽出し之にミロン氏試
藥を加ふるに赤色を呈す

鹸化物の溜液に付：試験

乙ドカ，轍舳て
幽幽ドホル為（吊チル
アルコールの反魂）を
生ず

三二出せず：

約　809

約　2．59

同 牢

’1259～1260

同
’奔

メチルアルコール¢）反
．慮顯著

壌配せず

’ニバナ＿ル血

同 左

的3009

約29

同 卜2葺

1000～1040

同 左、

プロピルアルコールの
肇異臭顯著　　噌’P』’

・二二出せず
畳
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σ）

メチルエステルの有無桧定

純度％

●

試 験　　　’品

苛性加里上に眞空乾燥
したるもの

検団せず

パラ・オキシ安息香酸の
エチ〃エステノレとして
　　101．45

100．49

同価酸のメチルエステ
ルとして
　　98b94

100．10

検出せず

同油酸のプロピルエス
テルとして
　　101．89

101。31

荷試験品を重炭酸ソーダ溶液を以て庭理したる後再結晶して精製したるものは次表

の如き成績を與ぷ．

試　　　験　　　項　　　目

融

ニ　パ　ギ　　ン　A．

貼1，…㌍

文　　献　　上‘の　融　　貼

純 度 ％

パラオ’ Lシ安息香酸の
エチノレエステル

　　1130

100，21

ニ　パ’ギ　　ン　：M

12go

同：左酸のメチルエステ

ル

　　1310

99・92．

昌　パ　ゾ　一　ル五1

980

同左酸のプ・ピ〃エス
テノレ

　　96．20

100．72

　註　前記各項の試験芳山中遊離パラオキシ安息香酸の存否槍定試験友純度試験ば次

の方法に篠れ払

　遊離パラオキシ安息香酸の存否槍定　試験品19を取り10％の重炭酸ソーダ溶液

2GCを加ぷ．若し試験品書に遊離酸存在すれば此際炭酸ガスを螢生し其濾液ば之に稀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
硫酸を寸寸性と漂す神色錦融棚物を齢
　純度の検定　試験品0．69を敗う二分定規カリ液25CGを加へ直火にて1時間鹸化し

フエノーノγソタレインを標示藥として二分定規盤酸を以て全く赤色を認めぎるに至る

迄滴定し鹸化に要せし勇り液のccよウエスチノンめ含量を算定す．’

　　　　　　　　　　　　　醤油に謝する防徽効力試験

　本丁瞼に於ては市販丁丁：醤油に水を約10封8の割合に加へて稀繹しボーメ15度の

、比重を示すもの及水を約2割加へて稀繹しボーメ20度の比重を示すものとの2種を

試騨穆な圃考を脚た楊舗騨翻を添加し鉢孔儲を用碑面舘
防滴をカ・へて火入したる後醤油徽を移植し下上離久繊に附したう・

　認卿『當桑ては前記稀糧醤油㍗00cc．を内容約20Pccの硝’子壕に界う之れに二づギン・

Aは、0．oσ8鞄く所定量にして醤油壷石弓う159の割合）及其2倍量並3倍：量を添加し二
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パギンMは0．01塘（所定量にして壼石心う209の割合）深其2倍量虹3倍量・亭パゾ

ーノγMは0．00569（所定量にして壼石面う109の割合）及其2倍量虹3倍量を添加し

封照試験にはベタナフ1・一ノγの0．0059（壼石當ム99の割合）を添加したるものを用

意せう．此等の可三品は60～65度の温湯中に浸漬し時々壕を振卜しつつ30分間加温

し特にボーメ20度の比重を示す稀繹醤油を材料となしたるものには塚の内容物を一

旦冷却したる後生理的食三水10ccに回し醤油徽二白金耳の混和物よ・ウニ自金三戸を

探回して之を添加したり・試験用の各回は回れも紙帽にて覆ひ藪個の穴を穿ち28度

の艀卵器内に於て徴の蚕生に至る経過を観察したう．

　　　　　第1表二子ギンA，二・螺ンM及ニパゾーノγMの醤油に

　　　　　　　　回する防徽効力試験成績（醤油徽を移植せざるもの）

可　検　品

100cc中に
添加したる
検髄の9量

外　　　観
氣味の攣化

試験第1日

〃第7日

〃第12日

〃第17日

〃第21日

〃第24日

〃・第29日

〃層 謔R2日

〃第40日

〃第50日

〃第60日

〃郷5日

ニバギンAを添加したる
稀　　繹　　醤　　油

0．0083’

愛　化
な　し

±

十

0．0167

二化
な　し

±

±

r±：

0．025

二化
な　し

ニバギンMを添抑したる
稀　　羅　　醤　　油

0．011

憂　化
な　し

±

±

±

十

0．622

愛　化
な　　し

一　’ひ

±

十

十，

0．033

憂　化
な　し

昌パゾ・一ノレMを添加

したる稀羅醤油

0．0056

愛　二一

な　し

±

十

0．011

二化
なし

出

±

十

0．0167

攣　斜
な　し

i一三試験

奮難i旛蕪

0

±、

±

±

十

0．005，

憂化
な　し

表中一の記・號は可検品に異歌なきを示し

＋の記號は轍の登生を示し其藪多き程甚だしき．もめにして『

±は痕跡なるを示す・　　　　．、．
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第2表醤油徽を移植したる際に於ける昌パギンA，

ニパギンM及ニパゾーノγMの防徽効力試験成績

昌パギンM：を添加したる

H　　輝　　醤　　油

自照試験
可　検　品．

ニパギンA．を添加したる

H　　繹　　’醤　　油
昌パゾール：Mを添

ﾁしたる稀繹醤油 奮難論蕪
100cc中に
添加したる　0．0083
検見の9量

外　　　観憂化
氣味の癌化　な　し

試験第1日

〃第2日

〃第4日

〃第6日

〃第8圓

”第10日

㌧〃　簾13H

〃第16日

・”第20目

．〃第30日

”第40日

”第50日

〃第60日

〃第65日

±

十

冊

0．0167

憂　化
な　『し

0．025　　0。011

憂化　攣化
な‘し　な　し

±

06022

測ヒ
なし

±

十

世

0，033

憂化
なし

±

qo磁lono56

　　i

憂生
なし

憂化
なし

±

冊

0．011

愛化
なし

0．0167　　0

，±

冊

0．005

攣　化
な　し

　第1表の成績によれば昌パギンAは所定量．（100ccに付き0・0083g）に燐ては効果

を表はさず2倍量を使用する時は二一試駿に比し29日間徽の三生を掬制し3倍量を

使用したるものにあ6ては試験全期一回の羽生を認めず．

　ニパギンMは所定：量に於ては防徽の効力を有せず2倍量：に於ては封照試験に封し

11日間徽の磯生を抑制し3倍量に於ては試下期間中徽の丁丁を認めず．

　ニパゾーノγMを添加したる醤油は所定量（100cGに付き0．00569）に於ては効力を

有せざれ共2倍量に於ては8日間徽の螢生を抑制し3倍量を添加したる竜のは試験期

間中徽の毅生を認めず・

　第2表の成績によれ曜」ぜンAは所定量にあうては封照試験に比し2日間徽の

機育を掬制し2倍量を使用したるものにあ釦ては試験期間中台を登生せず．
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’二〉｛ギンMは所定量に於ては効力を有せず2倍量に於て2日臨3倍量に於て7日

間の徽の登育を抑制するの効果を表し特に試験したる4倍量に至う試験期問中徹め飼

育を挽制し得たう．

　ニバゾ・一ンγMは所定量に於て既に4日商徽の叢育を抑制し2倍量を使用しだるも

のは試瞼期間申徽の磯育を抑制し得るの効果を表せう．

　前記第1及第2の成績表は3種の試験品の効即槍定に於て並行せる結果を示し効力

の優秀なるものよう記載すればニパゾーノγM，ニパギンA，ニパギンMの順序を爲せ

う・藪に第2表の成績中試験奎期間中防徽効果を螢現したる場合の最底成績を摘録す

れば其成績下の如し．

　　　　　　　第3表・醤油に2割の水を加へ醤油徽を投加したる

　　　　　　　　　　　　　　　　場合に於ける効力の比較

試 験 品 65日間徽を震生せざる揚合の最少添加量

　ニ　　バ　　ギ　　ン　　A　　　　　100ccに付　　0，0167g　　　　　　壼石に付　　30g

　ニ　パ　1ギ　 ン　皿［　　　　　〃　　　0．044g　　　　　　　〃　　　80g

　ニ　　　ノぐ　　ゾ’　　一　　　ル　　　］M：　　　　　　　　　　．〃　　　　　　0ρ11g　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　20g

　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　『論

前記の試験成績を縛括すれば其館結次の如し．

1．試験品の品質に關し定性分析の結果に擦れば3種共遊離のパラオキシ安息香酸を

含有せず㌧叉ニパギンA・及ニパソ炉ノγMは該酸のメチノγエステノγを含有せず・而

して其純樺の程度は次表にようて之を槍定すれば

昌　　パ　　ギ　　ン　　A

再結晶したる昌パギンA

二‘

DパギンM：
再結晶したるニパギンM

昌　パ　　ゾ　　一　ル　M〔

再結晶したる昌パゾ・一ル］近

純　　度　　％

ユ01．45

100．21

98．94

99．92

101．89

100．72

融

1170～1210．

118．50

125。～1360

　129Q

looo～1040

　980

｝

1
∫

｝

女　麟　上　『　融　鮎

パラオキシ安息香酸エチルエステル

　　　　1130

上記酸のメチルエステル
　　　　131．o

上酸のプロピルエステル
　　　　96．20
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昌パ㌣ンMは品質に於て他の2種に優れう，但3種共再結晶すれば品質は昂上し

略純品に化す．

2．醤油に勢する防徽効力試験成績に擦れば各試験品共に効果顯著にして約2割の加

水行ひたる薗印の稀鐸醤油は添加量下記の場合65日の全試験期間中徽④機生を掬

制したう．

昌
ノぐ ギ ン ム 稀糧醤油100ccに付 0．0167g 登石に付 30gの割合

昌
ノ｛ ギ ン M 〃 0．044g 〃 809の割合

二 バ ゾ　　P ル 皿 〃 0．011g ゲ 20gの割合

荷上表の割合を以て試験品を添加したる稀1澤醤油は外観及氣味を痩化せず・

　昭和9年10月29日

　　　　　　　　　　　　　　引　用　文獄

　　（1）F．Weiss：Zeits．£unte臨d．　Lebens．5臥28．
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パラオキジ安息香酸ニズテル類の毒性調査報告

技　師　伊　東　　幹　愛

技　手　束　　　弘　　四

三　手　注　　　文　　稻

　昭和8年5月22日警衛保262號を以て衛隼局長よう飲食物防腐剤と．してノ｛『オキシ

安息香酸のメチノレ，エチノン，プロビノγの3種のエステルに就き防腐作用及之が倹用上

に於みる衛生上の二二に1就き二二あうπる内その防腐作用に就きては石尾技師等に於

て調査せるを以て余等はその毒性に就き調査中の腱次の如き成績を得たるを以て叢に

報告せんとす．

　パラオキシ安息香酸のエスヲ’ノγ類は中性，無臭，無味にして附加物の反回（性）即，

何に係はらず使用せられ而も大なる防腐力を有する特鮎あウとの理由拠よう近來そ・の

メチノレエステノγはニパギγM・エチノγエスカンはニメギンA・プ・ピノγエス沖！はニ

パゾーノレMなる商品名の下に諸種の防腐剤として襲費せられ居るを以て既に之に關
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（1）（2）（3）
し多くの報告あφ・而も之が殺菌防腐の効に閉してはSabali七schk＆に：負ふ庭…多く今

醸酵掬制及黄色蓮鎖国球菌に濁する作用を石炭酸其の他敷種の槍髄と比較ぜし報告を

見るに…欠の如し．（石炭酸の効力を1．0として計算す）

桧 盟 名

メタオキシ安息香酸

パラオキシ安息香酸

石

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

メチルエステル

エチノレエステル

N一プロピルエステル

エ＿ラ。ロピ知エステル’

N一ブチル並ステフレ、

7．ミルエステル

アリルエステル

栄ンチル・エステル

炭　　　　　　　酸．

醗　酵　抑　制

2．2

2．2

3．7

5。3

25．0

．15．0

40．0

53．0

15．0

69ゐ0

1．0

黄色連鎮駅球菌に封ずる作用

宙 嚢育…抑制

『3．6

2．6

7．1

ユ5ξ02

夏3．0

37．0

12．O

B310

1．0

　1．9

3．0

　8．8

／7．0

32．0

ユ09⑩

　1、0
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伊’　東・　東　℃㌧注

・i醜いでPanicilliqm．91aロcu坦に謝する島育防止濃度をずツテノγ当朝そのナトリウム臨

に比するに

一　無論■サリチ醗一ダ　㌘雰慧鍔竃離
　　　　　　　0．214％　　　　　　　　　9　　4．3％　　　　’　　　　　　　　　0．071男多

　又有所右尾技師等の報告による竜醤油に聾しメチノγエステノンは1萬分の4．4エチル

・『系ヲ：ノγは1萬分の1・67プロビノγ工系テルは1萬分の1・1にて防徽作用を示すと云ふ

以て安息香酸，ナソチノレ酸の微力なるに野し優れたる防腐力を有ナと云ふを得べし．．

　　　　　　　　　　　　　　　　くり　　　　　　　　　　　　　　　くの
　・次に其の毒性に關してはSchabe1・SchUbel　u　Mangerの報告あう，次の如し．

メチルエステル ・チーステル 戟E……
犬及家世繍的に中　毒　量　　29　　　49　　　3～49
投濁せる馴合の膿重

　　　　　　　　致死量　39　　59　　
69

1kgに封ずる尿中へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　16～40％　　　　　　　　　　　7～49％　　　　　　　　　　　　4～21％
の排泄量

・而して中毒量に於ては多く尿中二二及糖を讃明す，然れども中毒量以下に於ては連

用する鰻性中毒蓄積作用を回すことなしと報告遍・之を列チ・酸・チルエスラ

ァ！ジナリチノレ酸，ナリチノγ酸ナトリウム，安息香酸及其ナトリウム中等の毒性と比較

する意味に於て之等の三口三二與に於ける髄重1kgに封ずる致死量を表示するに次の
　　くのくわ
如し．

動物種類
撃c・8鳩P艶

犬

家　　　兎

kg

kg

サリチル酸
メチルエステル

2．05～2．159

2．75～2．85g

粥酬・・チ畷
0．45～0．59

1．2一り1．6g L1～1．6g

安息香酸及
其ナトリウム塵

1g中毒，2g：致死＝量

　　ca　29

　以上璽重文獄に依う輝口的平心に於ける毒性は略有之を知う得たるを以て更に之が

生醗内に完全に吸虫せられたる時の毒性を比較せんと欲しパラオキシ安息香酸のメチ

ノ7，エチ押，プロピノンの三エステノγ及そのナトヲウム塵，遊離酸並びに安息香酸，ず

フチノレ醇の7楡髄¢～マウスに封ずる毒性を皮下注射法に依う．試鹸せう・而して検髄は

遊離パラオキシ安息香酸は武田製のものを．その各エステノγ類は夫々衛生局よう心付の

ものなる昌パギンM（メチァエステノレ）ヂニパギンA’ iエチノンエステノγ），ニパゾーノγ
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M（プロピノレエステ川）を用ひ，（その化獣的性質に就きては石尾技師等に於て報告せ

るものなム〉其の他のものは総て局方晶を使用ぜう．”パラオキシ安息香酸の土スカγ

類は一般に水に難高なるを以て他の槍謄に於ても試験方法の均一」を期する爲，すべて

局方ナラビナゴム末の助を籍うて所定濃度の乳剤を作う之を健康雄マウスの背面皮下

に三重109に封し一定：量宛注射し以てその症状を観察せウ．其成績次の如し．

　　　　　　　パラオキシ安息香酸メチーノγヂステノγ（二・螺ンM）

　槍液調製法

　檎燈19及アラビぎゴム末0・59を孚L鉢中にてよく研磨混和し然る後水を加へて乳

捌を作ウ全量を10ccとなず．

　　　　　　　　　　　　　雄マウメに封ずる皮下注射

三物

番號

1

2

3

4

’5．

6

7「『

8

9

三重9

12．5

12．0

13。0

13．0

13．5

13．5

12。0

11．5」

11．5．

三重10gに封ず

る注射’量（CC）

0．3

0ゐ

0‘7

全注射：量（cc）

0．375

0．36

0。39

0．65

0．675

0．675

0．84

0．805

0。805

主なる三舞

麻痺して頻死の
歌態の如く見え
るも翌日全く日動

篠す

全く衰弱無力の
歌態にて同復せ・
ず

同 上

生 死

塗騰二二1三日・目

生

生

生

し死

’死．’

死

死’

死

死

霊

生：

生

死

死

死

生’』

生

’‘

F．

暫死

　死

死』∴訂　’死

死・　　　‘死

死，　　；死

　　　　　　　づラオキシ安息香酸エチー・γモメ、テ・γ（二・ぜンA）

　胆液調製法　　　　，　　　　　　　　　・’　・　　　　　　　2　　．÷

購・9即ビヤゴム末α59を糊・℃潮脚・聯難加噸
測を作り全量を10CG．とす．　　　　　　　　　　　L』　　　　＼、，

　　　　　　　　　　　　　雄マウぞ、に封ずる皮下澤射．：

　　　　　　　　　　［
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鋤物

ﾔ號，

盟重109に封ず

髓克ﾋ量（cc）

生　　　　　　　　　死

髄重9 全注射量（cc） 主なる症駅 竺香讐1二朋i三朋
・10

ユ1

，・ P

12

13。0層

12．5

12．5

0．3

0．39

0．375

0．375

大なる異歌を認
めざるも元氣衰
ふ・，

生

生

生

13

14

15

13．5

12．0

13．0

0．5

0．675

0．625

0．65

著しく衰弱し無
力なり

死

生

死

生

生

生

死

死

死

生

生

生

死

干

死

幽i6　i4．0　　－0．98　　
　1713・5　04　 0・945　同　上死　死　死
　1813。5　　 0．945』　　死目死　　　　　　」

　　　　　　　パラオキシ安息香酸プロビーノレエステノγ（rFパゾーノンM）

　検液調製法　　　　　　　　　　　　　　　●

　検艦2g友アラゼヤゴム末1gを乳鉢中にてよく研磨混和し然る後水を加へて乳剤

を作う全量を10GCとなす・

　　　　　　　　　　　　　　雄マウスに封ずる皮下注射

動物

　　山山9番號

盤重10gにi封ず

る注射鼠（CC）1
全注射量（cc）　主なる症歌

卑 死

19

20

21

13．0

1510

14．0

0．3

0．39

0．45

0．42

大なる礎化なし

鰭倒二世L三朋
生

生

生

隼

生

生

生

生

生

22

含3

24

14．0

13。5

13。5

0．5

0。70

0．675㌦．，　無力困態之歌

0．675

死

死

死

死

死

死

死

死

死

25 14．0 0．98 死 ，死 死

’26 14．5‘ 0．7 1，015 同　　　　上 死 死 死
律

27 13ゆ 0．91 死 死 死

局方サ’リ・テール酸（中和せう）

検液調製法
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．雄α19．を2％・の重三七麟！ζ溶解し之にアラ鼎ゴ昧α59を加へて後全

：量を10ccの乳剤となす弱アノγカリ性反鷹を呈す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　雄マウスに封ずる皮下注射

生　　　　　　　　　死動物

ﾔ號
二重9

盟重109に封ず

髓克ﾋ量（GC）
全注射量（cc）’ ‘主なる症釈

鰭讐二日目ト丁目

28　　15．0

29　　．15。5

30　　16．0

0．3

0．45

0．465’

0．48

大なる異朕を．認

めず

生’

生

生

31　　15r5

32　　15．5

33　　14．0

0．5

0．775

0．775

0．70

・刺戟に依り興奮
を見る

死

生

死

34　　17．5

35　　16．5

36　　15．5

0。7

1．22

1，15

1．08

痙攣死を起すも
のあり

死

死

死

生

、生・

生

死

生

’死

日

死

死

生1、

生

生

死

生

‘死

弼

死

死

　　　　　　　　　　　　　　局方安息香酸（中和せム）

　丁丁調製法
　　ら

　槍禮029を4％め重炭酸曹達液に溶解し之にアラビヤゴム末0．5gを加へて後全

量を10coの乳剤となす弱アノγカリ性反慮を呈’す．

　　　　　　　　　　　　　雄マウスに樹する皮下注射

動物

二三

37

38

39

40

41

42

二重9

15．0

．1面

16．0

15．0

15．5

14．o

盟重109に封ず

る注射量（CC）

0．3

0ρ5

046

0。45

0．48

、0．75

，0。775

0．70

大なう異歌を認
めず’

1廠痺作用あら拡
るるも翌日同復

』す

生 死

些香煎二日則三白日

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

　　　ノ
生

生

生，

生．

皐

．生・，

隼



182 嶺　　東㍉　’東　・・　注・

’4314．5　　 1．01　　
・・・ E…　　ゴ．　　1・15憧回して元勅　死1死㌃死・

　4513．5　　 0．94　　
　　　　　　　　　　　　遊離パラオキシ安息、香酸

　2％．槍液言周製法・．　1　・：・　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　”

雄α29・とア：ラ⇒笹末・q29を等鉢中で1く研騨ロし然る後脚へて孕

：量10ccの孚L液と．なす・

　　　　　　　　　　　　雄マウスに封ずる皮下注射1

動’肋

番’ j
46

47

48

49

50

51

52

53

54

髄：重9

10

10

11

7’

10

10

io

io

12

盟重10gに封ず

’る注射量（⑩

0．1

03

0。5　幽

全注射量（cc）

0．1

0．1

層0↓ゴ

0．21

0．30

0．30

0．5

0．5

Q・6

生 ，元

三後一日目’ P二・目三・・
生

生

生

生

．死

生

死

生『　・

生’

生

生

生』

生

死

生

生

生

生．

生

生

死

生’

　5％槍液の調製

・雄α59とアラピヤゴ1味．晦を孚L二三礪騨和レ働をか鰻10ρ㊥

乳液となす・　　　』．　　　．　　’

　　　　　　ゴ、1　．　1雄マウスに封ずる皮下注射・　　　　　　．．・■　．

ド生　　　　　　　　　　　」馳死：動物
ﾔ．號

禮：重91　　　　　　　　　　　・

魑重109に封ず

驕@’　　、
全注射量（cc）

注射後一日目：1二　　日　目　1ゴL日，自

55．

56

5才

15．5

16．0・

17．6

；0・3・1

0．465．

．0．48・

051

・死

・死

！死 、・ Q　　，：レ

＼

／
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58

59

60

61

62

63

15．5

15．0

15．5層

14．0

15．0

16．0

0．5

．0．7

0．775

0。75

0．776

’0．98

1．05、

1．12

死

死

死

　　　／

』∴．’．．，∵∫パラオキシ安息香酸（中禾ロせのべ．∴一＿…∴』∴

　’槍液調製法、、

　検膣19を重炭酸曹達液に溶解し之にアラビヤでみ宋0．59を和して全量1Q¢cの乳

剤となす，弱アノ財カリ．性反回を呈す．　　　　　　　　．．’．．∴・－・．こ　．、、＼

2　　　：：’　　・　、　　雄マウスに封ずる皮下注射

死

死』’

死

動物
　　　　盟重9
・番號・

髄重109に封チ
　　　　　　　全注射量（cc♪
る注射量（CC）・

生 死・

注鰍噌三 二・、日 且］三郎臥
64 16 0ユ6 生 ’生　　、． ’F

@　　生

65 16 0．1 0．16 生 生 生
‘

5

66 10 0．10 生 生 生

67

68

69

17

15

16

0．2

．0．34

0。30

0．32

死

生

死

隼 生

　70　　　　　　16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　048　　　　　　　　丁　　死「　「　㌧　　　　　”一　　』　　　　’」　　’　　」

　71　　11　　　0．3　　　0，33　　’　死’　「’　一　”　 一
　72　　　10　　　　　　．　’』’0．30　　　　　死－’　…　　　二　’・　’　‘一

　今以上の結果よウその皮下注射法によるマウス・1k9に甥する最小致死量を算出．し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
列平するに次の如し．

　　　　パラオキシ安息香酸メチルエステノγ（ニノfギンM）　　　　　5．09

　　　　パラオキシ安息香酸エチルエス：テル（昌パギンA）　　　　　5・09

　　　　パラオキシ安息香酸プロビルェスプノ軟1ニメブーヲγM）　　10．Og

　　　　遊離パラ．オキシ安息香酸’　　　　　　、　　　　’　　0・69　・



・▼ ．； ’．塘1

並84 伊　乗ド．．東：＿一己、、

　　　　パラオキシ安息香酸（中和せう）’　　　　　　　　　　　　　2．Og

　　，｝．安息香酸（中和せう）　　　　　　　　　　　　　　　　　　14g

　　　　ずりチノレ酸（中和せう）　　　　　　　　　　　　　　　　0．5g

　　　　　　　　　　　　　　　線　　　　　i括

　以上文献瓦画壇成績よう之を見るにパラオキシ安息香酸のエステノン類は著明なる醗

三三制，殺菌力を有し醤油に封しても亦かなうの防徽力を示し殊にプロビノンエステノγ

最も優れエチノγエス身ノγ，メチノγエステノγの順位に之に次ぐ，然るに毒性は全く反回

頓にしてプマピノγエステノγ最も少くエチ川エス」わ殆メチノγエスヲ7レは余等の成績に於．

．絃は数字的に同結果なりしも文廟に於てはメチルエステノン毒性最竜強しと云ふ然れ

ど囎之をナヲチ職艶香脚夫肥すれば蓬鰯し畑楓織、依れば，、

ラォキシ安息香酸の腎臓より排泄せらるるに當りて腎酸素消費を來すこと極めて少く

搬んど賢刺戟を乱す乙となしと零ム・故に獄上のパラオキシ安＆香酸エステル類中エ

チ・ノγ及プ”・ビノレエステルは比較的毒忌少なき防腐剤と認め得べきも之に反しメチノγエ

ステルは前二者に比し毒性梢強く其高力劣り且つ髄内に吸息淫声チノレァノレコーノγを遊

離すお虞あるを以℃防腐鋼として適當なムと言ひ難し．

　　　　　　　　　　　　　　　引用文献

　　　1）　Sabali亀寧。］bka：Apothekerzeiむung，1928，　Bd．43，8．671

　　．2）　Sabalitsch㎞3　Pharロ1azeu七ica’acta　Helvetica平928，　Bd．3，8．103

　　』3）　Sabalit8chka　h．　Die雛ich＝Desi且fektion，1926，　Bd．11，67，94

　　．4）・Schabel：M．m．W．，1930，　Bd。77，8．13

　　・5）鋤bel　u恥ge「3んptL手92鶏B乱14a・298、・、　　　　　　一
　　　6）　F．1孤ロry　u．　E　Zernick；］日［a且dbuch　d．　biol。ム，rbeit寧meもhoden，　Abderhaldeロ，1928

　　　7）　Ro帥u．　a：Arb．　a記し　K：ai8．　Ges，A皿t，1913，　Bd，45

Jlll・3ン17恥u菱aKl躍dK血…Gミ」・p孤」・町臨・i皿⑳へS蜘・甲，IV・ph“・皿a・。知・V工耳1933免160
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酒精性飲料蛇製剤中メーチ＿ノレァノヒ

コーノびめ試験に撃て　（第二報）

技　　手

助　　手

紬　部　　安・藏

長谷「煤I俊彦

　　　　　　　　　　　1．　　1．緒　　　言、

　酒旗匪飲料蚊薬局方製剤中のメチPノγアノγコFノγ試験1と威しては先年衣釜所長と共

にライ’7民蒸溜法を鷹用せる簡便法に就き研究したる結果從來の方法に比し著しく簡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり軍にして少量の検査を用ひて充分所期の目的を達し得べき改良法を案出報告せ互．其

後刈米及天田氏等は前記改良法をアノγコ・一ノン含有製湖中のメチFノレアノレコ←ノン検出法

　　　　　　　　　　　　　に鷹用せる試験成績を報告せウ。而して之等の試験に慮謁するフクシン亜硫酸反慮は

メチーノンアノγコ・一ノγの酸化にようて化生するホルムプノγデヒドの固有気重に非ず常に

傍生するアセトアノγデヒドも亦同一反心を呈するを以て該試験法に於ては酸化越中に

濃硫酸1CGを添加してアセトアノγデヒドの呈色反慮を掬制するを必要とせ外然れ共

種々の翻継成分を含有ナる極値に在ウては其蒸溜液のカメレオン酸化に劫てアセ1

ト：ア卿デとドの外爾ほ類以南賑を生起する物質を化生すべく客等物質も亦常に澱碑酸

ユGCの添カロによウて其反鷹を完全沁麹馴煙らるるや否や之等の關係は未だ明瞭ならざ

るも¢～回外殊に植物性揮肇油類を含有する三三；に在うては二三灘加直後三七『皐争

し1時間以内に溜失するζとあるは屡々輕験するとζろなう・幾の如くフ4潔ン車回

酸三鷹を以て最後⑳剣定毒なす試験法の揚合には爾頃研究の絵地ある乙蓬、を認あた奉

を腿で衣笠所長指導のもとに研究蓼三三し從來の7グシン亜硫酸反回の代ウに三等三

編の蘇殆とホ，螺ア、γデ・ドの固有反磨と耀鶴べき卵繊麟反回三四

三三し先づ酒轍旧き試験し其溜液のカメレオン酸他液に直接該七三を添加しだ三一’』

蚕く呈色ぜざうしを以て四三二を再三し三三三三酸反慮と共に石尾民改良製ミ与嚇反

躍及7クシ・唖硫酸購等に働て姦し海．るに謡初二幅1鱒三面・嘱ア〃撫・ド

／
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186 服 部　・一長㌔谷　部・L

を殆と移行せざるか叉は極微量移行するに過ぎずして六部分は第2溜液5cc中に含有

せらるることを認めたり．依って更に本号葡萄酒，清酒及焼酎虹之等に種々の割合に

　メチーノγアノγコーノγを添加せるものに就き前船反慮を比較研究したるに卵白鐵盤酸反

　慮及石尾氏改良リミニ・一反慮は極めて正確なる成績を示すも呈色鏡帯に過ぎ純酒精の

試瞼に於けるが如く痕跡のメチー7アノレ自一7に慣しても触れが試験を要する揚合以

外には適茸ざることを認めたう・然るにンクシン亜硫酸反響は從來の試験法に比し其

　呈色鋭敏度精低下すと錐竜アセトアノγデヒド及其他の揮螢性成分に依ウて影響せろる

　ること一層少なく天然に含有する極微量のメチβノシアノγコーノレ若しくは其他の不純物

　による類似反発は殆と之を除刑し得べきを認めしあたるを以て此關係に絶て從來最も、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　問題となれるチンキ言及酒精製湖に就き之を慮回せるに未だ旧く完全とは樗し難しと

　雌も町勢の試験法に比し一稜め進歩ぜる竜のとして推奨する債値あるを信ずるものな

　う．以下之れが研究の経過虹試験成績を示せば次の如し．

　　　　2．メチールアルコール含有酒精1二謝し平野鐵塵酸反磨の慮用に就て．

　　襲に門門の創案せる試験法（以上便宜上今町の再野晒験法に野し直接試験法と回す’）

　に從ひ塵塗して得たるカメレオン酸化液に就きフクシン亜硫酸溶液の代うに直接三三

　鐵豊町試藥を慮解したる竜全く呈色せず，所期の目的を達成し得ぎうしを以てi爽の如

　．く之を改痩せう・

　・直接講呪法に準擦し槍液20ccを内宕約50ccの蒸溜硝子壕に容れ炭酸噌グネジァ

　α19－0．59を加へたる後之に約直角に2同屈曲せる蒸溜硝rF管を緊密に連結し硝子壕

　をアメベメト板上に置き小火焙にて徐々に加熱しユceを氷冷せる劃度小聖鹸管沖に溜

　解し其早年0．2ccを前記と同形の小鉢乎爆に取う、水を加へて総量を5ccとなし之1に1％

適マンガン酸カリウム溶液5cc及50％硫酸0面6を加へ2分間放置したる後8％穆酸

　溶液ibGを加へて脱色せしめ素焼小破片藪箇を添加し前記と同一方法た依あで永冷せ

る繊臓囎中に1c碗8簾溜し各其ユccに水を加職制5GG’とせる庵◎吻

ノ国別1eclを起て第2溜液5ccを集あπるものとに就き来々卵白鐵盛酸反慮を試験悲う・

　享．前記試験法に依ウメチ門ルア戸⇒烈γ不含の純酒精を以て調製ぜる2α瓢酒繕及之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　臓爽表に示す如ぐ種々の割合に図チ，rルァルコ穂ノソを添ヵ庭ぜる擬液泌就き施行紫る識i
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験・成績次の如し
獣鴎・第

1 表

木精溜液

添加量で％）　1

卵’白幽’鐵『塵酸1．反慮・（蒸溜＝’液10．2cc）

20％

酒精

α01

0．02

0．03

0．04

0．05

0b1

02

0．3

0．4．

0．5

1．0

添加せ
ず

・等：｝欝・／’第饗液1鞘欝1箏1欝糟挙国讐鴨脚1籍鰹1籠1欝薩か綾鰐

．三口黄

〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

・痕　　・跡

　、〃

趣微紫
（1170萬弱）

極．・微紫
（1170萬弱）

極微紫
（1170萬弱）

微　　紫
（1／45萬）

微　　紫
（1130萬身易）

・淡　　紫
（1／30萬）

淡．紫
（1130萬）

　紫（1120萬）

濃　　紫
　（1／7萬）

呈色せず

痕　　跡

　〃

　〃

　〃
極微紫
て1170萬弱）

微　　紫
（1150萬弓艮）

微　　紫
11140萬）

淡　　紫．
．（1130萬）

　紫
（1120萬）

　紫
．（1120萬）

濃　　紫
　（1／5萬）

呈色せず

≧絶せず

殆ど呈色
せず

　〃

痕　　跡

L！　〃

讐1繍
讐／、、諾

鷺／、。法

難1、。講

（紫1／20萬）

饗／、。講

呈色せブ

呈色せず　呈色せず・呈色・せず

　〃、　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

殆幽　：：　1
せず

痕噂ど皐四一・
僑1矯．痕ご跡響艶
　　　　薇　　　　　　紫極微紫微　　紫
（1／45萬）　曳1150萬強）　（1／60萬）

微　　紫微　　・四二　　紫
婁1槻婁！40製．屡150製

　　　　（1β5萬’｝　　　　　　　　（V40萬）（1130寓）

淡　　紫微　　紫微　　紫
　　　　（」135萬）　　　（ユ140萬（1130萬）

濃　　紫’濃　　紫　　　強）
（1110萬　　（1／10萬，　微：　　紫

　　易身）　　　　　　　　　　　（1／40萬）

色呈せず・，呈色せず　呈色せず

堕せヂ讐蕎
　ぞ：．、儒1発諾、∴

〃磐16。講．．

　　　　微・・一紫冨
　”　　　　　　（1150萬♪

〃讐1、。講・

　　　　　紫　”・」　・冒（1120萬）絶

痕　跡イ11書萬》、

　　紫濃　曽紫’微
（1170萬）　（1110萬，

微　　紫濃　　紫’
‘（1150萬）　　　（117萬）甲」3

極微紫　濃　　紫
（］’50萬）．（約116萬以

微　　紫　　　　上）
（1150萬）　　　，・〃

記せ樽ど艶せ

備考括弧内の数宇はホルムアをデピ／ドとして比色定量せる分：量を示す以下之に準ず

扇表を看・るに初綴1・砿就きて試験せるものは検礼盤ぞ．チー・γア・γ・一・γを添加．

ぜるものと否らざるものとを問はずi読れも卵白鐵塵酸戦跡陰性にして第2訓育乃至第

8醐・士林チー・γア・ヒキ儲物添揮ざる高め剥く熱り雌を言いチ・

一・γア…一・レ瀦のものは其含量0・01％及0・02％’のもののみ第瑠㌍聯：3，徽・

乙と三七痕跡程度の呈色を示しπるも0．03％以上添力鯉）も・のに在うては添加量の増加に

燃礪次回・瞭示骸率lr瞬厩鱒糠と’レ遍1麟
せる竜のはメ狗γ V・ンヲρ’γ0＝01％漁のものに雑鰍雑（ホ絶・rlr触、

ドとしてユ／70萬）を示し以てメチーノ杯アルコ・」レの含存1を認め得べく夫’れ遡上添加の

騨於守れ醐・白白し得捗・四・賦三’三二諮「
　鱒聯？㌘rコ「ノ膿即樺1こゆ痢即1ρ皐鰹彰響を三三．う旧きや』

否や鶏干瓢が二三穫々ρ勧合1ζ奥脅ξ「ノrデ艦77ぞを三三う．憩多癖鐸06d友5％

酒精20CGの蒸溜繊ζ封し前記と伺噌方法に．よかで再溜せる初一壷及第2溜液に就き’

，
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て夫々試験したるに5％酒精のみはメチρノγアノンコーノγ1％以上を添加せるものよう

1初回液微に呈色しπる竜其他は全部前表20％酒精に於けるものと略々同一成績を示し

槍髄のアノγコー川濃度の相違は呈色に殆ど影響を及ぼさざることを認めたう．

　　　　　　㌃3一フクシン亜硫酸反慮と卵白鐵軒下反慮との比較試験

　祷謁メチ・rノソアノγコーノン含有5％，20％及50％酒精に就き：再汁液試験法に依うて試

験した．髏ｬ績に依れば初溜液1cc中には卵白鐵璽酸反磁を生起する成分を全く移行せ

ざるか又は其微量を移行するに過ぎず其大部分は第2溜液5GC中に含有せらるること

を認めだるを．以て更に20％酒精及之に0・05％，0・1％，0．2％及0・5％の割合にメチ

臼ノ暫アノγコ・一ノγを添加せるもと）各20gcを取う三一液1cc申0・1cG及02ccを取うて民

法の如く丁丁して得たる初篇液1CGに就き石尾氏改良リミニー反慮（4）及フクシン亜硫
　　　　　　　　　　、

酸反慮を槍し次に第2動軸5cρに就き石尾斥改良リミニ∴反慮，卵白鐵単三反乱及フ

クシン亜硫酸反懸を槍し又別に検液20GCに就き直接試験法に基き比較試験を施せり

．其成績塗6夘し・

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　2．　表

検 盟

・・％醜（…c）｛

』蠣繍認コ｛

蠣含繍認コ｛

，螂含繍擁謂

驚壱㌫擁謂
1‘ 轣E

汗
取量酵興
（cc）一反謡

初溜　1CGに眠し　行
せる成績

0．1

0．2

0．1

02

0．1

0．2

0．1

02

0．1

0．2

比量
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

フクシン：亜硫

酸　反　磨

1時間後2時間後

呈色せず

殆ど呈色
竺ず

呈色せず

殆と呈色
せず

呈色せず

殆ど呈色
せず

呈色せず

殆ど呈色
せず

呈色せず

殆ど呈色
せず

呈色せず

〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

第2溜液5ccに解し施行せる成績

石尾氏改
良リミニ

ー反癒

黄

　〃

　緑

　〃

　青．

　〃

　〃

褐

青

卵白鐵臨

酸反鷹

呈色せず

　〃
極微紫
（1／60萬）

心血
（11δo萬）

微　紫
（1150萬）

微　紫
（1140萬）

淡紫
（1130萬）

　紫
（1120萬）

　紫
（1120萬）

濃　紫
σ110萬1

フクシン亜硫酸
反　　　　　鷹

1時間後2時間後

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　”

　”

掻微藍

微　藍

趣微藍

微　藍

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　”

微臨
淡麗紫

微藍
淡藍紫

直接試瞼法によ
る　　成　　績

フクシン亜硫酸
反　　　　　慮

塒酬・鯛後

呈色せず

　”

趣堅肉

徴藍

　〃

　〃

　〃

淡藍紫

　〃

　〃

呈色せず

　〃

　”

痕跡

　〃

微藍．

　”

淡藍紫．

　”

藍　紫

面前謡物溜液心する舶鰻二二は獅も載色或は淡二二直したる醐r以論詰て
　　之を省融取酸化後の再溜液に封し施行せるフクシン亜硫酸反慮は灘i及試藥の添カロ量等の諸僚

　　件を直舞試験法と全1同一ならしめ1た喚，　．．．　　　．．
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　前表を看るに再三試験法に依る初回液（1GC）は石尾氏改良リミニr一反鷹及フクシγ

亜硫酸反三共に陰性の成績を示し第2溜液（5CG）に在うては石尾氏改良リミニー三鷹

はメチーノγアノγコー・ン0．1％添加の竜のよう叉卵白三三酸反慮は0．05％添加の竜めよウ

夫々陽性を示しンクシン亜硫酸反鷹は0．2％添加のものよ5呈色し其間に回しき差違

を示せう蓋し其理由は前記3反鷹め呈色鋭敏度の相違（石尾氏改良ヲミニー反慮はホ

ノγムアァ・デヒド約1／40萬～1／50萬以上，卵自鐵幽酸反腱iは同じく約1／70萬以上友

フクシン亜硫酸反鷹は同じく約1／20萬～1／30萬以上含有のものよ’う呈色す）に原因

するものと謂ふべし而して再溜試験法に依る初溜液中には殆どアセトアノγデヒド：のみ

溜出せるを認むべくフクシン亜硫酸反慮試験に覧て所定硫酸の添加によウ該アノγデヒ

ドの反鷹は抑制せられて陰性となるを以て直接試験法に從ひフクシン亜硫酸反慮を槍

するも敢て不可なきが如しと難もメチーノγアノレコーノγ含量0．1％以内の微量の揚合に

は多く微藍色を呈し其算定に苦しむ揚戸少なからず然るに再溜試駿法によウ得だる第

2溜男に就き卵白鐵潜考反鷹を序するときはメチールアノγコーノン不含のものは少しも

呈色することなく之を含有するときは微量と錐竜直ちに紫色を現はし且つメチーアア

ノγコーノレ不含の純酒精に所要量のメチーノγアノレコーノンを添加せる標準溶液を調製し之

を槍禮と全く同様に庭馴して卵白鐵盤酸反鷹を序し以て比色法によウメチーノγアノγコ

ーノγの含量：を概外し得べきを以て著しく正確なる成績を導べきを認めたう・但し本反

慮は他の2反慮に比し一層鏡敏なるを以て天然に極めて微量のメチーノγアノγコーノγ叉

は其他の不純物を含有する飲食物の試験に際し如何なる關係を示すべきやを顧慮し次

の試験を施行せう．郎ち東京衛生試験所の封絨葡萄酒，市販清酒及早戸零幸にメチー

ノγアノγコPノγを0．05％，0，1％及0，2％の割合に添加せるものk就き前記と向一芳法

に労うて試験したるに次の成績を得π釦．
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第 3 表

．検 盛

蒸溜

液探
取量：

（cc）

離軍国ル輔｛

・儲謀票ル副

署禦調｛

壱瀞調｛
艦季購第1｛．

港繍ル鯛｛

振欝ル甥｛

r謄櫛占鯛｛・

雑ナ即1｛

篠臨糊｛

欝欝甥｛
愚馬喰1｛

初溜　　1c¢に弔し施行
せる成績

奪驚轟轟
淡・赤

”

”、

〃

〃

”

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”　　．

〃

〃

〃

〃

〃

〃

呈色せず

趣律藍

痕跡
譲職藍

痕跡
趣微藍

　〃

　〃

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

痕跡

　”

　”

　”　・

　〃

趣三野

　〃

　〃

呈色せず

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

’〃

〃

〃

〃

”

〃

”

”　・

’；，－・

”

〃

〃

第2溜液5GCに封し施行せる成績

石尾氏
改艮り

反慮

卵白判断

．酸反鷹

フクシン璽硫酸

反　　　 癒

塒醐・㈱後

直接試験法によ

る　成　績

呈色せ
ず

　〃

緑青

　〃

　〃

　〃

　〃

青

呈色せ
ず

　〃

　〃

　〃

’豫

緑青

〃

青

緑

〃

〃

緑青

〃3．』

．青

〃

・1

G’

殆と呈色
せず
極微紫

（1170萬弱）

微：紫
（1140萬）

微紫．（コ130萬弱）

微紫
（1／30萬弱）

微量
（1／30萬強）

微紫・
（1130i萬強）

　紫（V20萬）

呈色せず

痕跡
註脚紫

（1160萬弱）

微：紫
（1／50萬弱）

世譜
（1150萬）

微紫
（1140萬）

微粒
（1135萬）

　紫
（1120萬）

微：紫
（1150萬）

微弱
（薮禦
（1145萬）

微紫
’（1135萬）

微・．紫，・

・（7135萬．）

淡紫
（1125萬〟j・

（V…め萬羽）

　紫
（】11礪）

長グシン一事

塒剛・繭後

呈色せず

　〃

　”

　〃

　〃

極微藍

微藍
興野紫

呈色せず

　〃

　”

　”

　〃

痕跡

　”

微藍
呈色せず

　”　

　〃
毬微藍

　『〃

微藍

　〃
．淡豊紫

呈色せず

　〃

　〃

　〃

極微藍

微藍
淡藍紫

藍紫
呈色けず

　〃

　〃

　”　、

痕跡

　〃

微蓋
淡藍紫

呈色せず

　〃

　〃

微童

　メ’

　〃

淡藍紫

藍紫

野配せず

微藍

　〃

淡藍紫

徴藍
淡藍紫

　〃

藍紫
呈色堂ず

　”　　．

　〃

痕跡

　〃

縁藍

　〃

淡藍紫

微’藍

　〃

　〃

　〃

　〃

淡藍紫

　”

藍紫

呈色せず

痕跡

微藍
西陣紫

微・．藍

淡藍紫

藍紫
　〃　　’

呈色せヂ

　〃

．痕跡

極微藍

微藍
韓藍紫・

　〃

藍・紫

微藍
　”　　．

．．’P

淡輩紫

”〃　’ノ

　〃

藍紫
　1’

・前表中潭液0・2ccを取う之を酸化したち後盾糾したる吐合の成績につき考察するに

函南液に就きて施行せる石尾氏改良リミ昌一二等に在うては総て陰性の結果を示し叉

フクシン亜硫酸反慮に於ては試藥添加1時間後に於ては痕跡乃至極微藍色を呈しπる

ものあるも2時間後には回れも陰性となめこの部分中には主としてアセトアノγデヒド
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叉は其の他揮襲性成分を移行しメチ・一ノγアノンコr一ノγよウ化生せるホノンムアノγデヒドは

殆と全く移行せざることを認めたう．次丁に第2溜液に在うては石尾氏改良リミニ一反鷹

は省印葡萄酒及清酒共にメチーノレアノγコーノγを添加せぎるものは貌れ竜陰性を示しメ・

チρ一ノγアノγコ・一ノγを添加せるものは葡萄酒は0・05％清酒は0・1％添加のものよづ緑青

色を示し焼酎は之を添加甘ざるものも緑色を示せ鉱次に同溜液に聾して施行せる卵

白餓鶴舞反訴に於てはメチーノγアノγコーノヒを添加せざる揚合清酒のみは殆と呈色せざ，

るも本印葡萄酒及焼酎は共に呈色し0．05％以上を添加するときは総て著明に呈色せう・

　斯くの如く前記白幡懸は呈色鏡敏に過ぎ葡萄酒叉は焼酎等に於けるが如く天然に含

有する極微量のメチーノンアノレコーーノレ若くは不純物によムて呈色し故意に使用せるメチ

ーノレアノゾコーノγと鑑圃困難なるが爲めに取締法の實施に當りて過誤に陥ク易き耳介あ

るを以て之を推奨し難きもメチーノンアノレコーノγを毫も含有せぎる化學黒藻樺の酒精を

必要とする揚合の試験に適することを認めた6．更に同衆液に戯して施行せるフクシ

痩難反響勧ては本縄繭酒呑清酒はメチザアノγ　ノγを漁せざるものは

勿論0・05％添加のものに於て竜呈色せず0・1％添加のものよう呈色し0・2％添加のも

の1ま著明k呈色し焼酎は之を添加せぎる竜のは呈色せざるも0．05箔添加のものよう微

に呈色し0．1％添加の竜のは著明に呈色せう．叉直接試験法に在りては葡萄酒及焼酎は

フクシン亜硫酸下灘に於てメチーノγアノγコーラγを添加せざるものも既に微に呈色し從

つ年嵩チーノγアノγ3一〃添加のものも再瑠試験法の揚合に比し呈色反慮強烈な動清酒

はメチーノレアノγコ、一ル添加の竜ののみ呈色せるも其呈色度は葡萄酒及擁酎と同様に再

溜試験法に比し一層強甚なうi斯くの如く再溜試験法はフクシン亜硫酸反慮の鏡敏度直

接試験滅こ耀し稽低下することは前記第2表の成績とL致する所なる竜該試験法に撮

るときは天然に含有する極微豊Qメチr・ノレアノγコーノレ若くは他の不純物に基因すべき

呈色反鷹陰性となう之に封し故意にメチーノンアノレコーノγ0・05％以上添加するとき始め

て呈色するを以て囲者を比較的容易に鑑別し得るの利鮎あウ從って天然に微量のメチ

ーノンアノレコーヲレ含有の疑ある酒精飲料或は製剤中のメナ・一ノγアノン1コーノγ試験法としセ

，最饗すること癬耽う・舩磁α1cc磯き碗行せる囎は92c曜於開
竜のと殆と大同小異の結果を示じ寧ろ擁取量に基く誤差を少なからしむる爲めには
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0。2ccに就き試験する’を可と認めたφ．

　　　　　　　4・アルコール含有十割に平し再溜試験法の慮用に就て

　前記再溜試験法を市販日本藥局方チンキ及酒精i剤44種に樹し慮舟し初冠液1qGに

回し石尾氏改良リミニー反慮及フクシン亜硫酸反慮を槍し…欠に第2溜液5ccに就きフ

クシン亜硫酸熟慮，右二二改良り・ミrr一反慮及卵白鐵盤酸反慮を槍し別・に直接試験法

によφて得たる成績と比較するに…欠の如し．

デ　　　　　　　　　　　　　第　　　4　　表

検 彊

苦　味　チ　ン

芳　香　チ　ン

阿　魏　チ　ン

燈　皮　チ　ン

・｛

・｛

・｛

・｛

蒸溜液

操取：量

　lcc）

端香・・キ｛

・ヨ…チ・キ｛

蕃椒・ジ・｛

阿仙獅・キ｛

∴・チ・・｛

勧・ナチ・キ｛

桂皮『 `・・｛

0．1

02

0．1

0．2

0。1

0．2

0．1’

0．2

0．1

0．2

α1

02

0．1

0．2

0．1

0．2

0．1

0．2

0．1

02

0．1

0．2

初山　1ccに封し
て施行せる成績
フクシン亜硫酸
反　　　　磨
塒醐’・繭後

呈色せず

痕跡
呈色せず

痕跡
呈色せず

　〃

　〃

　〃

　”

極微藍

呈色せず

　〃

　『〃

　〃

　〃

　”

趣微吟

微：藍

　〃

　〃

呈色せず

皇・色せず

　”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

争，

〃

第2溜液5ccに決して施行せる成績

フクシ’シ亜硫酸

反：　　　　慮

・繭後1・繭後

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

趣微藍紫

呈色せず

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

’♪

〃

〃

石尾氏改
良リミニ

ー智慮

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

微藍
呈色せず

　〃

　〃

微藍
呈色せず

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

’ぞ

〃

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　緑

緑　青

呈色せず

　〃

　〃

緑　青

呈色母ず

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

卵白鐵塵

駿反別

極微紫
（1160萬弱）

極微紫
（1160萬）

呈色せず

　　〃

微　紫
（1150萬）

微　紫
（1140萬）

呈色せず

産徴紫
（1160萬）

纏心血
（1170萬）

　微：紫
（1140萬）

　痕跡

　　〃

呈章せず

　　〃

　　〃

　　”

　極微紫
（1160萬溺）

　極微．紫
（1160萬）

呈色せず

　　〃

　　・レ’　．

　痕・跡

●直接試瞼法に依
る　　成　　績
フクシン亜硫酸
反：　　　　三

一・時間後

・微藍

　〃

呈色せず

痕跡

後藍
　、〃

趣二藍

微藍

　”

　〃

呈色せず

丁丁藍

呈色せず

痕跡
呈色せず

纏二藍

微・藍

　〃

　〃

　〃

三色せず

　〃

極微藍

微藍
呈色せず

　｝〃

微藍
　〃

四三藍

微罪

　〃

　’碗

呈色せず

　〃

　’〃

　〃

　〃
　』，’

，糎微藍

微藍
呈色せず隔

　〃

　〃．

　”
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・・ンボチ・キ o

・・ラ・チ・キ o

ヂ・…チ・
ｺ｛

…鐵チ・・
o

蹄子チ・キ o

ゲ・チ・・ナチゾ・｛

鱗チ・キ
o

グアヤ・チ・∫キ｛

吐　根　　チ　　ン

ミ　ル　　ラ　チ　　ン

阿　　片　　チ　　ン

車｛

・｛

・｛

阿片賄香・・層

苦木チ・キ
o

大黄・’
Eキ

o

水鰍黄チ・キ o

・一・チ・キ o

…ηンツ・チ・キ o

∵カチ・キ｛

0．1

0．2

0．f

O②

0．1

0。2

0．1

02

0．1

0．2

0．1

02

0．1

02．

0．1

0．2

0．1

0．2

0。1

0．2

0．1

0．2

0．1

0．2

0．1

0。2

0．1

02

0．1

0．2

0．1

02

0．1

0．2

0．1

0．2

　〃

　〃

痕　跡

微藍
呈色せず

　〃

　”

　〃

　〃

　w
　’ρ

痕跡
呈色せず

　〃

　〃

痕　跡・

　，，

種徴藍

呈色せず

痕　跡

呈色せず

痕跡
呈色せず

　〃

　〃

　〃

　”

趣微藍

呈色せず

　”

　〃

痕跡
呈色せず

　〃

　〃

痕跡感

〃

”

〃

Pρ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

，，

，，

，，

，，

〃

〃

〃

”

〃

∬

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

’〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

弓

〃

〃

〃

”

”

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　”

　〃

　〃

　”

　〃

　’P

極微藍

呈色せず

　〃

　”

　〃

　〃

　P’

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

極微藍

呈色せず

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

F’

”

〃

〃

’，

線

呈色ぜず

〃

〃

、”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

繰

呈色せず

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

・呈色せず

痕跡
呈色せず

痕　跡

呈色せず

　　〃

　　〃

　痕』跡

呈色せず

　痕跡
　極微藍
（1160萬）

　微　紫
（1150萬）

呈色せず

　　〃

　　”

　　〃　　’

　　〃

　痕跡
呈色せヂ、

　極微紫
（1170萬弱）

　痕　跡

　　〃　　　’

呈色せず

　微　紫
（1150萬）

呈色せず

　　〃

　　〃

　　〃

　穐微紫
（1170萬弱）

　極微紫
（1160萬）

’呈色せず

’痕跡

呈色せず

　痕　跡

呈色せず

　　〃・’

極微藍

　〃

　〃

　〃

極微藍

　〃

呈色せず

痕跡
呈色せず

痕跡
極徴藍

．微　藍

呈色せず

極微藍

呈色せず

痕跡

　〃

微　藍

趣微藍

微　藍

穐微藍

微　藍

呈色せず

微塵
呈色せず

痕跡
極微藍

微藍

痕跡
微：藍

呈色せず

痕　跡

呈色せず

　　”

　　”

痕跡

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

趣微弱

微　藍

呈色せず

”

〃

”

〃

〃

〃

極微藍

呈色せヂ

趣微藍

呈色せず

徴　藍

呈色せず

　〃

　〃

　’P

　〃

繊藍
呈色せず

　〃

　〃

　”

　〃

　〃
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甘

薄

工

ク

’ラ

カ

騨・・キ
o

・一テ艦草チ・キ｛

坐豊・’
Eキ

o

・∵・チ・キ｛

芳唇・・モ・ア精｛

・・一ア薗翻 o

　　　硝・右精｛

　　　　荷　精｛

　　　　・ル精｛

　　　　ホ
　　　　　　ルご精∫
　　　　　　　　　　し

　　　・デル精｛

　　　　・．ル精｛

・ン ｨゴ酒｛

・ポ・・｛

・　1ガ酒｛

ロ　戸

ヘ

ン

0．1

0．2

0ユ

0．2

0．1『

0．2

0．1

0。2

0．7

0．2

0．1

0．2『

’0．髭

Q．2・

0．1

0．2

0．1

0．2

0．1

02

0．1

0．2

0．1

0．2

0．1

02

0．1

02

0．1

0。2

呈色せず

　”

　〃

　〃

　〃

　”

　”

趣二藍

呈色せず

痕跡
呈色せず

極微藍

　〃

微　藍

呈色せず

　〃

　〃

痕　跡

呈色せず

　”

痕　跡

極微藍

呈色せず

　〃

　〃　、

痕，跡

呈色せず

　〃

　〃

　〃1

　〃

　”

　〃

　”

　”

　〃

　〃

　〃

　〃

痕　跡

呈色せず

　〃

痕跡

極微藍

呈色せず

　”

　〃

　”

　〃

　〃

痕跡

　〃

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　”

　”

　〃

　〃

　〃

　”

　〃

　〃

　〃

　〃

　”

極微藍

微　藍

呈色せず

極微藍

微　藍

淡．藍

呈色せず

〃

”

〃

〃

〃

”

〃

〃

”

〃

〃

”

〃

〃

〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

微　藍

　”

呈色せず

微　紫

淡藍紫

藍　紫

呈色せず

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃　’

〃

〃

”

〃

〃

”

〃

〃

緑

緑

呈色せず

〃

〃

”

”

〃

〃

’〃

〃

緑

　青

緑

　青

青

〃

〃

〃

〃

〃

1〃

”

〃

，〃

・〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

　　”

　　〃

　　〃

　　〃

操微紫
（V70萬弱）

趣微紫
（1170萬1

呈色せず

　　〃

　微　紫
（11δ0萬）

微　紫’
（1140萬張）

　微　紫
（11δ0萬）

微　紫
（1130萬身葛）

　紫
（1120萬）

　紫
（1115萬）

呈色せず

痕跡
呈色せず

　　〃

　　〃

　　〃

　穐微紫
（1’70萬）

　極微紫
（1160萬）

呈色せず

　極微紫
（1．／70萬強）

藍色せず

痕　跡

呈色せず

極微紫
（1170萬）

呈色せず

　　〃

呈色せず

　〃

　〃

　〃

痕跡
極微藍

痕跡
極紫蕪

埋門
淡藍紫

微　野

饗藍紫

　〃

　〃

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　”

微　藍

　〃

呈色せず

極微藍

痕　跡

微　藍

呈色せず

痕跡
呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

痕跡
呈色せず

　〃

淡藍紫

紫　藍

微　藍

淡藍紫

　〃

藍　紫

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

微　四

界　藍

呈色茸ず

趣微藍

呈色せず

痕　跡

早興せず

　〃

　〃

　？’

。　　　備考．前表中初溜渡1ccに封して施行せる石尾氏改良リミ昌一反慮による呈卑は軌れも淡赤色なりしを以

　　　　　　τ之を轡せり・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．

　　雨町中溜液0・2ccを取ウ常法に依う酸化したる後記溜したる場合の成績に就き考察

　するに初回液（1GC）に回し石尾氏改良ソミニー反慮を槍せるもの｝ま全部陰性にして同

ぜ
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香アンモニアチンキ及アンモ幹ア面面精の6種は緑乃至緑青色を呈し甘硝右画き膏臨く盤

溜液に熱しフクシン亜硫酸反照を槍せる竜のに結うては試藥添加1時間後に於て観察

せるものは大部分陰性にして僅に歎種極微藍島は微藍色を訳せるも2時間痙過の後に

は甘硝石精のみ極微藍色を呈し其他藪種僅かに痕跡程度に呈色するも其他のものは全

く呈色せず次に第2溜液（5cc）にi封ずるフクシン亜硫酸反鷹の歌謡を看るに山崎添加

1時間後に於ては阿分チンキ，芳香アンモニア精，アンモニア薗香精良甘硝石精の4

種極微藍乃至淡藍色を呈し試藥添加2時間後に於ては甘硝石精は藍紫色に縫じ前記め’

外に安息香チンキ，ゲンチアナチンキ及阿片安息香チンキの3種も亦極微藍乃至微藍

色を呈したるも其他のものは全部呈色せざウき故に今之を第5版日本藥局方規定の云

云添加2時間以内に持心する藍紫色紫色或は紅紫色塗呈するものを陽性と看倣す判

定標準に從へば甘硝石精以外のものは全部陰性の結果を示すべし．又石尾氏改良リミ

ー一反燃せる『 烽ﾌ醐て胴卿そキ・囎香チ魂ゲンチアナチ序．芳1、

を呈せう．

　前記試験成績に依わ市販藥局方チンキ及酒精剤中に天然に含有せらるメチールアノγ

コーノレ反感を生起する成分の含量は比韓的微量なることを認めたるも今ζを卵白鐵盤

酸購・よウて雌ホ陥アルデ・糧を概朝する嚇量（約鳶）を嘉す郊

囎・湾チンキ・蟷チンキ・カンフル翻心・一アクの蠣にし轍量（細壷

　　ユ
～60萬）を含有するものは苦味チンキ，阿魏チンキ，裏皮チンキ，安息香チンキキナ

チンキ，ゲンチアナチンキ，阿片安息香チンキ，水鹿大黄チンキ，芳香チンキ，アン

モーア撒・一ンデ・嚇の・蝋糖明（約、齢を諒するものはアンモー前記

幽香精の・徹含量（約11萬）を諭する竜の甜陥精の・蹴う・而して之

を第2表の成績に基きメチーノγアノレコーノγの添加量どそれよう化生せらるるホノシムア

ノレデヒド量との關係よう考察するに至心類似云云を呈する大部分のものはメチーノγア

ノγコ・一ノγとして0・1％以内を含有しアンモニア霊廟精のみ0．1％を稽超過し叉甘硝石b

精は02％以上05％未満のメチ・一ノレアノンコーノγに相當する分量を含有するものなる

ことを認めた塑次に之等のメチ←ノγアノγコーノγ反鷹は原料に供せられたる生庭中よ

ウ天然に化成せられたるものなるや或は叉製造に供せる酒精に憎くものなるやを一寸
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吟味することρ徒爾ならざるを認めたるを以て前表中卵白二二酸三鷹陽性を示したる

三種の竜のを選び市販生藥を原料としメチールアノンコーノγ不含の純酒精を用ひ日本藥

局方規定の方法に從ひて調製せるチンキ及酒精湖に就き第4表と同一方法に基き球験

したるに次の成績を得たウ．

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　5　　表　　　　　　

．検

甜・チ・・キ o

阿鼻・・キ
o

晦，・チ・キ｛

．安

D息香チ・キ o

ゲ・チ・・ナチ・キ o

叫、脅キ｛

大貰チ・キ
o

．耀願チ・キ｛

鰹、チ・キ o

アンモー V薗翻｛

。甘1． ﾉ　石　精｛

蒸溜液

坂探：量

　（cc）

0．1

02

0．1

0．2

0．1

0．2

0．1

0．2

0。1

0．2

0．1・

0．2

0．1

0．2

侮1

02

0．1

0．2

0．1

02

0．1

0．2

初回　1GCに晒し
て施行せる成績
フクシン亜硫酸．

反　　　　　慮

・時酬・時間後

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

痕跡，

呈色せず

　”

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

痕跡
趣微藍

　〃

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　”

　〃

　〃

痕跡
趣門院

第2三士5ccに野して施行回る成績

長〃シ磁三際警卵白囎

・糊後1塒三一購酸購

微藍

呈色せず

［

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

微　藍

準則，

呈色せず呈色せず
　　　｝

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

”

〃

〃

”

’〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

線

呈色せず呈色せず

淡藍紫 v

藍紫 P

〃

〃

〃

青

青

呈色せず

痕　跡

　〃
趣微紫

（1160萬）

呈色せず

　〃

痕跡
二丁紫
（1160萬）

呈色せず

　〃

　〃

　”

　〃

　”

痕跡’

微　紫
（1／50萬）

　　〃

痕　跡

極微紫
（1160萬強）

　紫
（1μo萬）

　紫
（1115萬）

直接試験法に依
る　　成　　績
フクシン亜硫酸
反　　　　　磨

1二二1・繭後

呈色せず

　〃

　〃

極微藍

呈色せず

　〃

痕跡
極微藍

呈色せず

　〃

　〃

　〃

　〃

　”

痕跡

　〃

呈色せず

　〃

　〃

極微聾

淡藍紫

　”

呈色せず

　”

　”・・

痕跡
呈色せず

　〃

　〃

痕跡
呈色せず

　〃

　〃

　”

　”

　〃

、吻　”

半可’

呈色せず

　〃

　〃

痕跡
淡藍紫

藍　紫．

，前表、㊧成績を第4表と比較するに試製品中山硝石三二水温大黄チンキ以外は市販品

¢比して隔れも化生ホノγみア〃デヒ，ド量の著しく僅少なるζとを認めたう・即ち本再

！
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鐸識法に依れば純良なる酒精を用ひて回せるチンキ及製剤｝上して財硝石精を除

き充分満足なる成績を得べきを以て本法は從來の試験法に比レー段の進歩を示せるを

確信する竜のなう．正しで第五二二局方中に除外例として示されたる甘硝石精は本法

に於ても亦依然として著明なる類似反鷹を呈するを以て之を鷹用し得ぎるを遺械とす

之に甥する試験法は他日究明せんことを期するものなう．

　　　　　　　　5・メチールアルコール試験法の一改正案に就て

　余等は前記實験成績に徴しアノンコ・一ノン及アノンコーノン含有飲料拉製剤中のメチーノソア

川コーーノンを瞼出するには次の方法に依るを最も適切なるものと信ず・

　　　　　　　　　　　　メチPノγアノ7コーノレ試験法案

　酒精含量：20％迄の竜のに在φては20cc，50％迄のものに在うては10ccを取「ウ文

50％を超過するものに在うては10CGを取う同量の水を加へて回気し之を内容50ccめ

小硝子壕に取う抱栓を施し之に約直角に『2同屈曲せる蒸溜硝字管を装し石綿板上に於

て徐々に熱し蒸溜管の下降部分に熱を帯ぱしめざる様注意して1CGを氷冷せる硝子小

二度管沼に二三し其二二02ccを前記と同形の小二二壕に取う水5cc，1％過々ンガン

酸カリ溶液5cc及同容：量の水を以て二二せる硫酸0．4ccを和し2分間の後8％穆i三二：

液1ccを以て脱色し素嶢小破片歎箇を添加し前記と同一方法に依う二三小三度管中た

蒸溜し初溜液1CGを捨て第2溜液5ccを約10分間に溜出する速度に於て溜取し善く

冷却しつつ徐々に濃硫酸1．Occを添加し次に公定法フクシン亜硫酸溶液5ccを加へ試

験管を栓塞し旧く揺動したる後放置すべし．i姦に2時聞以内に持回する藍紫色，，紫色

或ば紅紫色を呈すればメチーノレアノγコーノレを含有するの徴なりとす．

　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　6．紹　　　　括

　滋上の試験成績に依り之を総括する乙と次の如し．

1．アノγコーノγ含有飲料及製湖中のメチーノレアノγコーノシ試験に於てライシ氏蒸溜法

’

二二して得たる綴を常法に從ひカメレオン酸化を行ひ雌せるホル卯デ壁蓼

を再恥し卵白鐵璽酸二二石尾二二良リミニー反鷹及フクシン亜硫酸反二等｝ζ二歩亡燕

霧雨禦梅南識＝；声高蔑如婆鑛難ξ：
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　2．『前記再溜試鹸法をメチーノレァノンコーヲγ不含の純酒精を以て調製せる20％アノン

’コーノγ及之に種々の割合にメチーノ〆アノγコーノンを添加せる槍禮に樹し鷹用せるに極め

て良好なる結果を示したるを以て…欠に本印葡萄酒，清酒及三三虹之等に種々・の割合に

メチールアノレコーノレを添加せるものに就き石尾氏改良ソミニー反慮，卵白鐵塵酸反回

及フクシン亜硫反回に依る成績を比較研究したるに石尾氏改良リミ昌一反回及卵白鐵

盤酸反町は呈色鏡敏に過ぎ衛生取締上に慮叩することは不適當なるもメチ’一レアノγコ

・一ル不二の化學的弓酒精を必要とする試験に可用するときは極めて正確なる結果を得

べきことを認めたう．叉再溜試験丁丁從來の直接野駒法に依るフクシシ亜硫酸反慮の

成績を夫々比較したるに再溜試験法に基けるものはアセトアノyデヒード及其他の揮毅

性成分にようて影響せらるる乙となく呈色鏡丁度低下するを以て天然に含有する極微

量のメチーノンアノレコーヲγ若しくは不純物に依る反回を一掃し故意に添加せるメチーノレ

アノγコーンγの鑑別を容易ならしむるが故に酒精飲料及製捌中のメチーノレアノγコール試

繊法として最も丁丁なることを認めたら・

　3・前記再三試駿法を市販のチンキ言及酒精剤44種に慮用しフクシン亜硫酸反鷹

を検し疫る1ζ呈色せるもの総計7種下下硝石精のみは藍紫色を呈するも他の6種は極

微藍～微藍色を呈するを以て之を現行藥局方規定の藍紫色紫色或は紅紫色を呈する

ものを陽性と看吊す到定標準に從へば甘硝石精以外のものは全部陰性の結果を示すも

のなることを認あたウ．又卵白丁丁干反慮陽性の竜の総歎16種中其のユ4種はメチー

♂’アルコーノレとして0・1％以内を含みアンモニア丁香精は0．1％を稻超過し甘硝石精

は02％以上0．5％未満のメチールアノレコーノレに相回する分量を含有するものなるζ

とを認めたう・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　、

　4・前記市販チンキ類三門精剤中著明に卵白鐵塵酸三下を生起するものを選び日本

薬局方規定の方法に從ひメチーノγアノγコーノレ不二の純酒精を用ひて調製せる製品に就

塵試験したる試製品二三硝石精以外のものは市販品に比して呈色著しく微弱なること

を認めだう・

　5・前記塗歎の實験成績に徴し從來のメチーノレア川コーノレ試験法に封し一改良試験

法案を提出せんとす．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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1．衛生試瞼所彙報；　　　　　　　　算32號，267頁
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2．衛生試験所彙報；　　　　　第；40號，197頁
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伊香保温泉分析成績に就て

技

技

囑

助

手

手

託

手

服・部

武　田

藤　井

長谷部

安

義

清

俊

藏

道

彦

　内　容　目　次

第じ章緒言
第二章　検水操酌臥所の概況

第三章分析成績

第四章　各源泉中の成分及其含量の封照並喜多尾氏の分析成績との比較

．第五章 湧出後時間の経過及導水に依る泉質の攣化に就て

第一章　緒　　　言

　伊香保温泉め泉質，氣象其他の衛生的施設等に厚しては明治36年元當所技師喜多尾

元英氏によウて臨地試験せられたる詳細なる調査成績あう然るに今同同地温泉場組合

の依頼によう再び其泉質に就き臨地試験を施行するの機會を得たう．而して今同の試

験と喜多尾氏の試瞼との間には既に30有絵年の歳月を輕過し居う爾者の成績を比較封

照するときは泉質の礎化等興味ある事實を認むると共に鑛泉分析｝蚕際しては源泉試験

の極めて重要性を有する乙とを如實に立謹せるを認めたう。

　本來泉質を決定すべき精密なる化學的分析には其一孚は泉源に於て施行すべきを原

則となす然るに泉源試験には稽多大の輕費を要するを以て通例試鹸室に邊致せられた

る楡水に就き分析を施行するものなるも之れが爲め泉質に弛し誤れる分類を決定する

揚合往々なるは遺憾とする庭な鋲

　鑛泉は一種の泉水にして地下水の地上に湧出する間に種々の成分を溶出し之を含有

したるものなるを以て地下に在うては之等の諸成分を抱合し得るも一旦地上に湧出し

外的條件の急激なる痩化にようて其集成に著しき差蓮を生ずるものなう重炭酸亜酸化

鐵Fe（H：CO3）2．を溶存する炭酸鐵泉の如きは著明なる一例にして其地上に湧出するや
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察氣中の酸素の酸化作用に依ウて水酸化鐵Fe2（OH：）6を析出し赤褐色の沈澱叉は湖濁

を生ずべし．

　2Fe（HCO3）2十〇十H20＝Fe2（OH）6十4CO2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　殊に遊離炭酸，硫化水素の如き琵斯類或はラヂウムエマナチオン等の如き特殊成分

の著しき獲i化を來すことは言を侯だざるところなう．叉水素イオン濃度も著しき影響

を受け特に遊離炭酸を含有する鑛泉に在うては時間の輕過若しくは急激：なる室氣との

接鯛に由る遊離炭酸の逸散に伜ひ其p且値著しく鍵化し酸性ようアノγカリ性に憂移

す故に斯種の鑛泉に在6ては源泉に就きて施行せる成績に於てのみ其完全を期し得べ

く三三鑛泉の療養機能を全からしむる爲めには可及的源泉の朕態に於て飲用又は浴用

に供することは極めて重要なう此鮎よう看て從來等閑視ぜられたる邊水の方法等に關

しても新たなる研究を必要となすべし今回伊香保温泉の源泉試験成績を考察するに

及び盆i々其重要性を痛威せ’う以下逐次之に就きて読述すべし．

　　　　　　　　　　　　第：＝章検水探酌場所の概況

　源泉は伊香保町を距る西南約655m字湯元と回する漢谷に於て約218m絵に亘る無

数の岩舞よう湧出し之を大堰と稽するところに於て一旦合流せしめたる後各宿含に分

配す．今同の試験に於ては前記源泉中主要なるもの5箇及合流泉1箇総計6種に就き試

験せり．今供試鑛泉探酌場所を便宜上第ユ號泉よう第6號泉に分ち其概況を述ぶれば

次の如し．

　　　　　　　　　　（1）第1號泉（甲湯元584番地湧出）

　通稻…飲湯と稻1し5源泉中最も上方に位し其近傍よう湧出する源泉を約30cm四方の

石造井筒に集あ之よう流出せるものは他の源泉と合して大堰に至る．無色澄明無臭に

して其湧出量は4730hZ（24時間）なう（以下総て附圖墾照）’

　　　　　　　　　　（2）第2號泉（甲湯元582番地湧出）

　本源泉は飲湯を距る下方約76mの道路下約3mの洞穴内よう湧出し該洞穴内は炭酸

琵斯にて充たされ導管には黄褐色沈澱物を附着す之よわ流出せる竜のは他の源泉と合

して大堰に至る・無色澄明無臭にして其湧出量1889hl（24時間）なウ．

　　　　　　　　　　（3）第3號泉（甲湯元580番地湧出）
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本源泉は前記第2號泉を距ること下方約82m飲湯を肥ること約158mの場所に在

ウ路面下約3mの洞穴内よう湧出す本洞穴内は炭酸琵斯にて充され爲めに内部に入る

こと能はざるを以て其上口を長時間開放せしめ炭酸琵斯を遁散せしめたる後試験せう

　　　　　　　　　ロ
之よう流出せるものは約9mにして合流泉に合して大堰に至る．無色澄明無臭にして

湧出量：12960hZ（24時間）なう．

壱
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　　　　　　　　　　（4）第4號泉（甲湯元577番地湧出）

　本源泉は通樗第二鐵漿湯と呼ばれ第3號泉を距る乙と下方42エn第1號泉を距るこ

と約200mの位置に舞う小誌流を隔てたる巖星fに溝渠を難ちたるものにセ度本溝渠内

は炭酸屍斯にて充たされ導管には著しく多量：の黄褐色の沈澱物を附著す第一鐵漿湯

（湧出量少く特に之を試験する必要を認めず）との距離約15mにして溝渠にて蓮績す．

無色無臭にして僅微に潤濁す湧出量39318hZ（24時間）なう．

　　　　　　　　　　（5）第5號泉（甲湯元574番地の1湧出）

　本源泉は通稽吹上湯と呼び第二鐵漿湯を距ること下方311n道路の下約61　cmの所

に約30cm四方の方形木枠を埋め湯は枠内の砂礫間よう湧出し盛｝ζ氣泡を爽す之よう

流出せるものは約5mにして前記4種の合流泉に合し大堰に至る．無色無臭澄明なう

湧出量603h6（24時間）なう．

　　　　　　　　　　（6）第6號泉（字上の山573番地先探酌）

　本門は通町大堰と稔し第1號泉よう第5號泉に至る各泉の合流泉にし七半5冊子を

距る下方51mの位置に在り木樋導管内よウ探酌す管内には多量の黄褐色沈澱物を附
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著す．無色無臭にしセ僅微に沈澱物を含有す．

　以上の外飲湯の上方に黒堰湯と樽する源泉あう岩纏より湧出するも現在利用せられ

ず又飲湯の下方に猫ほ敷箇の源泉在うて合流するも何れも其湧出量僅微なるを以て之

が試験を省略せう．

　　　　　　　　　　　　　第三章　分　析　成　績

（1）第1寸土（回忌）

　本四は源泉温度440を示し泉源に於て探酌せる鑛水は無色澄明無臭にして微に舌上

を刺戟し爽快味を有し微弱酸性反鷹を呈し長時間室氣に接回すれば帯黄自色の沈澱を

析出す．其pH値は31。に干て5．60（比色法）を示し比電導度：（横川式電導度試鹸

器にて測定す）は180に於て0．00168なウ．三水を試験室に途致せるものは比重15。

に於て1．0にして三吟素イオン濃度（pH）は18。に於て6．41（キンヒドロン電池法

なφ．分析の結果土類含有弱石膏性苦味泉に馬す其成績次の如し．．

　憎憎水1kg申に含有する成分白白分量

1グ ラ

　カ　　チ　　オ　　ン

カリウムイオン（Kつ
ナ　ト　リ　ウ　ムィォン　（Na．）

アムモニウムイオン　（NHの

カルチウムイオン　（Caつ

マグネシウム’イオン　Olgつ

フェロイオン（F（yつ
アルミ昌ウムイオン　（A1●つ

　　　計

　ア　　ニ　　オ　　ン

クロールイオン　（Cl’）

硫酸イオン（SO4”）
ヒドロ炭酸イオン　（HCOの

　　　計馳

　通　　　　　計

棚　　　　　　　酸　　（メタ）　（正IBO2）

珪　　　　　　酸　（メタ）　（H2Sio3）

0．0141

0．06265

0．0016

0．178

0ρ2819

0．0063

0．002857

0，1573

0．285

0．2776

1．013

0．0064

0．2025

・ミリイ・・及・リ・ル v・リヴ・〃

0．3606

2．724

0。08889

4．443

1．159

0．1128

0．1054

4．436

2．967

4．549

20．95

0．1461

2．594

0．3606、

2．724

0．08889

8．885

2．318

0，2256

0．3163

14．92

4．436

5．933

’4五49

14．92
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　合　　　　　　　　．言f　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　1222　　　　　　　　　　　　　　23．69

遊　離　炭　酸（CO2）　　 0．2978　　　 6」68

　糖計　　1．52　3046．マンガノ　イ　オ　ン　（MROつ　　　　　痕　　跡

　以上各成分の分量に墓き算定するに本二水ば其集成に於て1kg中次の盤類を含有

する溶液に概略相記す・．

グ ラ ム

ク．ロールカリウム．（KC1）
ク　ロ　一　　ル　’ナ　　ト　リ　ウ　ム　（耳aCl）

ク　ロ　一　ル　ア　ム　モ　昌　ウ　ム　（NH4C1）

クロールヵルチウム（CaC12）

硫酸カルチウム（CaSO4）
重　　炭　　酸　　カ　　ル　チ　　ウ　ム　［C砥HCO3）2］

：重炭酸マグネシウム［M〔g（］E［CO3）幻

重　炭　酸　亜　酸　化　鐵［Fe（HCO3）2］

硫　　酸　　ア　　；レ　　ミ　　ニ　　ウ　　ム　［A12（SO｛）3］

砺　　　　　　　　　　　酸　（メ　　　　タ）　（HBO2）

珪　　　　　　　　　　　　　　酸　　（メ　　　　　タ）　（H2Sjo3）

乗

合

総、

離 炭

計

計

酸　（CO2）

0．02689

0．1592

0．004756

0．07007

・0．3823

0，1625

0．1696

0．02006

0．oi805

0．0064

0．2025

1．222

0．2978

1．52

（2）第2號泉

　本論は源泉温度49。を示し泉源に於て探酷せる鑛水は無色澄明無臭にして微に牧敏

性味あク微弱酸性反磨を呈し長時間空山に接回すれば帯黄白色の沈澱を析出す其pH

値は26。に於て5，20（比色法）一 �ｦし比電導度はユ8。に於て0．00148なう．

　本水を試験室に邊致せるものは比重撮氏15。に於て1．0，にして其水素イオン濃度

（pH）は口証18。に隔て6．13（キンヒドロン電池法）なり分析の結果土類含有三石膏

性苦味泉に擁す其成績次の如し．

　本鑛水1kg中に含有する成分虹其分量
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　カ　チ　オ　ン
カ　リ　ウ　ム　イ　オ　ン　（K●）

ナトリウムイオン（Na’）

アムモ昌ウムイオン（N正1の

カルチウムイオン（Ca”）

マグネシウムイオン　（Mg’。）

フェロイオン（Fe●。）

アルミ昌ウムイオン　（A16’り

　　　計

　ア　ニ　才　ン
ク・パルイオン（c1’）

硫酸イオン（SO4’り
ヒ　ドロ炭酸イオン　（HCO3’）・

　　　計

　通）　　計．

砺　　　酸（メタ）（HBO2）

珪　　　　　隣　（メタ）　（H2Sio3）

　合　　　1計

遊　離　炭　酸（CO2）

　総　　　 計

マンガノイオン（Mn●’）

ヒドロ燐酸イオン（HPO‘”）

グ ラ 唄・リイ・・及・リ・列・リヴ・ル

0．01428

α06639

．OX）018

0．184

0．03162．

0．005209

0．003689

0．1ε08

0．2132

0．3779

1。079

0．0032

0．2116

1．296

0．2164

1．51

痩　跡

痕　跡

0．3652

2．887

0．1

4．592．

1．3

0．0933

0．1361

5．099

2．219

6．194

22。99

0．07303

2．71

25．77

4。919

30．69

0．3652

2．887

0，1

9。184

2．6

0．1866

0。4084

15．73

5．099

4。438

6．194

15・73

　以上各成分の分量に基き算定するに本鑛水は其集成に於て琢g．中次の塵類を含有

オる溶液に概略相回す．

グ ラ ム

クロールカリウム（KCI）
ク　ロ　一　ル　ナ　　ト　　リ　　ウ　．ム　（NaC1）

ク・一〃アムモニウム｛NH：、Cl）

クロールカルチウム（CaC12）

硫酸．カルチウム（CaSO4）
軍炭酸カルチウ・［G・（HCρ・）・］

重炭酸マグネシウム［遅【9（HCO3）2］

0．02723

0．1688

0．00535

0．09695

0．2743

0．2762

0．1902
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重　　炭　　酸　　亜　　酸

硫　酸　ア　ル　　ミ　ニ

瑚　　　　　　　　酸　（メ

珪　　　　　　　　酸　（メ

遊

合

総

離 炭

化　　鐡　　［Fe（HCO3）2］

ウ　　ム　［A12（SO4）3］

　・タ）　（H：BO2）

　　タ）　　（H2Sio3）

計

壽

酸　（CO2）

0．01659

0．02331

0．0032

0．2116　．

1296

0．2164

1。51

（3）第3三門

　本泉は源泉温度47．50を示し泉源に隔て探酌せる鑛水は無色澄明無臭にして微弱酸

性反鷹を呈し長時間室氣に接回すれば；蘭引白色の沈澱を析出す其P且値：は32。に於

て‘6．10（比色法）を示し比電導度は18。に於て0．001119なう．

　漏水を試験室に途致せる竜のは比重’15。『に於て1．0にして其水素イオン濃度（pH）

は18。に於て6．43（キンヒドロン電池法）なう．分析の結果土類含有炭酸鐵泉に凝

す其成績次舅）如し

　本降永1kg中に含有する成分蛇其分量

1・ ラ ・1・リイ・・及・リ・列・・ヴア・

　カ　　チ　　オ　　ン

カ．リウムイオン（K’）

ナ　ト　リ　ウ　ムイオン　（Na。）

アムモ昌ウムイオン（NHの

カルシウムイオン（Ca”）

マグネシウムイネン　（M〔gつ

フェロイオン（FeO’）

アルミニウムイオン　（Al’つ

　　　計・

　ア　　ニ　　オ　　ン

クロールイオン（Cl’）

硫巌！イ オン（SO4〃）

ヒド・炭酸イオン（HCO3’）

　　　計

　通　　　　　計

石朋　　　　　 酸　 （メタ）　（正1］BO2）

珪　　 ・　　　　　　　　　　　　　酸　　　 （　メ　 タ　）　　　　（H2Sio3）

1
　0．007718

、　　0。08049

　0。0033

　0．09992

　0．02105

　0．01039

　0．004455

0．06611

0．1893

0．3453

0．828　・

0．00227

0．214

0．1974

3．5

0．1833

2．494

0．8655

0．1861’

0．1644

1．864

1．97

5．659

17．08

0．05182

2．741

0．1974

3．5

0。1833

4。987

1．731

0．3721

0．4932

11。46

1．864

3．941

5．659

11．46
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　　合計　　1．044　19。87
遊離炭酸（CO2）　 03436　　7．809

　　恭恩　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1β88　　　　　　　　　　　　　　　27．68

マンガノイオン（Mn’．）　　　　痕　跡

　ヒド。燐酸イオン（HPO4”）　痕跡

　以上各成分の分量に基き算定するに本加水は其集成に於て1kg中…欠の璽類を含有

する溶液に概略選考す．

グ ラ ム

　クロールカリウム（K：Cl）
　クロールナトリウム（NaCl）
　硫酸ナト　リウム（Na2SOi）
　クロールァムモ昌ウム（NH4Cl）

　硫酸カルチウム（CaSO‘）
　重　　炭　酸　　力　〃　チ　ウ　ム　［Ca（HCO3）2］

　重炭酸マグネシウム［］〉Ig（HCO3）2］
　重　　　　炭　　　　酸　　　　亜　　　酸　　　イヒ　　　鐵　　［Fe（HCO3）2］

　硫　酸　ア　ル　ミ　　ウ　ムfAI2（SO4）3］
イ

　棚　　　　　　酸（メ　　タ）（HBO2）

　珪　　　　　　　　　 酸　（メ　　　 タ）　（H2Sio3）

殴

合

総

離 隔

心

計

酸　（CO2）

0．01472

0．08671

0．1433

0．009807

0．09741

0．2882

0。1267

0．03309

0．02815

0．00227

0214

1．044

0．3436

1．388

（4）第4號泉（第二鐵漿湯）

　高高は源泉温度500を示し泉源に於て二二せる二水は殆と無色無臭にして僅微に潤

濁し之を舌上に致せば極微に牧敏味を感ず微弱酸性反鷹を呈し長時間空氣に接鯛すれ

ば帯黄白色の沈澱を析出す其pH値は31。に於て6・2（比色法）を示し比電導度は18。

に於て0．00209なう．

　本丁を試験室に迭致せるものは比重15。に於て1．0にして其水素イオン濃度（：PH）

は18。に於て6．53（キンヒドロン電池法）なう・分析の結果土類含有弱石膏性苦味泉

に屡す其成績次の如し

　本鑛水1kg中に含有する成分蛇其分：量
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1グ　・　・1．ミリイ・・及ミリ印

　カ　チ オ　ン’

カリウムイオン（K：。）

ナトリウムイオン（Naり

アムモニウムイオン　（NH’ゆ

カルチウムイオ，ン（Caつ

マグネシウムイオン　（：M［gつ

7エロイオン（F〔ジ’》

アルミ晶ウムイオン　（Al’つ

　　計
　ア　昌　才　ン
クロールイオン（C1’）

硫酸イオレ（SO壬”）

ヒドロ炭酸イオン（HCO3’）

　　計
　通　　 計

砺　　　　　酸　（メタ）（HBO2）

珪　　酸（メタ）（H2Sio3）

　合　　計
遊　離．炭　酸（CO・）．

　絃　　 計

0．0212

0．05405

0．0014

0．2464

0．04526

0．002545

0．001958

0．1632

0．322

0．4878

1．346

0．0032

0・算919

1．541

．0．2663

1。807

0．5422

2．35

0．07778

6．15

1．861

0．04558

0．07227

4．602

3．352

7．995

27．0δ

0，07302

2．458

29．58

6．052

35．63

ミリヴナル

　α5422．

　2．35

　0．07778

　12．3

　3．722

σ　　0．09115

　0，2168

19．3

　4．602・

　6．703

　7．995

19．3

　以上各成分の分量に基き算定するに本巨水は其集成に於て1kg中次の鳥類を含有す

、る溶液に概略相當す．

クローノレカ’リウム（KCI）
・ク『・ロールナト リウム（NaCl）

’ク・一ルアムモニ巨ム（NH4Cl）

クゴールカ〃チウム（CaC12）

硫酸カルチウム（CaSO4）
重　炭　酸　　カ　ル　チ　ウ　ム　［Ca（HCO3）2］

重三酸マグ．ネシウム［Mg（HCO3）2］

．重炭酸亜酸化鐡［Fe（HCO3）2］
硫酸ア．ルミ昌ウム［ム12（SO4）3ユ

瑚　　　　　酸（メ　　タ）（E：BO2）’

珪　　　　　　　　　　　　　．酸　　（メ　　　　　タ）　（H2Sio3）

グ ラ ム

0．04043

0．1374　．

0．004161

0。090δ8

0．4415

0．3389

0．2723

0．008106

0．01237

0．0032

0．1919
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　　合　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　1毎il．

　遊離炭酸（CO2）　　0．2663
　　総　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・807

（5）第5號泉（吹上湯）

　本泉は源泉温度41。を示し泉源に於て探酌せる鑛水は無色澄明無臭にして刺戟性

爽快味を有し微弱酸性反慮を呈し長時間塞氣に接鯛すれば帯黄白色の沈澱を析出す其

pH値は31。に於て．5．40（比色法）を示し比電導度は18。に於て0・001874家二動

　本四を試験室に迭致せるものは比重15。．に於て1・0にして其水素イォシ濃度（餌）

は18。に於て6．80（キンヒドロン電池法）な鋲分析の結果土類含有弱石膏性苦味泉

に属す其成績次の如し．

　本三水1kg中に含有する成分虹其分量

1グ ラ 引・リイ・・及・・r列・ルヴア〃

　カ　　チ　　’オ　　ン

カリウムイオン（K二’）．

ナトリウムイオン（Ra●）

アムモニウムィォン　（NH4●）

カルチウ・ムイオン（Caつ7’．

思グネシウムイオン（Mg”）

フエ　ロイ・オン（Ee鱒）

アルミ昌ウムイオン　（Al’”）

　　　計

　ア　　ニ　　オ　　ン

クロール’イオジ（Cl’）

硫・・酸　・イ・・オ　シ・（SO庄”）・

ヒド画炭酸イオン　（HCO3つ

　　　計

棚

珪

通

　合
遊　　離

　’総

　計
酸　（メタ）　（HBO2）

酸　 （メタ）　（Hボ∋i（聡）

　計
炭　　酸　（CO2）

　計

0．00595

0．07709

0．00105

02384

0．05036

0．009535

0．01177

0．061i6．

0．3885

0．6976

1．541

0．00227

0．1896

1．733

0．5157

2，249

0．1525

3．352

0．05833

・5．949

2．071

0．1708

0．4343

1．725

幽4．044

11．43

29．39

0．05182

2．428　』

31．87

11。72

43．59

0．1525

．3．352

0．05833

’11．9

諏41

0．3415　’

1．303

21．25

』1．学25

S．088

11．43

2125

以上各成分の分量に基き算定するに本鑛水は其集成に於て1kg中次の臨類を含有す
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る溶液に概略相當す・

グ ラ ム

クロールカリウム（1ζ：Cl）

ク，ロ　ルナトリウム（NaC1）
硫　r．酸　　ナ』　ト　　リ　　ウ　　ム　（Na2SO4）

クゴ　ルアムモーウム（N且、c1）

硫酸カルチウム（GaSO4）
重炭酸カルテ々ム［Ca（HCO3）2］
重淡酸マグネシウム［Mg（宜CO3）2］
．重　炭　酸　亜　酸　化　鐵［Fe（HCO3）2］

硫酸アノレミ昌ウム［A12（SO4）3］
砺　　　　　　　　　　酸　（メ　　　　タ）　（HBO2）

珪　　　　　　　　　　酸　（メ　　　タ）　（H2Sio3）

引

合

総．

草 炭

（6）第6號泉（夫堰湯）

計・

計

酸　（CO2）

0．01134

0。08854

0。1305

0．003121

0．3368

’0．5634

0．303

0．03037

0．07436

0．00227

0．1896

1733

0．5157

2．249

　本泉は源泉温度47。を示し導管よウ探酌せる一水は殆と無色無臭にして僅微に沈澱

物を有し極微に牧劔性味を有す反鷹は微弱酸性にして長時間空氣に接鯛すれば帯黄白’

色の沈澱を析出す其pH値ば31。に於て5．60（比色法）を示し比電導度は180に於

て　0．001765　なう．

　下水を試験室に途致せるものは比重15。に於て1．0にして其水素イオン濃度φH）

は18。に於て6．14（キンヒドロン電池法）な動分析の結果土類含有弱石膏性苦味

泉に回す其成績衣の如し．

　本四水1kg中に含有する成分蛇其分量

グ ラ …　イオ汲・…1ミリヴア・
　カ　　チ　　オ　　ン

カ．リウムイオン（K：○）

ナ　ト　リ　ウ　ムィォン　（Na●）

アムモニウムィォン　（NH’4）

カルチウムイオン（Ca”）
マグネシウムぜオ・ン（Mg・・）

0．009487

0．09036

00012

0．1428

6．0271

0．2426

3。929

0．06666

3．552

L115

0．2426

3．929

0．06666

7．103

2．229　．
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フェ　ロ「イ　オン（：Fe”）

アルミニウムイオン　（Al…）

　　　計
　ア　　昌　　才　　ン

クロールイオ・ン（Cy）

硫酸イオン（SO6”）
ヒドロ炭酸イオン（HCO3’）

　　　計
　通　　　　　計

棚　　　　　　酸　（メタ）　（HBO2）

珪酸（メタ）（H2Sio3）
　合．　　　計
遊　離　炭1　酸（CO2）
　総　　　　　計

0．006222

0．0ユ213

0．1377

026召3

0．3483

1．041

0．0016

0．2072

1．25

02373

1。487

0。1115

0。4477

3．883

2．772

5．709

21．83

0．03651

　2．654

、24．52

　5．393

29．91

02229

1．343

15．14

3．883

5．544

5．709

15．14

　以上各成分の分：量に基き算定するに本細水ぱ其集成に於て1kg中次の璽類を含有：

する溶液に概略三二す．

グ ラ ム

ク

ク

硫
グ』

硫

重

重

重

硫

研

珪

遊

ロ　　一　覧ル　　カ　　リ

ロ　一　ノレ　ナ　　ト　　リ

　酸　　ナ　　ト　　リ

白　　　　ノレ、　ア　　ム　　モ　一

　酸　　カ　　ル　　チ

炭　酸　　カ　ル　チ

炭　酸　マ　グ　ネ　シ

　炭　　酸　　亜　　酸

酸　　ア　ル　　ミ　昌

　　　　　　酸　（メ

　　　　　　酸　（メ

合

総

備

離 炭

ウ　　ム

ウ　　ム

ウ　　ム

ー　ウ　ム

ウ　　ム

ウ　　ム

　ウ　　ム

化　　鐵

　ウ　　ム

　　タ）

　　タ）

計

’計

（K：α）

（NaCl）

（Na2Sq）

（NH4Cl）

（CaSα）

〔Ca（HCO3）2〕

〔：M9（HCO3）2〕

〔Fe（HGO3）2〕

〔A12（SO4）3〕

（HBO2）

（正【2SiO3）

酸　（Cσ2）

0．01809

0．2089

0．02524

06003566

0．2618

0。264

0．1631

0．01982

α07β65

0．0016

0．2072

L25

02373

1．487

考前記成績中水素イオン濃度，遊離炭酸，壺酸化態鐵及比電導度は何れも泉源に於て試瞼せり．

　　　第四章　各源泉中の成分及其含量の封書拉喜多尾氏の　　　　・

　　　　　　　分析成績との比較

前記各源泉に就き測定し得たる各成分及其含量を喜多尾氏の分析成績と比較封購歩・

れば…欠の如し但し同氏の三一せる鐵漿湯は果して第一鐵漿湯なるや第二鐵素語なる知

不明なるも便宜上後者と比較表示せウ．
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l　l　l　l、亀臨巻
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　　　　　　三
三　塗　i§　塗ら：韓
　　　　　　べ悔娯
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　　　　　　　騨L
l　l　li≒曝営
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l　l 1亀　1

　專

薗霞ま§　1亀曝誉
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　　　　　　鴇

口1秘藍蝋
　　　　環　マ岩蟹
　　　　　　　隈榊
，l　l　l薗2）斡環
　　　　♂罐
　　　　　　　軸翼

1 置 1　｝

　、l　l　l　慈　巳膿愚

．　　　♂縫
　　　　　　　　雛娯

l　l　l l　l

，l　i　l　l　碧羅蟹

　　　　　　鷲
　　　　　　　難環

養塗下當巳：§
　　　　　　土樽環
翼｛楽｛藁｛累　　　　　　　博：蚤
　　　　　　　隈榔

瓦　あ　§　、　臆　楽

壇　栄　　　　辰

ヤ　ヤ　　ヤ　襲

4　　郵趣

β　警娯
ロ　　【　　　乞

ト　朔．捨　」　騰　瑛

　前表に示すが如く覇府試験せる6種の鑛泉は何解も鐵分を

含有するも第3號泉を除く外何れも其含量1kg中0・0ユgに達

せず爾他の各成分含有の割合竜郷3號泉以外の5種は殆ど大．

差なく何れも土類含有弱石膏性苦味泉に零する竜第3號泉は・

硫酸及カノレチウムイオンの量爾他の諸泉に比し著しく少く從

って土類含有炭酸鐵泉に分類すべきものなう．而して吹上湯

は餓の含量0・00959なるを以て第3號泉と同一泉質1ζ編入す

ることを得：ぎるにあらざるも分類標準を嚴重し前記の如く決

定せり．

　衣に第1號泉，第4壁泉及第6號合流泉に就き今同の成績と

喜多尾氏の成績とを比較するに今同の試験に於ては各泉に就

き新たにアムモニウムイオンを導出し之に反しブローム，ヨ

ード及ヒドロ燐酸の各イオンは何れも之を槍出せずアノγミニ

ゥムイオン及瑚酸は喜多尾氏の試験に於ては何れも痕跡なう

しも今圃の試験に於ては各之を定量し得ブ2う．又マンガノィ

オンは喜多尾氏當時之を定量し得たるも麗質は痕跡叉は之を

検出せず，鐵分は何れも喜多尾氏當時の含量に比し稽僅微の

成績を示し樹ほカリウム，カノレチウム，マグネシウム，クロ

ーノレ及ヒドロ炭酸各イオンは各泉共に増加を示しナパリウム

イオンは各容共に減少を示せウ．

　以上は爾試験成績に覧て各泉に共通する最も顯著ζる差異

にして更に馬添に就き考察するに珪酸及遊離炭酸は今津の試

験に於て第4及第6號泉に在うては増加を示し第1號泉に在う

ては却つ七滅少を示せう，叉硫酸イオンは今同の試験に於て

第1及第6號泉に在ウては増加を示したるも第4號泉は却つ
　　　　　　　　o
て減少を示せめ．次に第4號泉は其反慮喜多尾氏の試験當時事

アノゾカリ性な釦しに反し今同の成績は微弱酸性を示し更に合

1
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流泉たる大堰湯に在うては喜多尾氏の試験當時殆

と中性なうしに鋼し今同の試験に於ては微弱酸性

．を示ぜう・

　以上の如く性（反言）及各成分含量弘化の事實は

分析技術の進歩及技術者に依る手腕の相違等は多

少考慮しても尚ほ且つ30年間の時日を輕過せる問

に泉質に遜化を豪したる之とは之を否定し難かる

べく乙の現象は濁虚心泉誌（1907年版）にパウノγ博

士の述べられたるが如く山鼠は地表上に起る縫化

．にようて影響せられず数十年乃至数百年其集成に

殆ど縫化なきものなうとの見解に背馳するところ

なる竜我國の如く火山地帯に位置し地塊蓮動盛ん

なる地質に在る二字に面してはパウル博士の所詮

は適用し得ざるべく我國著名鑛泉の大部分は分析

後既に20－30年を経遇し居るを以てこの鮎にi面し

て爾ほ將恩多藪の分析成績を比較したる上声讃せ

んことを期するものな鋲

　　　第五章　湧出後時間の脛晶晶導水に依

　　　’＼　’る泉質の攣化に就て

　前記源泉試験を施したる6種の冷泉を夫々密栓

して實験室に邊致し約7日及3ケ月を経過しπる

後其遊離炭酸，フ禺ロづオン・水素イオン濃度及

比電導度を試験したるに次の成績を得たう・

蕾
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　前記成績の示す如く各鑛泉は時日の経過に從ひ泉質に著しき痩化を來すを認むべく

從って鑛泉分析は源泉試験の極めて重要なることを首肯するに足るべし殊に本泉の如

き炭酸鐵泉に於て然ウとなす・

次に本泉を浴槽中に導入するに當釦其泉質の痩化如何を試験せ鉱即ち合流源泉たる

第6號泉（大下湯）に円し伊香保聯肚側にて採酌せる鑛水及某旅館内湯に就き前記と同

様の試験を施行せう其成績次の如し・

遊離演副…イ・判測馳灘）急電鞍（18・）

第六貌泉
伊香保国巡
側操酌鍍水
某放館内湯

　　　0．2373

　　0．09207

痕　　　　　跡

　　0．006222

　　　0．0037

検　出　せ　ず

5。60

6．94

7．70

0．001765

0．001713

0．001440

　前記試験成績に示すが如く第6號泉と伊香保紳下側探酷鑛水とを比較するに後者は

遊離炭酸及フェロイオン解約牛減しpE値は増大してア川カリ性に傾き比電導度も半

減退し更に之を溶槽に導けるものは遊離炭酸は痕跡となうフェロイオンは彫出せざる

に至う水素イオン濃度及比電導度は前記の傾向を一層顯著に示せう．

　以上の結果は主として鑛泉導水方法の映陥に饗せしむべきものにして堕ち第6號泉

鋤伊香保灘側に至る約500mの導管は木骨こ昼鳶蓋にて覆はれたるも極めて不

完全にして室氣と自由に接乱し且つ伊香保紳1吐側よう飛騨1槽に至る間は勾配急にして

鑛水は急熱をなして流下するを以て遊離炭酸は容易に遁散し亜酸化態鐵は酸化鐵に鍵

化せらる＼ことに原因すべし・，　　　　　　　　　　・　　一

　以上の事實は引湯上極めて注意すべきことにして鑛水本來の性質を保持せしむる爲

あには密閉式導管を探用し可及的導管申に於ける塞氣との曽和に依る酸化作用を避け

て溶槽申に導入する之とは極めて重要なりと認む・

　　　　　　昭和十年・一月　　　㍉，
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ヅノレチシの人工甘味料

　　　　こしての憤値1；就いて

技．師　伊　．粛 幹　愛

　ヅ川チンはサッカリンと共に有力なる人工甘味料と見徴されサヅカヲンより快き甘

峡を有し而も猶砂糖の200～250倍の甘さを有すと云ふ化學的にはバラフエネチーノγ尿

素晋CαNH㌔，してその難糊はフ。ナセチンに類似せ魏のにして直接糊
　　0．C2　H5層．
帥ち滑化管内に於ける作用と吸牧作用との二方面よう之を観察するを要すべし・

　先づ細菌及酵素に封ずる作用を見るに大陽菌に甥してはそのユ600倍液を作用せしむ

るも殆んど殺菌作用を示さず酵素に封しては之と異ウ胃液の蛋白消化酵素に甥しては

拘制的に作用し1600倍に於てすでにその蛋白二化力の10％を3200倍に於ては5％を減

じ6400倍に到りて始めて無關係なウ普通飲食物に甘味を附するにヅノγチンの凡そ3000

倍濃度を要すとせばペプシシの蛋三二化力は5％を減ぜらるヂァスターぜ並膵臓リメ

ーぜも同じく蜘制的なる影響を受く今之を表示せぱ次の如し．，

　　　　　　　　　　　　膵臓リパーゼの揚合

　　　　　　　　　ヅルチン濃度　　　　　　　　　　　　溝化力の減殺程度

　　　　　　　　　　1760倍　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27％減

　　　　　　　　　　3500倍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14％減

　　　　　　　　　　7000倍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g％減

　　　　　　　　　　　　ヂアスタPぜの揚合

　　　　　　　　　塑チン濃度　　　　　　潰化力の減殺程度
　　　　　　　　　　1600倍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26タ多減

　　　　　　　　　　3200倍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】8％減

　　　　　　　　　　6400倍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2％減

　即ちヅノγチンは之を輕口的に撮る時は胃腸液の消化力を幾分減殺す．

　以上はその直接作用なるがヅノγチンの本丁の毒性は吸牧後如何なる機轄をとるかに

あウUglowggに依ればヅノγチンに弱酸叉は弱アノγカリを作用せしむる時はパラアミ

：ドブエノーノγを生ず。パラアミドブ三ノーノγは有力なる血色素毒にしてへ毛グロゼン
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をメトヘモグロビンに痩ずヅノンチンは生髄内に吸牧せらる＼時も試験管内に於けると

全く同様なる憂化を蒙うて分解さらる從ひて尿中にアミドフェノーノンを謹明す故に動

物に中等量のヅノγチン（髄重1Kgに封し0・19）を毎日目口的に與ふる時は数週にして膣

中にパラアミドフエノーノンの成立によウて読明し得る一定の症状群を示し且血液中に

メトヘグロビンを謹明し得．

、一一禛dノγチンを砂糖代用品として用ふるも無害なウとの説を爲す：Ros七の報告を見

1るに犬に封し0・39迄は死んど認むべき鍵化なきも之以上與ふる時は個膣によ丁丁相

異ある碇の症状を呈すその三巴は幅示申系及血色素にしてその頗はフ土ナセチ

ンと類似のものなる竜その反鷹は個性によウ甚だしく相異し一般に幼若動物は成育せ

るものよう鏡敏なせもの＼如し：是個膿によウ三内に予てパラアミドフェノールの成生

に逞速あるが下めなウ注目すべき鮎なうとす．

　次に人髄試験に封ずる報告を見るにK：obertは7～82歳の4人の女及7入の男子に

毎日0・1～0・29時に0・69を與へ臨床的に観察ぜしに何等0異朕を認めず又Ewaldは2。3

の患者に1日1．59を他の患者には毎日0．49を與へ3週間に及びしが何等の礎化を認め

ざウしとRostは前述の動物試験の結果之を自已の家族に試みたり則彼自身及妻13及

16歳の2男子及下僕に回し一切の砂糖を磨止し之に更ふるにヅノγチンを以てし凡そ2

86日間に巧49のヅノレシンを使用せウ（之をその甘さよム砂糖に換算する時は37。6kgに

及ぶ）1家族5人にて1日二二0・549のヅノγチン（1309の砂糖に等）を286日蓮用せる理

なみ而して起る骨化を詳細に観察せるが何等の異状を認めざうきよウて彼は之に自信

を得他の30入の人々に試みたり始め14日間は毎日0．19宛を15日目には0．39のヅノγチン

を與へてその全輕過を観察せしが四過中には何等の症状を認めず尿にも蛋自，言及イ

ンドジエノDン反胃なかウしが最後の0・39を服用せし後の尿に干ては17人は全く痩化

なく10人に弱きインフエノrヲγ反慮を見3人に租々明瞭なる反慮を認めたう以上の成

績よウ：Rostはヅノγチンは毎日0・3g迄は無害にして時々0・5g迄は許容さるべきものなウ

≧結論蝸甲1こヅ〃ンの開脚犬1礎ては髄1kgl幽し1gにして．6灘の男子

にあうては8～109なウと云メ、・

　二上の諸等妙考察す剃ζヅノγヂン⑱藥理作用はフエナセチンの夫に類似しその毒
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性は吸牧後分解されて血色素毒なるパラアミドフエノーノγを生ずるにあるもの㌧如く

ずッカリンに比し毒性強きものと認めざるを得ず・

　　　　　　　　　　　　　　　　引　用書　目

　　　1・T：Houben：For七schri6te　d．Heils七〇f策）hemie　IIAd七．Bd．II・

　　　2・．W・A・Jglow：Arch・fHyg・XCV（1925）

　　　3・Rost　u・Braun：Arb・aus　d・Reichsgesulldhei七sam．t　Bd・57，216（1926）

　　　4・　Ewald：PflUger，　s　Arch・£d・gesam．t・Physiol・（1893）390・

　　　5　Strling：M・皿・w・（1896）1227・

　　　6・K：ober七：Zit　n，　Ros七a，　Braun（1・c）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　　　　　昭和9年7月

職



Ro．45 コ［arch　1935．

、B1111etin

of

The　Imperial　Hyg：ienic．Laboratories．

　　　　　　　　　．Abstmct串丘om　Origiηal　Papers．

　　　1・On　the　simple　m¢h・d釦r　t車e　det㏄ti・n・f　the　active　6xygen　in　air・By

2肱丞肋α蜴」．K）卿θ．．

　　　Tes七i取ingウhe　sensihili㌻es　of七hree　tes七p繍per．methods　of　po伽sium　igdid6

and　starch・，　tρ七rabase一，　and　terapaper，　we　selected　the　las七〇nθfbr　practiCal　u鎚e．

　　　Its　reagen七，七e七rame七hylparaphenylendiamine，　is　fbund　to．　be　able七〇．　get　in

s皿oq七h　reaG七ion　b）r　hydrogen耳七ion　of　paraphenylendia、mine　on　the　presence　of

parafbrmaユdehyde　ahd　niGkel　as　a　oa七alyser．

　　　We　compared七he　int⇔nsities　of七he　color　reac七ion　on七he　paper　with　the

fb110wing　standards．

　　　S七andard．　　　．1．・　　II．　　』III．　　　IV．

　　　L。　u｛至ミ蝿打～。．　口引8　　　．　舞：8　　　　　室：8　　　　　　吉：9

　　　Descrip七ion：十十十　　十十．　　十　　　　±

　　　The七es七s　in　summer　season　of　lg34　give　us七he　fbllowing　results：

　　　In七ensity　of　active　oxygen　in　air　of　cities．…　……ρ．＿…一　　〇r　±．

　　　　　　　　　，，　　　，，　』　，，　of　coasts（famou曲athillg　places．

in　the　vicini七）アof　Tokyo）．＿。．．＿．．．＿＿＿＿＿＿．．．＿＿．＿．．＿．±

　　　　　　　　　，，　　　　，，　　　　，，　　of　high　regions

　　　in　japanese　eas七ern　na，七エona1．　parks，七heir　a1七iもudes　ranging

　　　即to　1．0－1．5　k皿（camping　places）＿．＿＿9＿＿＿＿＿＿

or　十

十〇r十十〇r十十十

　　　、2・　On’the　M：easure鵬ent　of　the　Sun　Ij琴ht　and　Its．Ultra・yiolet　RILys・　B）ア・．

17；1ζ窃渉8初（1α．

　　　The　fbllowing　has　been　ex七racted　from．　thθreporもs　ofもhe　rese銑rch　work　on

the　hygiellic　condiもions　of　summer－resorむs　which　was　done　und合r　the　direc七io亘of

the　Nationa］Bureau　of　Ilygユenβ，．　August　1934．　It加clu母es　the　funda皿enta1．ex〒

peri皿ellts　and．their　practical　apPlication串on　the　BQshu　Penins．qla，　Shona叫



2”

and　the　camping　places　at　Nikko，　S　ugadaira，　Kamikochi　and】コake　Yamanaka

and　also七he　cities　of　Tokyo　and　Yokbhama．．　、

　　　　Using　the　Oya皿a，s七hermoelectric－pile　pyrheliolneter　and七he：Futagami，s

portaわle　in七ensimeter負）r　u1七ra－violeもray6，　the　results　may　be　brie且y　given　as

fbllows：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ

　　　　1．　The　sUh・ligh七and　i七s　ultraボviolet　raンs　alone　lweτe．1）otll　found七〇be皿os七

intense　froエn　10　A．　M：．　to　11：＄O　A．　M．．．Th玲was　true　of　all　the　places　examined．

　　　　2．　The　in七ensi七y　of　the　sun一五ght　and　of　the　ultra一▽iolet　rays　of　the　se泓・side

resorts　was釦proxim四七¢ly　90％．of　that　of血he　mountaih　resor七s，　an4　the　illtensi七y

of　the　rays　in也11e　ci七ies　was　fro皿80七〇90％．of七ha七〇f七he　sea・side　andfrom

70．to　80％of七ha七〇n　the．　mountains．

　　　　3．A1七hough　the　in七e且sity喪窪re訊ter　at　the　moun亀ain－resorもs，　as　it　has　been

shown　above，　than；the　se甜side　resor七s，七he　tota1呂um　of　the　qα呂n七ity　of七he　rays

intθgra七gd　duringもhe　period　of　one　mon七h　is．mos七　1ikely　grea七er　a七もhe　sea－

side七han　on七he　moun七3ills，　consideripg七he　fac七thaもthere　are　only　a　fbw　clear

days　at七he皿ountaill　resor七g　examined，　compared七〇the　sea－side　places．

　　　　3．On　the　estima伽g　Method　of　Bacteria　in　the　Air．　Bγ皿廊伽αη4趾

翫2α鴇α．

　　　　Oker－Blom　repor七ed　in　1912　a　new　method　of　esthnaもing　bac七e：ria　in　the　air．

This　method　is飴r　simpler　than　any　o七hers　hither七〇published　su6h　as七hose　of

：Rudolf：Emme近ch，：Pe匙ri　or：Ficker．　　　　　　　　　　　　　　　唱

　　　　Oker－Blom，s　meもhod　is易s　fbllo禰．’：Fi1七6■ing　so血。　am6硫nt．　of　air　through

some　drops　of　w翫もer．奄獅烽??@narrow　part　of．　U加be，　water　is七hen　cultiva七ed．　We

tested　its　exactness　and　recognized　Oker－Blo血，s　meもhodも。　be　si血ple編hd　exa（｝t．

、

　　　　4．Concentrati㎝・of　S廊ial　Ba亡ilii　i礁Water　by　Ad縦be耐s．工t6　Aphlica・

tion　to　det㏄tion　of　B．　coli　in　tap　water．．　By皿∠塀1知瓢箪瓢魚2α搬α．

　　　　・When　we　wish　to　detect　sorne　special　baGilli　such　as　dysentery一，亡yphoide．，

coli－bacilli　which　exist．in　a　smal】number　in　water，　it　is　convenient　to　con－

ceh七rate　the．　bacillus㌔．．Fo塾おhe茎＞ur重）ose，　maれy　Inethσds．h駐ve　been　d6vised　as

負）110w：　1．　filtration　of　water　2．．concentration　of　water　byθvaporation　3．　adsorp・

tion（雌bacilli　by　coagul編ting　chemicals：翫s　iron　ohloride，　iro虹白ulfate，　Iead　ni七rate

and蔚Um、．　A】ヒロon窪these．　the　las七．血θthod】匪1ay．　h6　bes仁　葺面it．　is　di鐙。αlt　to

9麟h⑧r層垂?ﾋfb勧1y　the　coagulaノ樋血g　chemiGa13我（量ded・．βo．壷創t醗．’・

　　　　Adsorわ6n七8　such　as（whit6も01e，繍cid’clay　and　meaicin飢¢ha寛co島1）are　k且。諦血
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to’ ≠р唐盾窒a@remarkably　b駐cilli　i血waもer．1Having　experimen七edもhat　bacilli　adsor－

be〔1　byもh合se　prep躍a七ions　did　h6t　die島も1e臨sもfbr　10　days，　we　considered七〇u七ilize

adsorbe11右s　fbr　60ncentra七ion　of　bacilli　ln　wa事er．　After　adding　O．1－0．2％．adsoで一

ben七s　into　th6．w錨er　and　s：h批king血oreもhan　five國 Gnillu七es，　we　filtered　the　w翫ter

七hroαgh多he　normal．丘1ter　paper　ullder　reduced「pressure．　Ga七hered　adsorbenLs

with　the　Ii七七le　filter　paper．were　thrown・h1もσもhe　broth　ahd．a丘er七he　enum［eraもion

of　baci11i　we　isola七ed七he　speci且。わacilli　by　the　rou七ine　meもhod．．Using　such　a

concen七ra七ing　Ine七hod，　w6　can　easily　de七ec七B．　eoli　in〕皿ore　amoun七〇f　wa七er

than　100－1，000　cc．

　　　　5．　On　t血e　Compleme耐preserving　E伽ct　of　Salts．　Bア皿∠1励αα？認κ

1鞠α84．　．．　　　　　、
　　　　For七he　experi〕皿en七we　selec七ed　eigh七k：illds　of　sal七s　such　as　sodium．　sulfゑte，

magnesium．　sα1fate，　sodld皿（｝hloride，　sodiu皿ni七rate，　sodium，　pho昌phaもe，　sodium．

ace七a七e，　sodiu】皿oxala七e　and　sodiu】虹ci七rate　which　were　considered　to．be　relatively

iner七i耳disturやing　the　complement　fixatioll　Inechanism．　Adding　s．uch．串吊1ts．irし

七he　rate　of工一10％　wi七h　2男多　boric　acid　as　bactericidal　preservative　into七he

comple血en七seru皿of　guinea　pigs　and　preserving　such　serαm　inもhe　ice　box，

we　es七ilnated　regular」y　at　a　lδefini七e　in七erval　the．complemen七tiもre　acGording七〇

七he：Browning　meもhod．　　　・

　　　　The　result　we　6btained　was　tha七七he　comple皿enもserum．　was　preserved

ao七ive　by　adding　2％boric．耳cid　wi七h：　2－10％sod．　sulfa七e　fbr　90L160　d劉ys

，，

，，

，，

，，

，，

sod．　phospha七e　fbr　90－120　days

sod．　ace七ate．負）r　90．　days

mag．　s：ul鋤．e．　fbr　30－9．O　days

sod．　chloride　fbr　60　da）rs

sod．6i．七ra亡e　fbr．60　days

2，5％sod．　oxala七e　for　50　days．

　　　　Sodiuエn　ni七rate　is　injurious　fbr　complement・

　　　We　examined　next　whether．　or　not　such　a　preserved　complement　migh七be

・・ed、鉤・W…eでm・nn　rea・七i・n　in七h…m・m・nn・r・・七h・食・・h・erum・n曲叫d

七he　preserved　complemen七serum．七〇be　sa七isfacto士y．

　　　　＆．On　the．　Dif齢rentiation　of　B．．

philus．　By皿ノ4腕δααη（翅2圧癒2α慨α・

Bulgarieus，　R’franulosum紛nd　B．　Aoid．
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　　　We　isola七ed　so血e　strains　of　B．　bulgaricus，　B．　granulosum．and　B。　acidophilus

丘6m　medicinal　pre：para七ions　of　lacもic　acid　bacilli　and　studied　baGteriologically

and　se士010gically．　We　tllen　conclude　that　thθse　laGもic　acid　bacilli．can　be

distinguished　from　each　o七11er　in　manアpoillts　such　as　in．　the・fbrln　of　6010ny，

in　pig皿e11七sもaining，　in　the　rela七ion　anlong　oulture　media，　temperature　of　culもiva一

もion　and　the　fbrm　of　bacilli；and　in七he　sero】ogical　propθrties．

職

　　　認牙脚00α21βα50ρα10
　　　From　the　above　da七a，七hθoptimum　h）rdrogen　ion　goncentration　of：papain

fbr　casein　is　determined七〇be　pH＝5・0，　which、is　identiGal　to　the　optimum　pH．

or　gelatin，　given　by　Wilk七銭七ter．．

　　　3．The　ef艶cts　of　temperature　onもhe　abo▽eθxperilnent：．

　　　Tempera七ure　40。　　50。　60。　　70。　　80。　　90。　　100。

　　　　7・The　Quantitative恥timations　of　Enzyme　Pre加mtions・By某癒魏「

面α醐：E．翫ゐ吻徽α・

　　　　This　article　includes　all　the　repor頓on　thθexperimen七s　of　the　enzyme　pre－

parations　presented七〇〇ur　Labora七〇ry　ibr　quantita七ive　es七ima七ions．

　　　　The　preparations　nlay　be　classified　into　three：（1）anima1－origins，（2）plant－

origills　alld（3）combi耳a七ion　of右he伽。．　The　gαan七iもaもive　es亡imat軍ons　are　also

of　three　kinds：decolnpo臼ing　power　o11（1）proteih，（2）fゑt　and（3）starGh．

　　　The　main　fb帥ures　ofもhe■eporむ　are　the　fbllowing：　（1）Thθ皿ethod．of

deter皿ining伍θ鋤deco皿posillg・power　by　Volhard－Stade，　which　has　been

widely　used，　was　fbulld　to　be　often　erroneous，　and　its　reason．was　also　made　clear．

An　improve皿en七waS　proposed．

　　　2．　The致）110wing　data　were　obtained　by　measαring　the　decomposihg　power

of　papain　fbr　casein　aもvarious　1募ydrogen　ion　cdncentrations．

　　　　　pH　　　　　　　2　　　3　　　4　．　5　　　6　　　7　　　8　　　9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（at　40。）

　　　諸舗d鉱0衆の・3瀞・a63’2．a81お
　　　The．above　shows七h＆七the　optimum　tempera七ure　is　70。　which　agrees　with～

the　previously　reported　values，65。～70。．

　　　1々has　been　considered　thaもpapain　loses　it白activity呂bovθ80。？　But　th（＞

experiment　makes　it　clear　that　it　retains　i七s　activity　considerably　from　80。　to　90。

ahd　still　a　li七七1ea七even　100。　when　i七aG七s　oロGasein　at　op．　pH．　and　Op七e血pera－

ture　fbr　an　hour。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　．．　．．ド，．．

，
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　　　　4．Thequantiもative　estim＆七ioロ．of　pap＆in　was．　perfbでmed　by　a．new．1nethod

whiGh　oombines．もhe　meもhods　of　Willsta七七e”and　of　Fuld一（｝ross．

　　　　　　　　　
　　　　8．IJber　Formaldehyd　als　Konservierungsmitte1．：By　1肱πo．

　　　　9．　Studies　on　subs盤mce　in五shes　in．　which　cause　the　natum1．developed

fbrmaldehyde・1ike　reaetion（1。．report）　By｝こ飾弓漉αηd　1＝魚8θゐθ．

　　　　Canlled　crab　l皿ea七，　oc七〇pus，℃ut七le且shジetG．，　when　hea七ed　wi七h　waもer，・chemき

Gally　producθ負）rmaldehyde．　re呂Gtion．．This　m翫kθs　it　of血en　di儘cult　to．distinguish

．it　f℃Qm負）rmaldehyde　which　is　arti且cially　added　as　pleservative．

　　　　For　the　solu七ion　ofもhis　pfoble］皿，・且rst　of　al】，　we　have　s加died　onもhθvarioμs

detec七ing　mθthods　of七he　mothθr．subs七anGe　whioh　Gause七he　natur負1　developed

fbrmaldehyde－1ike　reaction　in　cuttle且sh（Loligo　bleekeri．kefbrstein）．　Af毛er　a

series　of　experimθ11ts，　we　have負）und七ha七in　testing　onもhe　deteGtioll　of負）rmalde－

hyde－like　reaction　in且shes，　the　beもter　results　Gan　be　secured．by　using　irQn－

reaeもion1）as　desoribed　alread）アfbr　the　distllate　on　the　asbest－board　of函queous

extracもsolution（neu七ral　or　al）ove．pH：4し48）…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Refbre：noeSl

　　　　1）J．Hyg・Chem．　soc．　Japau，　voL　5，　No・3，157．19…熔．

　　　　10．Untersuc血ung孟ber　die　Natur　der　Substanz，　die　im　Fleiseh　der　Fisclle

・i典・伽m・1d・hyd註h早li・h・R・・kti・n㎞wi・kt・（1珊ittρi1・ng＞U・硬“・n正・1ig・

b1㏄keri．jeferstein　aus　Hokkaido．　bei｝ζ．肋660幅賜蜴皿魚8θゐθ：

　　　　ロ・b・・di・ld・n七坦・i…ng・nd　Ext・・k七i・n・m・もh・dp　d・・鉤・m・1d・hydbi1三一

den．Muttersubstanz　dieser　UntersuGhung　wurde　berei七s　in　der　I．　Miももeilung　kurz

Initgeもeilt．

　　　　Ver｛f　h易ben　un七er　13enu七猛ung．de塾．Me恥04θder　fraktionierte孕Fallung　der

Silbersalze　im　w翫sserigen　Auszug　des：Loligo　bleρkeri　K：efbrstein　aus　Ho奪kaido

geprhf』，　in　welchθFrakもioh　die　Suhs七anz　diesθs　Auszugs，　die　diθFormaldehy－

dreaktion　gib重，廿bergeht　und　habθn　fes七ges七θII七，　dass　d：eser　Bestandteil呂iGh

・・ll・伽dig　mit　B晦i・・u・a皿m・n　i・d・・．孕y・i・鱈kti・・v・ゆd・t・Si・k・n・t・・

・四・di・b・id・n　S・b・ta・・ρh　d・・Gh圃1・・g　miカ・1≧・翼gli・qh・皿S・blimゆi・ht

trennen，　abe塾　als　sie．illre　alkoholisGhe　L6sung血it　alkoholisoh6r　Silberni七ra－

t16sung　behaIlde1七en．，　wur母e　Be七ain・volls憾ndig　g晦ll七und　da　die　formaldehyd－

bildende・Mu鮎θrsubstanz　volls協ndig　in　der　Mutterlauge　ge1δsもbleibt，　konnte



6、

diOso】為e　daduroh・g6鵬茸htΨerde血．　Wird　n菖mli6h　deセSilb6rniederschl寝g　im

Wassθr　verr且hr七u血d　die　Fl貢ssigkOit．　haoh翫t飴Tnun拷d6s　Chlorsilbers　durGh

verdUnnもe．Salzs就ure　unter　vermillder右em　Dmck　konzenもrier占und　am　k蕊hlen

Orte　stehen　gelassen，　so　scheiden　sioh　weisse　Nade1耳ab．　Werden　die白elben　mit

Wasser翅usamlnon　6rhiもz七und　die　Fl廿Ssigkeit　destilliθでt　so勿eigt　das　Destilla七gar

koih6．　Fo雫r虚しl（ユ611ydreak6iσ血、　1）er　Soh血01zpunkt　jen6r　Sub臼七an乞ist　237－238，5。

und　der　An勘lyse血a6h　ist　si6血iもおeもainchlorhydrat　ido五もisch（C6Hli1璽02HG1）．

Da闘Us　ko1111七61｝dag　Pik掘t（Fp．181。　C6］旺i黄0ずC6耳垂篤07），　das　Golddoppelsalz（Fp．

．皇05。C5HilNO2．Au◎1のuhd　d昂s　Plat抽doppels鋤lz（Fp．2440（C5H11NO2・HC1）2・．PtC14）

herg6stellt　werden．．Die　Mu右te幽dge　wufde血i右マerd渡n血右6r　Sa12s湯u2e　vθrset呂t，

vo血Ch1㈱ilbe2　befreit；die　feeie　Min6mls蕊U蛤e壷ird　danh　durch　Bariumoarbolla七

e血もfbmもund　hach　der　D6回目i11島tion　des　alk：OholiSGhen　Ant6ils　unter　ver皿inderもθm

D加ok　die　Flh臼sigkeiもin　hもlicher　Weise　mit　Phosphorwo1丘a血s銑ure　behandelt，

d6r　e出訊1もene欝iedefschbg　du野Gh　B＆ry加γa臼ser乞efleg七、　Die　sGh脚aGh臼a1乞saure

Lδ6uhg　wird　unter　vermindefte項Druck　konze血もrier七，騨obei　man　weisse　Nadeln

b6koniint．　Wird　diese　SUbs協nz血it　W島s8月頃　erhitzもund　des七illier七〇der　im

EinsGhmelzrohr　mi右Wasser　erhi古z右，　so　bilden串ioh　betr琶GhもIiohe　Menge血Fσr血良1－

dehyd．　Die　Subsもanz乞eigt　den　Fp．216’und　hat　der　Analyse　nach　die　Zusam－

Inensetzung．C3HgHO・HC1．　Daraus　haben　Ver氏das　Pikrat（Fp．201－205。　C3Hザ

NO・C6H：3N307），　das　Golddoppelsalz（Fp。268。　C3HgNO・H：AuC14）und　das　Platin－

Ghloriddoppelsalz（Fp．223。（C3HgNO・HC1）ガPもCL）hergestellt．

　　　　ba‘fbs七9θstellt　wurde，　das6　die　obige　fbrlnaldehydbildende，　kris七alline

Shb蜘・miもd・m　T・im・thア1・血i・・xyd・・n　W・R・D…七…E・G・uldi・g〔SQ・・75・

7曾2（1889））id・ntisch　i・七，　wd・d6・・ロ・・h．d・・M・古h・d・di・・e・A・七・・en…T・ime一

面1・ゆda・ε・四七・llt・nd　mit　d・皿・・n　V・・丘…L・1ig・，bleek・・i　Kρ色rst・i・…

H・kk・idq・xも・・hi・・ゆP・a蜘t　vθrgli・h・・，　W・も・i・i・h　hθrausst・11t・，　d・ss・i・

dieselbgn　EigensGh麟e尊haben．　Werden　n乞mlioh　le　5　ccm．　einer　O．1％ig．

岬町・e・ig・n　L6…gd・r　Ch1・・hyd・at・desE・t・akt・u・d　d・・d・・g・・t・ll七・n　P・・d・kt・・

i血Cafius－Rohre　eine　Stunde　lang　auf　22066rhiもzt，　so　bildet　siGh　in　beiden

麗11en京ormaldehyd，　der　1／5500　dθr　obigen　5　ccm．θntspriGht・In　der．　zerseもzもeh

．曲・sigk・i七鋤右・i・1・Dim・t1・y1・mi・・K…di・S・b・t・n・・di・i皿．L・1ig・b1・eゆ

kef6rsもeill　die　Formaldθhydreaktion　bewirkも，　ist　Trimethylamino耳yd　und

F・r甲・1d・hyd　bild・t・i・h　d・・ch　V・r銭・d・・u・g，　di・d・・飴19・nd・nG1・i・h・ng・n・

・t撃o「’cht：　’（CH、），N、・杢C且、・舶（C且，）象

　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邑　　　．　　．　．　声

ワ
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　　　　11．，On　a　New　improvβd瓢e伍od　fbr　det㏄tion　of　lbπmaldehyd．：By　K

翫瀦αr4αη（オz・魚ββb6．

　　　The　authors　h即e　found　a　pθw　i】〔nprQved皿oぬod　fヒ）r　detectioロof．for恥＆1do・

hyde・which　is　used　as　a　fbod　prβ．seでva七ive．

　　　　The　procedure　of　the　I皿ethod　is呂s右oUows：　Introdusce　10　gl　of七he　fresh

eggr禺lbumen　into　a　be3kβr　an4皿ix　iも．　by　stirring　to　34QcG．　of　wateL　・Trallsfbr’

the　1ロix加re　to　a　20　cG．　of　3Q％　hydnooh1ρri¢acid．　Allow　to　stand．fbr　a　fbw

皿inu七es　in　a　w＆ter－b興th昂も昂bou七35℃，，　ihorder．施ooagul磁e右耳e　proteiロ，　while

shaking　frequeロ紐y，昂nd　then茸1tρrもhrough　a　dry　papθr．　Dissolve　carefully毒he

丘ltraもe　to　a　55　GG．　of　30％　hydroGhloriG　昌cid，轟nd　then　add．reconむly　prepa1Ped

O．75cc．　of　O．5％fbrric　chloride　soluもion．　to　a　clear　mixture．　Mix　5　cc60f　the七est

sol　ution　with　12．5　cc．　of．reagenも，　i】αエ．1皿erseぬe　testもubβin　the　boiIed　wa七er－ba七h

魚）rabou七5minu㌻es．　Relnove　the七ube，　and　cool　iも加medi昌tely　iロcold　water．

Avioleもoolour　develops　in七he　presellce　of　fbrm縞ldehyde．　Tれe　delicacy　Qf

the　t　est　i6　abou七1parもof負）rmaldehyde　in　750000　par也s．

，

　　　．12P　On　the　de癒㏄t糞on　of　fφ即β軍dehyde　in重he　8moked　meat．　By　E魚660暢

αηdl　7τ1丑葛86ゐθ9　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．：

　　　　Afもer　surveying伍e　various　Methods　proposed　fbr毒he　de血ec伽n　of負）rmalde－

hyde　in　smoked　meat，　wθhave　fbund　bhe負）Ilowing　methodも。　be　suitable　and

Pτ轟ctiG昂1）le　for㌻ゑe　estiエロation　of　fりr皿qlde虹y（1e　iロs恐りked皿β錨．．

　　　　The　procedurθof　the　meちhod　isεしs　foユlows；　Ψで轟ηs魚）r　3Q．g．　of　pulve葬ized

sampleち6　a且ask　with　100cc．　of　water，　corked　3nd　allow　to　s換md　l　hour　with

fr．eqμent　sh＆king．・　ThβP昂α41Q¢（ヲ・Qf　50箔＄qlphμr郭G轟qi（罪．　AUgw　tg　staロd魚）r　l

hoαr，　shaking　frequently，　and　then　fil七erもhro　Ugh興filteレGloth♪．易4d　a　su丘icienも

qμaptiゆiy　Qf　20％pho串photupgsもic　ac糞d　＄01μもまρP　i遡．5景多　sロlphur‡o昂cid　むく）．the

創ψr砿e・　AfLer　re耳正ov重P9右ねe　preoipit昌右O　P翼Q4旦。βd　by創㌻r3臆）皿もr｛轟ns鋤「もhe

創鵬血e七・昌r・qRd・b・t多・叫od伽k　Qf　500ρc．　cap毎βiもy．　M：ake　200βc．　wiぬwa古er．

Re串t右he　flaSkρ取串血e　asbesもQ寧．わρ轟罪d昂4d　sQ　regula亀e　t1議eμ轟］鰍Q　as右。　oolleβも20．βc．

of　Lhe　distilate　in　as　nearly　20　minμ㌻eβaS　pQS麟1e．．When．・伽dおtiU韻op　ls

complete，（1ilUもe　one　p即轟of七レe　dis僧門tβw緬h和ur　p昌＃串of　w昂tθr，　The　fbllo・

wing毛estβAand　B即e　q呂τr童ed　Qμ窃wまホhもhρφ1μtρ磁βti11昂声e．

　　　　A，　M：工x5GO．　pf　thβ沁sも簿Q門門qp　wi加g，5奪ρ，ρf恥e串hly　pでepar③d　1％臼olu・

七ioロ　of　phenylhydra露in－hydrochloride，　昂11QW　声。，s血a＃｛I　fbエ　1g皿i叫孕tβs，．3母d．2

drρps　of　1％鼻olロ垣on　of　p抽rOPでμs母i（畢Pまし蚕ri鳳那，縞1取）WもQ　S郵昂Pd郵。τ．5珂｝inuもes，
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五皿a11アa（1d　2　drops．of　1．男多　．solu志i6n　of　sodiumh）アdroxyde．

　　・　B．Place　3Gc．　of　test　solution　in七〇test－tubes，丘112GG．．　of　water　and　15　cG，

・ff・ag・nt・Th6t・・七一t・b・．．i・．i甲m…ed　ih　theわ・il・d‘w・七・・一b・lh　f…b・・七5

minuむe．：Rem・ve　the加be，　a11・w七・G・・1．　Reagen右is　prepar6d　as飴ll・ws＝

　　　　　　　　　　　　　　　　．Introduce　10　g．　of　the　fresh　egg－albumin’into　a　beaker　and　mix　iもby　sもirring

’to　a　40Gc．　of　water．　Transfer　the　mix七ure　slo曽ly　to　a　2Q　cG．　of　30％hydrochloric

aoid．　Allow　to　stand貴）r　a　fも． 浴@minutes　in　a　waむer－bath　a七abou右35℃．，ま110rder

も6coag血late　the．　pro七6in，　while’s1｝aking．　freqUelltly，　and　then　filter　through呂dry

paper．　Dissolve．Garefully　the』fi1七ratθto　a　55cG．　of　30％，hydrochloric　aGid，

and　then　added　reGently　prepared．0．75　cc．　of　O．5％　fbrriG　chloride　solution　右。．a

clear血ixture．

　　　　In七he　above　test・，A　a．｛blue．colQr段nd　B・a．　violet　color　develop　in七he

P・esence・f鉤・m・1d・hyd…

　　　　13．　The　preservative　e飾㏄ts　of　methyl一，　ethyl塵and　propyl－P曹oxybenzoate　on

Soya　sauee．　By　2匠，ムん40απ（霧］｝乙1軌（10・

’　　　0．0167g．of　皿ethylester，0．044　g　of　6七hylester　and．0．011g　of　propylester

preserved　every　100　Gc．　of　the　diluもed　Soya　saucg（8：2）froln　growing　of右he　film

yeast　dOfing　65　days　at　28℃．

　　　　14．

E8tem．

15．

Toxikologische　Untersuchungen顧ber　die　IトOxybenzoesaure　und　ih肥

By　2口．1診。，1乙」田9αsん盛α煽B・0・

　　　　　7
　　　　　　　　　　　　曜

On　the　det㏄tion　of　methanol　in　spirits，　alcoholic　beverages，　tinc加res，

etc．． FBy．｝ζ茄髭or6αη4皿1動8θbθ・

　　　　AcGording　to　a　Inodi且ed　Inanner　bf　Reif，smethod，611e（且attori）of　the

馳auもhor　desGribed　i11もhe．previo血s　reports1）．．’Af畠er　sur†eying　the　various　methods，

we　ha寸e負）und　a　new　improv6d　proce6s　whioh　is　porhaps右he　most　suitable　ahd

praoticable　fbr　detecition　of　metan61　in　reGtified　spiriも81　alcoholic　beveragesゴ

tinctur6s　and　other　sprituous　preparations，

　　　　mhe　method　was　Garried　out　as　fbllows：’Wi七h　liqαids，　containing　less　tha皿

20％of　alcohol　use　20　cc．　with　li（1uids，　Gontoi血ing］［hore　th3n　20％bu七less　than

50％of　alcohol　u8e　10cc．，　with　liqui“SうGontaining　moreもhan　50％of　alcohol　use

106G．，．畠nd　dilute　it　v『iもh　waterも020　cG．

　　　．．IntroduGe　the　best・solution・int6　a　50cG」distillation且ask　and．　conheGt　a　s血all

o
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　　glass　t　ube　with　length　of　75cm．，　whiGh　is　bent　two　times　neary　a右right　angles，

　　with　the　neck　of　the　flask　as　a　condellser，　acGordingもO　Reif，s　procces．　Disもi1

・carefully　lcc．　into　a　small七est．tube　surrounded　by　ice　water，　using　a　small　fl島me，

　　inorder　that　thθ1as七vertiGal　part　of　the　condenser　is　not　heated　by　the　distil13te．

　　Place　O2　cc．　of　disもillate　jn　tq恥e　same且ask　as　desGribed　above，　add　5cG．　of　water

　　and　5cc．　of　1％solution　Qf　potta6sium　per皿anganaもe　and　O．4cG．　of　50％sulpuhuric

　　acid．

　　　　　　Allow　the　mixture　to　stand．負）r　2　minutes，deGolorize　by　adding　lcO．　of　8％

　　solu七ion　of　oxalic　acid．　Thell　the　con七ellt　of　the　fiask　add　a　fbw　pieGes　of　poreGelain，

　　distil．carefully　lec．　illto　a　small　test－tube　surrounded　by　ice－water　as　desGribed

　　above．　Re皿ove　lcG．　of　the　fast　distillaもe　and　then，¢arefully　heated，　so　that　5cG．

　　distil　over　about　10　minute．　To　the　5　cG．　of　the　secolldary　distillate　add　slowly

　　lcc．　of　concen七ra毛ed　sulphuric　acid．　Then　to　the　liquid　add　5cG．く）f　fuchsin．

　　surphurous　aGid　soluもion　and　mix　well．　If　methanol　is　present　ill　the　sample，

　　aviolet　or　violet－red　color　wil　develop　in　2　hour昌．

舳fbrencθS．

1）　Bul16　1mperial］E【yg．　Lab．　No．32，．267，1928．

　　　」．phar皿．80c．　J8pan，　vo1948，　No・8，767，1928・

　　　　　　　　　　　　へ　　　　16‘　On　the　a血alyti¢al　test　of　the　hotspring‘61kao，，・

望励晦K・爾伽醐零五㎞66θ・

By　】乙1血渉60面，　Z

、

、

17．　Uber　Dulcin　als　S“ss白to鉱　：By　l配．1渉。。

■

へ



衛生試験所彙報第四十三號

（飲食物拉日用品類分析表）

　　　　正　　誤　　表

頁 1　行 1　　正 誤

1 緬羊肉カロリー中 154 甲　　　159

43 米　胚　芽　中 胚　　　芽　　　末 胚　　　芽　　　米

〃 米　胚　芽　中 米　　　芽　　　宋 米　　　芽　　　米

132 レコード石鹸中 水分12．05 水分18．84

〃 〃 無水脂肪酸72．12 無水脂肪酸一

　　 〃〃 結合ア1レカリ（Na20）6，22

V離脂肪7．46　　　　　曜

結合アルヵり（NaOH）7．泌　　　　　f

V離脂肪（脂肪友樹脂）6。24

クロール クローノレ
〃 〃

ナトリウム0．79 ナトリウム　　　0．17「

〃 〃 遊離アルカリ0．15 遊離アルカリ0．34

〃 〃
備考欄中より結合脂肪酸及樹
猿_65．17を削除す

・へ・


